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ＩＣＴ夢コンテスト実行委員長 
一般社団法人 日本教育情報化振興会 

会長 山西 潤一 
 

ICT夢コンテストへ多数の応募をいただきありがとうございました。この ICT夢コンテストでは、最
新の ICT技術を先進的に活用し、教師の教授活動や児童・生徒の学習活動をより質の高いものにして行
こうとする取り組みや、技術の先進性よりも、ICT 利活用の普及に主眼をおいた教授活動や学習活動、
校務の情報化などに取り組まれた実践事例などを全国にもとめ、その中から優れた取り組みを表彰する

ものです。GIGAスクール構想のもと、児童・生徒へ 1人 1台 PCの配布と高速大容量の通信ネットワ
ークが整備されたこともあって、学校での授業のみならず、オンラインを活用した保護者や地域人材と

の協同、AR 技術を活用した学習、国際連携など、300 を超える多様な教育実践の応募をいただきまし
た。応募された取り組みは、どれも素晴らしい実践でしたが、特に、ICT活用のモデルになるような実
践に対して、文部科学大臣賞、総務大臣賞の他、NHK 賞、日本教育新聞社賞、日本教育情報化振興会
賞等 9 編の特別賞、23 編の優良賞を選定させていただき、ここに、ICT 活用実践事例集として掲載さ
せて頂きました。なかでも、アクティブ・ラーニングの目標である、個と協働の活動をテクノロジーを

活かしながら、主体的で対話的で深い学びにつなげる授業実践、オンラインの特性を活かし、場所を選

ばずどこでも学べる教室、オンラインと ARなどの最新技術を取り入れ、新たな教育の可能性を感じる
試みなど、たくさんの素晴らしい取り組みを見せていただきました。新型コロナの感染予防への配慮な

ど、ご苦労の多い中で、このような素晴らしい実践に取り組まれた先生がたには改めて感謝申し上げま

す。 With コロナ、After コロナが言われていますが、1人 1台 PC やクラウドなど、ICT 技術はどん
どん進化していきます。ただ、これらの技術は児童・生徒の学習や教師の教授活動の道具に過ぎません。

OECD の Education2030 では、これからの時代、自らの学びを自ら作り出せる児童生徒が求められて
います。1人 1台 PCはそんな新たな学びを作り出す道具です。 

ICT夢コンテストは、そんな取り組みにチャレンジする先生を今後とも応援していきたいと思います。
最後に、ICT夢コンテストを実施するにあたり、ご協力いただいた文部科学省、総務省はじめ、関係団
体の皆様、膨大な審査をしていただいた審査員の皆様、そして何より全国から応募いただいた皆様に感

謝とお礼を申し上げます。 
今後とも未来を担う子どもたちの為に、皆様の素晴らしい実践活動が展開されることを期待していま

す。 
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はじめに  〜ＩＣＴ活用に夢を乗せて〜 

 
ＩＣＴ夢コンテスト審査委員長・副実行委員長 

放送大学 教授 
中川 一史 

 

文部科学省から2020年6月に公開された「教育の情報化の手引」（追補版）第4章 教科等の指導にお

けるICTの活用によると、「学校におけるICTを活用した場面」ICTを効果的に活用した学習場面の一斉

学習が1つ（「A1教員による教材の提示」）、個別学習が5つ（「B1個に応じた学習」「B2調査活動」「B3思

考を深める学習」「B4表現・制作」「B5家庭学習」）、そして協働学習が4つ（「C1発表や話し合い」「C2協

働での意見整理」「C3協働制作」「C4学校の壁を超えた学習」）の10の分類例を示しています（図1）。こ

のもとになる図は、すでに2014年には文部科学省から公開されていました。持ち帰り（B5家庭学習）や

オンライン学習関連（C4学校の壁を超えた学習）など、現在の状況を予想したかのような内容です。そ

ういう意味では、この図に時代（学校の環境）がようやく追いついてきた感じがします。 

 

 

 

A 一斉学習

挿絵や写真等を拡大・縮小、

画面への書き込み等を活用し
て分かりやすく説明することに
より、子供たちの興味・関心を
高めることが可能となる。

画像の拡大提示や書き込み、
音声、動画などの活用

B 個別学習

デジタル教材などの活用により、自らの疑問について深く調べる

ことや、自分に合った進度で学習することが容易となる。また、一
人一人の学習履歴を把握することにより、個々の理解や関心の
程度に応じた学びを構築することが可能となる。

一人一人の習熟の程度等に
応じた学習

インターネットを用いた情報収
集、写真や動画等による記録

マルチメディアを用いた資料、
作品の制作

情報端末の持ち帰りによる家
庭学習

C 協働学習

タブレットPCや電子黒板等を活用し、教室内の授業や他地域・海
外の学校との交流学習において子供同士による意見交換、発表
などお互いを高めあう学びを通じて、思考力、判断力、表現力な
どを育成することが可能となる。

グループや学級全体での発
表・話合い

複数の意見・考えを議論して
整理

グループでの分担、協働によ
る作品の制作

遠隔地や海外の学校等との
交流授業

A1 教員による教材の提示 B1 個に応じた学習 B2 調査活動

B4 表現・制作 B5 家庭学習

C1 発表や話合い C2 協働での意見整理

C3 協働制作 C4 学校の壁を越えた学習

シミュレーションなどのデジタ

ル教材を用いた思考を深める
学習

B3 思考を深める学習

学校におけるＩ Ｃ Ｔ を活⽤した学習場⾯

図１ 学校における ICTを活用した場面 

学校におけるＩＣＴを活用した学習場面 
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今年度は、1人 1台端末整備も進み、どう活用していくのかに焦点が移りました。まさに「GIGA元

年」でした。先の手引によりますと、「社会生活の中で ICTを日常的に活用することが当たり前の世の

中となる中で、社会で生きていくために必要な資質・能力を育むためには、学校の生活や学習において

も日常的に ICTを活用できる環境を整備し、活用していくことが不可欠である。（略）これからの学び

にとっては、ICTはマストアイテムであり、ICT環境は鉛筆やノート等の文房具と同様に教育現場にお

いて不可欠なものとなっていることを強く認識し、その整備を推進していくとともに、学校における教

育の情報化を推進していくことは極めて重要である。」と、今後の普段使いの意義と必要性を示してい

るのです。 

 

さて、ICT夢コンテストが開始してから今年で 11回目を迎えました。今年度は 319件の応募をいた

だき、開始した平成 23年度の 2倍以上の応募数になりました。その中から厳正な審査により、32件の

入賞を決めました。オンライン授業や端末活用事例、情報活用能力など、現在の状況におおいに関係す

る内容がとても増えました。しかし、「こう使いました」という報告だけではなかなか審査は通りませ

ん。どういう取り組みなのか、ICT活用の意図は何なのか、具体的にどんな効果・変容が見られたのか、

課題や展望が何なのかが明確に書かれていることが授賞のポイントとなります。本事例集の各賞講評に

は、なぜ受賞したのかについて審査員がコメントを入れています。そちらにも注目をお願いします。 
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のもとになる図は、すでに2014年には文部科学省から公開されていました。持ち帰り（B5家庭学習）や

オンライン学習関連（C4学校の壁を超えた学習）など、現在の状況を予想したかのような内容です。そ

ういう意味では、この図に時代（学校の環境）がようやく追いついてきた感じがします。 

 

 

 

A 一斉学習

挿絵や写真等を拡大・縮小、

画面への書き込み等を活用し
て分かりやすく説明することに
より、子供たちの興味・関心を
高めることが可能となる。

画像の拡大提示や書き込み、
音声、動画などの活用

B 個別学習

デジタル教材などの活用により、自らの疑問について深く調べる

ことや、自分に合った進度で学習することが容易となる。また、一
人一人の学習履歴を把握することにより、個々の理解や関心の
程度に応じた学びを構築することが可能となる。

一人一人の習熟の程度等に
応じた学習

インターネットを用いた情報収
集、写真や動画等による記録

マルチメディアを用いた資料、
作品の制作

情報端末の持ち帰りによる家
庭学習

C 協働学習

タブレットPCや電子黒板等を活用し、教室内の授業や他地域・海
外の学校との交流学習において子供同士による意見交換、発表
などお互いを高めあう学びを通じて、思考力、判断力、表現力な
どを育成することが可能となる。

グループや学級全体での発
表・話合い

複数の意見・考えを議論して
整理

グループでの分担、協働によ
る作品の制作

遠隔地や海外の学校等との
交流授業

A1 教員による教材の提示 B1 個に応じた学習 B2 調査活動

B4 表現・制作 B5 家庭学習

C1 発表や話合い C2 協働での意見整理

C3 協働制作 C4 学校の壁を越えた学習

シミュレーションなどのデジタ

ル教材を用いた思考を深める
学習

B3 思考を深める学習

学校におけるＩ Ｃ Ｔ を活⽤した学習場⾯

図１ 学校における ICTを活用した場面 

学校におけるＩＣＴを活用した学習場面 
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委 員 

実行委員長 

山西 潤一 一般社団法人 日本教育情報化振興会 会長 

審査委員長・副実行委員長 兼任 

中川 一史 放送大学 教授 

審査委員・実行委員 兼任 

今田 晃一 大阪樟蔭女子大学 学芸学部 国文学科 教授 

佐藤 幸江 放送大学 客員教授 

丹羽 登 関西学院大学 教育学部 教授 

渡部 昭 墨田区教育委員会 庶務課教育情報担当 教育情報化推進専門員 

審査委員 

赤堀 侃司 一般社団法人ＩＣＴ ＣＯＮＮＥＣＴ ２１ 会長 

大久保 昇 株式会社 内田洋行 代表取締役社長 

栗本 直人 一般社団法人 人材育成と教育サービス協議会 代表理事 

黒上 晴夫 関西大学 総合情報学部 教授 

斉藤 雅弥 日本教育新聞社 編集局 実践グループ・グループ長 

橋本 太朗 日本放送協会 制作局 ＜第 1制作ユニット＞教育・次世代 

 チーフ・プロデューサー 

堀田 博史 園田学園女子大学 人間教育学部 教授 

本田 裕紀 熊本市立五福小学校 校長 

毛利 靖 つくば市立みどりの学園義務教育学校 校長 
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ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 受賞者一覧 
No. 賞 応募者名（団体・個人名） 事例タイトル 

1 文部科学大臣賞（学校） つくば市立手代木中学校 大坪 聡子 学習の個性化と協働化の融合を目指した、No密でも濃密な理科
学習 

2 文部科学大臣賞（地域） 東京都立青峰学園 滑川 真衣 障害物のない世界、AR で作品を展示スペースごとデザインしよ
う！ 

3 総務大臣賞 オンライン寺子屋 
中村 柾 
堀 佳月 
斎藤 みずも 

全国の先生が全国の生徒にオンラインで個別無料授業 

4 ＮＨＫ賞 宝仙学園小学校 中村 優希 児童・保護者の学びを更新する「保護者参加型オンライン授業」 

5 日本教育新聞社賞 東大和市立第二中学校 髙田 裕行 SDGs×プログラミングで考える世界・地域・自分の未来 

6 日本教育情報化振興会賞 枚方市教育委員会 
浦谷 亮佑 
井手内 太吾 
倉田 仁司 

クラウドを活用したポータルサイトの構築と教職員による実践事例
の共有 

7 宮島龍興記念教育賞 宮崎県立宮崎西高等学校 溝上 俊彦 ゲームで遊んでる場合じゃなくなる高校生のための計算機実験
入門講座のすすめ 

8 地方再生・創生賞 日之影町立日之影小学校 田中 晃貴 
 

プロとつながる遠隔キャリア教育を通してふるさと愛を育む学習活
動の実践 

9 審査委員長特別賞 杉並区立天沼小学校 
澤 祐一郎 
伊藤 友香 
向井 亮介 

地域・学校・企業が「今、ここ」でつながる会社体験活動 

10 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 山口県立宇部総合支援学校 北川 正史 ものづくりのための ICT活用と ICT活用のためのものづくり 

11 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 淡路市立津名東小学校 増子 知美 ICT を活用し、子どもたちがいきいきと学びに向かう理科授業 

12 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 柏市立大津ケ丘第一小学校 井上 昇 コロナ禍の新たな地域行事！小学生と地域で創る「大津一小デ
ジタル花火大会」 

13 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 備前市立香登小学校 津下 哲也 ICT で夢を形に！世界に一つだけの校内放送システムで笑顔を
取り戻せ！ 

14 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 福津市教育支援センター「ひだまり」 
升野 潤 
今津 理恵 
高橋 輝彦 
藤原 富男 

不登校生徒の今を伝える！既存の ICT 機器を使った「通信」に
出来る事 

15 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 浜松市立雄踏小学校 
静岡大学 

菊地 寛 
遠山 紗矢香 

GIGA スクール下における地域の産業を取り入れた STEAM 教
育の実践と効果 

16 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 滋賀県立河瀬中学校・高等学校 久保川 剛宏 ゲーミフィケーションでもたらされる疑似体験による主体的・対話
的で深い学び 

17 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 宮崎市立宮崎北中学校 前田 絵理 「枕草子」を現代風に再現！自分流の「枕草子」を写真共有 SNS
風に創作しよう！ 

18 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 朝来市立竹田小学校 國眼 厚志 AR から QR、無料で簡単設定、全学年に広がった動く学級便り
｢新･日刊動画新聞」 

19 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 TRC-ADEAC／東京大学大学院学際
情報学府 大井 将生 小中高の教員と MLA・自治体関係者で協創☆多様な地域資料

の教材化ネットワーク構築 

20 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 日本福祉大学付属高等学校 君塚 麿 ICTで拡がる「Withコロナにおける国際交流とボーダレスな協働
的学び」 

21 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 小国町教育委員会 高校魅力化推進室 
阿部 宣行 
Bryan Day 
坂口 裕紀 

対話から始まる国際教育！オンライン国際交流で新しい世界が
見えてきた 

22 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 

京都府立宮津天橋高等学校 
         〃 
         〃 
京都府立丹後緑風高等学校  

安見 孝政 
四方 翔磨 
藤田 あゆみ 
中根 新 

過疎地域の高校を接続！遠隔合同授業の普及に向けた教員研
修モデルの開発と評価 

23 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 草津市教育委員会 
西村 陽介 
尾関 大応 
宮嶋 貴憲 
糠塚 一彦 

市立全 20 小中学校一斉オンライン授業を実現した草津市「8 つ
の推進方策」 

24 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 養老町立笠郷小学校 森 俊郎 宇宙に感動！ICTで子ども達の夢を叶える理科授業 

25 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 長岡市立表町小学校 水谷 徹平 歴史・地域とつながる創立 150周年記念プロジェクト 

26 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 高森町立高森東学園義務教育学校 北 慎一郎 社会科授業のニューノーマル！！学習者主体の学びによる情報
活用能力の育成 

27 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 常総学院高等学校 松島 毅 反転学習のためのオンライン学習環境の構築 

28 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 New Science Education 
林 美初 
大畑 りお 
本多 紗彩 
岡部 百音 

AR技術を用いた「わくわくする科学実験」 

29 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 広島県立広島中学校・広島高等学校 増永 雄大 高校数学の学習内容を「Jamboard」を活用して分類や関連づけ
を行う 

30 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 樟蔭中学校・高等学校 川浪 隆之 3D プリンターを利用したデジタルものづくりで培う創造力と課題
解決力 

31 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 高松市総合教育センター 
河田 祥司 
葛西 久美子 
河北 理加 
大胡 賢太郎 

教職員の主体性と同僚性を育む「放課後ちょいスクール
（Choice,Cool）」 

32 ＩＣＴ夢コンテスト優良賞 昭和女子大学附属昭和小学校 幡井 理恵 単元を通して ICT を活用！英語の基礎力の定着から振り返りま
で   

委 員 

実行委員長 

山西 潤一 一般社団法人 日本教育情報化振興会 会長 

審査委員長・副実行委員長 兼任 

中川 一史 放送大学 教授 

審査委員・実行委員 兼任 

今田 晃一 大阪樟蔭女子大学 学芸学部 国文学科 教授 

佐藤 幸江 放送大学 客員教授 

丹羽 登 関西学院大学 教育学部 教授 

渡部 昭 墨田区教育委員会 庶務課教育情報担当 教育情報化推進専門員 

審査委員 

赤堀 侃司 一般社団法人ＩＣＴ ＣＯＮＮＥＣＴ ２１ 会長 

大久保 昇 株式会社 内田洋行 代表取締役社長 

栗本 直人 一般社団法人 人材育成と教育サービス協議会 代表理事 

黒上 晴夫 関西大学 総合情報学部 教授 

斉藤 雅弥 日本教育新聞社 編集局 実践グループ・グループ長 

橋本 太朗 日本放送協会 制作局 ＜第 1制作ユニット＞教育・次世代 

 チーフ・プロデューサー 

堀田 博史 園田学園女子大学 人間教育学部 教授 

本田 裕紀 熊本市立五福小学校 校長 

毛利 靖 つくば市立みどりの学園義務教育学校 校長 
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各賞講評 
賞 応募者名（団体・個人名） 事例タイトル 講評者 講評 

文部科学大臣賞 

（学校） 
つくば市立手代木中学校 大坪 聡子 

学習の個性化と協働化

の融合を目指した、No
密でも濃密な理科学習 

今田審査

委員 

令和の日本型学校教育で示された学習の個性化と協

働化を、ICT 活用により深い学びとして統合された

理科の実践です。コロナ禍により、密を避けた新し

い観察や実験のスタイルが求められました。このピ

ンチをチャンスに変えるために、新しいアプリや

ICT の活用に積極的に取り組み、様々な授業アイデ

アに挑戦されました。密を避けながらのリアルタイ

ムでの気付きの共有は、学びを深め、問題解決を促

進する等、示唆に富む実践となりました。 

文部科学大臣賞 

（地域） 
東京都立青峰学園 滑川 真衣 

障害物のない世界、

AR で作品を展示スペ

ースごとデザインしよ

う！ 

丹羽審査

委員 

仮想世界と現実世界を効果的に組み合わせて、新た

な視点からの取組に繋げることは、Society5.0 でも

求められていることです。3Dスキャナーを活用する

だけでなく、ネットをとおして地域の人を含む多く

の人たちに、3D映像による作品展を見てもらう機会

を設けています。この様な発表方法を発展させるこ

とにより、特別支援学校での様々な取組を、今まで

以上に効果的に多くの人に伝えていくことが期待さ

れます。 

総務大臣賞 オンライン寺子屋 
中村 柾 
堀 佳月 
斎藤 みずも 

全国の先生が全国の生

徒にオンラインで個別無

料授業 

渡部審査

委員 

コロナ禍で「オンライン寺子屋」という団体名を聞い

ただけでもどんな実践が展開されたのかワクワクしま

す。「すべての子どもに学びと多様な選択肢を！」と

1週間で現役の先生を中心に 30名の講師と 100名の

受講者を集めて展開されたこのサービスは圧巻です。

スマートフォンさえあれば無料でマンツーマンのオン

ラインの授業を受講できるこのサービスは、受講者に

は「分からないことを周りを気にしないで『わからな

い』と聞ける」ととても好評です。今も続いているこ

のサービスの今後の展開が楽しみです。 

ＮＨＫ賞 宝仙学園小学校 中村 優希 
児童・保護者の学びを

更新する「保護者参加

型オンライン授業」 

橋本審査

委員 

これまで「見学するだけ」のことが多かった授業参

観を、子どもにとっても保護者にとってもアクティ

ブな学びの機会に変身させました。ICT を使えば意

見の集約や交換は効率的になりますし、「オンライ

ンの方が意見を言いやすい」という人は多いと聞き

ます。授業参観にデジタルツールを取り入れた結果、

子どもたちは「多様なフィードバック」を得ること

ができました。Withコロナ時代の授業参観の一つの

型になるのではないでしょうか。 

日本教育 

新聞社賞 
東大和市立第二中学校 髙田 裕行 

SDGs×プログラミング
で考える世界・地域・自

分の未来 

斉藤審査

委員 

近年、学校教育でも取り組まれることが多い SDGs。

本実践は、生徒の課題意識を基に、学びの集大成と

して教育版マインクラフトを活用しながら「持続可

能なまち」を表現しました。その学習過程の中で、生

徒が当事者意識を持って学びと向き合えるような工

夫だけでなく、教育長や地域住民に発信するアウト

プットの場の設定も特色の一つになっています。汎

用性が高く、どの学校でも参考にできる点が多いこ

となども評価されました。 
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賞 応募者名（団体・個人名） 事例タイトル 講評者 講評 

日本教育情報化 

振興会賞 
枚方市教育委員会 

浦谷 亮佑 
井手内 太吾 
倉田 仁司 

クラウドを活用したポー

タルサイトの構築と教

職員による実践事例の

共有 

堀田審査

委員 

GIGA端末を活用した実践事例の集約、および教職

員研修に特化した 2つのポータルサイトを構築し、

教育の DXに取り組んでいます。実践事例では、

400の授業をいつでも検索できるようにしていま

す。さらに、教職員の研修の様子を動画で録画共有

し、授業改善に役立てています。クラウドサービス

を活用した教育委員会の支援体制として大変充実し

ています。 

宮島龍興記念 

教育賞 
宮崎県立宮崎西高等学校 溝上 俊彦 

ゲームで遊んでる場合

じゃなくなる高校生の

ための計算機実験入

門講座のすすめ 

佐藤審査

委員 

本事例は、文部科学省の SSH認定を受けた理数科

の教員が、ゲーム作成による教育効果をねらい、教

科横断型で教材開発を行い、簡単な学習機能をもつ

プログラミングに挑戦させることで、ブラックボッ

クス化していたプログラミングへの認識を変容させ

たという実践です。今後、彼らがどんな才能を伸ば

していくのか期待されます。 

地方再生・ 

創生賞 
日之影町立日之影小学校 田中 晃貴 

プロとつながる遠隔キ

ャリア教育を通してふる

さと愛を育む学習活動

の実践 

本田審査

委員 

これからは知識をどれだけ持っているかではなく、

周りの人と協働して課題を解決していく力が必要で

す。そこで、学校は地域だけでなく大学や企業など

様々なところと連携していくことが求められていま

す。本実践は、課題が子どもたちにとってワクワク

するものとなっており、地域にもしっかり目を向

け、相手意識をもってプロの方にプレゼンすること

で、子どもたちの意欲が高まり学びが深まっている

ところが素晴らしいです。 

審査委員長 

特別賞 
杉並区立天沼小学校 

澤 祐一郎 
伊藤 友香 
向井 亮介 

地域・学校 ・企業が

「今、ここ」でつながる

会社体験活動 

中川審査

委員長 

感染症による教育活動の縮小を余儀なくされる中、

子供たちが主体的に学習に臨める、またより深い学

びを獲得できる会社体験活動の取り組みです。タブ

レット端末などの ICT 機器を最大限活用して、活

動に取り組みました。子供たち一人一人が「働くこ

と」の意味について追究していった、実社会とのつ

ながりの中で問題解決をしていく素晴らしい事例で

す。 

 
  

各賞講評 
賞 応募者名（団体・個人名） 事例タイトル 講評者 講評 

文部科学大臣賞 

（学校） 
つくば市立手代木中学校 大坪 聡子 

学習の個性化と協働化

の融合を目指した、No
密でも濃密な理科学習 

今田審査

委員 

令和の日本型学校教育で示された学習の個性化と協

働化を、ICT 活用により深い学びとして統合された

理科の実践です。コロナ禍により、密を避けた新し

い観察や実験のスタイルが求められました。このピ

ンチをチャンスに変えるために、新しいアプリや

ICT の活用に積極的に取り組み、様々な授業アイデ

アに挑戦されました。密を避けながらのリアルタイ

ムでの気付きの共有は、学びを深め、問題解決を促

進する等、示唆に富む実践となりました。 

文部科学大臣賞 

（地域） 
東京都立青峰学園 滑川 真衣 

障害物のない世界、

AR で作品を展示スペ

ースごとデザインしよ

う！ 

丹羽審査

委員 

仮想世界と現実世界を効果的に組み合わせて、新た

な視点からの取組に繋げることは、Society5.0 でも

求められていることです。3Dスキャナーを活用する

だけでなく、ネットをとおして地域の人を含む多く

の人たちに、3D映像による作品展を見てもらう機会

を設けています。この様な発表方法を発展させるこ

とにより、特別支援学校での様々な取組を、今まで

以上に効果的に多くの人に伝えていくことが期待さ

れます。 

総務大臣賞 オンライン寺子屋 
中村 柾 
堀 佳月 
斎藤 みずも 

全国の先生が全国の生

徒にオンラインで個別無

料授業 

渡部審査

委員 

コロナ禍で「オンライン寺子屋」という団体名を聞い

ただけでもどんな実践が展開されたのかワクワクしま

す。「すべての子どもに学びと多様な選択肢を！」と

1週間で現役の先生を中心に 30名の講師と 100名の

受講者を集めて展開されたこのサービスは圧巻です。

スマートフォンさえあれば無料でマンツーマンのオン

ラインの授業を受講できるこのサービスは、受講者に

は「分からないことを周りを気にしないで『わからな

い』と聞ける」ととても好評です。今も続いているこ

のサービスの今後の展開が楽しみです。 

ＮＨＫ賞 宝仙学園小学校 中村 優希 
児童・保護者の学びを

更新する「保護者参加

型オンライン授業」 

橋本審査

委員 

これまで「見学するだけ」のことが多かった授業参

観を、子どもにとっても保護者にとってもアクティ

ブな学びの機会に変身させました。ICT を使えば意

見の集約や交換は効率的になりますし、「オンライ

ンの方が意見を言いやすい」という人は多いと聞き

ます。授業参観にデジタルツールを取り入れた結果、

子どもたちは「多様なフィードバック」を得ること

ができました。Withコロナ時代の授業参観の一つの

型になるのではないでしょうか。 

日本教育 

新聞社賞 
東大和市立第二中学校 髙田 裕行 

SDGs×プログラミング
で考える世界・地域・自

分の未来 

斉藤審査

委員 

近年、学校教育でも取り組まれることが多い SDGs。

本実践は、生徒の課題意識を基に、学びの集大成と

して教育版マインクラフトを活用しながら「持続可
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となども評価されました。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

モスフードサービス（モスバーガー）の方に対して、

Web会議システム「Zoom」を活用し、地域の素材を生か
したご当地バーガーのプレゼンテーションを行った。ふ

るさとのよさを再確認し、さらにプロの方からの評価を

受けることで、満足度の高い学習活動となった。 
１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

本校は、中山間地域に位置する全校 30名の小規模校で
ある。学習においては、意欲的に取り組むことができる

が、自分の意見や考えを発表することに苦手意識を持つ

子が多かったので、自信をもって発信する力を伸ばした

いと考えた。外部の方とつながる学習活動を行うことは

効果的で、ICT を活用することにより、コロナ禍におけ
る 3 密・対面を避けること、移動時間の削減等のメリッ
トがあった。また、インターネットでふるさとの特産品

などを調べることを通して、ふるさとの情報がどのよう

に発信されているかを調べる活動は、ふるさとの良さを

改めて見つめ直す契機になると考えた。さらに、タブレ

ット PCが児童 1人に対して 1台整備されている環境に
あり、タブレット PC を活用した情報収集や制作活動に
対して、熱心に取り組む児童も多く、この活動が、総合

的な学習の時間のねらいでもある「自ら課題を見付け、

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を

解決する資質や能力を育てること」にもつながると考え

た。 
２．実践内容 

2.1 栄養のバランスの大切さについて知る（家庭科） 
栄養のバランスをとることの大切さや献立の組み方を

「食事バランスガイド」や給食の献立を元に考えた。農

林水産省の出している食事バランスガイドを活用し、ハ

ンバーガーは、主食（パン）、副菜（レタス）、主菜（パテ

ィ）が合わさっており、乳製品や果物をサイドメニュー

で選ぶことで、栄養のバランスをとることができる食品

だということを知った。 
2.2 ふるさとの素材を集め、ご当地バーガーを考える 

グループごとにコンセプトを決め、どんなご当地バー

ガーにするかを考えた（図 1）。ふるさとの素材だけでな
く、生産者まで考えることで、地域の素材をより深く見

つめ、地産地消の大切さまで考えることができた。コン

セプトは、「おいしい×地元の応援」などグループごとに

工夫が見られた。児童の周りには、牛を飼っている方や

野菜を生産されている方が多く、どのグループもご当地

バーガーに使いたい地域の素材をすぐに考えることがで

きた。地域の素材をどう使うか、組み合わせはどうかと

熟考する姿が見られた。さらに、サイドメニューを考え

ることにも挑戦する意欲も見られ、栄養のバランスに注

目し、足りない栄養を補う選択をしていく話し合い活動

も見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロとつながる遠隔キャリア教育を通してふるさと愛を育む学習活動の実践 

地域の特産を使ったご当地バーガーのアイデア発表を通して 

日之影町立日之影小学校 教諭 田中 晃貴 

キーワード：小学校，高学年，家庭科，総合的な学習の時間，遠隔 

 

図１ 児童が考えたワークシート 

【本時の学習内容】 

●指導目標／自分達でご当地バーガーを提案する活動を通して、ふるさ 

とのよさを見つめ直すとともに、情報を発信する力を高める。 

●評価／ふるさとの特産品について知ろうとしている。 

    グループで協力しながら、アイデアをまとめている。 

    自信をもって発表できるように準備をしている。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 7時間） 

(1)栄養のバランスの大切さを知る。（家庭科 1時間） 

(2)ふるさとの素材集めをする。（総合 1時間） 

(3)ご当地バーガーのアイデアをまとめる。（総合 1時間） 

(4)ご当地バーガーを PRする架空のポスターをつくる。（総合 1時間） 
(5)プレゼン発表の練習をする。（総合 1時間） 

(6)プロの方へプレゼンをする。（総合 1時間） 

(7)学んだことをまとめる。（総合 1時間） 

●本時の目標と展開 令和 3年 6月 児童数 13名 

自分達の考えたご当地バーガーをプロにプレゼンしよう。 

 

学習活動 児童の活動 指導上の留意点 

モスバーガー、モ

スフードサービス

の方と Zoom でつ

ながる。 

講師の方と簡単な

挨拶を行う。 

遅延や乱れがないか

確認し、じゃんけん等

のアイスブレーキン

グを行う。 

ご当地バーガーを

プレゼンする。 

グループごとに、

ご当地バーガーを

プレゼンする。 

用意したポスターや

練習した工夫を生か

して、堂々と発表させ

る。 

モスバーガーの方

からコメントをい

ただく。 

コメントを聞きな

がらそれぞれの発

表のよさに気付

く。 

必要に応じて、メモを

とらせる。 

モスバーガーの方

へ質問をする。 

仕事のことなどに

ついて質問をす

る。 

事前に質問を考えさ

せておく。 

本時のまとめをす

る。 

本時の感想や気付

きをまとめる。 

本時を振り返り、次時

は、学んだことをまと

めることを伝える。 
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日之影町立日之影小学校・田中 晃貴 

2.3 ご当地バーガーのポスター作りをする（写真 1） 

「Adobe Spark」を活用して、自分たちの考えたご当
地バーガーを PR するポスターを制作した。事前に、実
際に店頭やCMで見か
けるモスバーガーの

ポスターについて調

べることで注目を引

く構成の工夫等に気

付き、自分たちのご当

地バーガーについて、

写真や文字、マークの

レイアウト、色合いな

ど各グループの工夫

を凝らした作品に仕

上がっていた。また、

タブレット PCを活用
することで、手軽に本

格的なポスターを仕

上げることができた。 
 
2.4 発表・プレゼン練習を行う（写真 2） 

グループごとに、プレゼン練習を行った上で、Teams
を活用し、実際に画面にどう映るかを確かめる活動を行

った。実際に画面に映る姿を見ることで、発表に動きを

つけたり、その動きを大きくしたりした方がより相手に

伝わりやすいことや、話すスピードや言葉遣い、資料の

見せ方についても改善することができた。 

 
 
2.5 プロにプレゼンを行い、評価をいただく（写真 3） 
ビデオ通話システム「Zoom」を活用し、つながったモ

スバーガー、モスフードサービスの方々へ自分たちのご

当地バーガーをプレゼンした。練習の成果を発揮しなが

ら相手を意識して資料を見せたり、動きを工夫しながら

堂々と話したりすることができた。また、プロの方々に

評価をいただき、笑顔が見られた。質問に答える場面で

は、自分の考えを表現しながら丁寧に受け答えをする姿

が印象的だった。また、職業についても質問をして、話

を聞くことができ、キャリア教育の観点からも有意義な

時間となった。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果 
児童の感想より 

 ・ご当地バーガーを作って、友達と協力することの大

切さを感じました。みんなで相談し合いながら楽し

くできました。実際にプロの人にハンバーガーのよ

さを紹介することができ、すごくよい機会となりま

した。またやりたいです。 
 ・本番当日は、少し緊張したけど、上手に紹介できま

した。モスバーガーの関係者の方々にもコメントを

いただいて、とてもうれしかったです。モスバーガ

ーがもっと好きになりました。 
子ども達にとっては、遠隔地とつないだ学習が初めて

の経験だったので、どうなるか不安だったが、画面を通

してつながるからこそ、相手により分かりやすく伝える

ための工夫を活発に話し合えたと思う。また、プロの方

にアイデアを提案し、コメントをいただくことは、普段

経験できない貴重な時間となり、喜びも大きかったよう

だ。さらに、ご当地バーガーの素材探しという活動を通

して、ふるさとのよさを改めて感じることができたよう

だった。さらに、他にもアイデアを考えて、別の人に紹

介したいという発言から、苦手だった自分たちの考えを

発信していくことに前向きになる様子も見られた。また、

本校のように、中山間地域の学校にとっては、ICT を活
用することですぐに外の世界とつながることができ、大

変有意義だと感じた。 
 

４．今後に向けて 

ICT を活用することで、自信をもって自分の考えを発
表したり、課題に対して友達と協力しながら挑戦したり

する姿が増えた。今後は、専門的な知識をもつ方や地元

の方々とつながる仕組みを整備していく必要があると感

じた。また、教科の枠を越えた横断的なカリキュラムマ

ネジメントを含めて、指導計画を工夫していく必要があ

る。何よりやってみようと挑戦することが ICT活用の大
きな利点だと感じたので、さらに、効果的な ICTの活用
法について研究を進めていきたい。 

写真１ 児童が考えたポスター 

ビデオ会議システムを使い練習する児童 
写真２ プレゼン練習をする児童 

写真３ ポスターを使い、プレゼンをする児童 
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実践の概要 

モスフードサービス（モスバーガー）の方に対して、

Web会議システム「Zoom」を活用し、地域の素材を生か
したご当地バーガーのプレゼンテーションを行った。ふ

るさとのよさを再確認し、さらにプロの方からの評価を

受けることで、満足度の高い学習活動となった。 
１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

本校は、中山間地域に位置する全校 30名の小規模校で
ある。学習においては、意欲的に取り組むことができる

が、自分の意見や考えを発表することに苦手意識を持つ

子が多かったので、自信をもって発信する力を伸ばした

いと考えた。外部の方とつながる学習活動を行うことは

効果的で、ICT を活用することにより、コロナ禍におけ
る 3 密・対面を避けること、移動時間の削減等のメリッ
トがあった。また、インターネットでふるさとの特産品

などを調べることを通して、ふるさとの情報がどのよう

に発信されているかを調べる活動は、ふるさとの良さを

改めて見つめ直す契機になると考えた。さらに、タブレ

ット PCが児童 1人に対して 1台整備されている環境に
あり、タブレット PC を活用した情報収集や制作活動に
対して、熱心に取り組む児童も多く、この活動が、総合

的な学習の時間のねらいでもある「自ら課題を見付け、

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を

解決する資質や能力を育てること」にもつながると考え

た。 
２．実践内容 

2.1 栄養のバランスの大切さについて知る（家庭科） 
栄養のバランスをとることの大切さや献立の組み方を

「食事バランスガイド」や給食の献立を元に考えた。農

林水産省の出している食事バランスガイドを活用し、ハ

ンバーガーは、主食（パン）、副菜（レタス）、主菜（パテ

ィ）が合わさっており、乳製品や果物をサイドメニュー

で選ぶことで、栄養のバランスをとることができる食品

だということを知った。 
2.2 ふるさとの素材を集め、ご当地バーガーを考える 

グループごとにコンセプトを決め、どんなご当地バー

ガーにするかを考えた（図 1）。ふるさとの素材だけでな
く、生産者まで考えることで、地域の素材をより深く見

つめ、地産地消の大切さまで考えることができた。コン

セプトは、「おいしい×地元の応援」などグループごとに

工夫が見られた。児童の周りには、牛を飼っている方や

野菜を生産されている方が多く、どのグループもご当地

バーガーに使いたい地域の素材をすぐに考えることがで

きた。地域の素材をどう使うか、組み合わせはどうかと

熟考する姿が見られた。さらに、サイドメニューを考え

ることにも挑戦する意欲も見られ、栄養のバランスに注

目し、足りない栄養を補う選択をしていく話し合い活動

も見られた。 
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図１ 児童が考えたワークシート 

【本時の学習内容】 

●指導目標／自分達でご当地バーガーを提案する活動を通して、ふるさ 

とのよさを見つめ直すとともに、情報を発信する力を高める。 

●評価／ふるさとの特産品について知ろうとしている。 

    グループで協力しながら、アイデアをまとめている。 

    自信をもって発表できるように準備をしている。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 7時間） 

(1)栄養のバランスの大切さを知る。（家庭科 1時間） 

(2)ふるさとの素材集めをする。（総合 1時間） 

(3)ご当地バーガーのアイデアをまとめる。（総合 1時間） 

(4)ご当地バーガーを PRする架空のポスターをつくる。（総合 1時間） 
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学習活動 児童の活動 指導上の留意点 

モスバーガー、モ

スフードサービス

の方と Zoom でつ

ながる。 

講師の方と簡単な

挨拶を行う。 
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確認し、じゃんけん等

のアイスブレーキン
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ご当地バーガーを
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は、学んだことをまと

めることを伝える。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 
2018 年「学級だよりの写真が動く?！学校と家庭をつ

なぐ日刊動画新聞」と 2020 年「休校中に毎日活用！ブ

ログ貼り付けによる学習動画超簡単配信」の 2 件の研究

を活用し、費用をかけない形での動く学級便り「新･日刊

動画新聞」を配信。校内全学級に広まった。 

１．休校中の学習動画貼付けをヒントに QR コード作成 

 2018 年の取組は多くの保護者を驚かせた。単なる写真

付きの学級便りがまるでハリーポッターの映画のように

カラーで音声付きで再現されるからである。同様の取組

を 19 年度も続け、AR（拡張現実）動画という用語も保

護者の間で普通に使われるようになった。ところが 20

年度は予算を確保することができず、「動く学級便り」

の取組は潰えたかに見えた。ただ、20 年度はそれどころ

では無く、コロナ禍による一斉休校で、学級便り云々で

はなく、授業そのものが行えない状況下であり、その対

応に苦慮していた。 

 本校では一斉休校が要請された 20 年 2 月 27 日から一

部担任（本執筆者國眼）による学級ブログ配信が行われ、

日々の連絡や今後の方向性を知らせるツールとなった。

その中で学習動画の URL をブログに貼り付けることで

未履修の学習を 3 月に進めることができた。年度が替わ

り緊急事態宣言・休業要請により、5 月まで休校が続い

たときも毎日 4～8 本の動画を貼り付け、国語・算数・道

徳も進めていた。その様子を他学級の担任が見て同様に

学習動画を貼り付けることで学校全体に広がり、「ブロ

グ貼り付けによる学習動画超簡単配信」につながった。6

月から休校が明け、学校生活は制限がありながらも少し

ずつ日常を取り戻していった。ほとんどの担任はブログ

の更新を止め、通常の紙版の学級便りを発行していた。

学習動画配信の際に動画を置くサーバを当初は

YouTube としていたが、15 分までの制限と広告がある

ので、途中から GooglePhoto に切り替えた。これにより

時間制限が無くなったのと広告が消えた。動画は

GooglePhoto に上

がっているので、

その URL をブロ

グに貼り付けるこ

とで動画配信を行

っていたのである

（写真 1）。その

URL を QR コード

に変換し（写真 2、

3）、学級便りに貼

り付け、輪転機で

印刷することで、

2018～19 年度当

時行っていた AR 動画配信に代わる「新･日刊動画新聞」

を再興することができた。 

２．動く学級便りの作り方､AR よりも簡単 

QR コードによる動く学級便り「新･日刊動画新聞」は

簡単に作ることができる。昨年度ブログ貼り付けによる

学習動画配信を行っていたので、学級担任は誰もが、

Google アカウントを持ち、スマホやタブレットで撮影し

た動画は自動で GooglePhoto に上がっていた。①その中

で動く学級便りにしたい動画を選び、クリックしてリン

クをコピーする。②コピーした URL を QR コード作成

サイトに貼り付け、そこで大きめに作成する。③そのコ

AR から QR、無料で簡単設定、全学年に広がった動く学級便り「新・日刊動画新聞」 

 

朝来市立竹田小学校 教諭 國眼 厚志 

キーワード：タブレットパソコン，Wi-Fi，クラウド 

 

 
写真２ リンクを作成・コピー 

 
 

 

 
写真１ GooglePhoto から動画選び 

写真３ QR コードをサイトで作成し、

スニッピング 
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朝来市立竹田小学校・國眼 厚志 

ード部分だけをフォトショップなどの画像処理ソフトや

WindowsSnipping（スニッピング）によりトリミングし

て学級便りに写真とともに貼り付ける。④輪転機で印刷

して保護者に配布する。⑤保護者は学級便りの QR コー

ド部分をスマホやタブレットのコードリーダーで読み取

り、動画を視聴する。これでできるのである。この中で

一番難しいのは①以前の Google アカウントを取得し、撮

影したそばから自動アップロードする設定にすることで

あるが、これは学習動画作成時に誰もが行っていたので、

あとはとても簡単なことばかりであった。QR コード作

成も当初は「むずかしい」「分からない」と嘆く女性教

員や年長教員もいたが、一度作成し、Windows 標準装備

の Snipping によりトリミングができることが分かると

毎日作成を楽しんでいるかのように続けることができた。

そして何より普及性があったのは、これだけのサービス

がすべて無料で行えることである。AR 動画配信を行った

「マチアルキ」は少ない容量のものでも年間数万円の費

用がかかるので予算が確保できたときは良いが、そうで

無いときは見せることさえ不可能になる。そして写真の

精度についても、AR マーカーはかなりの鮮明さが必要で

あるが、QR コードはそこまで求められない。AR をアッ

プロードするには 10 秒程度の動画であってもかなりの

時間（10 分以上）を要するが、GooglePhoto には撮った

そばからアップされているので待ち時間は不要である。

しかも何分の動画でも可能である。簡単で利便性が良く

経費もかからないため、誰でもすぐに始められる新しい

インフラだとも考えられる。 

３．実践の成果､授業参観代わりに活用･職員間の絆 

 現在竹田小学校では全てのクラスの学級便りが QR コ

ードによる動画配信となっている（写真 4、5）。今や写

真だけだと物足りなく思う保護者も多いだろう。コロナ

禍で参観日も少なく人数も限定され滞在時間も 1 時間の

みとなっている。そんな中でも授業の様子や校外学習、

協働学習の様子は指導要領の改訂とも重なり、保護者と

しては見たい、知りたいところである。それをリアルタ

イムでは無くても QR コードにより音声も入った動画で

配信されるのは大変嬉しいことである。本取組により家

庭にタブレットを購入されたり、テレビとつなぐケーブ

ルやセットトップボックスを導入されたりする家庭も増

え、ICT 機器が学校だけで無く普通に家庭にどんどん入

り込み、おじいちゃんおばあちゃんも喜んでスマホのリ

ーダーを立ち上げる契機となったとも聞く。1 枚の紙の

学級便りからスマホを片手に談笑する家族の絆が生まれ

てきたと考えられる。これは紙を媒体とする新しい IoT

の出現であるとも言われた。そして、子どもから始まる

家庭内 ICT 利活用が確実に進んできたものだと今回の取

組で感じている。 

同時に「これどうしたらうまく Snipping できる？」「キ

ャプチャーってどうするの？」「これ、編集してみよう

か」今まで ICT が苦手とされる女性教員や年長教員たち

の普通の職員室での会話である。学級便りという昭和の

昔から学級担任に脈々と引き継がれてきた媒体に、QR

コードという平成･令和のツールが職員室にドンピシャ

とはまり、撮影された動画を見ながら談笑できるもう一

つの絆が、今まさに深まっており、GIGA に向けてチー

ムで取り組む空気になっている。 

 
写真４ 運動会応援練習の様子を動画で配信 

 

 
写真５ ホワイトボードや授業支援システムで発表 
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朝来市立竹田小学校 教諭 國眼 厚志 

キーワード：タブレットパソコン，Wi-Fi，クラウド 

 

 
写真２ リンクを作成・コピー 

 
 

 

 
写真１ GooglePhoto から動画選び 

写真３ QR コードをサイトで作成し、

スニッピング 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

本校では、第 5 学年の児童が株式会社を設立し、商品
を製造、販売する「天沼会社経営プロジェクト（以下、

AKP）」を毎年実施している。「働くって何？」という問
いから始まり、会社の仕組みや組織について学ぶととも

に、材料を発注し、商品を開発・製造・一般販売する。 
１．目的・目標 

(1) 本実践の目的 

本校では、AKPを過去12年間にわたり実施してきた。
企業や地域などのサポートを受けながら、商品の開発・

製造・市場調査・資金調達・販売など、子供たちによる本

格的な会社体験活動を行う本実践。自分たちでつくった

商品を実際に天沼地域で一般販売し、利益を得ることを

目指す。年間を通して子供たち一人一人が「働くこと」

の意味について、自分なりの答えを見いだすことが、本

実践のねらいである。 
(2) 令和 2年度における課題と目標 

令和 2 年度、AKP を実施する上で課題となったのが
「感染症拡大防止対策」である。4、5月の休校措置に始
まり、手洗いの徹底やマスク着用、給食時の私語厳禁な

ど、本校でも学校生活の様々な場面において、感染症拡

大防止に向けた対策を講じた。その中で AKPも、子供の
手による商品製造の禁止や、地域の人々への市場調査・

直接販売の禁止などの措置がとられた。活動の中心であ

った商品の製造や販売ができない中で、子供たちにどの

ように「本物の体験」を味わう機会を設けるか、実感を

伴うキャリア教育を経験させられるか、計画段階で検討

を重ねた（写真 1）。 
結果として、令和 2年度の AKPでは、「今だから仕方

ない」と後ろ向きに活動を考えるのではなく、「今だから 

 
こそできる！」と活動を前向きに進められるよう、AKP
としては初めて、企業と連携した HP 立ち上げや
PowerPointによる各協賛店舗のポスター作成など、宣伝
部門での活動を充実させるよう提案した。同時に子供た

ちの話し合いも密集した状態にならないように、オンラ

インアプリを活用してミーティングをしたり、クラウド

を活用してファイルを共有したりする手立てを講じた。

その背景にあるのは、「GIGAスクール構想」である。AKP
が子供たち一人一人にとって協働的な学びであるととも

に個別最適な学びとなるよう、タブレット端末などの

ICT機器を最大限活用して、活動に取り組んだ。そして、
商品の製造を外部企業に委託、販売を荻窪教会通り商店

街の協力を得て店舗販売とし、感染症拡大防止対策の中

でも活動が進められることとなった。 

地域・学校・企業が「今、ここ」でつながる会社体験活動 

 

杉並区立天沼小学校 主任教諭 澤 祐一郎，主任教諭 伊藤 友香，主任教諭 向井 亮介 

キーワード：小学校，5年生，総合的な学習の時間，地域連携，キャリア教育，金融教育 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／AKP 活動のふり返りを通して、活動の成果と課題をまとめ
られるようにする。 

●評価／自分が天沼地域の一員として、地域のためにできたことを振り返

り、今後地域のためにできることを考える。 

 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 36時間） 

(1)会社の仕組みを知り、商品を作ろう（10時間） 

(2)会社をつくって、活動を計画しよう（4時間） 

(3)各部門で活動しよう（15時間） 

(4)商品を販売しよう（5時間） 

(5)AKPのまとめ＆ふり返りをしよう（2時間） 

●本時の目標と展開 令和 3年 3月 児童数 121名 

・1年間の AKP活動をふり返り、自分の成果と課題をまとめよう。 

 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

本時の学習課題と

学習の流れを確認

する。 

学習課題を確認

し、学習の見通し

を立てる。 

本時が AKP 活動の最
後のまとめであるこ

とを意識させる。 

各部門から、年間

の活動の成果と課

題を報告する。 

・宣伝部 

・商品開発部 

・会社役員 

それぞれの成果と

課題を報告する。 

他の部門の成果と課

題にも目を向けるこ

とで、活動全体を見通

して振り返りができ

るようにする。 

活動全体を通し

て、個人の成果と

課題を発表する。 

活動を通して、自

分ができるように

なったことや改善

点を振り返る。 

各部門で児童一人一

人の努力や頑張りを

認められるような言

葉掛けをする。 

「働くこと」につ

いて、個人で考え

をまとめる。 

「働くこと」につ

いて、学習当初と

どのような違いが

あるか振り返る。 

キャリア教育の一環

として、働くことに対

する児童の意識の変

容を見取る。 

 

写真１ 検討段階の令和 2年度 AKP全体像 
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杉並区立天沼小学校・澤 祐一郎，伊藤 友香，向井 亮介 

２．実践内容と成果 

2.1 実践の特長や工夫 

AKPの中心にあるのは、子供たちが実際に社会で働く
人々に触れ、ものづくりや会社経営について体験するこ

とである。キャリア教育の一環として、中学・高等学校

において AKPと同様の活動事例を目にすることはある。
しかし小学校段階で企業や地域と連携することによって、

継続的に活動を実施している事例はほとんど見られない。   
また子供たちがHP作成（写真 2）したり、タブレット
でポスター作成したりしながら、商品の売り上げを高める

ために試行錯誤することに本実践の価値があると考える。 

 

2.2 ＜品評会でのプレゼンテーション＞ 

「商品開発」では、一人一人が商品アイデアを考え、グ

ループを組み、PowerPointやロイロノートなどの発表ソ
フトで商品のプレゼンテーションを作成した。審査員で

あるゲストティーチャー（建築士、町会長など計 9 名）
が評価し、商品の候補を絞っていくのが「品評会」（写真

3）である。審査員と子供たちの投票の結果、「紙石鹸」、
「エコバッグ」、「カレンダー」が候補として選出された。 

 

2.3 ＜オンラインによる選挙演説、情報共有＞ 

会社設立に先立ち、社長と副社長を募集した。感染症

拡大防止のため、候補者と投票する子供たちが直接向か

い合わないよう、演説はオンラインで各教室をつないだ

（写真 4）。同時に他の子たちも「開発部」か「宣伝部」か
の希望をとり、所属する部署が決定した。これ以降、各

部署の情報共有はオンラインアプリを活用して実施した。 

 

2.4 ＜宣伝物の作成＞ 

宣伝部広報課では、販売期間中、商店街の有線放送で

商品宣伝を流す放送原稿や放送音源（CD）を作成した。
宣伝物課では、デジタル関係の派遣事業を行う方々をゲ

ストティーチャーとして全 3 回のワークショップを実施
し、販売場所である商店街の各協賛店舗のポスター（写

真 5）を作成した。インターネット課でも、上述した企業
の方々の指導のもと、会社の HP を作成した。子供たち
は夢中になって HP 作成に取り組み、中でもタブレット
端末の翻訳機能を活用して、HP 内の記事全てに英語訳
を付けたことには子供の柔軟な発想に驚いた。また子供

たちからのアイデアで、本校 HPにも会社 HPのリンク
を貼って、視聴数を伸ばす工夫が提案・導入された。 

 

 

３．今後に向けて 

商品（写真 6）開発や宣伝など、子供たちは一人一人が
主体的に取り組み、様々な人やものと協働的に活動した。

キャリア教育の一環として、天沼地域に生きる一員とし

て、問題が発生しても根気強く取り組み、「働くことと

は？」に対する答えを見いだした。現代社会において、

相手と顔を合わさずに売買が成立する場面は多々ある。

だが、それだけでは人と人との「つながり」は感じられ

ない。「地域」をキーワードにした本実践を通して、顔と

顔を合わせることがいかに大切か感じることができたの

ではないだろうか。今後、予測不可能な社会の中でも、

ICT 機器を最大限活用し、協働的に自分の思いや考えを
実現できる子供たちを育てていきたい。 

写真２ 完成した HPをプレゼンする場面 

写真３ 第 1回品評会の様子 

 

写真４ 立候補者の演説（オンライン）の様子 

写真５ 作成したポスター / 写真６ AKP商品「エコバッグ」 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

本校では、第 5 学年の児童が株式会社を設立し、商品
を製造、販売する「天沼会社経営プロジェクト（以下、

AKP）」を毎年実施している。「働くって何？」という問
いから始まり、会社の仕組みや組織について学ぶととも

に、材料を発注し、商品を開発・製造・一般販売する。 
１．目的・目標 

(1) 本実践の目的 

本校では、AKPを過去12年間にわたり実施してきた。
企業や地域などのサポートを受けながら、商品の開発・

製造・市場調査・資金調達・販売など、子供たちによる本

格的な会社体験活動を行う本実践。自分たちでつくった

商品を実際に天沼地域で一般販売し、利益を得ることを

目指す。年間を通して子供たち一人一人が「働くこと」

の意味について、自分なりの答えを見いだすことが、本

実践のねらいである。 
(2) 令和 2年度における課題と目標 

令和 2 年度、AKP を実施する上で課題となったのが
「感染症拡大防止対策」である。4、5月の休校措置に始
まり、手洗いの徹底やマスク着用、給食時の私語厳禁な

ど、本校でも学校生活の様々な場面において、感染症拡

大防止に向けた対策を講じた。その中で AKPも、子供の
手による商品製造の禁止や、地域の人々への市場調査・

直接販売の禁止などの措置がとられた。活動の中心であ

った商品の製造や販売ができない中で、子供たちにどの

ように「本物の体験」を味わう機会を設けるか、実感を

伴うキャリア教育を経験させられるか、計画段階で検討

を重ねた（写真 1）。 
結果として、令和 2年度の AKPでは、「今だから仕方

ない」と後ろ向きに活動を考えるのではなく、「今だから 

 
こそできる！」と活動を前向きに進められるよう、AKP
としては初めて、企業と連携した HP 立ち上げや
PowerPointによる各協賛店舗のポスター作成など、宣伝
部門での活動を充実させるよう提案した。同時に子供た

ちの話し合いも密集した状態にならないように、オンラ

インアプリを活用してミーティングをしたり、クラウド

を活用してファイルを共有したりする手立てを講じた。

その背景にあるのは、「GIGAスクール構想」である。AKP
が子供たち一人一人にとって協働的な学びであるととも

に個別最適な学びとなるよう、タブレット端末などの

ICT機器を最大限活用して、活動に取り組んだ。そして、
商品の製造を外部企業に委託、販売を荻窪教会通り商店

街の協力を得て店舗販売とし、感染症拡大防止対策の中

でも活動が進められることとなった。 

地域・学校・企業が「今、ここ」でつながる会社体験活動 

 

杉並区立天沼小学校 主任教諭 澤 祐一郎，主任教諭 伊藤 友香，主任教諭 向井 亮介 

キーワード：小学校，5年生，総合的な学習の時間，地域連携，キャリア教育，金融教育 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／AKP 活動のふり返りを通して、活動の成果と課題をまとめ
られるようにする。 

●評価／自分が天沼地域の一員として、地域のためにできたことを振り返

り、今後地域のためにできることを考える。 

 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 36時間） 

(1)会社の仕組みを知り、商品を作ろう（10時間） 

(2)会社をつくって、活動を計画しよう（4時間） 

(3)各部門で活動しよう（15時間） 

(4)商品を販売しよう（5時間） 

(5)AKPのまとめ＆ふり返りをしよう（2時間） 

●本時の目標と展開 令和 3年 3月 児童数 121名 

・1年間の AKP活動をふり返り、自分の成果と課題をまとめよう。 

 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

本時の学習課題と

学習の流れを確認

する。 

学習課題を確認

し、学習の見通し

を立てる。 

本時が AKP 活動の最
後のまとめであるこ

とを意識させる。 

各部門から、年間

の活動の成果と課

題を報告する。 

・宣伝部 

・商品開発部 

・会社役員 

それぞれの成果と

課題を報告する。 

他の部門の成果と課

題にも目を向けるこ

とで、活動全体を見通

して振り返りができ

るようにする。 

活動全体を通し

て、個人の成果と

課題を発表する。 

活動を通して、自

分ができるように

なったことや改善

点を振り返る。 

各部門で児童一人一

人の努力や頑張りを

認められるような言

葉掛けをする。 

「働くこと」につ

いて、個人で考え

をまとめる。 

「働くこと」につ

いて、学習当初と

どのような違いが

あるか振り返る。 

キャリア教育の一環

として、働くことに対

する児童の意識の変

容を見取る。 

 

写真１ 検討段階の令和 2年度 AKP全体像 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

今年度、表町小学校（町校）は 150周年を迎える。そ
こで、卒業生や地域の方から話を聞き、考えたことを発

信したり、お祝いしたりする活動を自分たちで考え、5・
6年生の総合学習としてプロジェクト活動を行った。 
１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

地域の方や卒業生など、学校に関わる方がつながるよ

うなプロジェクト活動を成功させるにはどうしたら良い

かを横断的・総合的に考え、実現しようとする過程で、

自己の生き方を考えた。卒業生を招いて伝統行事につい

て当時の様子を聞きポッドキャストで配信したり、貴重

な明治から昭和初期の写真データをスキャンして拡大印

刷し、開設した町校歴史資料館に拡大掲示したり、2 度
の戦災から立ち上がって引き継がれてきた町校の歴史を

表現するプロジェクションマッピングを作成したりした。

さらに、校歌と合わせて歌えるパートナーソングとして

作詞・作曲した 150周年記念歌を卒業生や地域の方、全
校児童でオンラインで大合唱することを目指した。また、

レーザー彫刻機を用いて自分たちのデザインしたロゴや

メッセージでオリジナルグッズを制作した。コロナ禍で

も学校に関わる方とつながることができるよう表現や発

信、制作活動を行う中で、情報活用の実践力を培うとと

もに、互いにかかわる中で誤解なくつながることができ

るよう情報化社会に参画する態度を育むことを目指した。 
(2) 実践の特長・工夫 

 総合的な学習の時間として、自分たちの学校について

調べたり、学校に関わる方とつながるプロジェクト活動

を成功させようとしたりする中で、ICT を活用するとコ
ロナ禍でもつながることができること（ポッドキャスト

配信やオンラインでの合唱）、データをアーカイブにする

と恒久的に残ると共に再利用できること（古いフィルム

や写真のスキャンと、解説を入れた拡大掲示）、画像や映

像・音などを使って様々な表現ができること（動画編集

ソフトを用いたプロジェクションマッピングやプロモー

ションビデオ制作と高輝度プロジェクタによる投影、レ

ーザー彫刻機を使ったオリジナルグッズを制作）などを

経験から実感した。子どもだけではできないようなプロ

ジェクトを成功させるには、子ども同士の連携や協働が

不可欠である。150 周年記念式典で各プロジェクトにつ
いて発信し、歴史資料館での企画展開催、オリジナルグ

ッズ販売を行う中で、地域の方や卒業生など、学校に関

わる方との絆を深める予定である。 

２．実践内容 

2.1 卒業生を招いたポッドキャストでの配信（写真 1） 

「町校チャンネル」という子ども発のポッドキャスト

番組を作成した。第 1回は大正期から続き、5・6年生が
取り組む伝統行事「海の学校」について、10年前に海で
2,000mを遠泳した卒業生を招いて当時の様子を聞き、録
音した。10年前の海の学校も、今とほぼ同じ形で取り組
んできたことが分かった。「私も泳げなかった。練習はす

ごくつらかったけれどみんなでやれてよかった。達成感

がすごい」「決めたことは最後までやるのが大切。一生分

の宝ものになる。自信を持って、諦めないで！」と言葉

をもらい、次週から始まる「海の学校」への取組に向け

て、思いを新たにした。 

2.2 写真データをスキャンして拡大印刷し、開設した町

校歴史資料館に拡大掲示（写真 2） 

歴史・地域とつながる創立 150周年記念プロジェクト 

 

長岡市立表町小学校 教諭 水谷 徹平 

キーワード：小学校，総合学習，PV作成，プロジェクションマッピング，ポッドキャスト，音楽づくり 

 

 
写真１ 卒業生を招いたポッドキャストでの配信 

写真２ 写真データをスキャンして拡大印刷し、開設した町校歴史資料館に拡大掲示 
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長岡市立表町小学校・水谷 徹平 

150 年前に、戊辰戦争の傷が残る中、米百俵の精神で
学校が創立されたこと、明治天皇や昭和天皇の行幸、大

正期の「海の学校」の様子、太平洋戦争で町校児童が 100
名以上亡くなったことなど、明治から昭和初期の写真を

もとに知った。貴重な写真を永年保存するためにスキャ

ンし、デジタルアーカイブにするとともに、解説文と合

わせて歴史資料館に展示した。 
2.3 150周年記念歌の作詞・作曲と合唱（写真 3） 

校歌と合わせて歌えるパートナーソングとして 150周
年記念歌を作詞・作曲した。ピアノを中心に作曲し、動

画に撮って何度も修正しながら完成した。KAWAIスコア
メーカーで MIDI 音源化し、全校や学校に関わる方に周
知した。歌っていただいたものを動画撮影して、動画を

合体させた大合唱を町校歴史記念館で披露した。 

2.4 町校の歴史を表現するプロジェクションマッピン

グ・PV作成（写真 4） 

戊辰戦争、太平洋戦争の 2度の戦災の焼け野原から立
ち上がり、米百俵の精神で学校創立されたこと、長岡空

襲で表町小学校の児童が 100名以上亡くなってしまった
こと、復興と平和祈願を願って JRC の精神を引き継ぎ、
「海の学校」や「山の学校」、鼓笛パレードの活動が自主

自立の精神と共に伝統として引き継がれてきたことを表

すプロジェクションマッピングを作成している。動画編

集ソフトで赤く燃え上がる CG や米百俵を運ぶ武士団、
学校の創立と空襲などを影絵で表現し、校歌や記念歌な

どをBGMとして使用した。150周年記念式典に合わせ、
グラウンドから10,000ルーメンのプロジェクタ2台を使
って、校舎に投影して披露できるよう準備をしている。 

また、各プロジェクトの内容を説明するプロモーション

ビデオを作成し、記念館などで流している。 
2.5 レーザー彫刻機を用いたオリジナルグッズを制作 

レーザー彫刻機を用いて自分たちのデザインしたロゴ

やメッセージでオリジナルグッズを制作した。学校のオ

リジナルキャラクター「みゆきん」や校章、「不撓不屈」、

「150 年のその先へ」といったキャッチコピーを配し、
自分たちがデザインしたものを、タブレットを介してコ

ースターやスプーン、マスクなどにレーザー彫刻した。

町校歴史記念館にて 150円で販売し、お祝いをする予算
にする予定である（写真 5）。 

３．成果 

各プロジェクトの話合いや情報共有には、Jamboard
や Classroom が使われ、意見やアイディア募集には

Googleフォームが用いられた。解説文など共同編集が必
要なものも GoogleApps で時間短縮が見られた。学校に
関わる方とつながろうと子どもだけではできないような

プロジェクトを成功させるために ICTを活用した表現・
制作を行う中で、自然に情報活用能力が涵養された。ま

た、写真の解説文や動画などで誤った情報を流すことが

ないよう、制作者・発信者の責任を考えての表現を行っ

たり、キャラクターグッズがもし改変されたらどう感じ

るかを考えて著作権上気を付けなければいけないことを

実感をもって考える中で、情報化社会に参画する態度が

育まれた（写真 6）。 

 

 
写真３ 150周年記念歌の作詞・作曲  

写真５ オリジナルグッズを制作 

 
写真４ プロジェクションマッピング・PV作成 

 
写真６ 著作権上の留意点を考える 
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実践の概要 

今年度、表町小学校（町校）は 150周年を迎える。そ
こで、卒業生や地域の方から話を聞き、考えたことを発

信したり、お祝いしたりする活動を自分たちで考え、5・
6年生の総合学習としてプロジェクト活動を行った。 
１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

地域の方や卒業生など、学校に関わる方がつながるよ

うなプロジェクト活動を成功させるにはどうしたら良い

かを横断的・総合的に考え、実現しようとする過程で、

自己の生き方を考えた。卒業生を招いて伝統行事につい

て当時の様子を聞きポッドキャストで配信したり、貴重

な明治から昭和初期の写真データをスキャンして拡大印

刷し、開設した町校歴史資料館に拡大掲示したり、2 度
の戦災から立ち上がって引き継がれてきた町校の歴史を

表現するプロジェクションマッピングを作成したりした。

さらに、校歌と合わせて歌えるパートナーソングとして

作詞・作曲した 150周年記念歌を卒業生や地域の方、全
校児童でオンラインで大合唱することを目指した。また、

レーザー彫刻機を用いて自分たちのデザインしたロゴや

メッセージでオリジナルグッズを制作した。コロナ禍で

も学校に関わる方とつながることができるよう表現や発

信、制作活動を行う中で、情報活用の実践力を培うとと

もに、互いにかかわる中で誤解なくつながることができ

るよう情報化社会に参画する態度を育むことを目指した。 
(2) 実践の特長・工夫 

 総合的な学習の時間として、自分たちの学校について

調べたり、学校に関わる方とつながるプロジェクト活動

を成功させようとしたりする中で、ICT を活用するとコ
ロナ禍でもつながることができること（ポッドキャスト

配信やオンラインでの合唱）、データをアーカイブにする

と恒久的に残ると共に再利用できること（古いフィルム

や写真のスキャンと、解説を入れた拡大掲示）、画像や映

像・音などを使って様々な表現ができること（動画編集

ソフトを用いたプロジェクションマッピングやプロモー

ションビデオ制作と高輝度プロジェクタによる投影、レ
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２．実践内容 

2.1 卒業生を招いたポッドキャストでの配信（写真 1） 

「町校チャンネル」という子ども発のポッドキャスト
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歴史・地域とつながる創立 150周年記念プロジェクト 

 

長岡市立表町小学校 教諭 水谷 徹平 

キーワード：小学校，総合学習，PV作成，プロジェクションマッピング，ポッドキャスト，音楽づくり 

 

 
写真１ 卒業生を招いたポッドキャストでの配信 

写真２ 写真データをスキャンして拡大印刷し、開設した町校歴史資料館に拡大掲示 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

レジ袋を柱に総合的な学習の時間と教科を横断したプ

ロジェクト学習を設計した。レジ袋が有料化された背景

を多面的に、追究をした。また、児童がエコバッグなど

を設計・製作し、商店街で買い物をした。この活動を通

して、表現力や情報活用能力を身に付けることができた。 
１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

ものづくりだけでなく、科学や算数、デザインを取り

入れた STEAM教育を実践し、児童に情報活用能力、表
現力を身に付けさせたいと考えた。そのために、1 人 1
台タブレット端末を活用したり、地域とのつながりを大

切にしたりしながら、教科横断的に総合的な学習の時間

の単元を設定した。 
(2) 総合的な学習の時間のねらい 

SDGs について、課題意識をもって、他者と協働し探
究活動に取り組み、自分と実生活・実社会の問題の解決

に取り組もうとする。 
２．実践内容 
2.1 教科横断学習（STEAM教育） 

1学期に総合的な学習の時間で、SDGs、環境、レジ袋
について、グループで追究活動を行った。本実践で、特

に大切にしたことは、STEAM 教育として意図的に教科

横断型の学習計画を立てたことである。多様で多角的な

視点に立てるように、教師が資料を用意し、ジグソー学

習（学習者同士が協力し合いながら学習を進めていく学

習法）も取り入れ、全員が参加し考えることができるよ

うに工夫をした。環境問題の中でレジ袋について追究し

ていく中で、自分たちにできることを考えた際、エコバ

ッグ（ビニール製ではなく布製）を持つべきだという児

童の思いが強くなった。そこで、遠州綿紬という伝統産

業を守っている「ぬくもり工房」にご協力をいただき、

家庭科の学習計画を変更し、遠州綿紬エコバッグを製作

することにした（写真 1）。また、講話を通じて伝統産業
を通して地元を盛り上げたいという熱い思いを児童に伝

えてもらった。さらに、家庭科の単元「家族団らん」で、

団らんの時のお茶菓子などを地元の商店街で買い物をす

る際に、児童が完成

させたエコバッグ

を使うように計画

を立てた。全ての活

動をつなげて目的

を明らかにするこ

とで、児童には学習

の有用感が得られ

るようにした。 
 

2.2 1人 1台タブレット端末の利用 

(1) 追究・まとめー「NHK for Schoolの活用」 

 追究活動では、タブレット端末を 1人 1台活用した。
エコバッグについて、疑問があるときには、企業の方に

オンラインでインタビューをする児童もいた。追究した

ことをまとめる際に、「整理」、「プレゼン作成」、「プレゼ

ン」と 3つの段階に分けて、NHK for Schoolの動画クリ
ップをそれぞれいくつか用意し、児童が必要なタイミン

グで視聴できるようにした。また、児童はプレゼンの様

子を録画し、自分で視聴することで、発表に活かすこと

ができるようにした。児童が 1 年間、追究してきたこと
は、タブレット端末を用いて全員が発表をした。さらに、

各クラスの代表者は学年全体の発表会で発表をした。 

【学習内容】 

●指導目標／視点と根拠を明確にし、データに基づく事実や整理した情

報を関連付けたり、多面的に考察したりして、多様な情報の中にある特

徴を見付け、目的に応じてまとめることができる。 

(思考力、判断力、表現力) 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 65時間） 

(1)SDGsについて知る（10時間） 

(2)環境について知る（15時間） 

  ・ジグソー学習 

(3)環境のためにできること①（22時間） 

  ・エコバッグ製作 

(4)環境のためにできること②（18時間） 

 ・ビニールバッグのデザイン 

●令和 2年 6月〜令和 3年 3月 児童数 150名 

 

 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

SDGs について
知る。 

本やインターネッ

トで SDGs につい
て調べる。 

浜松市としての取り

組みも調べるように

する。 

環境について知

る。 

レジ袋の問題点、

良さなどをジグソ

ー学習から調べ

る。 

レジ袋について捉え

ることができるよう

に、ジグソー学習を 2

回行う。 

環境のためにで

きること① 

布製のエコバッグ

を製作する。 

SDGs に大切なことを
気付けるように、伝統

工業を守る企業の講

話を聞く。 

環境のためにで

きること② 

ビニールバッグを

デザインする。 

用途、使い手に合わせ

てデザインができる

ように、デザイナーか

ら指導を受ける。 

※単元のまとめとして、商店街での買い物 

写真１ 遠州綿紬エコバッグ 

 

GIGAスクール下における地域の産業を取り入れた STEAM教育の実践と効果 

〜守ろう!環境と自分たちの地域!自分たちにできることに取り組もうプロジェクト〜 

浜松市立雄踏小学校 教諭 菊地 寛，静岡大学 講師 遠山 紗矢香 

キーワード：STEAM教育，SDGs，タブレット端末 
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浜松市立雄踏小学校・菊地 寛，静岡大学・遠山 紗矢香 

(2) デザイン 

これまでの学校教育で扱いが少なかった STEAM教育
の Art＝デザインの部分を学習活動に取り入れたいとい
う教師の思いから、「ルートート」という浜松発のカバン

を製作している企業に協力をいただき、ビニールバッグ

をデザインする活動を計画した。デザインについては、

小学校では学ぶことがほとんどない。そこで、デザイナ

ーの方にデザインについての講話をしていだいた後、児

童はビニール

バッグの用途

（ゴミの分別、

エコバッグ、お

もちゃ入れな

ど）を考えそれ

に合わせたバ

ッグのデザイ

ンを考えた。そ

の際、タブレッ

ト端末を使って

デザインの試行錯誤をし、下書きを印刷してから、着色

をし完成させた（写真 2、3）。このようにタブレット端
末を用いた下書きは、図画工作科を苦手とした児童も意

欲的に取り組むことができた。 

 

 

2.3 地域とのつながり 

本実践を行うにあたり、地域とのつながりを強くもつ

ことができ、多くの協力をいただくことができた。エコ

バッグの製作や

バッグのデザイ

ンに地元の企業 2
社にご理解とご

協力をいただき、

本物のものづく

りを行うことが

できた。また、エ

コバッグを家庭

科で製作するに

あたり、学習ボランティア（コミュニティ・スクール）

の方々に毎時間、協力していただいた（写真 4）。単元終
末に、家庭科の学習として製作したエコバッグを使って

地元の商店街で買い物を計画したが、買い物をすること

を快諾いただいた地元商店街のおかげで、学習活動を行

うことができた（写真 5）。また、それぞれの場面で地域
の方と児童とがコミュニケーションをとり、名前を覚え

てもらったり、祖父母の話をしたり、作品について褒め

ていただいたりと、地域とのつながりを深めることがで

きた。 

 

 

３．成果 

資料を用いた追究活動において、資料の引用の仕方や

数値を根拠として用いる場面で、国語科の「資料の用い

方」や「引用」の学習や算数科の「割合」の学習内容を

活かすことができた。環境問題に対して、自分たちに何

ができるかを考え、実際にエコバッグを作ることができ

たことは児童に大きな満足感をもたらした。単元学習後、

児童にアンケート調査をしたところ、9 割以上の児童が
目的をもって学習をすることができたと答えた。また、

どんな力が身に付いたかを尋ねた自由記述には、「情報を

まとめる力」、「情報をつなげる力」、「資料の読み取りの

力」と答えた児童が多くいた。学習のねらいが達成され

ただけでなく、児童自身がこの学習活動を通して、どん

な力が身に付いたかメタ認知できていたことから、学習

活動が児童自身のものになっていたと考えられる。 
本実践を通して、地域とのつながりを深めながら、教

科横断のカリキュラム・マネジメントを行い学習を進め

ることを通して、情報活用能力が育成できたと考える。 
 

４．今後に向けて 
STEAM 教育は、今後、高等教育を初め、初等教育に

おいても、より一層、推進されていくと考えられる。本

実践以外においても、理科を中心としたカリキュラム・

マネジメントが必要であり、実践をして提案をしていき

たいと考える。 

写真２ ビニールバッグの作成 

 

写真４ エコバッグの製作 

 

写真５ 地元商店街での買い物 

 

写真３ 完成したビニールバッグ 
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GIGAスクール下における地域の産業を取り入れた STEAM教育の実践と効果 

〜守ろう!環境と自分たちの地域!自分たちにできることに取り組もうプロジェクト〜 

浜松市立雄踏小学校 教諭 菊地 寛，静岡大学 講師 遠山 紗矢香 

キーワード：STEAM教育，SDGs，タブレット端末 

 

− 21 −

小
学
校



ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

小学校 6 年生理科の授業において、ダジック・アース
（デジタル 4 次元地球儀）を用いた授業実践を行った。
授業単元を通して、効果的にダジック・アースを活用し、

子どもの宇宙に対する興味関心を高めることができた。 
１．目的・目標 

(1) 宇宙に感動は難しい･･･ 

小学校の理科の宇宙に関する単元を授業をしていると、

子ども達によく質問されることがある。「先生、月にうさ

ぎはいるんですか？」「宇宙に行ってみたいです」である。

子どもの素朴でかわいらしい質問や夢である。実際には、

実現することは難しい。けれども、なんとかこういった

宇宙への興味関心を、子ども達には持ち続けてほしいと

思い、これまで、実際に月の天体観測を行ったり、デジ

タル教科書等を用いて惑星を演示したりしてきた。しか

し、やはり遠い存在である宇宙に感動することは、なか

なか容易ではなかった。 
(2) ダジック・アースの開発 

そんな矢先、京都

大学の「ダジック・

アース」の研究プロ

ジェクトチームに出

会った。子ども達へ

の宇宙の関心を高め

たいと、同じような

思いをもっていたこ

とが分かり、開発さ

れた「ダジック・ア

ース」を用いて、小学校

での「宇宙に感動する」授業実践に取り組んだ。 

ダジック・アースは、4次元（3Dと時間軸）を自由に
操作することができる ICT教材（無料レンタル可能）で
ある（写真 1）。しかし、単にそれらを提示するだけでは
なく、子ども達が宇宙に感動し、深く学ぶことができる

ようにしたいと考えた。そこで、宇宙に関する 6年生「太
陽と月の形」の単元において、（A）「導入」・（B）「探求」・
（C）「家庭学習」の 3つの場面を位置付け、ICT教材を
効果的に活用できるようにした。 
２．実践内容 
2.1 導入「4D デジタルムーンの提示」 
単元の導入時において、ダジック・アースにて、月を提

示した（写真 2、3）。9月のお月見の時期に合わせて、本
単元を実施した。子ども達は、クレーターがあることや、

月の満ち欠けに気付くことができた。また、提示した月

の大きさに驚き、「実際に月を見てみたい！」「他の惑星

はどうなっているのか知りたい！」と興味関心を一層高

めることができた。 

宇宙に感動！ICT で子ども達の夢を叶える理科授業 

 

養老町立笠郷小学校 教諭 森 俊郎 

キーワード：理科，ダジック・アース，宇宙 

 

【単元の学習内容】 

●指導目標／月と太陽の位置に着目し、これらの位置関係を多面的に調

べる活動を通して、より妥当な考えを導きだす力や主体的に問題解決し

ようとする態度を育成する。 

●評価／月の形の見え方について、問題を見出し、予想や仮説を基に、

解決の方法を発想し、表現するなどして問題解決している。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 8時間） 

(1)月の表面を観察したり、資料などで調べたりする。（2時間） 

(2)月の形が日によって変わることをまとめる。（1時間） 

(3)月の形が日によって変わる理由をモデル実験で調べる。（2時間） 

(4)月の見え方と太陽と月の位置関係についてまとめる。（1時間） 

(5)探求の時間と宇宙交流会（2時間） 

(6)家庭学習 

●本時の目標と展開 令和 3年 9月 児童数 26名 

月の見え方について問題を見出し、月の見える位置や形、表面の様子

を観察したり、ダジック・アースなどで調べたりすることができる。 

写真２ 4Dデジタルムーンの提示 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

月と太陽につい

て、これまで学習

したことや生活経

験を想起し、それ

らの特徴について

話し合う。 

月には、満月だけ

でなく、半月や三

日月など色々な形

がある。 

考えた事や気付いた

ことを踏まえて、普段

の生活の中で月を見

るように促す。 

ダジック・アース

の月を見て、気付

いたことを話し合

い、月の見え方に

ついて問題を見出

す。 

日によって形や位

置が変わって見え

るのはどうして

か。 

月の空間的な広がり

を押さえながら、月の

表面の様子について

捉えるようにする。 

月や太陽の特徴に

ついて学んだこと

や経験したことを

基に、それらの特

徴についてまとめ

る。 

月が明るく光って

見えるところは、

太陽や星と似てい

る。 

 

実際に月の表面を見

た時の感動を大切に

したい。 

 

 
写真１ ダジック・アース 
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養老町立笠郷小学校・森 俊郎 

2.2 探求「1 人 1 台のタブレット端末でのダジック・ア

ースの活用」 
1人 1台のタブレット端末を使って、「探求の時間」を

単元の中核に位置付けた。「それぞれの惑星の特徴は何

か？」「月の満ち欠けはなぜ起こるのか」といった疑問を

もち、自ら予想をもって探求する姿が見られた。太陽の

黒点の形の変化やそれぞれの惑星の地表の様子や違い等、

小学校で学習する内容以上のレベルの高い学習内容を身

につける子どもが多かった。「探求の時間」の後は、宇宙

交流会と題して、学んだことをグループや学級全体で教

え合った。それぞれが発見したことをデジタル地球儀を

使って説明することで、細部の気付きを全体で共有する

ことができた（写真 4、5）。 

 

 

2.3 家庭学習 
当初、ダジック・アースのような大型教材を用いて、授

業参観の機会に保護者の方にも提示し、家庭での理科の

学習を促す予定であった。しかし、新型コロナウイルス

の影響で授業参観の実施が不可能となってしまった。そ

こで、家庭での理科の学習を促すため、「ダジック・アー

ス」の YouTube動画と、ペットボトルのキャップで作る
太陽系縮小シートを紹介した。ダジック・アースの

YouTubeでは、インターネット環境さえあれば、家庭で
保護者と一緒にダジック・アースを学習することができ

る。ペットボトルのキャップで作る太陽系縮小シートは、

ペットボトルのキャップを惑星に見立て、太陽系の位置

関係を俯瞰的に理解することができる教材である。身近

にある材料を使って子ども自らに手作りで学習キットを

作らせることで、コロナ禍においても、家庭で宇宙につ

いて楽しく学習できるようにした（写真 6）。 

３．成果 

単元終了後、子ども達の感想で最も多かったのが、「宇

宙ってすごい！」である。それは、宇宙の壮大さ、不思議

に驚くものばかりであった。ダジック・アースのような

先進的な ICT機器を効果的に用いることで、子ども達の
素朴な疑問や夢に少しは答えることができたのではない

だろうか。 
・この学習で、宇宙って本当にきれいだなと思いました。

まだまだ分かっていないこともあると聞いて、その謎を

解き明かしたいと思いました。何より宇宙ってすごい！

って思いました。 
・タブレットでオーロラの変化も見ることができて、び

っくりしました。すごく綺麗で、緑っぽくてくねくねし

ていて、少しだけ赤っぽくもなっていました。とても不

思議な感覚になりました。 
・家でもダジック・アースをやってみて、とても面白か

ったです。実際に月や惑星を創り出そうとすることがす

ごいです。何事もできるということも分かりました。 
４．今後に向けて 
本実践のように、ICT は子ども達の夢を叶えるツール
になりうる。これまではできなかったことを叶えるよう

な ICTの開発と、ICTの効果的な活用力を今後、様々な
分野で実施されることを期待している。本実践がその一

助となれば幸いである。 
参考文献 ダジック・アース デジタル地球儀

https://www.dagik.net/ 

写真４ 1人 1台のタブレットの活用 

写真６ 手作りの太陽系学習キット 

 

写真３ 理科室に浮かび上がる巨大な月 

 

写真５ 細部の気付きを発表する子ども 
 

 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

小学校 6 年生理科の授業において、ダジック・アース
（デジタル 4 次元地球儀）を用いた授業実践を行った。
授業単元を通して、効果的にダジック・アースを活用し、

子どもの宇宙に対する興味関心を高めることができた。 
１．目的・目標 

(1) 宇宙に感動は難しい･･･ 

小学校の理科の宇宙に関する単元を授業をしていると、

子ども達によく質問されることがある。「先生、月にうさ

ぎはいるんですか？」「宇宙に行ってみたいです」である。

子どもの素朴でかわいらしい質問や夢である。実際には、

実現することは難しい。けれども、なんとかこういった

宇宙への興味関心を、子ども達には持ち続けてほしいと

思い、これまで、実際に月の天体観測を行ったり、デジ

タル教科書等を用いて惑星を演示したりしてきた。しか

し、やはり遠い存在である宇宙に感動することは、なか

なか容易ではなかった。 
(2) ダジック・アースの開発 

そんな矢先、京都

大学の「ダジック・

アース」の研究プロ

ジェクトチームに出

会った。子ども達へ

の宇宙の関心を高め

たいと、同じような

思いをもっていたこ

とが分かり、開発さ

れた「ダジック・ア

ース」を用いて、小学校

での「宇宙に感動する」授業実践に取り組んだ。 

ダジック・アースは、4次元（3Dと時間軸）を自由に
操作することができる ICT教材（無料レンタル可能）で
ある（写真 1）。しかし、単にそれらを提示するだけでは
なく、子ども達が宇宙に感動し、深く学ぶことができる

ようにしたいと考えた。そこで、宇宙に関する 6年生「太
陽と月の形」の単元において、（A）「導入」・（B）「探求」・
（C）「家庭学習」の 3つの場面を位置付け、ICT教材を
効果的に活用できるようにした。 
２．実践内容 
2.1 導入「4D デジタルムーンの提示」 
単元の導入時において、ダジック・アースにて、月を提

示した（写真 2、3）。9月のお月見の時期に合わせて、本
単元を実施した。子ども達は、クレーターがあることや、

月の満ち欠けに気付くことができた。また、提示した月

の大きさに驚き、「実際に月を見てみたい！」「他の惑星

はどうなっているのか知りたい！」と興味関心を一層高

めることができた。 

宇宙に感動！ICT で子ども達の夢を叶える理科授業 
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【単元の学習内容】 

●指導目標／月と太陽の位置に着目し、これらの位置関係を多面的に調

べる活動を通して、より妥当な考えを導きだす力や主体的に問題解決し

ようとする態度を育成する。 

●評価／月の形の見え方について、問題を見出し、予想や仮説を基に、

解決の方法を発想し、表現するなどして問題解決している。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 8時間） 

(1)月の表面を観察したり、資料などで調べたりする。（2時間） 

(2)月の形が日によって変わることをまとめる。（1時間） 

(3)月の形が日によって変わる理由をモデル実験で調べる。（2時間） 

(4)月の見え方と太陽と月の位置関係についてまとめる。（1時間） 

(5)探求の時間と宇宙交流会（2時間） 

(6)家庭学習 

●本時の目標と展開 令和 3年 9月 児童数 26名 

月の見え方について問題を見出し、月の見える位置や形、表面の様子

を観察したり、ダジック・アースなどで調べたりすることができる。 

写真２ 4Dデジタルムーンの提示 
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月には、満月だけ
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考えた事や気付いた

ことを踏まえて、普段

の生活の中で月を見

るように促す。 
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の月を見て、気付

いたことを話し合

い、月の見え方に
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す。 

日によって形や位

置が変わって見え

るのはどうして

か。 

月の空間的な広がり

を押さえながら、月の

表面の様子について

捉えるようにする。 

月や太陽の特徴に

ついて学んだこと

や経験したことを

基に、それらの特

徴についてまとめ

る。 

月が明るく光って

見えるところは、

太陽や星と似てい

る。 

 

実際に月の表面を見

た時の感動を大切に

したい。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

子どもたちは理科の授業の中でも特に実験をすること

を楽しみにしている。しかし、コロナ禍でなかなかこれ

まで通りの授業ができにくい状態にある。そこで、ICTと
理科の相性が良いという特徴を利用し、子どもたちが

ICTを活用して主体的に学べるような授業を展開した。 
 

１． 目的・目標 

子どもたちが理科の授業で最も楽しみにしているのは

実験である。実験すること自体が楽しく、学習のめあて

と実践がつながりやすく、理解もしやすい。しかし、新

型コロナウイルス感染症の影響による緊急事態宣言が続

く中では、さまざまな制約があり、なかなか思うように

学習を進めることができない。だからといって、座学ば

かりでは面白くもなんともない。また、観察などの学習

は、元々子どもたちにとって実験ほどの魅力はなく、さ

まざまな工夫を凝らして授業を行っても、子どもたちの

意欲はそれほど高まらない。植物や生物の長期にわたる

観察・記録も、間延びしてしまい子どもたちにとっては、

あまり面白くないようである。そこで、大きく映し出せ

ることや繰り返し操作できるなどの ICTの特徴を生かし、
制限がある中でも実験を行ったり、観察を行ったりでき

るように工夫し授業を行った。子どもたちはタブレット

の活用にもずいぶん慣れてきており、さまざまな場面で

より効果的に活用するようになってきている。教師が使

い方や使う場面を設定するだけでなく、子どもたちが主

体的に活用できるようにした。 

 

２． 実践内容 

2.1 プラネタリウム疑似体験で星の観察 

4年生の「月や星の動き」では、いつもなら教科書等で
学習した後、実際にプラ

ネタリウムを見に出か

け、学習の定着を行って

いる。しかし、校外学習

に出かけることができな

かったため、星の動きや

月の動きを実感すること

は難しかった。各家庭で

も課題として取り組んで

もらったが、十分ではな

かった。そこで、暗幕の

ある PC 室にプロジェク

ター2 台を使って簡易のプラネタリウムを作り、星の観
察を行った。星座表というアプリを使い、前の天井に北

の空を、後ろの天井に南の空を映し出した。子どもたち

は、広々と床に寝転がり、教師の説明を聞きながら、今

日の夜の空の様子を観察した（写真 1）。 

2.2 MESHで自動温度計測 

4 年生の「天気と気温」では、実際に 1 日に何度か温
度計を使って気温を計りグラフに表す学習をした。ちょ

うどの時刻に気温を計ろうと思うと、授業を中断したり、

次の学習への動きが遅れたりするなど、様々な課題があ

る。また、計り忘れも起こりやすい。それを何日も行う

となると尚更だ。そこで、iPadとMESHを使い、15分
ごとに自動で気温を計り、スプレッドシートにデータを

送り、自動でグラフ化するシステムをプログラミングし

た。曇りや雨など、いろいろな天気での気温の変化を継

続して計測した。実際の気温とは誤差が 1℃ほどあった
が、1日に何度も外に出なくても気温を計ることができ、
簡単に天気による気温の変化の違いに気づくことができ

た（写真 2）。 

 

 

2.3 アニメーションでまとめよう 

5年生の「メダカのたんじょう」では、教室に解剖顕微
鏡を常設し、約 2 週間かけて、メダカの卵からメダカが
孵化する様子を観察した。学習のまとめでは、プログラ

ミングアプリ Viscuitを使って、メダカの受精から産卵、
孵化までをまとめた（写真 3）。 

 

 

 

 

ICTを活用し、子どもたちがいきいきと学びに向かう理科授業 

 

淡路市立津名東小学校 主幹教諭 増子 知美 

キーワード：理科，プログラミング，主体的な学び 

 

写真１ 簡易プラネタリウム 

写真２ 気温変化の計測結果 

写真３ アニメーションでまとめ 
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淡路市立津名東小学校・増子 知美 

アニメーションを作ってまとめることで、メダカの雌

雄をきちんと区別でき、誕生までの様子について理解を

深めることができた。この学習以降、児童によっては、

ノートでのまとめだけではなく、アニメーションでのま

とめを作成し、提出するようになっている（写真 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 顕微鏡接写で花粉の観察 

5年生の「花のつくりと実のできかた」では、ヘチマの
花粉の観察を行うが、顕微鏡がグループに 1 台ずつしか
ないため、コロナ感染症予防を考えると実施することが

難しい。そこで、タブレットを使って、顕微鏡のレンズ

を接写し、それを観察することで顕微鏡での花粉の観察

を行った。顕微鏡を見ながら記録するのはかなりの時間

と技術を要する。今回は画像を観察したことで、実際に

顕微鏡で見るよりもスムーズに学習を進めることができ

た（写真 5）。 

しかし、顕微鏡を使わないまま 1 年間を終えるわけに
はいかない。そこで、いつか顕微鏡を使えるようになっ

たときに見られるようにと、それぞれにマイ花粉プレパ

ラートを作成した。校庭の花壇から自分の好きな花を見

つけ、花粉を採取した。採取したものは、学年末までと

っておき、顕微鏡を使って観察することにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 成果 

子どもたちは、いつも理科の授業を楽しみにしてくれ

ている。授業の前には、「今日は何をするの？」と尋ね、

ワクワクしながら学習に臨んでいる。毎時間の授業では、

その時間のめあてと内容を明確にし、児童が主体的に学

べるようにしている。その所々で、ICT が子どもたちの
思考の助けになったり、子どもたちの思いを表現する道

具になったりするようにしている。「プラネタリウムに

行きたかったなあ」という気持ちを、少しでも叶えられ

るように、「顕微鏡で拡大して見たいなあ」という思い

を実現できるようにと、ICT の特徴を生かして、授業の
方法を工夫した。また、iPadは必要に応じて自由に使用
できるようにし、わからないことをすぐに調べたり、記

録に残したい画像を写真に残したりできるようにした。 

5年生のサマーキャンプの時に、4年生の時に学習した
星座表アプリを使って、星を探している児童の姿があっ

た。学習したことと実際の生活の中での体験がつながっ

た瞬間であった。また、5年生の 2学期に入って、「花か
ら実へ」の学習のまとめで、指示していなくても Viscuit
を使ってハチがヘチマの雄花から花粉を運び、雌花に受

粉すると実が成長し、ヘチマができるというアニメーシ

ョンを作成してまとめている児童がいた。プログラミン

グの仕組みを学ぶと同時に、ヘチマの花の特徴や成長の

様子について詳しく表現することができていた。制作過

程で、「こんな表現がしたい」と誰かが声に出すと、すぐ

に教えあったり、「○○さんの作品、よくできているね」

と言うと、みんなで見に来て褒めあったりするなど、児

童一人がタブレットに向かう姿だけではなく、お互いの

思いや考えを交流する姿も見られた（写真 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT を使って擬似体験をしたり、班での実験・観察を
自分のものとして考えられるような工夫を行ったりする

ことで、児童は理科の学習を自分のものとして取り組む

ことができるようになった。また、個別最適な学びを充

実させるためにも、教師が子ども一人一人に応じて学習

活動に取り組む機会を提供する上でも、ICT を活用する
ことは、大変有効であると感じた。 

写真４ まとめの様子 

写真５ 顕微鏡接写の画像で花粉の観察 

写真６ タブレットを使ってお互いの考えの交流 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

子どもたちは理科の授業の中でも特に実験をすること

を楽しみにしている。しかし、コロナ禍でなかなかこれ

まで通りの授業ができにくい状態にある。そこで、ICTと
理科の相性が良いという特徴を利用し、子どもたちが

ICTを活用して主体的に学べるような授業を展開した。 
 

１． 目的・目標 

子どもたちが理科の授業で最も楽しみにしているのは

実験である。実験すること自体が楽しく、学習のめあて

と実践がつながりやすく、理解もしやすい。しかし、新

型コロナウイルス感染症の影響による緊急事態宣言が続

く中では、さまざまな制約があり、なかなか思うように

学習を進めることができない。だからといって、座学ば

かりでは面白くもなんともない。また、観察などの学習

は、元々子どもたちにとって実験ほどの魅力はなく、さ

まざまな工夫を凝らして授業を行っても、子どもたちの

意欲はそれほど高まらない。植物や生物の長期にわたる

観察・記録も、間延びしてしまい子どもたちにとっては、

あまり面白くないようである。そこで、大きく映し出せ

ることや繰り返し操作できるなどの ICTの特徴を生かし、
制限がある中でも実験を行ったり、観察を行ったりでき

るように工夫し授業を行った。子どもたちはタブレット

の活用にもずいぶん慣れてきており、さまざまな場面で

より効果的に活用するようになってきている。教師が使

い方や使う場面を設定するだけでなく、子どもたちが主

体的に活用できるようにした。 

 

２． 実践内容 

2.1 プラネタリウム疑似体験で星の観察 

4年生の「月や星の動き」では、いつもなら教科書等で
学習した後、実際にプラ

ネタリウムを見に出か

け、学習の定着を行って

いる。しかし、校外学習

に出かけることができな

かったため、星の動きや

月の動きを実感すること

は難しかった。各家庭で

も課題として取り組んで

もらったが、十分ではな

かった。そこで、暗幕の

ある PC 室にプロジェク

ター2 台を使って簡易のプラネタリウムを作り、星の観
察を行った。星座表というアプリを使い、前の天井に北

の空を、後ろの天井に南の空を映し出した。子どもたち

は、広々と床に寝転がり、教師の説明を聞きながら、今

日の夜の空の様子を観察した（写真 1）。 

2.2 MESHで自動温度計測 

4 年生の「天気と気温」では、実際に 1 日に何度か温
度計を使って気温を計りグラフに表す学習をした。ちょ

うどの時刻に気温を計ろうと思うと、授業を中断したり、

次の学習への動きが遅れたりするなど、様々な課題があ

る。また、計り忘れも起こりやすい。それを何日も行う

となると尚更だ。そこで、iPadとMESHを使い、15分
ごとに自動で気温を計り、スプレッドシートにデータを

送り、自動でグラフ化するシステムをプログラミングし

た。曇りや雨など、いろいろな天気での気温の変化を継

続して計測した。実際の気温とは誤差が 1℃ほどあった
が、1日に何度も外に出なくても気温を計ることができ、
簡単に天気による気温の変化の違いに気づくことができ

た（写真 2）。 

 

 

2.3 アニメーションでまとめよう 

5年生の「メダカのたんじょう」では、教室に解剖顕微
鏡を常設し、約 2 週間かけて、メダカの卵からメダカが
孵化する様子を観察した。学習のまとめでは、プログラ

ミングアプリ Viscuitを使って、メダカの受精から産卵、
孵化までをまとめた（写真 3）。 

 

 

 

 

ICTを活用し、子どもたちがいきいきと学びに向かう理科授業 

 

淡路市立津名東小学校 主幹教諭 増子 知美 

キーワード：理科，プログラミング，主体的な学び 

 

写真１ 簡易プラネタリウム 

写真２ 気温変化の計測結果 

写真３ アニメーションでまとめ 

− 25 −

小
学
校



ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

新型コロナウイルスの流行により、全国の学校で、学

校行事が中止となった。本校がある柏市でも伝統行事で

ある手賀沼の花火大会が 2 年連続で中止となった。そこ
で、「地域住民である児童が地域活性化のためにできるこ

と」を総合的な学習の時間のテーマとして取り上げ、そ

の活動として、花火をプログラミングでデジタルにし、

校舎にプロジェクションマッピングとして投影すること

とした。また本実践は、地域教材を地域のプログラミン

グ団体と連携し、地域とともに単元開発および授業実践

をしたものである。 
 

１．目的・目標 

本実践は、2021年 4月から 7月に小学 6年生を対象と
した総合的な学習の時間の実践である。 
新型コロナウイルスの影響により、学校行事や授業が

中止もしくは短縮されていた。特に、近隣施設との交流

体験学習、社会科見学など外部と連携した授業、今まで

行われていた総合的な学習の時間における地域連携や地

域貢献を目的とした学習、地域の行事への参加など、外

部と接触する活動は制限を受けた。 
この地域の行事の一つとして、中止されているのが、

手賀沼の花火大会である。これは、柏市における夏の風

物詩であり、児童や地域の方々にとって馴染みのある行

事であった。このような地域の行事もなくなり、児童と

地域の関わりは希薄なものになってしまった。しかし、

地域に住む子どもたちにとって、地域または地域の行事

は重要であり、地域住民の一員として地域の人々とのふ

れあいから地域への想いを育てていくことは、重要なこ

とであると考える。 

そこで、「地域住民である児童が地域活性化のためにで

きること」を総合的な学習の時間のテーマとし、コロナ

禍でもできる地域の方々を対象とした取り組みとして、

校舎にプロジェクションマッピングとして投影する、デ

ジタル花火大会を開催することとした（写真 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
２．実践内容 

本実践のようにプロジェクションマッピングを表現方

法として活用する実践例はここ数年で何件か出てきてい

るが、総合的な学習の時間の地域教材を扱う内容におい

て、地域人材とともにプログラミングをしたプロジェク

ションマッピングによって課題を解決するという活動は

まだない。また、地域の花火大会に焦点を当てることで、

コロナ禍における行事としても多くの学校でできるとい

う点において普及性はあると考える。さらに、教員のみ

がプログラミングの単元開発及び指導をするのではなく、

地域にいるプログラミングの専門家などと共に、単元開

発および授業実践をすることは、今後のプログラミング

教育の在り方の一つのモデルとして効果的なアプローチ

ではないかと考える。以下では実践の工夫を述べていく。 

写真１ デジタル花火大会の様子 

コロナ禍の新たな地域行事！小学生と地域で創る「大津一小デジタル花火大会」 

 

柏市立大津ケ丘第一小学校 教諭 井上 昇 

キーワード：プログラミング，地域連携，総合的な学習の時間 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／児童の地域への想いを育て、地域の一員としての自覚を持

たせる。 

●評価／児童が地域の一員としての自覚を持ち、地域への想いを持つこ

とができるか。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 14時間） 

(1)地域の課題を見出す（1時間） 

(2)地域の実情を調べる（1時間） 

(3)デジタル花火のプログラムを組む（4時間） 

(4)NHK for Schoolを視聴し誇張表現を学び、自分たちの花火に加えら
れそうな箇所を考える（1時間） 

(5)デジタル花火に音や映像の効果をつける（2時間） 

(6)地域に宣伝するポスターを作成し、宣伝する（3時間） 

(7)振り返り(1時間) 

(8)デジタル花火大会本番(1時間) 

●本単元の目標と展開 令和 3年 4月〜7月 児童数 60名 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

課題を知る。 地域を盛り上げる

ための活動ででき

ることを考える。 

児童から意見が出な

い場合、こちらから提

示する。 

プログラムを組

み、デジタル花火

を作る。 

デジタル花火を完

成させる。 

表現を工夫する。 

デジタル花火を工夫

させるため、実際の花

火を見させる。 

宣伝活動を行う。 地域のどこに宣伝

を行えばいいのか

を考えさせ、ポス

ターを作成し、配

布しにいく。 

ポスターを配布しに

いく場所は児童に考

えさせる。 

本番に向け、振り

返りを行う。 

振り返りに向け

て、自身の活動や

地域への想いを振

り返る。 

ジャムボードを使用

し、意見を集約する。 
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柏市立大津ケ丘第一小学校・井上 昇 

①デジタル花火のプログラム作成 

デジタル花火は、Scratch を使い花火のプログラム作
成をした。まず初めに、児童に本物の花火の映像を見せ、

花火はどのように打ち上がり散っていくのかを考えさせ

プログラムを作成させた（写真 2）。また、花火の音も児
童に作らせた。最終的には、口笛、米を上から落とす、

段ボールを叩くという手段で花火の音を表現した（写真

3）。完成した作品は、Scratch 内のクラスのスタジオに
保存できるようにし、作品にコメントやアドバイスを書

き込む活動も行い、デジタル花火を完成させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２（左） プログラミングの画面 

写真３（右） 花火の音で使用するもの 

 
②地域人材とともに作るプログラミング教育（図 1） 

本実践では、地域にある CoderDojo-Kashiwa のメン
ターと一緒に授業の単元開発を行った。この連携では、

指導者同士が指導観のすり合わせや指導計画の作成、デ

ジタル花火のプログラムのサンプル開発などを行った。

また、打ち合わせはオンラインで行い、Google Driveを
活用し、指導案の共有、指導用のプログラムなどのデー

タの共有も行った。また、児童の Google Classroom に
地域の支援員も入り、課題の提示や提出だけでなく、児

童からのプログラムについての質問を受けるなど、学校

以外でもプログラミングについて学ぶことができる環境

を作ることができた（写真 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真４ 授業の様子 

③誇張表現を取り入れた表現の工夫 

今回のデジタル花火の作成では、誇張表現を取り入れ、

表現を工夫させた。誇張表現を学ぶために、NHK for 
School「メディア・タイムズ」を視聴させた。番組視聴
後、誇張表現を入れた方がより花火が見やすくなると考

え、デジタル花火を再度作成した。その結果、児童の作

品には、効果を追加して、花火を少しずつ大きく見せる

工夫や、花火の音と映像をずらしたり、「ドン」という花

火の音を強調したりする工夫をしていた。 
 

３．成果 

本実践後、児童、教員、地域住民へアンケートを行っ

た。その結果から授業の成果について述べる。 
授業の様子を見ていると、初めはプログラミングに自

信のなかった児童も地域の専門家と地域の課題を解決す

るという目標に向けプログラミングを積極的に行ってい

た。初めは、デジタル花火の基本形しかできなかった児

童が、本単元を通して、自分でプログラムを考え、見え

方の工夫や音の工夫をし、デジタル花火を完成させてい

た。 
また、児童のプログラミングに関する事前事後の自由

記述のアンケートによると、事前アンケートでは「難し

い」や「自信がない」という記述が見られたが、事後ア

ンケートでは、「難しいが楽しかった」という記述が増え、

「難しい」という言葉だけの回答がなくなるなど、プロ

グラミングを肯定的に捉えるようになっていた。また、

デジタル花火大会を行ったアンケートでは、地域のこと

が好きだという質問や今後も地域貢献をしていきたいと

いう質問に対して、9 割以上の児童が「好きだ」、「貢献
していきたい」と回答していた。また、児童の感想でも、

地域に対する肯定的な意見が多かった。 
地域の専門家と授業を作ることで、実践した教員のプ

ログラミングに対する意識に変化が現れた。私以外の担

任は、プログラミングの指導経験がなく、苦手意識を持

っていたが、授業後にインタビューを行うと、「このよう

な形で、指導案作成から一緒にできて、授業もサポート

してもらえる体制だと授業ができそう」などとプログラ

ミングに肯定的な意見を持ち、次の授業に意欲を示して

いた。このように、プログラミングに苦手意識を持って

いる教員にとっても、今回のような体制での授業作りは

有効であると考える。 
地域の参観者のアンケートでは、「毎年行ってほしい」

という意見や「今後、協力したい」「感動しました」とい

う声があった。この声を受け、冬のイベントや来年の夏

の実施なども企画されるなど、児童の授業の成果がきっ

かけとなり、地域の新たな行事が誕生したのだと考えら

れる。 
 今後も今回の反省を生かし、地域が一体となった単元

開発および授業実践を行っていく。 

 
図１ 本校と CoderDojo-Kashiwaの連携について 
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(2)地域の実情を調べる（1時間） 

(3)デジタル花火のプログラムを組む（4時間） 

(4)NHK for Schoolを視聴し誇張表現を学び、自分たちの花火に加えら
れそうな箇所を考える（1時間） 

(5)デジタル花火に音や映像の効果をつける（2時間） 

(6)地域に宣伝するポスターを作成し、宣伝する（3時間） 

(7)振り返り(1時間) 

(8)デジタル花火大会本番(1時間) 

●本単元の目標と展開 令和 3年 4月〜7月 児童数 60名 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

課題を知る。 地域を盛り上げる

ための活動ででき

ることを考える。 

児童から意見が出な

い場合、こちらから提

示する。 

プログラムを組

み、デジタル花火

を作る。 

デジタル花火を完

成させる。 

表現を工夫する。 

デジタル花火を工夫

させるため、実際の花

火を見させる。 

宣伝活動を行う。 地域のどこに宣伝

を行えばいいのか

を考えさせ、ポス

ターを作成し、配

布しにいく。 

ポスターを配布しに

いく場所は児童に考

えさせる。 

本番に向け、振り

返りを行う。 

振り返りに向け

て、自身の活動や

地域への想いを振

り返る。 

ジャムボードを使用

し、意見を集約する。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【本時の学習内容】 

●指導目標／保護者への発表を通して、子どもたちの発表の工夫をより

深める。 

●評価／これまでの学習で考えた工夫を活かし、発表につなげている。 

    フィードバックを、次の発表に活かそうしている。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 12時間） 

(1) 教科書『お手紙』を読み、場面の様子をとらえる。（6時間） 

(2) グループで分担を決めて発表の練習をする。（3時間） 

(3) 「みんなが審査員」 各グループの発表を見て、 

Googleフォームでお互いにチェックする。（1時間） 

(4) 「中間発表会」 保護者参加のオンライン授業参観（1時間） 

(5) 「最終発表会」 発表の様子を動画として記録し、 

Googleドライブを通じて児童・保護者と共有する。（1時間） 

●本時の目標と展開 令和 2年 11月 児童数 37名 

『お手紙』の学習から工夫して音読劇の発表を行い、保護者のフィード

バックを基に、さらなる発表の工夫を考える。 

実践の概要（図 1） 

オンラインでの視聴に加え、保護者も当事者として、

子どもたちにフィードバックを行う、参加型の授業実践

である。多様な意見に触れながら、学びを創り上げる楽

しさを子どもたちは感じ、保護者の教育に対する価値観

を更新することにつながった。 

１．目的・目標 

(1) 保護者参加型オンライン授業参観の意義 

GIGA スクール構想×新学習指導要領によって、目指
すべき次世代の学びが明らかになり、子どもたちに求め

られる資質・能力も変化してきている。我々大人が経験

をしてきた学びとは異なるために、学校だけでなく、保

護者の教育に対する価値観のアップデートの必要性が、

これまで以上に高まっている。 
そんな中、コロナ禍でも子どもたちの様子を家庭に届

けようと、多くの学校でオンライン授業参観の取り組み

がなされてきた。本校も「Zoom」を活用し、毎学期オン
ライン授業参観を実施することで、保護者への情報発信

を続けてきていた。その一方で、映像を配信しているだ

けで「保護者に学びの意図は伝わるか」「本当に子どもが

学ぶ姿を見ているか」と疑問を持ち続けていた。 
2021年 4月 26日、日本教育新聞 NIKKYO WEB上で

「GIGA スクール構想への保護者の理解『理解していな
い（聞いたこともない）59.2%』『あまり理解していない
21.6%』」と報道され、約 8割の保護者が GIGAスクール
構想への理解が不十分だと明らかになった。令和の時代

に求められる学びの姿が保護者に届いていないというこ

とであり、私が抱いていた疑問が実践後に奇しくも証明

される形となった。 
本実践は、保護者に Zoom 上で「音読劇 『お手紙』

の発表」を見てもらい、Googleフォームで子どもたちへ
のフィードバックをしていただく、保護者参加型のオン

ライン授業参観の提案である。保護者が学びの内側に入

り、当事者として授業にかかわることで、これから必要

な資質・能力を体験的に理解してもらえると考えている。 
(2) ICT活用の目的とねらい 

ICT 活用の目的は「多くの人からの意見・考えを収集
する」ことである。Google フォームを使用することで、
即時に多様なフィードバックを得ることが可能となる。

特に保護者からの大人の視点での評価は、子どもたちに

とって新鮮である。データは自動集計されるため、低学

年でも情報の分析を行うことができる。その結果浮かび

上がってきた課題の中から、解決の過程・内容を自分で

選択し取り組んでいく。 
そのねらいは、「探究的な学びを実現していくこと」で

ある。自分がしたいと思うこと・方向を見つけ、自分な

りの解決に取り組むことを認め伸ばしていくことが、子

どもたちの学びの意欲を高めるためには大切であると考

えている。また、クラスメイトと考えを伝え合うことや

保護者から意見をもらうことで、考えが深まったり、更

児童・保護者の学びを更新する「保護者参加型オンライン授業」 

 

宝仙学園小学校 教諭 中村 優希 

キーワード：小学校，低学年，学習者中心の学び，保護者参加 

図１ 本実践で実現したい学び 

学習活動 児童の活動 

音読劇『お手紙』 

オンライン 

中間発表 

チームで話し合った工夫を

活かし発表する。 

保護者の活動 

オンライン視聴を行いつ

つ、児童の発表に対して、

Googleフォームでフィー
ドバックする。 

学習活動 児童の活動 

発表の振り返り 

保護者からのフィードバッ

クを基に、もっと良くした

い所・次は気をつけたい所

などについて話し合う。 

 

− 28 −

小
学
校



宝仙学園小学校・中村 優希 

新されたりしていくこともある。多様な交流の中で、自

己と他者の考えをどちらも尊重しつつ、自己決定する機

会をたくさん与えたい。 

２．実践内容 

2.1 保護者の授業参加 

 授業参観は、子ども

たちの音読劇（写真 1）
の「中間発表会」という

位置づけにした。保護

者に見てもらうことが

ゴールではなく、あく

までも子どもたちの成

長プロセスにある、1つ
の学びの場にしたいと

考えたためである（写

真 2）。 

 オンライン授業内で保護者に授業参加を促すことは、

これまでにない取り組みだと考えている。子どもたちが

生きるこれからの時代では、オンライン上でのやりとり

を学びにつなげることが必要不可欠である。 
オンライン上でのフィードバックによって、学びが深

まることを、子どもたちの姿から感じ取ってもらえたと

感じている。 

2.2 発表に磨きをかける子どもたち 
大人の視点からの正当なフィードバックをもらい、自

分たちなりの答えを追求・改善する経験を積み上げてい

った。自分の考えや発表の仕方を更新していく楽しさを、

低学年のうちから感じられたであろう（写真 3）。 

2.3 Googleサービスの活用 

Googleのクラウドプラットフォームを活用し、保護者
や児童同士のやりとりを容易にした点で普及性も高いと

考えている。Googleフォームにより、使用端末や環境を
問わず保護者から児童へのフィードバックが可能となる。

児童は共有 Google ドライブにメンバーとして管理され
ており、回答が記録されたスプレッドシートへの同時ア

クセスが可能である。ネットワークを通じてクラウドサ

ービスを活用する、保護者・児童のモデルとして、GIGA
スクール構想の可能性を切り開くものになるのではない

だろうか。 
３．成果 

実践後に、担任するクラスの児童 37名に対して、自己
評価アンケートを実施した（表 1）。 

クラスメイトの発表を見て、良さに気づいたりアドバ

イスをしたりすることを通して、何をどうするか自分で

考えようとしていた児童が多いことが判る。自由記述の

部分では、「お家の人と友だちが、ちがうところをおしえ

てくれて、よかった」と書く児童もおり、多様なフィー

ドバックを肯定的に捉える姿も見られた。 
保護者へのオンライン授業参観アンケートでは、 
・お友達の発表を真剣に聞き、良いところを見つけ合う

ことが、クラス全体の学びに繋がると感じました。 
・のびのびと発表…(中略)…違う目線で参観することが

出来たことにうれしく感謝致します。 
・他の子の良いところを発言する姿から、普段も尊重し

合いながら生活している様子が想像できました。 
などの感想が得られた。 
オンライン上であっても、授業に参加し子どもたちの

変化・様子に触れることで、子どもたちが経験する学び

の在り方、その学びの良さ・必要性を多くの保護者が理

解したと感じている。 
４．今後に向けて 
本実践では低学年ということで、身近な存在であるク

ラスメイト・保護者との関わりを中心にした。学年が上

がるとともに地域や社会の人々など範囲を広げ、より多

様な考えに触れる学びを実現していきたい。 
また、子どもたちが学びを更新するためには、こうし

た活動をあらゆる場面で続けていくことが大事だと考え

ている。主語が学習者となる学びの実現に向けて、日々

の生活場面や他教科の学習においても、子どもたちが自

分の考えを伝え合ったり、進む道を自分で決定したりで

きるよう設計をしていきたい。 

表１ 授業後のアンケート(児童) 

写真１ オンライン授業参観 音読劇 (Zoom画面) 

写真２ 保護者へのお便り 

写真３ 評価データを基に話し合う子どもたち 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【本時の学習内容】 

●指導目標／保護者への発表を通して、子どもたちの発表の工夫をより

深める。 

●評価／これまでの学習で考えた工夫を活かし、発表につなげている。 

    フィードバックを、次の発表に活かそうしている。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 12時間） 

(1) 教科書『お手紙』を読み、場面の様子をとらえる。（6時間） 

(2) グループで分担を決めて発表の練習をする。（3時間） 

(3) 「みんなが審査員」 各グループの発表を見て、 

Googleフォームでお互いにチェックする。（1時間） 

(4) 「中間発表会」 保護者参加のオンライン授業参観（1時間） 

(5) 「最終発表会」 発表の様子を動画として記録し、 

Googleドライブを通じて児童・保護者と共有する。（1時間） 

●本時の目標と展開 令和 2年 11月 児童数 37名 

『お手紙』の学習から工夫して音読劇の発表を行い、保護者のフィード

バックを基に、さらなる発表の工夫を考える。 

実践の概要（図 1） 

オンラインでの視聴に加え、保護者も当事者として、

子どもたちにフィードバックを行う、参加型の授業実践

である。多様な意見に触れながら、学びを創り上げる楽

しさを子どもたちは感じ、保護者の教育に対する価値観

を更新することにつながった。 

１．目的・目標 

(1) 保護者参加型オンライン授業参観の意義 

GIGA スクール構想×新学習指導要領によって、目指
すべき次世代の学びが明らかになり、子どもたちに求め

られる資質・能力も変化してきている。我々大人が経験

をしてきた学びとは異なるために、学校だけでなく、保

護者の教育に対する価値観のアップデートの必要性が、

これまで以上に高まっている。 
そんな中、コロナ禍でも子どもたちの様子を家庭に届

けようと、多くの学校でオンライン授業参観の取り組み

がなされてきた。本校も「Zoom」を活用し、毎学期オン
ライン授業参観を実施することで、保護者への情報発信

を続けてきていた。その一方で、映像を配信しているだ

けで「保護者に学びの意図は伝わるか」「本当に子どもが

学ぶ姿を見ているか」と疑問を持ち続けていた。 
2021年 4月 26日、日本教育新聞 NIKKYO WEB上で
「GIGA スクール構想への保護者の理解『理解していな
い（聞いたこともない）59.2%』『あまり理解していない
21.6%』」と報道され、約 8割の保護者が GIGAスクール
構想への理解が不十分だと明らかになった。令和の時代

に求められる学びの姿が保護者に届いていないというこ

とであり、私が抱いていた疑問が実践後に奇しくも証明

される形となった。 
本実践は、保護者に Zoom 上で「音読劇 『お手紙』

の発表」を見てもらい、Googleフォームで子どもたちへ
のフィードバックをしていただく、保護者参加型のオン

ライン授業参観の提案である。保護者が学びの内側に入

り、当事者として授業にかかわることで、これから必要

な資質・能力を体験的に理解してもらえると考えている。 
(2) ICT活用の目的とねらい 

ICT 活用の目的は「多くの人からの意見・考えを収集
する」ことである。Google フォームを使用することで、
即時に多様なフィードバックを得ることが可能となる。

特に保護者からの大人の視点での評価は、子どもたちに

とって新鮮である。データは自動集計されるため、低学

年でも情報の分析を行うことができる。その結果浮かび

上がってきた課題の中から、解決の過程・内容を自分で

選択し取り組んでいく。 
そのねらいは、「探究的な学びを実現していくこと」で

ある。自分がしたいと思うこと・方向を見つけ、自分な

りの解決に取り組むことを認め伸ばしていくことが、子

どもたちの学びの意欲を高めるためには大切であると考

えている。また、クラスメイトと考えを伝え合うことや

保護者から意見をもらうことで、考えが深まったり、更

児童・保護者の学びを更新する「保護者参加型オンライン授業」 

 

宝仙学園小学校 教諭 中村 優希 

キーワード：小学校，低学年，学習者中心の学び，保護者参加 

図１ 本実践で実現したい学び 

学習活動 児童の活動 

音読劇『お手紙』 

オンライン 

中間発表 

チームで話し合った工夫を

活かし発表する。 

保護者の活動 

オンライン視聴を行いつ

つ、児童の発表に対して、

Googleフォームでフィー
ドバックする。 

学習活動 児童の活動 

発表の振り返り 

保護者からのフィードバッ

クを基に、もっと良くした

い所・次は気をつけたい所

などについて話し合う。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

「コロナで沈んだ学校を放送で明るくしたい！」彼の

夢は、タブレット PC をフル活用した世界に一つだけの
放送システムによって形になり、もう一つの夢である校

内テレビ生放送も実現させた。日常的な ICT活用が創造
的なアイデアと結びついて生み出されたシステムは、後

輩たちの手により給食時間に楽しみをもたらしている。 
 
１．目的・目標 

(1) コロナで沈んだ学校を放送で明るくしたい！ 

彼の夢。それ

は、放送で笑顔

を取り戻すこと。

6 年生の A 君は
放送委員会の委

員長（写真 1）。
最高学年として、

また委員長とし

て活動しようと

スタートした矢

先の一斉休校。5 月に休校が明けても、学校生活は様々
な場面で活動が制限され、彼は学校中がなんだか暗く沈

んでいるように感じていた。「コロナで沈んだ学校を、放

送で明るくしたい！」熱い想いを胸に、お昼の校内放送

の番組改革に取り組んだ。 
 
２．実践内容 

2.1 試行錯誤の連続 
イメージは、ラジオの DJ。オープニング曲が流れ、ア

ナウンサーがタイトルをコール。給食の献立紹介の後、

天気予報やクイズコーナー、時にはゲストを招いたイン

タビュー。情報盛り沢山のお昼のエンターテインメント

番組が、彼が理想とする姿。しかし、実現までの道のり

は、長く険しいものだった。 
好きなタイミングで曲を流すため、タブレットに曲を

複数入れ、端末スピーカーから流れる音をマイクで集音

する方法を思いつく。ところが放送設備が古いため音量

調節が難しくハウリングが起きる。天気予報、今日は何

の日、占いコーナーなど、やりたいことが多すぎて、時

間を超過してしまうこともしばしば。休み時間をフルに

使っても準備

が足りない。

急な番組改革

に対して、他

の放送委員か

ら意見が出る。

放送内容に対

する改善の提

案が寄せられ

る。それでも

彼はあきらめず、生じた課題について、一つ一つ解決の

糸口を探りながら、仲間と共に番組作りに全力を注いだ

（写真 2）。 
 
2.2 世界に一つだけの放送システム 
 試行錯誤の末にたどり着いたお昼の校内放送「香登小

学校情報ライブ everyday」。その放送は、彼とその仲間
達によって創造された、世界にたった一つだけの放送シ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICTで夢を形に！世界に一つだけの校内放送システムで笑顔を取り戻せ！ 
日常的な活用が生み出した放送委員会のドラマ 
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キーワード：特別活動，委員会活動，日常的活用，非認知能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 委員長の A君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ミーティングの様子 

図１ 校内放送システム 

 

①

③

②

④

④

①放送時間管理システム
図書室から持ってきたイーゼル
に設置された時間管理用タブ
レット。放送室にはアナログ時
計もあるが，より正確な放送を
するため，時計をデジタル表示。

②ペーパレス放送原稿
放送原稿はパワーポイントで
作成。タブレットにキーボー
ドが接続されていて，エン
ターを押すと次の原稿を表示。
原稿は曜日ごと番組に応じて
作成され，担当者が変わって
も放送できるようシステム化。

③リアルタイム選曲システム

タブレットをフル活用した世界に一つだけの校内放送システム

放送で使う曲は，１つのフォ
ルダに数曲収められていて，
進行に応じてダブルタップす
ることで，スムーズに選曲可
能。放送用マイクで集音でき
るよう段ボールで高さ調節。

④日替わり情報集約システム
天気予報や占い，「今日は何の日」など
の日替わり情報は，それぞれのタブレッ
トに表示され，②の放送原稿と合わせて
ることで放送できるよう工夫されている。
この日は点字ブロックの日。天気予報占い

天気予報の原稿

曲再生指示
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ステムによって行われていた。放送時に使用されるタブ

レットは 4～5台。時間管理用、放送原稿用、選曲配信用、
日替わり情報配信用と、用途別に使い分けられている。

ICT によりシステム化され、担当が変わっても安定した
放送ができる。これらは全て、彼らが手探りで、よりよ

い番組作りを目指して試行錯誤する中で生まれたものだ

った。図 1にそのシステムの全容を示す。 
 
2.3 もう一つの夢を叶える 生放送を Zoomで配信！ 

彼にはもう一つの夢があった。それは、テレビの生放

送として番組を放送すること。彼は Zoom で全校配信す
る方法を思いつき、卒業前の 3 月、念願だった生放送を
実現した（写真 3）。 

オープニング曲が流れ、生放送が始まる。Zoom の画

面共有機能を使い、オープニングタイトルが表示された

後、画面にアナウンサー役の児童 3 人が映る。次のお天
気コーナーではカメラが屋外に切り替わり、百葉箱の横

からお天気お

姉さん風に天

気を中継する。

スタジオに画

面が戻った後、

スタジオモニ

ターに事前に

作成したスラ

イドを映し「今日は何の日」を紹介する（写真 4）。おす
すめの本は、実物を見せながらコーナー担当児童が紹介。

星座占いは、事前に作成したスライドを使い画面共有で

全面に映す。最後に明日の天気をもう一度ライブカメラ

でつないだ後、エンディング。生放送の様子を覗きに来

ていた管理職が、本物のテレビ番組さながらの様子に感

嘆の声を上げた。 
 
2.4 日常的な ICT活用がアイデアを形に 
児童がすべてを自ら考え、工夫し、様々な困難を乗り

越えて形にした今回の実践。私は 4年と 6年の 2年間彼
を担任したが、委員会運営に関して相談に乗ったことも

口を出したことも一度もない（放送委員会は別の教員が

担当）。私が上の放送システムの全容を知ったのは、卒業

真近の 3 月。初めて放送室を見た時は、あまりの完成度

の高さに衝撃を

受けた。 
一方で、教室

では日々の授業

の中で、ICTを
活用していた。

社会や総合等で

の調べ学習はも

ちろん、学習成果のスライド発表も日常的に行っていた。

Zoom は、県外小学校との遠隔交流授業、休校中のオン

ライン授業（写真 5）、韓国の小学生との国際交流など、
何度も使った経験がある。彼を含む 6 年生児童は、タブ
レットを使ってクイズ係のコンテンツを作ったり、運動

会の応援合戦のシナリオを PC でまとめたりと、目的の
ために効果的・日常的に ICTを活用していた。生放送の
お天気お姉さんのアイデアなどは、Zoom ではスピーカ

ーが自動で選択表示されるところからヒントを得たのだ

ろう。放送室の中や入口、また廊下には、校内放送を知

らせるポスターや張り紙が多数あったが、それらはすべ

て端末で作成しプリントアウトしたもの。日々の日常的

な活用が彼のアイデアと結びつき、一連の活動を生み出

した（写真 6）。 

 
３．成果 

彼が身につけた力。企画力と提案力、形にするための

行動力。思いや考えを分かりやすく説明する力や仲間と

の協調性。周囲への影響を考え調整する力。その彼の傍

には、タブレットがあり、インターネットがあり、様々

なツールがあった。ICTは彼の相棒で、仲間やリスナーと
のコミュニケーションの手段でもあった。彼の夢は、仲

間や教員や全校児童を巻き込み、ICT と共に形になった
のだ（写真 7）。彼が卒業して 4か月。お昼になると、あ
のテーマ曲が流れ、放送が始ま

る。彼の提案した番組コーナー

は、後輩たちがしっかりと受け

継ぎ、今もなお制限が余儀なく

されている給食時間に、毎日楽

しみと潤いを与え続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ Zoomの生放送の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 作成したスライドを画面共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 休校中のオンライン授業 

写真６ プリントアウトされたスケジュールや張り紙 

 

写真７ 夢を ICTで形に 
 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

「コロナで沈んだ学校を放送で明るくしたい！」彼の

夢は、タブレット PC をフル活用した世界に一つだけの
放送システムによって形になり、もう一つの夢である校

内テレビ生放送も実現させた。日常的な ICT活用が創造
的なアイデアと結びついて生み出されたシステムは、後

輩たちの手により給食時間に楽しみをもたらしている。 
 
１．目的・目標 

(1) コロナで沈んだ学校を放送で明るくしたい！ 

彼の夢。それ

は、放送で笑顔

を取り戻すこと。

6 年生の A 君は
放送委員会の委

員長（写真 1）。
最高学年として、

また委員長とし

て活動しようと

スタートした矢

先の一斉休校。5 月に休校が明けても、学校生活は様々
な場面で活動が制限され、彼は学校中がなんだか暗く沈

んでいるように感じていた。「コロナで沈んだ学校を、放

送で明るくしたい！」熱い想いを胸に、お昼の校内放送

の番組改革に取り組んだ。 
 
２．実践内容 

2.1 試行錯誤の連続 
イメージは、ラジオの DJ。オープニング曲が流れ、ア

ナウンサーがタイトルをコール。給食の献立紹介の後、

天気予報やクイズコーナー、時にはゲストを招いたイン

タビュー。情報盛り沢山のお昼のエンターテインメント

番組が、彼が理想とする姿。しかし、実現までの道のり

は、長く険しいものだった。 
好きなタイミングで曲を流すため、タブレットに曲を

複数入れ、端末スピーカーから流れる音をマイクで集音

する方法を思いつく。ところが放送設備が古いため音量

調節が難しくハウリングが起きる。天気予報、今日は何

の日、占いコーナーなど、やりたいことが多すぎて、時

間を超過してしまうこともしばしば。休み時間をフルに

使っても準備

が足りない。

急な番組改革

に対して、他

の放送委員か

ら意見が出る。

放送内容に対

する改善の提

案が寄せられ

る。それでも

彼はあきらめず、生じた課題について、一つ一つ解決の

糸口を探りながら、仲間と共に番組作りに全力を注いだ

（写真 2）。 
 
2.2 世界に一つだけの放送システム 
 試行錯誤の末にたどり着いたお昼の校内放送「香登小

学校情報ライブ everyday」。その放送は、彼とその仲間
達によって創造された、世界にたった一つだけの放送シ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICTで夢を形に！世界に一つだけの校内放送システムで笑顔を取り戻せ！ 
日常的な活用が生み出した放送委員会のドラマ 

備前市立香登小学校 教諭 津下 哲也 

キーワード：特別活動，委員会活動，日常的活用，非認知能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 委員長の A君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ミーティングの様子 

図１ 校内放送システム 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

写真１ 学習の様子 

 

 

実践の概要 

英語によるコミュニケーションの機会が限られている

児童にとって、ICT の活用は不可欠である。英語の技能
を身に付ける、自らの考えを可視化しながらまとめる、

自分の作ったものを見てふりかえるなど、単元を通して、

様々な場面で ICTを効果的に活用した実践を報告する。 
１．目的・目標 

(1) 「多様化する児童への対応＝個別最適化」 

本校では、25年ほど前から英語を教科として指導して
おり、4 技能の指導を通して、全体的な児童の英語力の
向上が見られるようになってきた。しかし昨今、日常生

活で英語に触れる頻度の異なりによって、児童の英語力

格差が顕著になってきている。コミュニケーションを図

る基礎となる資質・能力を養うためには、教師と児童、

または児童同士で言葉を交わす実際のコミュニケーショ

ン活動が不可欠である。1人 1台の端末が整ったことで、
ICT 機器を用いたコミュニケーション活動も可能となり、
対人と ICTの両輪で児童の知識・技能の格差を補うこと
を目指した。また、より個々

の考えや本当の思いが伝え

られるように、段階に応じ

て複数の ICT活用を組み合
わせながら、児童が自分の

考えをまとめていく過程を

可視化することを目指した

（写真 1）。 
２．実践内容 
2.1 英語の音声、文字、語彙などを理解し活用する 
今までの英語学習では、教師がフラッシュカードを見

せながら単語導入を行ったり、単語力の向上を図ったり

する方法が定番であった。

しかし、1 人 1 台の端末
が整ったことによって、

フラッシュカードを学習

者の端末に配布すること

が可能となった。授業の

1 時間目では Quizlet を
使用し、単語カードに音

声を埋め込むことで、単語を何度も聞くことができるよ

うにしたり、分からなかったものについては星印を付け

て復習ができるようにするなど、児童が自分のペースで

単語の定着を目指す学習が行えるようにした。また、マ

ッチというゲームで、初頭音と頭文字を結び付ける機会

を増やし、無意識のうちにスペルを目で捉える機会を作

った（写真 2）。 
2.2 教科連携で真の情報に触れる 
続く時間では、3年生の社会科「町探検」で散策した学
校のまわりにある施設について振り返る機会を設けた。

地図上にある施設について英語で理解し、地図記号を探

写真３ 教科連携の流れ 

【本時の学習内容】 
●実施時期・学年 令和 3年 6～7月 6年生 児童数 106名 
●指導目標／住みやすい町を作るために、自分の理想の町にあるものや
そこでできることなどを発表する。 
●評価／住みやすい町を作るために、自分の理想の町にあるものやそこ
でできることなどを、自分の考えを含めて、相手に伝わるように発表す
ることができる。 
【指導略案】 
●単元指導計画（全体時間 8時間） 
(1)地図記号を振り返り、英語での言い方を知る。（1時間） 
(2)先生の話を聞いて、町にあるものやないものを考える。（1時間） 
(3)町にあるものやそこでできること、町にないものや欲しいものなど
を聞いたり、伝えたりする。（1時間） 
(4)住みやすい町をつくるために、自分の理想の町を考える。（1時間） 
(5)住みやすい町をつくるために、自分の理想の町について伝えたいこ
とを書いてみる。（1時間） 
(6)自分の理想の町について伝え、修正のアドバイスをもらう。（1時間） 
(7)相手に伝わるように、自分の理想の町を伝える。（1時間） 

(8)友達の理想の町について読む。（1時間） 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

地図記号の

復習やアイ

コンの紹介 

社会科で学習した地図記

号や、アイコンなどの言

い方を英語で答える。 

いろいろな英語表現を

まとめて聞かせ、その

中で意味を推測させる

ように導く。 

身近な町に

あるものや

ないものを

考える。 

身近な町にあるものやな

いものを聞き取り、でき

ることや欲しいものなど

を聞いて考える。 

聞き取りが難しい児童

を援助し、情報を聞き

取って反応している児

童を褒める。 

世界の町に

目を向ける。 

世界の町の情報から何を

考えたか、ロイロノート

のスライドに書いて提出

する。 

聞き取って考え、英語

や日本語で反応してい

る様子を見取る。 

発表練習活

動及び発表

活動 

ルーブリックを作成す

る。また、それをもとに、

発表内容の修正及び個人

での発表練習を行う。 

発表活動では、役割分担

をして協力して発表を行

う。 

ルーブリックをもと

に、具体的な例を見せ

る。良し悪しだけでな

く、発表内容の深まり

を求めて、どうすれば

良いか、3観点から考え

させるように導く。 

 

単元を通して ICTを活用！英語の基礎力の定着から振り返りまで 

6年生 This is my town. の単元から 

昭和女子大学附属昭和小学校 英語科主任 幡井 理恵 

キーワード：英語力向上，教科連携，考えの可視化による修正と評価 

 

三軒茶屋郵便局 
Google Earthより 

写真２ Quizlet 
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昭和女子大学附属昭和小学校・幡井 理恵 

図３ 児童の英文 

 

したり、英語で言ったりする活動を行った。しかし、小

学生にとって実際にその建物のイメージを記憶から引き

出すことは難しい。そこで、Google Earthを使用し、建
物の外観や、そこにたどり着くまでのルートを映像で確

認することによって、よりリアルな情報と英語を結び付

けられるようにした（写真 3）。 
2.3 世界と世界の課題に目を向ける 
さらに、「住みやすい町を作るために」という目的で学

習を進めていくにあたり、身近な町だけでなく世界の町

に目を向ける機会を作りたいと考えた。そこで、再度

Google Earthを活用し、教師が実際に訪れたことのある
世界の町を見せた。その後、その町の写真をスライドで

共有しながら英語で語り、児童からの質問に英語で答え

るなど、より児童が世界に目を向ける機会を設けた。ま

た、活動終了後には、ロイロノートのスライドを使って、

他の国の写真を見た感想や、日本の現状と比較しながら、

自分が住みたい町がどのような町なのか考えを記述し、

児童同士で感想を共有する時間を設けた（図 1）。 

2.4 考えの可視化と整理、及び英語の修正 

単元の後半では、「自分が住みやすいと思う理想の町」

の発表に向けて、準備活動で ICT を活用した。まずは、
教師がMetaMoji Classroomを使用して町のベースとな
る地図記号や SDGsのアイコンをのせた白地図を作成し、
ロイロノートを使って児童に配布した。児童はそれらを

使用してロイロノート上で自分の住みたい町をデザイン

していった。図 2は、児童 4名の考えを比較したものだ

が、それぞれが考え

る住みたい町の違い

が一目で分かる。友

達の作成した町の地

図を見た上で英語を

聞いたり、読んだり

することで、英語の

単語や表現の誤りな

どに気付くことがで

きる。互いにアドバ

イスし合って修正を

かけるなど、ICTの
使用で考えが可視化

されたことで、言語・

内容ともに深めるこ

とができた（図 3）。 
３．実践の成果 

自分の伝えたい内容をクラスメートと共有すること

で、自分では気付けなかった英語の誤りに気付いたり、

正しい英語表現を互いに教え合ったりする機会となった。

間違えることは怖いことではなく、人のものを見ること

で学ぶ（真似ぶ）ことにつながるという感覚が育まれた

ようである。さらに、自分の思いがより相手に伝わるよ

うにするためには、どのような単語や表現を用いれば良

いかをより深く考えられるようになるなど、考えの可視

化によって、言語学習における主体性も育まれた。また、

単元最後の発表活動に向けては、タブレットを使用して

児童と一緒にルーブリックの

作成も行った（写真 4）。児童
らで話し合ってABCの基準を
決めたことにより、課題を自

分事として捉えることにも繋

がったようであった（図 4）。 

 

４．今後に向けて 
今回は、教師が先導しながら、単元内の活動に合わせ

て複数のアプリを使用してきた。今後は、児童個々の興

味・関心や英語力に合わせて児童自らが学びたい課題を

設定し、その達成に向けて多様な ICT活用が見られるよ
うな、児童主体の英語授業を目指していきたい。 

19%

17%
58%

4%
2% ルーブリック評価結果

Aが３つ

Aが２つ

Bが３つまたは2つ以上

Cが２つ

Cが３つ

図２ 理想の町（4名の比較） 

言語の修正 

内容の深まり 

図１ 児童の感想  

「私たちが使っている水道水は綺麗で、飲んでも大丈

夫だけれど、汚染されている川の水を水道水として使

っている人がいます。また、衣食住が確保できていな

い人や 1 日に食べられる量が限られている人などが

いることを知り、私たちが恵まれていることが分かりま

した。 

 貧困や環境汚染が無く、全ての人が平等にそれぞ

れ思いやりを大事にできる町にしたいです。」 

（児童の感想より抜粋） 

写真４ ルーブリック作成 

図４ ルーブリック評価結果 
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写真１ 学習の様子 

 

 

実践の概要 

英語によるコミュニケーションの機会が限られている

児童にとって、ICT の活用は不可欠である。英語の技能
を身に付ける、自らの考えを可視化しながらまとめる、

自分の作ったものを見てふりかえるなど、単元を通して、

様々な場面で ICTを効果的に活用した実践を報告する。 
１．目的・目標 

(1) 「多様化する児童への対応＝個別最適化」 

本校では、25年ほど前から英語を教科として指導して
おり、4 技能の指導を通して、全体的な児童の英語力の
向上が見られるようになってきた。しかし昨今、日常生

活で英語に触れる頻度の異なりによって、児童の英語力

格差が顕著になってきている。コミュニケーションを図

る基礎となる資質・能力を養うためには、教師と児童、

または児童同士で言葉を交わす実際のコミュニケーショ

ン活動が不可欠である。1人 1台の端末が整ったことで、
ICT 機器を用いたコミュニケーション活動も可能となり、
対人と ICTの両輪で児童の知識・技能の格差を補うこと
を目指した。また、より個々

の考えや本当の思いが伝え

られるように、段階に応じ

て複数の ICT活用を組み合
わせながら、児童が自分の

考えをまとめていく過程を

可視化することを目指した

（写真 1）。 
２．実践内容 
2.1 英語の音声、文字、語彙などを理解し活用する 
今までの英語学習では、教師がフラッシュカードを見

せながら単語導入を行ったり、単語力の向上を図ったり

する方法が定番であった。

しかし、1 人 1 台の端末
が整ったことによって、

フラッシュカードを学習

者の端末に配布すること

が可能となった。授業の

1 時間目では Quizlet を
使用し、単語カードに音

声を埋め込むことで、単語を何度も聞くことができるよ

うにしたり、分からなかったものについては星印を付け

て復習ができるようにするなど、児童が自分のペースで

単語の定着を目指す学習が行えるようにした。また、マ

ッチというゲームで、初頭音と頭文字を結び付ける機会

を増やし、無意識のうちにスペルを目で捉える機会を作

った（写真 2）。 
2.2 教科連携で真の情報に触れる 
続く時間では、3年生の社会科「町探検」で散策した学
校のまわりにある施設について振り返る機会を設けた。

地図上にある施設について英語で理解し、地図記号を探

写真３ 教科連携の流れ 

【本時の学習内容】 
●実施時期・学年 令和 3年 6～7月 6年生 児童数 106名 
●指導目標／住みやすい町を作るために、自分の理想の町にあるものや
そこでできることなどを発表する。 
●評価／住みやすい町を作るために、自分の理想の町にあるものやそこ
でできることなどを、自分の考えを含めて、相手に伝わるように発表す
ることができる。 
【指導略案】 
●単元指導計画（全体時間 8時間） 
(1)地図記号を振り返り、英語での言い方を知る。（1時間） 
(2)先生の話を聞いて、町にあるものやないものを考える。（1時間） 
(3)町にあるものやそこでできること、町にないものや欲しいものなど
を聞いたり、伝えたりする。（1時間） 
(4)住みやすい町をつくるために、自分の理想の町を考える。（1時間） 
(5)住みやすい町をつくるために、自分の理想の町について伝えたいこ
とを書いてみる。（1時間） 
(6)自分の理想の町について伝え、修正のアドバイスをもらう。（1時間） 
(7)相手に伝わるように、自分の理想の町を伝える。（1時間） 

(8)友達の理想の町について読む。（1時間） 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

地図記号の

復習やアイ

コンの紹介 

社会科で学習した地図記

号や、アイコンなどの言

い方を英語で答える。 

いろいろな英語表現を

まとめて聞かせ、その

中で意味を推測させる

ように導く。 

身近な町に

あるものや

ないものを

考える。 

身近な町にあるものやな

いものを聞き取り、でき

ることや欲しいものなど

を聞いて考える。 

聞き取りが難しい児童

を援助し、情報を聞き

取って反応している児

童を褒める。 

世界の町に

目を向ける。 

世界の町の情報から何を

考えたか、ロイロノート

のスライドに書いて提出

する。 

聞き取って考え、英語

や日本語で反応してい

る様子を見取る。 

発表練習活

動及び発表

活動 

ルーブリックを作成す

る。また、それをもとに、

発表内容の修正及び個人

での発表練習を行う。 

発表活動では、役割分担

をして協力して発表を行

う。 

ルーブリックをもと

に、具体的な例を見せ

る。良し悪しだけでな

く、発表内容の深まり

を求めて、どうすれば

良いか、3観点から考え

させるように導く。 

 

単元を通して ICTを活用！英語の基礎力の定着から振り返りまで 

6年生 This is my town. の単元から 

昭和女子大学附属昭和小学校 英語科主任 幡井 理恵 

キーワード：英語力向上，教科連携，考えの可視化による修正と評価 

 

三軒茶屋郵便局 
Google Earthより 

写真２ Quizlet 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【単元の学習内容】 生徒数 6名（第 7学年） 

●社会科地理分野 単元名「世界各地の人々の生活と環境」 

●単元のゴール：「世界一周旅行を企画し、プレゼンしよう」 

●探究課題：「人々の暮らしはなぜ場所によって異なるのか」 

●単元指導計画（全体時間 11時間） 

単元の導入 

(1)写真資料の比較から単元のゴールと探究課題を設定する（1時間） 

単元の展開 

(2)各気候帯地域の自然環境と人々の生活の特色について考察し、ま 

とめる（6時間） 

(3)気候帯や気候区の特色について表にまとめる（1時間） 

(4)世界の様々な宗教や宗教と関わりの深い生活について調べ、分布 

の特色についてまとめる（1時間） 

単元の終末 

(5)これまでの学習をもとに「世界一周旅行」を企画し、提案する 
（2時間） 

実践の概要 

中学社会科においてワークシートやポートフォリオを

デジタル化し、クラウド上で活用させ「世界一周旅行」

を企画した。プログラミング学習と連動し「世界一周旅

行」をプレゼンするプログラムを作成した。社会科にお

ける学習者主体の学びを目指した実践である。 
１．目的・目標 

(1) 本校の実態と研究の視点 

GIGA スクール構想による環境整備が進む以前から、
本校では 1人 1台タブレット端末や校内のネットワーク
環境が整っている。Society5.0 時代に生きる子供たちに
必要な資質能力を育成することを目指し、研究を進めて

いる。本校生徒の多くは 1分間に 100文字以上入力がで
きるタイピングスキルなど高い情報活用スキルをもち、

日常的に授業や家庭学習において 1人 1台タブレット端
末の活用が図られている。今回、学習者主体の学びの実

現を図るために、このような ICT環境や生徒の情報活用
スキルを基盤とした単元デザインや授業構想を行った。 

(2) 学習者主体の学びに向けて 

コロナ禍を契機として、より学習者主体の学びを実現

するために以下の目的とねらいにおいて ICTを活用した。 
①ワークシートをデジタルシートにすることで生徒が学

習者用デジタル教科書等から必要な情報を選択活用し、

課題解決に向けて主体的にまとめていけるようにする。 
②学びの見通しをもたせ、学びの経過を蓄積する単元を

通したデジタルポートフォリオを作成し、毎時間の課題

解決や単元のゴールに向け、主体的な活用を図る。 
③プログラミング学習と社会科での学びを連動させたプ

レゼンテーションを行うことで主体的な情報発信の場を

設定し、情報活用能力の育成を図る。 

２．実践内容 

2.1 単元の導入 
生徒が単元のゴールに向けて見通しをもって学びを進

めていくためにGoogleJamboardをデジタルポートフォ
リオとして活用した。世界のさまざまな地域の写真資料

を貼付して示し、地域によって衣食住などの人々の暮ら

しの様子が違うことを捉えさせた。そこから「人々の暮

らしはなぜ場所によって異なるのか」という探究課題を

設定し、単元のゴールとして「世界一周旅行を企画しプ

レゼンする」ことを位置付け、学びの動機付けを行った。

単元のゴールに向けてペアで 3 つのグループをつくり、
協働してデジタルポートフォリオを作成していくことを

確認した。 
2.2 単元の展開 

第 2 時からは、1 時間の授業の流れに沿って気候帯ご
とに学習を進めていった。導入では、デジタルポートフ

ォリオに貼付した気候分布図をもとに問いを生み出し、

本時の課題を設定した。展開前段では、Googleスライド
をデジタルシートとして活用した。前時と本時の気候帯

の自然環境や人々の暮らしを比較しながら調査し、デジ

タルシート上の表にまとめた。展開後段では自然環境に

適応して生きる人々の衣食住を柱とした暮らしの工夫に

ついて考察し、

デジタルシー

トに資料と言

葉で整理した。

その際、生徒た

ちは学習者用

デジタル教科

書や資料集、イ 写真１ デジタルシートに整理 

社会科授業のニューノーマル！！学習者主体の学びによる情報活用能力の育成 

 

高森町立高森東学園義務教育学校 教諭 北 慎一郎 

キーワード：クラウド活用，学習者用デジタル教科書，プログラミング学習 

 

1時間の授業の流れ（単元の展開部分） 

 学習過程 ICT活用 
 

導

入 

課題設定「～帯の

人々はどのような生

活をしているのか」 

各気候の気候分布図をデジ

タルポートフォリオに貼り、

提示する 
展

開

前

段 

前時の気候帯と比較

し本時の気候帯の特

色について表にまと

める 

前時の気候帯の表と比較し

調べたことをデジタルシー

ト上の表にまとめる 

展

開

後

段 

自然環境に適応して

暮らす人々の工夫に

ついて考察し、共有

する 

必要な資料を学習者用デジ

タル教科書や資料集からト

リミングし、デジタルシート

上に整理する 

 

終

末 

本時の学習を振り返

り、課題解決する 

世界一周旅行で紹介したい

ことを構想し、本時のデジタ

ルシートからデジタルポー

トフォリオに整理する 
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高森町立高森東学園義務教育学校・北 慎一郎 

ンターネットを使って調べながら、課題解決に向けて必

要な写真や図などの資料をトリミングし、デジタルシー

トに貼付し、整理した（写真 1）。そのデジタルシートを
もとに考察したことを全体で共有した。授業の終末では、

本時の学習をもとに「世界一周旅行の企画」に向けて、

ペアで紹介したい気候帯地域の魅力的な暮らしについて

必要な資料をデジタルシートからデジタルポートフォリ

オに貼付し企画を構想する資料として整理させた（図1）。 

また、各グループでまとめたデジタルシートから、自

然環境や暮らしについて教師が表に整理し、デジタルポ

ートフォリオ上にある各気候帯の分布図に貼付した（図

2）。この手立てを行うことで、生徒が各気候帯の地域の
気候分布や暮らしと比較しながら考察・構想しやすくな

ることをねらった。 

2.3 単元の終末 
単元の終末では、ペアで構想した「世界一周旅行の企

画」についてプレゼンテーションを行うことで学習をま

とめた。「世界一周旅行」を企画する上で必要な情報は、

これまで作成してきたデジタルポートフォリオに整理さ

れており、スムーズに企画を構想することができた。プ

レゼンテーション資料を作成する場面では本校 4 年生が
プログラミング学習の際に Scratch で作成した県内の観
光地を巡るプログラム「ドライブツアーマップ」を作り

変えて活用した。このプログラムは、あるポイントに触

れると説明スライドが表示されるというプログラムで、

それをもとに世界各地の地域を巡る「世界一周旅行」プ

ログラムを作成した（写真 2）。プレゼンテーションに向
けて単なるスライド作成ではなく、これまでのプログラ

ミング学習の積み重ねをもとに、創意工夫しながら、プ

レゼンテーション資料を完成させた。完成したプレゼン

テーション資料をもとに、「世界一周旅行の企画」につい

て 3 つのグループがプレゼンテーションを行った（写真
3）。 

プレゼンテーションの様子を動画で撮影し、校内限定

の YouTubeに動画をアップし、他学年の生徒や教職員に
も見てもらい、コメントをもらう取組を行った。その際、

9 年生には憲法の学習における「表現の自由」の学習と
結び付け、Net モラル教材を活用し、不適切な書き込み
がもたらす影響を考えさせ、ネット上にコメントを書く

際のモラルの育成を図った。 
３．成果 

 学習者主体の ICT 活用を図った社会科の授業実践によ
り、教室での学びが家庭学習や他教科、他学年とのつな

がりをもたらした。クラウドを活用することで、デジタ

ルシートの編集やプレゼン発表に向けたプログラミング

を家庭で主体的に学習してくるなど学び方に変容が見ら

れた。生徒たちからは教科書や資料集、インターネット

等複数の媒体から主体的に資料を収集しそれらをもとに

考察を深める姿が見られた。また、社会科で身に付けた

情報活用スキルは他教科でも生かされるようになった。

学習後の 7 年生の生徒の感想では「友だちと一緒に学習
する時間が増えたのでおもしろかった」「自分たちオリジ

ナルのプレゼンがとても気に入った」「プレゼンをみても

らい、コメントをもらえてうれしかった。次はもっとい

い企画やプレゼンができるようにがんばりたい」など学

習に対する前向きな言葉がみられた。 

４．今後に向けて 
学習者主体の学びへの授業改善は、子供たちのより主

体的な学びへとつながった。また、今回の実践を通して、

学習者主体の学びを実現するためには学習者と授業者双

方の情報モラルが不可欠だと感じた。ニューノーマルに

おける新たな学びに向けて ICT活用の取組の更なる充実
を図るとともに、情報モラルに関して学習させる機会を

様々な場面で仕組んでいく必要があると感じた。 

図１ 生徒が整理したポートフォリオ 

写真３「世界一周旅行企画」をプレゼン 

図２ 教師が整理したポートフォリオ（GoogleJamboard） 

写真２ Scratchでプログラムを作成 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【単元の学習内容】 生徒数 6名（第 7学年） 

●社会科地理分野 単元名「世界各地の人々の生活と環境」 

●単元のゴール：「世界一周旅行を企画し、プレゼンしよう」 

●探究課題：「人々の暮らしはなぜ場所によって異なるのか」 

●単元指導計画（全体時間 11時間） 

単元の導入 

(1)写真資料の比較から単元のゴールと探究課題を設定する（1時間） 

単元の展開 

(2)各気候帯地域の自然環境と人々の生活の特色について考察し、ま 

とめる（6時間） 

(3)気候帯や気候区の特色について表にまとめる（1時間） 

(4)世界の様々な宗教や宗教と関わりの深い生活について調べ、分布 

の特色についてまとめる（1時間） 

単元の終末 

(5)これまでの学習をもとに「世界一周旅行」を企画し、提案する 
（2時間） 

実践の概要 

中学社会科においてワークシートやポートフォリオを

デジタル化し、クラウド上で活用させ「世界一周旅行」

を企画した。プログラミング学習と連動し「世界一周旅

行」をプレゼンするプログラムを作成した。社会科にお

ける学習者主体の学びを目指した実践である。 
１．目的・目標 

(1) 本校の実態と研究の視点 

GIGA スクール構想による環境整備が進む以前から、
本校では 1人 1台タブレット端末や校内のネットワーク
環境が整っている。Society5.0 時代に生きる子供たちに
必要な資質能力を育成することを目指し、研究を進めて

いる。本校生徒の多くは 1分間に 100文字以上入力がで
きるタイピングスキルなど高い情報活用スキルをもち、

日常的に授業や家庭学習において 1人 1台タブレット端
末の活用が図られている。今回、学習者主体の学びの実

現を図るために、このような ICT環境や生徒の情報活用
スキルを基盤とした単元デザインや授業構想を行った。 

(2) 学習者主体の学びに向けて 

コロナ禍を契機として、より学習者主体の学びを実現

するために以下の目的とねらいにおいて ICTを活用した。 
①ワークシートをデジタルシートにすることで生徒が学

習者用デジタル教科書等から必要な情報を選択活用し、

課題解決に向けて主体的にまとめていけるようにする。 
②学びの見通しをもたせ、学びの経過を蓄積する単元を

通したデジタルポートフォリオを作成し、毎時間の課題

解決や単元のゴールに向け、主体的な活用を図る。 
③プログラミング学習と社会科での学びを連動させたプ

レゼンテーションを行うことで主体的な情報発信の場を

設定し、情報活用能力の育成を図る。 

２．実践内容 

2.1 単元の導入 
生徒が単元のゴールに向けて見通しをもって学びを進

めていくためにGoogleJamboardをデジタルポートフォ
リオとして活用した。世界のさまざまな地域の写真資料

を貼付して示し、地域によって衣食住などの人々の暮ら

しの様子が違うことを捉えさせた。そこから「人々の暮

らしはなぜ場所によって異なるのか」という探究課題を

設定し、単元のゴールとして「世界一周旅行を企画しプ

レゼンする」ことを位置付け、学びの動機付けを行った。

単元のゴールに向けてペアで 3 つのグループをつくり、
協働してデジタルポートフォリオを作成していくことを

確認した。 
2.2 単元の展開 

第 2 時からは、1 時間の授業の流れに沿って気候帯ご
とに学習を進めていった。導入では、デジタルポートフ

ォリオに貼付した気候分布図をもとに問いを生み出し、

本時の課題を設定した。展開前段では、Googleスライド
をデジタルシートとして活用した。前時と本時の気候帯

の自然環境や人々の暮らしを比較しながら調査し、デジ

タルシート上の表にまとめた。展開後段では自然環境に

適応して生きる人々の衣食住を柱とした暮らしの工夫に

ついて考察し、

デジタルシー

トに資料と言

葉で整理した。

その際、生徒た

ちは学習者用

デジタル教科

書や資料集、イ 写真１ デジタルシートに整理 

社会科授業のニューノーマル！！学習者主体の学びによる情報活用能力の育成 

 

高森町立高森東学園義務教育学校 教諭 北 慎一郎 

キーワード：クラウド活用，学習者用デジタル教科書，プログラミング学習 

 

1時間の授業の流れ（単元の展開部分） 

 学習過程 ICT活用 
 

導

入 

課題設定「～帯の

人々はどのような生

活をしているのか」 

各気候の気候分布図をデジ

タルポートフォリオに貼り、

提示する 
展

開

前

段 

前時の気候帯と比較

し本時の気候帯の特

色について表にまと

める 

前時の気候帯の表と比較し

調べたことをデジタルシー

ト上の表にまとめる 

展

開

後

段 

自然環境に適応して

暮らす人々の工夫に

ついて考察し、共有

する 

必要な資料を学習者用デジ

タル教科書や資料集からト

リミングし、デジタルシート

上に整理する 

 

終

末 

本時の学習を振り返

り、課題解決する 

世界一周旅行で紹介したい

ことを構想し、本時のデジタ

ルシートからデジタルポー

トフォリオに整理する 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実験経過をクラウド上で共有している画面 

写真２ 気体発生実験と、実験結果を端末で視聴する様子 

写真１ カメラやデジタル顕微鏡を活用する様子 

写真３ プログラミング教材を活用した温度計測実験と、 

実践の概要 

コロナ禍でも友達と意見を交わし合い、学び合いたい。

No密でも、濃密な協働学習を実現させるため、ICTを活
用し、新たな学びの可能性を探った。学習の個性化と協

働化を融合させたことにより、子供たちが瞳を輝かせな

がら生き生きと学び合い、学びを深めた授業実践である。 
１．目的・目標 

本来、理科授業は観察や実験を通して考察し、学びを

深めていくものである。しかし、コロナ禍では、実験器

具の共有や密になっての観察・実験など、これまでのよ

うな形態での観察や実験ができず、新しい生活様式に則

った学習スタイルが求められた。コロナ禍でも、友達と

意見を交わし合い、学び合いたい。そういった子供たち

の思いを実現させるため、ICT 機器を効果的に活用する
ことにより、体験や対話を重視した理科授業を行い、学

びを深めさせたいと考えた。 
２．実践内容 

2.1 【課題の発見】3Dモデル作成アプリやデジタル顕微
鏡を活用した個々の気付きの共有 

「動物のからだのつくり」の学習では、4 頭の動物頭
骨を用いて学習した。しかし、全員で観察すると密にな

り、順番に観察すると時間がかかってしまう。そこで、

カメラ機能を使って標本を写真に撮ったり、STL Maker
アプリを使って 3Dモデルを作ったりして観察を行った。
カメラで撮影した写真は拡大して細部まで詳しく観察す

ることができ、また STL Makerアプリで作成した 3Dモ
デルは 360度映像のため生徒自身で着眼する視点を決め
て観察することができる。教科書の見慣れた角度からの

歯と目のつくりを暗記するかのように学ぶのではなく、

好きな視点で好きな角度から観察するからこそ、その動

物の暮らす環境や食物等を想像しながら学びを進めるこ

とができる。子供たちは、互いの視点や受け取り方を共

有し、「あごの形が面白い、草食動物と肉食動物では目の

周辺の骨の構造が違う、歯の発達が違うのは食べ物が違

うからかな」等、主体的に学びを深めることができた。 
プランクトンをデジタル顕微鏡で観察した際は、ミジ

ンコの速い心臓の動きや、食べた物が消化される様子、

クンショウモが回転しながら泳ぐ様子など、本物に触れ

たことで、より多くの発見ができた。 

 
 

2.2 【課題の追究】記録した写真や映像を活用した個々

の学びの深化 

「気体の発生」の学習では、密を避けるため、一人一

実験を基本とし、実験の様子を写真や動画で記録しなが

ら行った。実験後、同じ映像を一人一人が自分の端末で

視聴することで密を防ぎながらも、共同編集をしながら

気付きを共有した。再視聴することにより、「リトマス紙

が青くなったね。アルカリ性だね」「フェノールフタレイ

ンが赤くなったので、強アルカリ性だね」等、見た目で

わかる結果だけでなく、「どうして赤い色水が噴水のよう

に噴き出したの？」とつぶやいた一人の子供の問いから、

「フラスコ内はアンモニアだよね」「空気より密度が小さ

いんだね」「アンモニアは水に溶けたっていうこと？」「フ

ラスコ内の気圧の変化が起きたのかな」「真空状態なんじ

ゃない？」等、活発に話し合い、深い考察を行うことが

できた。 

 
2.3 【課題の解決】プログラミング教材や Microsoft ア

プリを活用した実験結果の比較・検討 

「物質の温度変化」の学習では、物質の沸点を調べる

実験において、班ごとに沸点が違う物質を準備して行っ

た。子供の発案により、プログラミング教材 micro:bit
を活用し、計時および計測した温度結果を自動でグラフ

化させた。Teamsアプリを活用し、共有することにより、
実験中にリアルタイムで互いの実験経過を知ることがで

きた。「え？なんで？沸点は 100度じゃないの？」と実験
経過を比較することによって生まれた疑問を解決したく、

対話を通して課題を解決することができた。 

 
    

2.4 【学習の個性化と協働化の融合による探究活動】 
「音の性質」の学習では、音の高低や大小を決める条

件を調べる実験をした後に、本単元で学習した知識や技

能を活用する「ものづくり」、知識や技能を当てはめる

学習の個性化と協働化の融合を目指した、No密でも濃密な理科学習 

ーICT活用で創る新たな学びの可能性ー 

つくば市立手代木中学校 教諭 大坪 聡子 

キーワード：1人 1台端末，学習の個性化，協働化，個に応じた学び 
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つくば市立手代木中学校・大坪 聡子 

写真４ 実験データを記録する様子と、考えを伝える様子 

「分析」、知識や技能を新たな発想に生かす「発明」の 3
つのコースにわかれ、子供自身が自分の課題を設定し、

解決しようとする探究活動を行った。段階的に身に付け

たい力が同じ生徒同士でグループを編成し、個の課題解

決過程に、意図的に協働的な学びを取り入れ、解決に向

かえるようにした。さらに、必要に応じて端末を自由に

活用することを前提とした。 
「ものづくり」では、ストローの太さの違いを生かし

た楽器、塩ビ管の長さの違いを生かした楽器、コップに

入れる水の量の違いを生かしたグラスハープなどを制作

し、知識や技能を活用する力を育んだ。「分析」では、メ

ガホンの仕組みを調べたり、防音効果のある材質を調べ

たり、自分が聞いている声と録音して聞く自分の声が違

って聞こえる理由を調べたりする等、実験データを用い

て根拠を基に説明する力を向上させた。「発明」では、生

活を豊かにするものづくりや、社会に貢献できるものづ

くりを行い、学んだことを生かして新たな発想で考える

力を育んだ。探究活動後、ワールドカフェ形式の対話型

プレゼンによる発表会を行った。自分の考えを発表する

生徒は、とても生き生きとしていた。 
 
 
 
 

３．成果 

課題の発見では、生物が互いに周囲の環境の影響を受

けたり関わり合ったりして生きていることに気付き、身

近な環境や生物どうしのつながりを考えながら学びを進

め、根拠を示しながら動物のからだのつくりを友達に説

明できた。「教えてもらった知識」ではなく、「自分で考

えながら学び得た知識」を習得できたと言える。これら

は、教科書や資料集の平面情報では得ることができなか

った学びであり、ICT が個々の気付きを広げ、共有し、
学びを深めるツールになったと言える。 
課題の追究では、実験を写真や動画に撮影することに

よって、繰り返し視聴し深く考察する仕組み、自宅に帰

ってから再度視聴し復習する仕組み、様々な理由で登校

することが困難な児童生徒にも等しく学びの保証ができ

る仕組みが整った。また、共同編集機能を活用した気付

きの共有では、誰もが平等に意見を述べることができ、

より活発な話し合いになっていた。 
課題の解決において、これまでのグループによる理科

実験では、例えば 4人グループの場合、①30秒ごとの計
時係・②温度計の測定係・③記録係・④観察し気付きを

メモする係などに役割を分担して実験を行うことが多か

った。今回は密を避けるため、プログラミング教材を使

って結果をグラフ化させた。従来の実験の①②③がデジ

タル化され、これまで実験を終えてから結果を知り、考

察をしていた時計係の子供も、リアルタイムに考察がで

きるようになった。そして、誰もが同じ実験経過に目を

向けることができる仕組みが整い、密を避けながら全員

がリアルタイムで気付きを共有し、課題を解決すること

ができた。 
学習の個性化と協働化の融合による探究活動では、一

人一人が設定した課題解決に向け、他者と協働し、共通

点を見つけたり、複数の解決パターンを駆使したり、試

行錯誤しながら活動を進めることができた。課題を解決

するためには、ICT 機器が不可欠であり、必要な情報を
インターネットで検索したり、実験結果を写真に撮った

り、オシロスコープなどのアプリで実験のデータを取り

保存をしたり、Scratchや micro：bitなどのプログラム
で組み物を動かしたり、疑問を専門家の人に尋ねたりす

ることに ICT機器を活用し、さらには文章や図・写真・
実験データを使ったり、動画の編集をしたりして自分の

考えを表現することにも ICTを活用した。ワクワクしな
がら学びを進め、ICT の力を借りることにより、学びの
幅を広げた。また、授業時間内では全作品の鑑賞はでき

なかったが、クラウド上で共有保存することにより、学

級を超えて、互いに鑑賞したり意見を交換したりするこ

とが可能となった。 
子供自身が ICTを活用した学習に新たな可能性や効果
があると手応えを感じていることは、感想からも窺える。 
○温度変化のグラフが瞬時に表示されて、しかも正確で、

もっと色々なところにセンサーをつけてデータをとっ

て色々なことを考えてみたい。（Aさん） 
○教科書だけではわからなかったことを、PCを使ったり、
友達とアイディアを出し合ったり、研究者に聞いたり

して、自分の考えが広がって充実した時間だった。 
（Bさん） 
A さんは、後に温度・湿度・風速のデータ計測をし、
グラフ化させ、天気の変わり方の特徴を級友に紹介した。 
理科授業に ICTの効果的な活用を加えることにより、子
供たちが瞳を輝かせながら生き生きと学び合い、学びを

深めるより一層質の高い充実した学習活動を展開するこ

とができた。 
４．今後に向けて 
コロナ禍の状況を踏まえて一気に進んだ ICT活用。し
かし、ICT 活用の真の目的は、コロナ対策ではなく、一
人一人に応じた学びを実現させ、その力を最大限に引き

出すこと、伸ばすことである。ICT の活用によって、学
習の個性化と協働化を融合させた学びを推進させること

ができる、そんな新たな学びの可能性が見えてきた。学

習の個性化と協働化を融合させた学びこそが、一人一人

の豊かな人生を、そして、よりよい社会を創っていくこ

とにつながると信じ、今後も研鑽を積みたい。 
また、本市では、学校の壁を越えて実践を共有できる

アプリがあり、本校での実践が他校にも広がりつつある。

今後も、ICT のもたらすよさを効果的に取り入れられる
よう実践を共有しながら、新たな学びを追究したい。 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実験経過をクラウド上で共有している画面 

写真２ 気体発生実験と、実験結果を端末で視聴する様子 

写真１ カメラやデジタル顕微鏡を活用する様子 

写真３ プログラミング教材を活用した温度計測実験と、 

実践の概要 

コロナ禍でも友達と意見を交わし合い、学び合いたい。

No密でも、濃密な協働学習を実現させるため、ICTを活
用し、新たな学びの可能性を探った。学習の個性化と協

働化を融合させたことにより、子供たちが瞳を輝かせな

がら生き生きと学び合い、学びを深めた授業実践である。 
１．目的・目標 

本来、理科授業は観察や実験を通して考察し、学びを

深めていくものである。しかし、コロナ禍では、実験器

具の共有や密になっての観察・実験など、これまでのよ

うな形態での観察や実験ができず、新しい生活様式に則

った学習スタイルが求められた。コロナ禍でも、友達と

意見を交わし合い、学び合いたい。そういった子供たち

の思いを実現させるため、ICT 機器を効果的に活用する
ことにより、体験や対話を重視した理科授業を行い、学

びを深めさせたいと考えた。 
２．実践内容 

2.1 【課題の発見】3Dモデル作成アプリやデジタル顕微
鏡を活用した個々の気付きの共有 

「動物のからだのつくり」の学習では、4 頭の動物頭
骨を用いて学習した。しかし、全員で観察すると密にな

り、順番に観察すると時間がかかってしまう。そこで、

カメラ機能を使って標本を写真に撮ったり、STL Maker
アプリを使って 3Dモデルを作ったりして観察を行った。
カメラで撮影した写真は拡大して細部まで詳しく観察す

ることができ、また STL Makerアプリで作成した 3Dモ
デルは 360度映像のため生徒自身で着眼する視点を決め
て観察することができる。教科書の見慣れた角度からの

歯と目のつくりを暗記するかのように学ぶのではなく、

好きな視点で好きな角度から観察するからこそ、その動

物の暮らす環境や食物等を想像しながら学びを進めるこ

とができる。子供たちは、互いの視点や受け取り方を共

有し、「あごの形が面白い、草食動物と肉食動物では目の

周辺の骨の構造が違う、歯の発達が違うのは食べ物が違

うからかな」等、主体的に学びを深めることができた。 
プランクトンをデジタル顕微鏡で観察した際は、ミジ

ンコの速い心臓の動きや、食べた物が消化される様子、

クンショウモが回転しながら泳ぐ様子など、本物に触れ

たことで、より多くの発見ができた。 

 
 

2.2 【課題の追究】記録した写真や映像を活用した個々

の学びの深化 

「気体の発生」の学習では、密を避けるため、一人一

実験を基本とし、実験の様子を写真や動画で記録しなが

ら行った。実験後、同じ映像を一人一人が自分の端末で

視聴することで密を防ぎながらも、共同編集をしながら

気付きを共有した。再視聴することにより、「リトマス紙

が青くなったね。アルカリ性だね」「フェノールフタレイ

ンが赤くなったので、強アルカリ性だね」等、見た目で

わかる結果だけでなく、「どうして赤い色水が噴水のよう

に噴き出したの？」とつぶやいた一人の子供の問いから、

「フラスコ内はアンモニアだよね」「空気より密度が小さ

いんだね」「アンモニアは水に溶けたっていうこと？」「フ

ラスコ内の気圧の変化が起きたのかな」「真空状態なんじ

ゃない？」等、活発に話し合い、深い考察を行うことが

できた。 

 
2.3 【課題の解決】プログラミング教材や Microsoft ア

プリを活用した実験結果の比較・検討 

「物質の温度変化」の学習では、物質の沸点を調べる

実験において、班ごとに沸点が違う物質を準備して行っ

た。子供の発案により、プログラミング教材 micro:bit
を活用し、計時および計測した温度結果を自動でグラフ

化させた。Teamsアプリを活用し、共有することにより、
実験中にリアルタイムで互いの実験経過を知ることがで

きた。「え？なんで？沸点は 100度じゃないの？」と実験
経過を比較することによって生まれた疑問を解決したく、

対話を通して課題を解決することができた。 

 
    

2.4 【学習の個性化と協働化の融合による探究活動】 
「音の性質」の学習では、音の高低や大小を決める条

件を調べる実験をした後に、本単元で学習した知識や技

能を活用する「ものづくり」、知識や技能を当てはめる

学習の個性化と協働化の融合を目指した、No密でも濃密な理科学習 

ーICT活用で創る新たな学びの可能性ー 

つくば市立手代木中学校 教諭 大坪 聡子 

キーワード：1人 1台端末，学習の個性化，協働化，個に応じた学び 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【本時の学習目標】 

●指導目標 

・SDGsを通して世界や地域の課題と自分とのつながりに気づくことができる。 

・地域住民と協働して東大和市の魅力や課題を理解することができる。 

・教育版MINECRAFTを活用して持続可能な東大和市を表現することができる。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全時間 50時間） 

①SDGsの視点を通して世界や日本の抱える課題を理解する。(13時間) 

②SDGsは「先進国」こそが取組まなければならないことを理解する。（7時間) 

③地域住民を学校に招待し東大和市の魅力や課題を SDGsの視点で分析する。(10
時間) 

④「SDGsが達成された東大和市」を教育版MINECRAFTで表現する。(15時間)  

⑤クラスごとに発表し、優秀班は教育長に発表する。（3時間) 

⑥1年間の取組みをチラシにまとめ地域住民に配布する。（2時間) 

学習活動 指導上の留意 

JICA などからの出前授業
を通し、SDGs についての
理解を深める。 

世界の課題と自分とのつ

ながりを自覚させる。 

地域住民との「対話」を通

して東大和の魅力と課題を

知る。 

様々な年代の方の意見に

触れる。 

教育版 MINECRAFT で持
続可能な東大和を作成す

る。 

誰一人取り残さない社会

を意識して、協働して考

えさせる。 

学習成果を教育長や地域住

民に発信する。 

学びを行動に移せるよう

な場面を設定する。 

 

実践の概要 

①SDGs について学習し、②地域住民との「対話（未
来会議）」を通して東大和の魅力と課題を分析し、③

MINECRAFTを活用し「SDGsが達成された東大和」を
表現。④それらを教育長に提案、また学習成果をチラシ

にして地域住民に発信した。外部講師は 70名、東京新聞、
読売新聞など複数メディアでも報道された。 
１．目的・目標 

(1)本単元における ICT活用の目的 

VUCAと呼ばれる変化の激しい時代においては「主体
性・協働性・創造性」といった 21世紀型スキルの育成が
急務の課題となっており、それらの育成には ICTの活用
が必要不可欠である。また、新学習指導要領で示された

「持続可能な社会」の実現に向けて、本校では 1人 1台
のタブレットを活用し、総合的な学習の時間で SDGsと
プログラミング学習を取り入れた教育実践を展開した。

具体的には、教育版 MINECRAFT で「SDGs が達成さ
れた東大和市」を学習の中心テーマとし、教育版

MINECRAFTで未来の「ありたいまち」の姿を表現した。
ICT を活用することで、生徒は創意工夫したり、班員と
協働したりして、ものづくりの楽しさを実感し、さらに

デジタルツールを最大限に生かした表現活動をすること

ができたと考える。 
２．実践内容 

2.1 SDGsを学習する 

SDGs についての基本事項を学習後に、途上国との関
わりをカードゲームを通して学んだ。また青年海外協力

隊や JICA 研修員から途上国の生活や文化についてお話
をいただき私たちの生活が世界の当たり前でないことを

理解した。さらに東大和市役所ゴミ対策課、高齢対策課

の方々から自分達の地域で取り組んでいる SDGsの実態
を教えていただいた。その後、私たちの生活で優先的に

解決できる SDGsについて話し合い、ランキングをつけ
自分たちにできることを全員で共有した（写真 1）。 

 
 

 

2.2 地域住民を学校に招いて、SDGsの視点で東大和の
魅力と課題を分析する「未来会議」を実施 

生徒自身が「招待状」を作り、総勢 40名の地域住民の
方々が学校へ来校した。SDGs の視点から「東大和市の
魅力と課題を考える」をテーマとし、ワールドカフェ形

式で地域住民の方々と一緒に話し合った。生徒・保護者・

地域住民・教師が一体となり SDGsを軸に様々な視点か
ら「対話」を通して地域の未来を考える有意義な時間に

なった（写真 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 教育版MINECRAFTで「SDGsが達成された東大
和市」を表現する 

教育版 MINECRAFT を活用して「SDGs が達成された
東大和を作ろう」というテーマで授業を実施した。基本的

な動作の確認やプログラミングの知識、技能について学習

した後に、未来会議での知見を生かして教育版

MINECRAFTで「SDGsが達成された東大和市」を作った。
1人 1台タブレットを生徒は 3人 1組で使用し、アイディ
アを出しながら協働と対話を繰り返して学習に取り組んだ。

SDGs×プログラミングで考える世界・地域・自分の未来 

～自分ごととして考える、持続可能なまちづくりへ！中学生の挑戦～ 

東大和市立第二中学校 教諭 髙田 裕行 

キーワード：SDGs，教育版MINECRAFT，未来会議（地域住民との対話），社会参加 

 

写真２ 地域住民との「対話」未来会議の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 写真１ SDGsについて学びを深める様子 
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東大和市立第二中学校・髙田 裕行 

例えば、通学路にある銭湯を LGBTの人々が快適に利用
できるように従来の男湯、女湯だけではなく、それ以外

に個室の銭湯や LGBTの方々が気軽に入れる銭湯を作成
し SDGsの 5番ジェンダー平等の実現を目指した。その
他にも太陽光発電によって走る自動車、駅での人身事故

が多く発生していたことを未来会議で問題に感じていた

生徒が視覚障碍者や高齢者、子供の安全を守る目的でブ

ザーがなる黄色い点字ブロックをホームに配置するなど

SDGs の視点から東大和市を創造した。完成後はクラス
発表と学年発表を実施して優秀班を投票で決定した（写

真 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.4 学習成果を東大和市教育長や地域住民に発信する 

投票によって選抜された学年 1 位、2 位のグループが
MINECRAFTで作成した「SDGsが達成された東大和市」
を東大和市教育長に発表した。教育長の他にも教育指導

主事や地域振興課の方々も参加した（写真 4）。さらに報
道機関として JCOM、読売新聞、東京新聞などの取材を
受けた（写真 5）。また発表後には 1年間の学習成果をま
とめた新聞記事を作成し、市役所などで地域住民の方々

に配布をし、SDGs の達成を呼びかけた。学んできたこ
とを学校内だけではなく学校外に発信し、SDGs の理解
を地域に広げていけるように生徒自身が自発的に働きか

けていた。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果 

毎授業後に生徒に振り返りアンケートを実施し、認識

の変容を追跡し、分析した。すると特に「他者と協力し

て持続可能な社会を作っていきたい」という項目は、

MINECRAFTの授業を境に上昇傾向にあり、最終的には
117 名のうち、95%から 97%が肯定的な評価をした。学
習始めと比較すると 20%以上の上昇が見られた。これは
ICT の活用により、生徒が社会の問題を当事者として捉
え、他者と協働しながら主体的に学習をすることに意義

を見出した証拠だと思う。また普段授業に集中ができな

い、勉強が苦手な生徒が他の班員をリードし、積極的に

学習に取り組み、自信をつけたことから ICT活用が生徒
の可能性を引き出す 1 つの手段になり得ることがわかっ
た。さらに地域住民 40名が授業に参加した影響もあり、
その後の活動にも興味を示してくれる方が多く、新聞記

事を作成し、配布した時も多くの方に声をかけていただ

き想いを共有できた。最後に教職員にも変化が見られた。

Try and errorを繰り返し、失敗を重ねるごとに ICTス
キルを向上させるだけではなく、そこで得た知識を個々

人が自身の授業で生かす場面も多く見られたことから効

果が様々な場面に波及し、好循環が生まれた。 

【授業後の生徒の感想（一部）】 

・元青年海外協力隊の方から良かれと思ってやっていた

途上国への善意の支援が実は現地の産業を破壊してし

まっていること、自立を妨げていることを知り驚いた。

途上国がというより私たちの行動や考え方を変えてい

く必要があると感じた。 

・地域の人たちと話し合いをして、東大和の魅力や課題

をいろいろな視点で気づくことが出来た。地域にはい

ろいろな方々がいて考え方や抱えている事情もそれぞ

れなのでやはり声を聞いていくことが大切だと思う。

その姿勢を忘れないようにしたい。 

・MINECRAFTで東大和市を表現してみて、勉強になっ
た。問題も多いけどみんなで話し合って一つずつ解決

したい。自分も積極的に自分の町のことを考えていき

たいと思いました。 

 

４．今後に向けて 
今回の実践で一番の収穫は、生徒自身が「自信」をつ

けたことだと思う。「自分たちの考えや意見を社会に発信

できる」「大人とともにまちづくりに参加できる」こうい

った経験が持続可能な社会の創り手を育成する上で必要

不可欠なのではないだろうか。また「次はこんなことを

やりたい」「こういった工夫をすればよかった」という声

を聞いて、生徒自身が探究することのおもしろさ、学習

に対する「飢え」のようなものを持ち始めているのも大

きな成果であった。私は 2020 年 3 月まで青年海外協力
隊として西アフリカのベナン共和国で活動していた。現

地での「持続可能ではない」生活を通して、SDGs を達
成するためには私たち先進国の考え方や行動を変える必

要があることを、身をもって経験してきた。未来を生き

る生徒たちが「ICT」という道具を使って、自分だけで
なく、世界や地域の課題に「当事者」として向きあうこ

とが出来るように、今後も実践を継続していきたい。 

写真４ 学習の成果を教育長に発表している様子 

写真３ MINECRAFTで SDGsが達成された東大和市を作成する様子 

写真５ 読売新聞の記事及び JCOMでの放送の様子 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【本時の学習目標】 

●指導目標 

・SDGsを通して世界や地域の課題と自分とのつながりに気づくことができる。 

・地域住民と協働して東大和市の魅力や課題を理解することができる。 

・教育版MINECRAFTを活用して持続可能な東大和市を表現することができる。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全時間 50時間） 

①SDGsの視点を通して世界や日本の抱える課題を理解する。(13時間) 

②SDGsは「先進国」こそが取組まなければならないことを理解する。（7時間) 

③地域住民を学校に招待し東大和市の魅力や課題を SDGsの視点で分析する。(10
時間) 

④「SDGsが達成された東大和市」を教育版MINECRAFTで表現する。(15時間)  

⑤クラスごとに発表し、優秀班は教育長に発表する。（3時間) 

⑥1年間の取組みをチラシにまとめ地域住民に配布する。（2時間) 

学習活動 指導上の留意 

JICA などからの出前授業
を通し、SDGs についての
理解を深める。 

世界の課題と自分とのつ

ながりを自覚させる。 

地域住民との「対話」を通

して東大和の魅力と課題を

知る。 

様々な年代の方の意見に

触れる。 

教育版 MINECRAFT で持
続可能な東大和を作成す

る。 

誰一人取り残さない社会

を意識して、協働して考

えさせる。 

学習成果を教育長や地域住

民に発信する。 

学びを行動に移せるよう

な場面を設定する。 

 

実践の概要 

①SDGs について学習し、②地域住民との「対話（未
来会議）」を通して東大和の魅力と課題を分析し、③

MINECRAFTを活用し「SDGsが達成された東大和」を
表現。④それらを教育長に提案、また学習成果をチラシ

にして地域住民に発信した。外部講師は 70名、東京新聞、
読売新聞など複数メディアでも報道された。 
１．目的・目標 

(1)本単元における ICT活用の目的 

VUCAと呼ばれる変化の激しい時代においては「主体
性・協働性・創造性」といった 21世紀型スキルの育成が
急務の課題となっており、それらの育成には ICTの活用
が必要不可欠である。また、新学習指導要領で示された

「持続可能な社会」の実現に向けて、本校では 1人 1台
のタブレットを活用し、総合的な学習の時間で SDGsと
プログラミング学習を取り入れた教育実践を展開した。

具体的には、教育版 MINECRAFT で「SDGs が達成さ
れた東大和市」を学習の中心テーマとし、教育版

MINECRAFTで未来の「ありたいまち」の姿を表現した。
ICT を活用することで、生徒は創意工夫したり、班員と
協働したりして、ものづくりの楽しさを実感し、さらに

デジタルツールを最大限に生かした表現活動をすること

ができたと考える。 
２．実践内容 

2.1 SDGsを学習する 

SDGs についての基本事項を学習後に、途上国との関
わりをカードゲームを通して学んだ。また青年海外協力

隊や JICA 研修員から途上国の生活や文化についてお話
をいただき私たちの生活が世界の当たり前でないことを

理解した。さらに東大和市役所ゴミ対策課、高齢対策課

の方々から自分達の地域で取り組んでいる SDGsの実態
を教えていただいた。その後、私たちの生活で優先的に

解決できる SDGsについて話し合い、ランキングをつけ
自分たちにできることを全員で共有した（写真 1）。 

 
 

 

2.2 地域住民を学校に招いて、SDGsの視点で東大和の
魅力と課題を分析する「未来会議」を実施 

生徒自身が「招待状」を作り、総勢 40名の地域住民の
方々が学校へ来校した。SDGs の視点から「東大和市の
魅力と課題を考える」をテーマとし、ワールドカフェ形

式で地域住民の方々と一緒に話し合った。生徒・保護者・

地域住民・教師が一体となり SDGsを軸に様々な視点か
ら「対話」を通して地域の未来を考える有意義な時間に

なった（写真 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 教育版MINECRAFTで「SDGsが達成された東大
和市」を表現する 

教育版 MINECRAFT を活用して「SDGs が達成された
東大和を作ろう」というテーマで授業を実施した。基本的

な動作の確認やプログラミングの知識、技能について学習

した後に、未来会議での知見を生かして教育版

MINECRAFTで「SDGsが達成された東大和市」を作った。
1人 1台タブレットを生徒は 3人 1組で使用し、アイディ
アを出しながら協働と対話を繰り返して学習に取り組んだ。

SDGs×プログラミングで考える世界・地域・自分の未来 

～自分ごととして考える、持続可能なまちづくりへ！中学生の挑戦～ 

東大和市立第二中学校 教諭 髙田 裕行 

キーワード：SDGs，教育版MINECRAFT，未来会議（地域住民との対話），社会参加 

 

写真２ 地域住民との「対話」未来会議の様子 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

中学 2年国語「枕草子」のまとめとして、iPadとロイ
ロノートを活用し、写真と文章を組み合わせた SNS風の
随筆作品の創作を行った。自分の感性に触れる風景を

iPad のカメラで撮影し、その良さを言語化する過程で、
生徒は「枕草子」の作品価値に自ずと気づいていた。 
１．目的・目標 

「枕草子」は、清少納言が自身の感性に響くものを「を

かし（趣がある）」と表現し、約 300段もの文章に書き表
した日本を代表する随筆作品である。作品中で「をかし

（趣がある）」とされるものは特別なものではなく、目に

入った自然の様子や宮中での生活風景など清少納言にと

って日常的なものばかりである。これまで誰も気に留め

なかったような日常のふとした瞬間を切り取り、言葉に

よって鮮やかに表現したところに、「枕草子」の価値があ

るとされている。 
日常生活の中でふと美しさに出会い、それを記してお

きたいと思った清少納言の心は、現代の私たちにも通じ

るものがある。現代人、特に若者の多くは自分が良いと

思った瞬間をすぐにスマホで撮影し SNS 上にアップす
る。その行為はまさに清少納言が「枕草子」を記した過

程とよく似ている。ただし SNSでは、いわゆる「ばえる
（SNS上で美しく目立つ）」ことが重要で、写真という視
覚的な情報が優位になりやすく、言語による情報は重視

されにくい。生徒たちも、自身の感性に触れる風景を写

真に収めることは容易でも、その良さを文章で表現する

ことには難しさを感じるのではないかと考えた。そこで、

写真と文章の組み合わせという SNS の形式を利用しな
がら生徒自身が随筆を書くことで、写真に収めた場面の

良さやそこに感じた自分の思いを言葉で表現することの

難しさを体感させ、「枕草子」のもつ言語表現のすばらし

さに改めて気づかせたいと考えた。また、生徒が自身の

随筆と清少納言の「枕草子」を読み比べることで、人は

日常的なものの中にふと感動を見出すことがあるという

共通点に気づき、清少納言のものの見方や考え方には現

代の私たちにも通じるものがあるということをより強く

実感させたいと考えた。 
２．実践内容 

2.1 写真による「をかし（趣がある）」な場面の切り取り 
まず生徒たちには、タブレット端末を持って校内を歩

き回りながら、自分が良いと感じた風景を写真に収める

活動を行わせた。タブレット端末のカメラを活用すれ

ば、今見えている景色の中から直感的に良いと思った場

面を写真としてタブレット端末の中に保存し、その画像

を見ながら随筆を書くことができる。生徒たちは普段か

ら SNSに親しんでおり、「ばえる写真が撮りたい」と校
内を散策しながら自分だけの特別な写真を撮ろうとして

いた。同じ場所でも角度を変えたり、撮った写真の色味

を加工したりしながら、自分がその場面に感じた感動や

思いを、読み手に効果的に伝えられる写真になるよう、

積極的に活動していた（写真 1）。 

2.2 「をかし（趣がある）」な写真の良さの言語化 
次に、生徒たちは指導者が用意したワークシートを用

いて、写真に添える随筆を考えた。写真の中で自分が

「をかし（趣がある）」と思ったものを、読み手に効果

的に伝えるためには、どのように文章を展開していくの

がよいか、どんな言葉を使うのが最適なのか、細部にこ

「枕草子」を現代風に再現！自分流の「枕草子」を写真共有 SNS風に創作しよう！ 
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キーワード：中学校，2年生，国語，古典，枕草子，SNS，iPad，ロイロノート 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／「枕草子」を読んで理解したことや考えたことを、自身が

創作したオリジナルの「枕草子」と読み比べることで、「枕

草子」の作品価値に対する考えを広げたり深めたりするこ

とができる。 

●評価／写真と文章の組み合わせで作った自身の随筆と「枕草子」を読

み比べることで、「枕草子」の作品価値に気づくことができる。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 3時間） 

(1)「枕草子」を朗読し、古文を読み味わう。（1時間） 

(2)本文を通読し、筆者のものの見方や感じ方を読み取る。（1時間） 

(3)自分流の枕草子を書き、「枕草子」の作品価値を考える。（1時間） 

●本時の目標と展開 令和 3年 5月 生徒数 26名×2クラス 

 写真と文章を組み合わせた随筆作品を創作し、「枕草子」と読み比べる

ことで、「枕草子」の情景を鮮やかに描き出す表現力や、現代人にも通じ

る普遍的な美意識について気づかせる。 

学習活動（生徒の活動） 指導上の留意点 

タブレット端末で気に入った

風景を撮影する。 

撮影場所や移動時には、他の学

級の授業に配慮をし、静かに活

動させる。 

撮影した写真のどんなところ

がよいと思ったのかを文章で

表現する。 

枕草子の構成や表現上の工夫を

参考にしながら書くよう指導す

る。 

配布された雛型のデータに写

真と文章を挿入する。 

文章を入力する際、キーボード

の設定を個人のタイピング能力

に合わせて変更させる。 

できあがった自身の随筆と

「枕草子」を読み比べ、「枕草

子」の作品価値について考え

る。 

「枕草子」には写真が無いこと、

題材にした内容は自分たちの随

筆と似ていることなど、相違点

や類似点から考えさせる。 

 

写真１ 自分が良いと感じた風景を写真に収める生徒 

− 40 −

中
学
校



宮崎市立宮崎北中学校・前田 絵理 

だわり、時間をかけて表現しようとする生徒が多く見ら

れた。随筆を書き終えたら、指導者がタブレット内に用

意した雛型に写真を合成し、それに自分が書いた文章を

入力して、写真と文章を組み合わせた SNS風の随筆作品
を完成させた（写真 2）。普段からなじみのある SNS 風
に仕上がった作品を見て、達成感や満足感を得た生徒が

多かった。作品はアプリ（ロイロノート）の提出機能で

回収し、生徒もタブレット上で学級全員の作品を相互に

鑑賞した。鑑賞中はお互いの作品の良いところを伝え合

ったり、言葉選びや表記についてアドバイスをし合った

りと、作品についての自発的な対話が生まれた。その対

話での気付きをもとに推敲を重ね、作品を再提出する生

徒も多く見られた。 

 

３．成果 

活動後、生徒には自由記述式の感想を記入させた。ま

ず、作品を作成する過程についての感想（図 1）では、「写
真はうまく撮れたが、文章を書くのが難しかった」とい

った内容のものが最も多かった。先述した通り、普段か

ら SNSに親しんでいる生徒たちにとっては、自分の感性
に触れたものを、写真という視覚情報で効果的に表現す

ることよりも、それらを言語で効果的に表現することの

ほうが難しく感じられたことが読み取れた。 
次に、自分の作品と「枕草子」を読み比べて気付いた

「枕草子」のすばらしさについて質問すると、図 2 のよ
うな回答が見られた。生徒のほとんどが、S1、S2の回答
のように「枕草子」の鮮やかな言語表現に改めて気付い

ていた。また、S3、S4の回答のように清少納言が題材に
したものに着目し、ささいなことの中にも美しさを見出

した、その豊かな感性に気付いた生徒も多かった。さら

に S5、S6 の回答のように、生徒たちは目の前の風景に
対する自分の思いと枕草子の中での清少納言の思いに、

時を超えたある種の普遍性を感じ、日常の中にふと美し

さや感動を見出す感覚は、昔と今で共通することも、よ

り強く感じたようである。 

４．今後に向けて 
 写真と文章の組み合わせという、SNSにみられる現代
的で身近な形式をとった今回の創作活動は、生徒の学習

意欲を大きく喚起した。またこの活動を通して、生徒た

ちは千年以上も昔に生きた清少納言に思いを馳せ、日常

の美しさやそこに感動する心は普遍的であることを感じ

取っていた。さらに、難しさを感じながらも、写真に込

めた思いを自分の言葉で表現できた達成感や、相互鑑賞

中の対話による気づきを通して、言語表現に対する感覚

を磨くことにもつなげられたものと思われる。タブレッ

ト端末の機能を活用すれば、学級や学年を超えて作品を

共有し相互に鑑賞することや、鑑賞での評価をもとに表

現をさらに練り上げることなど、一層幅広い言語活動が

可能となり、よりねらいに迫る授業を実現できるものと

考える。今後とも創意工夫を凝らし、実践を深めていき

たい。 

写真２ 完成した作品 
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写真×・文×
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S1：「枕草子」は写真がなくても周りの様子がよく
伝わるところがすばらしいと思う。 

S2：写真もない時代に文字だけで趣があると思った
ものを具体的にまた読み手に伝わりやすいように

書いているところがすばらしいと思った。  

S3：身近なものの美しさによく気付けているところ。 
S4：それぞれの季節での日常のいいことに趣を感じ
られているところやささいなことにも気付けてい

るところがいいと思います。 

S5：昔に書かれたものでも現代にでも共感すること
ができるところ。 

S6：季節ごとにあるそれぞれの風景をまとめていて、
だれもが分かりやすいような文章になっていて、

現代と昔で少し似ているところがあってすごい。 

図１ 【感想】SNS投稿風の随筆作品の創作過程について 
（2学年全生徒）。 
※○は「よくできた」、×は「難しかった」という内容で 

あったことを示す。 

 

図２ 【感想】活動を通して感じた「枕草子」のすばら
しさ 

 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

中学 2年国語「枕草子」のまとめとして、iPadとロイ
ロノートを活用し、写真と文章を組み合わせた SNS風の
随筆作品の創作を行った。自分の感性に触れる風景を

iPad のカメラで撮影し、その良さを言語化する過程で、
生徒は「枕草子」の作品価値に自ずと気づいていた。 
１．目的・目標 

「枕草子」は、清少納言が自身の感性に響くものを「を

かし（趣がある）」と表現し、約 300段もの文章に書き表
した日本を代表する随筆作品である。作品中で「をかし

（趣がある）」とされるものは特別なものではなく、目に

入った自然の様子や宮中での生活風景など清少納言にと

って日常的なものばかりである。これまで誰も気に留め

なかったような日常のふとした瞬間を切り取り、言葉に

よって鮮やかに表現したところに、「枕草子」の価値があ

るとされている。 
日常生活の中でふと美しさに出会い、それを記してお

きたいと思った清少納言の心は、現代の私たちにも通じ

るものがある。現代人、特に若者の多くは自分が良いと

思った瞬間をすぐにスマホで撮影し SNS 上にアップす
る。その行為はまさに清少納言が「枕草子」を記した過

程とよく似ている。ただし SNSでは、いわゆる「ばえる
（SNS上で美しく目立つ）」ことが重要で、写真という視
覚的な情報が優位になりやすく、言語による情報は重視

されにくい。生徒たちも、自身の感性に触れる風景を写

真に収めることは容易でも、その良さを文章で表現する

ことには難しさを感じるのではないかと考えた。そこで、

写真と文章の組み合わせという SNS の形式を利用しな
がら生徒自身が随筆を書くことで、写真に収めた場面の

良さやそこに感じた自分の思いを言葉で表現することの

難しさを体感させ、「枕草子」のもつ言語表現のすばらし

さに改めて気づかせたいと考えた。また、生徒が自身の

随筆と清少納言の「枕草子」を読み比べることで、人は

日常的なものの中にふと感動を見出すことがあるという

共通点に気づき、清少納言のものの見方や考え方には現

代の私たちにも通じるものがあるということをより強く

実感させたいと考えた。 
２．実践内容 

2.1 写真による「をかし（趣がある）」な場面の切り取り 
まず生徒たちには、タブレット端末を持って校内を歩

き回りながら、自分が良いと感じた風景を写真に収める

活動を行わせた。タブレット端末のカメラを活用すれ

ば、今見えている景色の中から直感的に良いと思った場

面を写真としてタブレット端末の中に保存し、その画像

を見ながら随筆を書くことができる。生徒たちは普段か

ら SNSに親しんでおり、「ばえる写真が撮りたい」と校
内を散策しながら自分だけの特別な写真を撮ろうとして

いた。同じ場所でも角度を変えたり、撮った写真の色味

を加工したりしながら、自分がその場面に感じた感動や

思いを、読み手に効果的に伝えられる写真になるよう、

積極的に活動していた（写真 1）。 

2.2 「をかし（趣がある）」な写真の良さの言語化 
次に、生徒たちは指導者が用意したワークシートを用

いて、写真に添える随筆を考えた。写真の中で自分が

「をかし（趣がある）」と思ったものを、読み手に効果

的に伝えるためには、どのように文章を展開していくの

がよいか、どんな言葉を使うのが最適なのか、細部にこ

「枕草子」を現代風に再現！自分流の「枕草子」を写真共有 SNS風に創作しよう！ 

 

宮崎市立宮崎北中学校 教諭 前田 絵理 

キーワード：中学校，2年生，国語，古典，枕草子，SNS，iPad，ロイロノート 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／「枕草子」を読んで理解したことや考えたことを、自身が

創作したオリジナルの「枕草子」と読み比べることで、「枕

草子」の作品価値に対する考えを広げたり深めたりするこ

とができる。 

●評価／写真と文章の組み合わせで作った自身の随筆と「枕草子」を読

み比べることで、「枕草子」の作品価値に気づくことができる。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 3時間） 

(1)「枕草子」を朗読し、古文を読み味わう。（1時間） 

(2)本文を通読し、筆者のものの見方や感じ方を読み取る。（1時間） 

(3)自分流の枕草子を書き、「枕草子」の作品価値を考える。（1時間） 

●本時の目標と展開 令和 3年 5月 生徒数 26名×2クラス 

 写真と文章を組み合わせた随筆作品を創作し、「枕草子」と読み比べる

ことで、「枕草子」の情景を鮮やかに描き出す表現力や、現代人にも通じ

る普遍的な美意識について気づかせる。 

学習活動（生徒の活動） 指導上の留意点 

タブレット端末で気に入った

風景を撮影する。 

撮影場所や移動時には、他の学

級の授業に配慮をし、静かに活

動させる。 

撮影した写真のどんなところ

がよいと思ったのかを文章で

表現する。 

枕草子の構成や表現上の工夫を

参考にしながら書くよう指導す

る。 

配布された雛型のデータに写

真と文章を挿入する。 

文章を入力する際、キーボード

の設定を個人のタイピング能力

に合わせて変更させる。 

できあがった自身の随筆と

「枕草子」を読み比べ、「枕草

子」の作品価値について考え

る。 

「枕草子」には写真が無いこと、

題材にした内容は自分たちの随

筆と似ていることなど、相違点

や類似点から考えさせる。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

校舎全体を人体に見立て、各種臓器や内分泌腺を QR
コードの形で配置した。QRコードは Googleフォームや
各種資料などに繋がっている。生徒はクイズラリーのよ

うな形で、QR コードを読み込み、出された課題を主体
的に解決していく。 
１．目的・目標 

(1) ゲーム性による学ぶ意欲向上 
理科という教科は積み重ねの部分が多く、苦手意識の

ある生徒は興味・関心や学ぼうとする意欲が低い傾向に

あるように感じていた。この点を解決するため、教え合

いの形が取られることがあるが、定説が答えとして用意

されている教科であるため、理科が得意な生徒が苦手な

生徒に対して一方的に教授するという形になっているこ

とが多いように思う。また、高校において実験が難しい

分野では講義や調べ学習が主流となり、深い学びをもた

らしにくかった。これらの点を解決するため、ゲーミフ

ィケーションの要素を授業に取り入れ、生徒の興味・関

心を高め、自然と深い学びと協働がもたらされるような

授業を実践した。ゲーミフィケーションとは本来ゲーム

ではないものにゲーム性を持たせることをいう。 
(2) ICT活用によるコスト削減・ファシリテート 

チェックポイントとなる各種

臓器を QR コードとしたことが、
多くの恩恵をもたらしている（写

真 1）。一度 QRコードを作成して
しまえば紐づけているファイルを

編集するだけで異なる問題に差し

替えたり、ヒントを提示 
したりすることができる。 

また、Googleフォームの特定 
の回答のみを受けつける機能を 
用いて、答えを入力しない限り 
次へ進めないという制御が可能 
になった（図 1）。 
 

２．実践内容 

2.1 概要 
・校舎を人体と見立てる 
校舎を人体として見立て生徒がホルモンや神経の電気

信号となって体内の情報伝達を担い、恒常性の維持を疑

似体験する。臓器や内分泌腺の大体の位置や形を理解す

るねらいや情報伝達を司るモノが存在するという概念を

認識するねらいがある。各臓器の場所には QR コードが
貼ってある（図 2）。

ゲーミフィケーションでもたらされる疑似体験による主体的・対話的で深い学び 
恒常性分野の疑似体験が深い学びに繋がることを明らかにする 

滋賀県立河瀬中学校・高等学校 学びの変革研究主任・ICT活用推進研究主任 久保川 剛宏 

キーワード：ゲーミフィケーション，疑似体験，協働 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／自律神経系・内分泌系について関心を持ち、意欲的に探究

しようとする。／実体験や疑似体験と既習事項を関連させて全体像を観

察することができる。 

●評価／ファシリテートという形で関与し、生徒観察に努める。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 5時間） 

(1)フィードバックの概念（1時間） 

(2)ホルモン相関図を作ろう（1時間） 

(3)内分泌系疑似体験（2時間）本時 

(4)補講・振り返り（1時間） 

●本時の目標と展開 児童数 40名 

内分泌系の経時的な変化や制御の階層性を理解し、深く学ぶと共に協働

して課題に取り組む中で、自身の意見を述べるだけでなく、他者も理解

できるように働きかけ、チーム力という観点で行動し、自身をメタ認知

する。 

写真１ チェックポイント 

図１ Googleフォーム 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

オープニング 

・ルール確認 

・評価基準の共有 

オープニングを確

認し、本時で実施

する内容について

理解する。 

興味関心を引き立てる

ことを重視するが、目

的を提示し、明確な行

動指針を示す。 

疑似体験 

※順不同 

・血糖値について 

・水分調節につい

て 

・チロキシンに関

わる調節について 

・酸素解離曲線に

ついて 

各種謎に既存知識

や教科書・図説な

どを駆使して協働

しながら挑む。 

・助けを求めてきた際

は、ファシリテートを

心がける。 

・チームにおける各生

徒の役割や活動状況を

観察する。 
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滋賀県立河瀬中学校・高等学校・久保川 剛宏 

・ファンタジーな

世界設定 
 苦手意識のある

生徒の興味・関心

を引き出すために、

また、課題を進め

る原動力とするた

めに、課題全体に

ファンタジーな世

界設定を付与し、ゲーム性を際立たせた。図 3 に示すオ
ープニングのスライドの通り、生徒達は恒常性が失われ

つつあるファンタジー世界において、臓器や内分泌腺が

出す様々な課題をこなし、柄の無い剣を復活させて、世

界を救うことが目的であると告げられる。 
・教科コンテンツと謎解き 
 各課題は教科のコンテンツのみではなく、教科知識と

は関係のない謎解きを組み合わせて設定してある。これ

により多様な背景やスキルセットを持つ生徒が活躍しや

すく独創的な考えに報いることが容易になると考えられ

る。配布物は以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 

2.2 具体的流れ 
図 4 を例に具体的な流

れを示す。 
(1)生徒はマップを参考に
胃へ向かい、［胃］の QR
コードを読み込み、【☑依

頼は？】から合言葉【ス

トマック】を入力する。 
(2)消化・吸収が終わり、血糖値が上昇しているため、［間
脳視床下部］へ向かい【☑血糖値関係】から合言葉⓪【血

糖値上昇】と伝えるよう指示される。 
(3)［関脳視床下部］へ行き QRコードから合言葉⓪を伝
えると、血糖値を下げるため用いる神経を問われる。正

しく答えると合言葉①【パンクリアス】が得られ、［血糖

値を下げるホルモンを分泌する内分泌腺］へ向かうよう

指示される。 

(4)教科書等で調べ、［膵臓］へ行き合言葉①を伝えると、
合言葉②【血糖値を下げるホルモン】を持って［最大の

臓器］へ行くように指示される。 
(5)教科書等で調べ、［肝臓］へ行き合言葉②を伝えると、
「インスリンはグリコーゲンを作るだけでなく、グルコ

ースを細胞に取り込ませる働きがある」「取り込まれたグ

ルコースは呼吸に使われエネルギーが作られる」「4つの
書の内 2 つとマスキングテープを用いてエネルギーを作
れ」と言われる。 
(6)生体内のエネルギーを
司る物質は ATP であり、
リン酸を 2つもつADPに
もう 1 つリン酸が結合し
てATPができるという知
識が必要である。これを

ADP が描かれた紙とリ
ン酸が描かれた紙をマスキングテープで繋ぐという謎解

きに落とし込んでいる（写真 3）。 
 この様に謎を解いていくことで次の謎が表示されてい

くような形をとっている。 
３．成果 

活動中の生徒達は活き

活きとしており、各所で活

発な活動が見られた。想定

していた通り、理科の苦

手な生徒であっても、主

体的に課題に挑み、チームに貢献しようとする姿が見ら

れた（写真 4）。特筆すべき点は、本実践は活動 2 時間、
振り返り 1 時間で実施したが、活動の授業時間が終わっ
ても、教室移動をする生徒を横目に、なんとか課題を解

決しようと挑み続けるチームが複数みられたことである。

この授業デザインに強く動機づけられていることが如実

に表れた結果であると言える。また、実践前と実践後の

授業評価アンケートの結果を表 1 に示す。これらの結果
からも座学ではない手法が多くの生徒の印象に残り、そ

の結果、学びに対する意欲が大きく伸び、粘り強い取り

組みに繋がったことが示唆されている。 

 

４．今後に向けて 
GIGAスクール構想により ICT機器をどう使わせるか
が議論の中心となりがちであるが、所詮 ICTはツールで
あるため、どのような力をつけたいか、どのような姿を

目指すかといった生徒の姿中心の議論や授業デザインを

心掛けたい。 

図４ クエストリスト 

写真２ 4つの書 

①クエストリスト（課題一覧）（図 4） 全員配布 
 指針と記録用紙を兼ねる 
②マップ（図 2）  各チーム 1部 
③4つの書（写真 2） 各チーム 1部 
 謎解きの部分に関わる用紙 

図３ オープニングスライド 

写真３ 謎解き 

写真４ 活動の様子 

表１ 授業評価アンケート結果 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

校舎全体を人体に見立て、各種臓器や内分泌腺を QR
コードの形で配置した。QRコードは Googleフォームや
各種資料などに繋がっている。生徒はクイズラリーのよ

うな形で、QR コードを読み込み、出された課題を主体
的に解決していく。 
１．目的・目標 

(1) ゲーム性による学ぶ意欲向上 
理科という教科は積み重ねの部分が多く、苦手意識の

ある生徒は興味・関心や学ぼうとする意欲が低い傾向に

あるように感じていた。この点を解決するため、教え合

いの形が取られることがあるが、定説が答えとして用意

されている教科であるため、理科が得意な生徒が苦手な

生徒に対して一方的に教授するという形になっているこ

とが多いように思う。また、高校において実験が難しい

分野では講義や調べ学習が主流となり、深い学びをもた

らしにくかった。これらの点を解決するため、ゲーミフ

ィケーションの要素を授業に取り入れ、生徒の興味・関

心を高め、自然と深い学びと協働がもたらされるような

授業を実践した。ゲーミフィケーションとは本来ゲーム

ではないものにゲーム性を持たせることをいう。 
(2) ICT活用によるコスト削減・ファシリテート 

チェックポイントとなる各種

臓器を QR コードとしたことが、
多くの恩恵をもたらしている（写

真 1）。一度 QRコードを作成して
しまえば紐づけているファイルを

編集するだけで異なる問題に差し

替えたり、ヒントを提示 
したりすることができる。 

また、Googleフォームの特定 
の回答のみを受けつける機能を 
用いて、答えを入力しない限り 
次へ進めないという制御が可能 
になった（図 1）。 
 

２．実践内容 

2.1 概要 
・校舎を人体と見立てる 
校舎を人体として見立て生徒がホルモンや神経の電気

信号となって体内の情報伝達を担い、恒常性の維持を疑

似体験する。臓器や内分泌腺の大体の位置や形を理解す

るねらいや情報伝達を司るモノが存在するという概念を

認識するねらいがある。各臓器の場所には QR コードが
貼ってある（図 2）。

ゲーミフィケーションでもたらされる疑似体験による主体的・対話的で深い学び 
恒常性分野の疑似体験が深い学びに繋がることを明らかにする 

滋賀県立河瀬中学校・高等学校 学びの変革研究主任・ICT活用推進研究主任 久保川 剛宏 

キーワード：ゲーミフィケーション，疑似体験，協働 

 

【本時の学習内容】 

●指導目標／自律神経系・内分泌系について関心を持ち、意欲的に探究

しようとする。／実体験や疑似体験と既習事項を関連させて全体像を観

察することができる。 

●評価／ファシリテートという形で関与し、生徒観察に努める。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 5時間） 

(1)フィードバックの概念（1時間） 

(2)ホルモン相関図を作ろう（1時間） 

(3)内分泌系疑似体験（2時間）本時 

(4)補講・振り返り（1時間） 

●本時の目標と展開 児童数 40名 

内分泌系の経時的な変化や制御の階層性を理解し、深く学ぶと共に協働

して課題に取り組む中で、自身の意見を述べるだけでなく、他者も理解

できるように働きかけ、チーム力という観点で行動し、自身をメタ認知

する。 

写真１ チェックポイント 

図１ Googleフォーム 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

オープニング 

・ルール確認 

・評価基準の共有 

オープニングを確

認し、本時で実施

する内容について

理解する。 

興味関心を引き立てる

ことを重視するが、目

的を提示し、明確な行

動指針を示す。 

疑似体験 

※順不同 

・血糖値について 

・水分調節につい

て 

・チロキシンに関

わる調節について 

・酸素解離曲線に

ついて 

各種謎に既存知識

や教科書・図説な

どを駆使して協働

しながら挑む。 

・助けを求めてきた際

は、ファシリテートを

心がける。 

・チームにおける各生

徒の役割や活動状況を

観察する。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【本実践の学習内容】 

●指導目標 

・材料と加工の技術の発展的実習を通して、テクノロジーの効果的な利

用による樹脂製品の造形技術を学ぶ。 

・完成したキーホルダーを題材として、固有のデザインが持つ知的財産

について考え、意匠権や特許権を学ぶきっかけとする。 

●評価 

・PC やタブレットを操作し、自分のイメージしたものをデータ化、実
際に造形できたかを判断し、トライアル＆エラーの繰り返しにより、

自分のイメージ通りのものに近づけていくことができた。 

・自分のデザインを手元に置き、知的財産について学ぶことができた。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 3〜5時間） 

(1)3Dモデリングアプリの基礎操作説明（0.5時間） 

(2)3Dデザインの実習【夏休み宿題】（0.5〜2時間） 

(3)知財学習(主に意匠権・特許権)（2時間） 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

スケジュール確認 GCにて確認 早く提出した人から

作業を開始する確認 

Tinkercadの操作 

（3Dモデリング） 
授業で習得できな

かった場合は動画

を見て学習する 

30 分程度の基本操作
を授業で扱い、繰り返

し見れる動画を準備 

質問・サポート GC の限定公開コ
メントにて質問、

返信の確認をする 

通知がオフの場合は

定期的に確認する必

要がある 

造形物の受け取り 自分のイメージと

異なる点を観察

し、修正する 

エラーを認め、修正す

ることが重要である

ことを周知する 

知財学習 自分の作品を手元

に置き、特許庁の

マンガ教材で学習 

キーホルダーのデザ

インが持つ価値をス

タートにして発展 

GCは Google Classroomの略 

実践の概要 

本実践は中学 1 年生「技術」の夏期休暇中の宿題とし
て課した 3D モデリング実習と知財教育の 2 つの側面を
持った連続的な学習活動である。1 学期に学んだ「材料
と加工の技術」の発展的なものづくり実習を終え造形し

たオリジナルデザインのキーホルダーを題材にして、2
学期に学ぶ知財教育へと繋ぐ内容である。 
 

１．目的・目標 

1.1「材料と加工の技術」 

1学期に学んだ「材料と加工の技術」の分野では、木材
の加工に関しては DIYブームも相まって、比較的馴染み
があったが、「プラスチックのような樹脂製品を作ること

は難しいと思いますか？」という問いかけに対しては全

員に経験がなく難しいという反応であった。 
3D プリンターが設置されている本校 ICT Lab.の設備
面の利点を活かして、テクノロジーを利用することで容

易に実現可能となるトライアル＆エラーの体験を目的と

した授業デザインを行った。今回の規定サイズのキーホ

ルダーを 3D プリンターで造形するのには、おおむね 1
つ 10～15 分程度かかるため、夏休みの期間を利用して
書き出し作業にかかる時間を調整できるようにスケジュ

ールを立てた。 
1.2 「知財教育」の架け橋 

2 学期の授業で予定している知財教育の授業への連動
は、オリジナルデザインキーホルダーを手にするタイミ

ングに設定した。特許庁のマンガ教材を併用し、親しみ

やすい形で意匠権や特許権などを学べるよう意識し、教

科書内の単元をつなぎ、学びの連鎖を目標とした。 
 

２．実践内容 

2.1 ICTツールの効果的な活用 

3Dモデリングに使用したアプリ「Tinkercad」はWeb
ブラウザ上で軽快に動く非常に便利なアプリである。ク

ラスコードや招待リンクにて生徒を招待すればクラスル

ーム機能で個別に生徒のデザインを管理し、進行状況を

把握することができる。さらに、教員アカウントからは

生徒のデザインデータを遠隔で教員機にエクスポートす

ることができ、3D データを送受信することなく、STL
データの保存から、3Dプリンター専用のアプリへのイン
ポートもシームレスに進めることができた。このスムー

ズな流れにより、夏休み期間中の通常業務よりは自由が

利く時間を利用して造形することができた（写真 1）。 
 

3Dプリンターを利用したデジタルものづくりで培う創造力と課題解決力 

テクノロジーを利用して、未来を創造する力 

樟蔭中学校・高等学校 教諭 川浪 隆之 

キーワード：デジタルものづくり，3Dプリンター，Google Classroom，Tinkercad 

 

写真１ Tinkercadでのクラス管理 

写真２ Google Classroomでのサポート 
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樟蔭中学校・高等学校・川浪 隆之 

デザインデータをチェックした際、個別のサポートが

必要な生徒もいたため、普段から使い慣れている Google 
Classroom の限定公開コメントにて修正必要箇所をアド
バイスし、オンラインサポートを随時行った（写真 2）。 
 

2.2 ルーブリックを用いた評価基準の見える化 
ルーブリックと呼ぶには乏しいレベルのものではある

が、評価基準の見える化のために普段から課題学習を出

題する際は Google Classroom のルーブリック機能を利
用している。簡易的なルーブリックではあるが、出題者

の意図を理解し、1 つ 1 つクリアしていくチェック機能
としては十分だといえる。今回は「期限・合成技術・サ

イズ」等の 5 項目を提示し、提出物としてそれらをクリ
アできているかをチェックしてから提出するよう指示し、

他者からの要望に合致したものであるかを客観的に見る

ための材料にした。 
さらに、Google Classroomのルーブリック機能はクリ
ックのみで自動計算が進むため、担当教員の採点の効率

化にもつながる（写真 3）。 

2.3 オンラインサポートの手法 

前述の Google Classroom でのコメントのやり取りで

解決する生徒は、夏休みの直前の授業での操作説明への

理解が深く、あと一息で完成というレベルであった。と

ころが、操作方法から再度説明が必要な生徒が複数名い

たため、レクチャー動画を作成し、YouTubeのリンクア
ドレスを Google Classroomで共有した（写真 4）。理解
が進んでいなかった生徒は何度も見返して、操作ができ

るようになったと良い報告を届けてくれた。 
 
３．成果 

1 学期に学んだ「材料と加工の技術」の分野では、木
材や金属の加工に関しては、家族との DIY等で比較的馴
染みがあったため、木材製品を作ることに対して、79.5%
が「簡単である」と回答したのに対して、プラスチック

のような樹脂製品を作ることに対する回答では、全員が

経験がなかったこともあり「できない」と答えていた。

ところが、今回の 3D モデリング実習を通して、事後ア
ンケートでは「自分でもできそう」と肯定的な回答をし

た生徒が 88.8％と逆転する結果となった。テクノロジー
に触れ上手く利用することで、「チャレンジすれば、自分

でもできる！」という思いを伝えることができたと感じ

ている。 
また、知財教育との連動実習として位置付けていたため、

自分自身がデザインした造形物をオリジナルデザインの

題材として扱い、素晴らしい価値を持っていることを確

認し、意匠権の話を皮切りに知的財産権全般の学習に発

展した。教材として特許庁のマンガ教材を利用すること

で、親しみやすいよう配慮した。 
 
４．今後に向けて 
間違ってはいけない活動ではなく、間違いを修正し成功

に導く活動を柱に授業デザインを構築したところ、エラ

ーをデジタルデータで容易に修正できるデジタルものづ

くりに結びついた。3Dプリンターやレーザーカッターを
利用したデジタルものづくりによって、トライアル＆エ

ラーが容易になり、ループに要する時間もスピードアッ

プする。また、今回の 3D プリント実習で、生徒 1 人あ
たりの造形物にかかった材料（フィラメント）費を換算

すると 5〜10円というローコストであることも、この活
動の意義は大きく、小中高大の学年を問わずに汎用性の

高い活動だと確信している。本校が導入した Flashforge
社の高機能な機種でも約 10万円、スタンダードな機種で
あれば 5万円程度から導入できる。 
今後は気軽に造形にチャレンジできる環境整備のため、

複数台を設置した Fabスペースの構築に取りかかりたい。
また、全国の多くの学校で、デジタルものづくりを通し

て、子供たちの「やればできる」という思いを実現でき

る環境が整うことを願って情報発信していきたい。 

写真３ 簡易的なルーブリックによる自動採点 

写真４ YouTube動画のサムネイル画像 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

【本実践の学習内容】 

●指導目標 

・材料と加工の技術の発展的実習を通して、テクノロジーの効果的な利

用による樹脂製品の造形技術を学ぶ。 

・完成したキーホルダーを題材として、固有のデザインが持つ知的財産

について考え、意匠権や特許権を学ぶきっかけとする。 

●評価 

・PC やタブレットを操作し、自分のイメージしたものをデータ化、実
際に造形できたかを判断し、トライアル＆エラーの繰り返しにより、

自分のイメージ通りのものに近づけていくことができた。 

・自分のデザインを手元に置き、知的財産について学ぶことができた。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 3〜5時間） 

(1)3Dモデリングアプリの基礎操作説明（0.5時間） 

(2)3Dデザインの実習【夏休み宿題】（0.5〜2時間） 

(3)知財学習(主に意匠権・特許権)（2時間） 

学習活動 子供活動 指導上の留意点 

スケジュール確認 GCにて確認 早く提出した人から

作業を開始する確認 

Tinkercadの操作 

（3Dモデリング） 
授業で習得できな

かった場合は動画

を見て学習する 

30 分程度の基本操作
を授業で扱い、繰り返

し見れる動画を準備 

質問・サポート GC の限定公開コ
メントにて質問、

返信の確認をする 

通知がオフの場合は

定期的に確認する必

要がある 

造形物の受け取り 自分のイメージと

異なる点を観察

し、修正する 

エラーを認め、修正す

ることが重要である

ことを周知する 

知財学習 自分の作品を手元

に置き、特許庁の

マンガ教材で学習 

キーホルダーのデザ

インが持つ価値をス

タートにして発展 

GCは Google Classroomの略 

実践の概要 

本実践は中学 1 年生「技術」の夏期休暇中の宿題とし
て課した 3D モデリング実習と知財教育の 2 つの側面を
持った連続的な学習活動である。1 学期に学んだ「材料
と加工の技術」の発展的なものづくり実習を終え造形し

たオリジナルデザインのキーホルダーを題材にして、2
学期に学ぶ知財教育へと繋ぐ内容である。 
 

１．目的・目標 

1.1「材料と加工の技術」 

1学期に学んだ「材料と加工の技術」の分野では、木材
の加工に関しては DIYブームも相まって、比較的馴染み
があったが、「プラスチックのような樹脂製品を作ること

は難しいと思いますか？」という問いかけに対しては全

員に経験がなく難しいという反応であった。 
3D プリンターが設置されている本校 ICT Lab.の設備
面の利点を活かして、テクノロジーを利用することで容

易に実現可能となるトライアル＆エラーの体験を目的と

した授業デザインを行った。今回の規定サイズのキーホ

ルダーを 3D プリンターで造形するのには、おおむね 1
つ 10～15 分程度かかるため、夏休みの期間を利用して
書き出し作業にかかる時間を調整できるようにスケジュ

ールを立てた。 
1.2 「知財教育」の架け橋 

2 学期の授業で予定している知財教育の授業への連動
は、オリジナルデザインキーホルダーを手にするタイミ

ングに設定した。特許庁のマンガ教材を併用し、親しみ

やすい形で意匠権や特許権などを学べるよう意識し、教

科書内の単元をつなぎ、学びの連鎖を目標とした。 
 

２．実践内容 

2.1 ICTツールの効果的な活用 

3Dモデリングに使用したアプリ「Tinkercad」はWeb
ブラウザ上で軽快に動く非常に便利なアプリである。ク

ラスコードや招待リンクにて生徒を招待すればクラスル

ーム機能で個別に生徒のデザインを管理し、進行状況を

把握することができる。さらに、教員アカウントからは

生徒のデザインデータを遠隔で教員機にエクスポートす

ることができ、3D データを送受信することなく、STL
データの保存から、3Dプリンター専用のアプリへのイン
ポートもシームレスに進めることができた。このスムー

ズな流れにより、夏休み期間中の通常業務よりは自由が

利く時間を利用して造形することができた（写真 1）。 
 

3Dプリンターを利用したデジタルものづくりで培う創造力と課題解決力 

テクノロジーを利用して、未来を創造する力 

樟蔭中学校・高等学校 教諭 川浪 隆之 

キーワード：デジタルものづくり，3Dプリンター，Google Classroom，Tinkercad 

 

写真１ Tinkercadでのクラス管理 

写真２ Google Classroomでのサポート 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

Google「Jamboard」を活用して、高校数学の授業で学
習した性質や定理の関連づけと分類をグループで行う。

かいたものを動かしたり、修正したりする過程で、数学

的な内容を体系的に理解し、発展的に考える力や学習内

容をまとめる力を身に付けることを目的とする。 

 

１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

数学的な性質や定理が成り立つ過程を振り返り、事象

の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりするこ

とは、生徒たち自身が数学の性質や定理に価値をおき、

数学の良さを実感することができる貴重な機会であると

筆者は考える。そして、そういった機会を設ける具体的

な教材は、日常的な事柄に課題を設定し、その内容を数

学化して解くといった事例が多く挙げられる（例えば共

通テストなど）が、いくつもの性質や公式同士を関連づ

けたり分類したりする具体的な活動は提案されてこなか

った。筆者はその理由の 1 つに、かいたものを動かし、
拡大・縮小などを行うことができる機器がなかったこと

や、パソコンの画面で描かれた図形等を動かすことは、

チョークや鉛筆を用いてかくことに比べて手間や時間が

かかっていたことが考えられる。 

よって本実践は、数学を活用して事象を論理的に考察

する力や、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合

的・発展的に考察する力を養うことを目標とし、紙にか

くのと同様の精度を有する apple pencil と iPad を用い
て、かいたものを動かし、修正しながら 1 つのワークシ
ートを作り上げることができる Google「Jamboard」（以
下 Jamboard）を活用して行った。1つの単元を終えた後

に、生徒が数学の授業で学習した性質や定理を、関連づ

けたり分類したりする活動を通して、数学的な内容を体

系的に理解し、発展的に考える力や学習内容をまとめる

力を身に付けることを目指す授業を行った。 

 
２．実践内容 

2.1 既習内容の分類（構造的な理解） 
本実践の特徴は、iPadと apple pencil、Jamboardの
それぞれが持つ機能を活用した授業である。具体的には、

4人 1組のグループに対して 1つの Jamboardを作成す
る。4 人は用意された Jamboard を開き、各章で学習し
た性質や定理を分担してかいていく。分担する内容の範

囲は各グループで決めても、教師が決めてもよい。

Jamboard へかき込む際には各々の生徒が Jamboard で
使用するペンの色をあらかじめ決めておくと、後から誰

がかいたのかが分かり議論がしやすくなる。かかれたも

のについてお互いに質問等を行い、解決をしてからかか

れた内容の分類や関連づけを行う。分類や関連づけが行

われた結果は図 1、図 2である。図 1は数学Ⅰの図形と
計量及び数学 Aの図形の性質の両方を学習した後に、 

【本時の学習内容】 

●指導目標／図形の性質に関する内容を体系的に理解し、他の 

単元である 2次関数に関連づけた問題を作成することで、2次 

関数を体系的に理解する。 

●評価／既習内容同士の関連づけや他の単元との内容を関連づ 

けることができる。 

【指導略案】 

●単元指導計画 

数学Ⅰ第 4章図形と計量の学習が終わった後に行う。 
●本時の目標と展開 令和 2年 11月 生徒数 40名 
 

 

高校数学の学習内容を「Jamboard」を活用して分類や関連づけを行う 

 

広島県立広島中学校・広島高等学校 教諭 増永 雄大 

キーワード：Jamboard，iPad，apple pencil，体系的，まとめ 

 

③学習内容の分類

を行う。 

Jamboard にかかれた性質や公式を 3 つに分類す
るよう伝える。その後いくつかのグループの画面

を教室前方で写して分類の基準を説明する。 
④学習内容の関連

づけを行う。 

関連づけが難しい場合は、中心に何をかくのかま

ずは決めるよう伝える。 
⑤他の単元との関

連付けを行う。 

・Jamboard の中心に 2 次関数に関する問題を作
成する。ただし、その問題は事前に用意した図形に

関する公式と関連づいたものとする。 
・活動が滞っているグループには、キーワードを考

えさせる（例えば図形と言えば？→形→どんな
形？→円、三角形、正方形→三角形で求めるもの
は？→面積についての問題など）。 
・他のグループの Jamboard に参加して、どのよ
うな活動が行われているか確認してもよいことを

伝える。 

⑥本時のまとめを

行い、成果と課題

を振り返る。 

いくつかのグループで作成した Jamboard につい
て発表する。 

 

図１ 数学ⅠA図形に関する性質・定理等の分類 

学習活動 指導上の留意点 

①本時の学習活動

と目標を確認し、

見通しを立てる。 

各グループに割り当てられた Jamboard に数学Ⅰ
第 4 章図形と計量で学習した性質や公式をグルー
プ内で分担してかいておく。 

②作成した素材に

慣れる活動を行

う。 

他者が作成した公式について、知らない内容があ

れば質問をして解決をしておくよう伝える。 
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広島県立広島中学校・広島高等学校・増永 雄大 

 
図 2は数学 B第 3章数列を学習した後に、各グループの
生徒が手分けをして学習した内容を Jamboardにかき、
分類したものである。かき終えた後に、かかれた内容に

関する質問をお互いにすることで既習内容を思い出し、

どのようにしてその性質が成り立つのかを再確認する。

その後、教師からかかれたものをいくつかに分類するよ

う指示をする。分類する基準や数は各グループに任せて

も教師が指示してもよい。生徒たちは分類する過程で性

質を補ったり、かかれていない性質が他にはないか、イ

ンターネットを使って調べ、教科書では学習する機会の

なかった性質を調べたりした。かかれたものを修正した

り、動かしたり、スクリーンショットで保存した情報を

加工することが容易だったので、どのグループも議論が

円滑に行われた。また分類が終わったグループにはいく

つかの性質や

定理を組み合

わせて 2 次関
数の内容を含

めた融合問題

を作成するよ

う教師から指

示をした（図

3）。 
 

2.2 既習内容の関連づけ（体系的な理解） 
図 4は数学 Aの場合の数と確率を学習した後に、学習

した内容を 1 グループ 4 人のグループ内で分担して
Jamboard にかきだし、かかれた内容を関連づける活動
を行った。教師からは、かかれた内容を線や矢印でつな

げるよう指示をした。線や矢印の記述、かかれた内容の

移動や修正をグループ内で順番に行うよう伝えることで、

特定の生徒が活動することがないようにした。このよう

な活動を通して生徒たちは、学習した内容を体系的に理

解することができたと考える。 
 
３．成果 
本実践では数学Ⅰの図形と計量や数学 Aの場合の数と
確率、および図形の性質に関する内容を、Jamboard を
活用して分類したり関連づけたりする活動を実践した。

この実践を通して生徒たちは、学習した内容を自分自身

でまとめる際には、学習した内容どうしを関連づけたり、

分類したりするようになった（図 5）。また問題作成を授
業で行った際には、多くの生徒が他の単元と関連づけた

問題を作ることができた。以上から、生徒たちは

Jamboard を活用して、数学的な内容を関連づけたり分
類したりする活動を通して、学習内容を体系的に理解し、

発展的に考える力や学習内容をまとめる力が身についた

と考える。 

 
 
４．今後に向けて 
生徒達は数学の授業で、数学を学びながら、数学を学

ぶ技術や方法を学ぶ。ICT を活用した授業も同様で、生
徒は ICTを活用した学びに必要な技術や方法を授業で学
ぶ。ICT を活用して数学的な内容に対する構造的な理解
や体系的な理解の達成度合いを成果とするのでなく、生

徒たちが数学に限らない様々な諸課題に直面した時、解

決するための手法を 1 つでも多く用いることができるよ
うな授業を行っていきたい。最後に、生徒たちに ICTを
学習に活用して良かったことについて自由意見を求めた

際に答えてくれたコメントを紹介する（図 6）。 

図２ 数学 B 数列に関する性質・定理等の分類 

図３ 図形と 2次関数との融合問題 

図４ 数学 A場合の数と確率の内容の関連づけ 

図５ 数学 A整数の性質を個人でまとめたもの 

図６ 生徒の感想 
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実践の概要 

Google「Jamboard」を活用して、高校数学の授業で学
習した性質や定理の関連づけと分類をグループで行う。

かいたものを動かしたり、修正したりする過程で、数学

的な内容を体系的に理解し、発展的に考える力や学習内

容をまとめる力を身に付けることを目的とする。 

 

１．目的・目標 

(1) ICT活用の目的とねらい 

数学的な性質や定理が成り立つ過程を振り返り、事象

の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりするこ

とは、生徒たち自身が数学の性質や定理に価値をおき、

数学の良さを実感することができる貴重な機会であると

筆者は考える。そして、そういった機会を設ける具体的

な教材は、日常的な事柄に課題を設定し、その内容を数

学化して解くといった事例が多く挙げられる（例えば共

通テストなど）が、いくつもの性質や公式同士を関連づ

けたり分類したりする具体的な活動は提案されてこなか

った。筆者はその理由の 1 つに、かいたものを動かし、
拡大・縮小などを行うことができる機器がなかったこと

や、パソコンの画面で描かれた図形等を動かすことは、

チョークや鉛筆を用いてかくことに比べて手間や時間が

かかっていたことが考えられる。 

よって本実践は、数学を活用して事象を論理的に考察

する力や、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合

的・発展的に考察する力を養うことを目標とし、紙にか

くのと同様の精度を有する apple pencil と iPad を用い
て、かいたものを動かし、修正しながら 1 つのワークシ
ートを作り上げることができる Google「Jamboard」（以
下 Jamboard）を活用して行った。1つの単元を終えた後

に、生徒が数学の授業で学習した性質や定理を、関連づ

けたり分類したりする活動を通して、数学的な内容を体

系的に理解し、発展的に考える力や学習内容をまとめる

力を身に付けることを目指す授業を行った。 

 
２．実践内容 

2.1 既習内容の分類（構造的な理解） 
本実践の特徴は、iPadと apple pencil、Jamboardの
それぞれが持つ機能を活用した授業である。具体的には、

4人 1組のグループに対して 1つの Jamboardを作成す
る。4 人は用意された Jamboard を開き、各章で学習し
た性質や定理を分担してかいていく。分担する内容の範

囲は各グループで決めても、教師が決めてもよい。

Jamboard へかき込む際には各々の生徒が Jamboard で
使用するペンの色をあらかじめ決めておくと、後から誰

がかいたのかが分かり議論がしやすくなる。かかれたも

のについてお互いに質問等を行い、解決をしてからかか

れた内容の分類や関連づけを行う。分類や関連づけが行

われた結果は図 1、図 2である。図 1は数学Ⅰの図形と
計量及び数学 Aの図形の性質の両方を学習した後に、 

【本時の学習内容】 

●指導目標／図形の性質に関する内容を体系的に理解し、他の 

単元である 2次関数に関連づけた問題を作成することで、2次 

関数を体系的に理解する。 

●評価／既習内容同士の関連づけや他の単元との内容を関連づ 

けることができる。 

【指導略案】 

●単元指導計画 

数学Ⅰ第 4章図形と計量の学習が終わった後に行う。 
●本時の目標と展開 令和 2年 11月 生徒数 40名 
 

 

高校数学の学習内容を「Jamboard」を活用して分類や関連づけを行う 
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③学習内容の分類

を行う。 

Jamboard にかかれた性質や公式を 3 つに分類す
るよう伝える。その後いくつかのグループの画面

を教室前方で写して分類の基準を説明する。 
④学習内容の関連

づけを行う。 

関連づけが難しい場合は、中心に何をかくのかま

ずは決めるよう伝える。 
⑤他の単元との関

連付けを行う。 

・Jamboard の中心に 2 次関数に関する問題を作
成する。ただし、その問題は事前に用意した図形に

関する公式と関連づいたものとする。 
・活動が滞っているグループには、キーワードを考

えさせる（例えば図形と言えば？→形→どんな
形？→円、三角形、正方形→三角形で求めるもの
は？→面積についての問題など）。 
・他のグループの Jamboard に参加して、どのよ
うな活動が行われているか確認してもよいことを

伝える。 

⑥本時のまとめを

行い、成果と課題

を振り返る。 

いくつかのグループで作成した Jamboard につい
て発表する。 

 

図１ 数学ⅠA図形に関する性質・定理等の分類 

学習活動 指導上の留意点 

①本時の学習活動

と目標を確認し、

見通しを立てる。 

各グループに割り当てられた Jamboard に数学Ⅰ
第 4 章図形と計量で学習した性質や公式をグルー
プ内で分担してかいておく。 

②作成した素材に

慣れる活動を行

う。 

他者が作成した公式について、知らない内容があ

れば質問をして解決をしておくよう伝える。 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

高等学校における遠隔合同授業の普及に向けた教員

研修モデルの開発を行い、参加された先生方が遠隔合同

授業で求められる授業スキルを身につけることができた。

教員研修会の後に行った質問紙調査により、先生方の意

識の変容を聞き取り、遠隔合同授業の普及も含めた授業

改善の一助とすることができた。 
 
１．目的・目標 

1.1 遠隔合同授業を推進する背景 

地方の人口減少が急速に進む中、令和 2年度から京都府
北部地域の高等学校において、各高校を学舎として存続さ

せる学舎制を開始した（表 1）。令和 3 年度から、新たな
高校の学舎間をオンラインで接続し、協働学習を通して生

徒同士が多様な考え方や価値観に触れることをねらいと

して、単位認定を伴う遠隔合同授業を実施している。 
 

1.2 これまでの研究を踏まえて 

遠隔合同授業を進めていく上で、これまでの試行・実

践から得られた手法や留意点を各学舎の教員に周知して

いく必要がある。それによって、遠隔合同授業への理解

が深まり、担当教員の授業準備等の負担軽減にもつなが

る。また、機器不調や回線切断等のトラブル対処が必須

となるため、教員全体の ICT活用能力の向上も必要にな
ってくる。これらを踏まえ、遠隔合同授業のスムーズな

実施に向け、授業を担当できる教員の育成を目指し、教

員研修モデルの開発と評価に取り組んだ。 
 
２．実践内容 

2.1 教員研修会（令和 2年 12月） 
これまでの研究から、生徒同士の交流や活動を図った

授業計画を作成すること、音声や画像の設定に注意する

こと、この 2 点について留意しながら遠隔合同授業を進
めていかなくてはならないと分かった。これらを踏まえ、

校内チーム及び近隣

で遠隔合同授業を実

施する高等学校教員、

京都府教育委員会と

ともに、教員研修会に

ついて、提示資料の準

備や質問紙の作成を行

った。 
研修会は 4 学舎を遠隔教育システムで接続して実施し
た（写真 1）。4学舎の教員を対象として、遠隔合同授業
担当予定教員による模擬授業を受講してもらい、これま

での試行から判明した成果と課題を報告した。その後、

大阪教育大学 寺嶋 浩介 准教授（オンライン接続）から
講評・指導助言をいただいた。 
 研修会後に実施した教員質問紙の回答結果を示す（図

1）。令和元年度に実施した教員研修会後の教員質問紙の
結果と比較して、質問項目 B（先生方の ICTスキル）の
数値は向上しており、教員の ICT活用が進んでいると考
えられる。しかし、質問項目 C（先生方の不安や負担感）
からは、遠隔合同授業推進に向けた機器操作などについ

ての不安が大きく、ICT 活用に向けた支援が必要である
ことが分かった。これらを意識しながら、令和 3 年度開
講の遠隔合同授業に向けて最終準備を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2.2 単位認定を伴う遠隔合同授業 
令和 3 年度から、宮津天橋高校では「英語活用」を、
丹後緑風高校では「物理基礎」を、単位認定を伴う遠隔

合同授業として実施している（写真 2）。4月の授業開始
以降、回線の切断が発生することがあったが、切断の発

生を見越した授業打ち合わせや、業者による機器調整に

より、概ねスムーズに進めることができた。普段から学

新高校・学舎名 旧高校名（令和 3年度 3年生） 

京都府立宮津天橋高等学校 

宮津学舎 

加悦谷学舎 

京都府立宮津高等学校 

京都府立加悦谷高等学校 

京都府立丹後緑風高等学校 

網野学舎 

久美浜学舎 

京都府立網野高等学校 

京都府立久美浜高等学校 

写真１ 教員研修会 

過疎地域の高校を接続！遠隔合同授業の普及に向けた教員研修モデルの開発と評価 

京都府立宮津高等学校・宮津天橋高等学校 教諭 安見 孝政，教諭 藤田 あゆみ 

京都府立網野高等学校・丹後緑風高等学校 教諭 中根 新 

京都府立加悦谷高等学校・宮津天橋高等学校 教諭 四方 翔磨 

キーワード：遠隔合同授業，教員研修，研修モデル，ICT 活用 
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図１ 教員質問紙の結果（教員研修会後、4件法平均

値、回答数：25人／R1・73人／R2、A：遠隔教育全般、

B：先生のスキル、C：先生の不安や負担感） 

表１ 京都府北部における高等学校の学舎制 
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京都府立宮津天橋高等学校・安見 孝政，藤田 あゆみ，四方 翔磨，京都府立丹後緑風高等学校・中根 新 

舎間の担当者同士でこ 
まめに連絡を取り、対 
面や電話に加え Teams 
（Office365）などを用 
いてこまめに日々の成 
果や課題を共有してい 
たことで、スムーズな 
実施に繋げられた。 
さらには月 1 回程度、遠隔教育システムを活用して開

催した遠隔教育担当者会議（4学舎・京都府教育委員会）
において、実践報告を行い成果と課題を共有し、さらに

試行や研修の方向性についても打ち合わせを行い、4 学
舎の教員が一体となって遠隔合同授業を推進することが

できた。これまでの教員研修会や会議を通しての実践が

教員の授業力向上に繋がっていると考えている。 
 
2.3 令和 4年度開講予定科目の試行 
令和 4年度から、今 

年度開講科目（2.2）の 
授業に加えて、宮津天 
橋高校では「看護理数」 
（写真 3）を、丹後緑 
風高校では「ビジネス 
基礎」（写真 4）および 
「福祉入門」を遠隔合同授業として開講予定である。担

当予定教員が遠隔教育システムに習熟すること、生徒の

科目選択の一助とすることをねらいとして、令和 3 年度
1 学期に試行した。電子黒板の活用に向けた授業資料作
り、カメラや生徒の学習活動を意識した授業設計がなさ

れており、担当予定教員の経験値の向上に繋がったと感

じている。課題としては、機器操作やトラブル対応への

不安、授業準備への負 
担感が大きいことが予 
想される。担当者への 
細やかな支援に加えて、 
今年度実施している遠 
隔合同授業における成 
果と課題を共有してい 
くことが求められてい 
る。 
 
2.4 遠隔合同授業以外での遠隔システム活用事例 

遠隔教育システムを導入し 
た教室には、電子黒板・モニ 
ター等が整備され、普段から 
ICT教室として利用している。 
これまでの教員研修の効果も 
あり、対面授業や会議等での 
活用に加え、オンラインによ 
る講習が普及し、コロナ禍に 

おける生徒の学びを保障する一助となっている（写真 5・
Teamsを用いたオンライン講習配信）。 
 
３．成果（生徒質問紙による分析結果） 

令和 2 年度の試行の際、受講生徒を対象として質問紙
調査を行った。令和元年度試行時の回答平均値と比較し

て、全体的に数値が向上していた（図 2）。これまでの教
員研修を通して、教員が遠隔教育システムの全体像を把

握して試行（研修）に参加し、電子黒板等の機器操作や

授業設計に余裕を持てていることが大きな要因ではない

かと推測している。教員の ICT 活用能力の向上に伴い、
生徒も ICTを活用した授業に習熟してきている。年度比
較でのグラフは同様の形状であり、回答点数の低い音声

が聞き取りにくい点（A-3）、モニターを通した交流不足
（B-2、B-6、D-2）が課題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．今後に向けて 
 昨年度の教員質問紙の結果、及び今年度の遠隔合同授

業の成果と課題をもとに、教員研修会（令和 3年 12月）
の準備・運営を行う。令和 4 年度開講科目の教員を対象
とし、1高校に集まり高校間を接続して実施する（表 1）。
具体的な内容として、①今年度授業担当者による実践報

告、②担当予定者による模擬授業（録画の事前視聴・当

日の模擬授業配信）を受講した上での研究協議を行う。

この後、寺嶋 浩介 准教授からの講評、指導助言をいた
だく。研修会後には質問紙調査を行い、これまでの 2 年
間の回答結果との比較・分析を通して、令和 4 年度実施
の遠隔合同授業の改善に繋げる。 
京都府立学校では、令和 4年度から BYODが順次実施
される。遠隔合同授業だけではなく、様々な授業におい

て端末を活用した授業を計画していくことが求められて

いる。本研究を通して得られた知見が先生方へ広まり、

端末や各種 ICT機器を活用した授業設計にも生かされる
ことで、生徒の個別最適・協働的な深い学びに繋がるこ

とを願っている。 写真５ オンライン夏

季講習（令和 3年 8月） 
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図２ 生徒質問紙結果（遠隔授業後、4件法平均値、

回答数：28人／R1・13人／R2、A：映像・音声、B：

先生や生徒同士の交流、C：遠隔での講習、D：普段

の授業との比較） 
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実践の概要 

高等学校における遠隔合同授業の普及に向けた教員

研修モデルの開発を行い、参加された先生方が遠隔合同

授業で求められる授業スキルを身につけることができた。

教員研修会の後に行った質問紙調査により、先生方の意

識の変容を聞き取り、遠隔合同授業の普及も含めた授業

改善の一助とすることができた。 
 
１．目的・目標 

1.1 遠隔合同授業を推進する背景 

地方の人口減少が急速に進む中、令和 2年度から京都府
北部地域の高等学校において、各高校を学舎として存続さ

せる学舎制を開始した（表 1）。令和 3 年度から、新たな
高校の学舎間をオンラインで接続し、協働学習を通して生

徒同士が多様な考え方や価値観に触れることをねらいと

して、単位認定を伴う遠隔合同授業を実施している。 
 

1.2 これまでの研究を踏まえて 

遠隔合同授業を進めていく上で、これまでの試行・実

践から得られた手法や留意点を各学舎の教員に周知して

いく必要がある。それによって、遠隔合同授業への理解

が深まり、担当教員の授業準備等の負担軽減にもつなが

る。また、機器不調や回線切断等のトラブル対処が必須

となるため、教員全体の ICT活用能力の向上も必要にな
ってくる。これらを踏まえ、遠隔合同授業のスムーズな

実施に向け、授業を担当できる教員の育成を目指し、教

員研修モデルの開発と評価に取り組んだ。 
 
２．実践内容 

2.1 教員研修会（令和 2年 12月） 
これまでの研究から、生徒同士の交流や活動を図った

授業計画を作成すること、音声や画像の設定に注意する

こと、この 2 点について留意しながら遠隔合同授業を進
めていかなくてはならないと分かった。これらを踏まえ、

校内チーム及び近隣

で遠隔合同授業を実

施する高等学校教員、

京都府教育委員会と

ともに、教員研修会に

ついて、提示資料の準

備や質問紙の作成を行

った。 
研修会は 4 学舎を遠隔教育システムで接続して実施し
た（写真 1）。4学舎の教員を対象として、遠隔合同授業
担当予定教員による模擬授業を受講してもらい、これま

での試行から判明した成果と課題を報告した。その後、

大阪教育大学 寺嶋 浩介 准教授（オンライン接続）から
講評・指導助言をいただいた。 
 研修会後に実施した教員質問紙の回答結果を示す（図

1）。令和元年度に実施した教員研修会後の教員質問紙の
結果と比較して、質問項目 B（先生方の ICTスキル）の
数値は向上しており、教員の ICT活用が進んでいると考
えられる。しかし、質問項目 C（先生方の不安や負担感）
からは、遠隔合同授業推進に向けた機器操作などについ

ての不安が大きく、ICT 活用に向けた支援が必要である
ことが分かった。これらを意識しながら、令和 3 年度開
講の遠隔合同授業に向けて最終準備を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2.2 単位認定を伴う遠隔合同授業 
令和 3 年度から、宮津天橋高校では「英語活用」を、
丹後緑風高校では「物理基礎」を、単位認定を伴う遠隔

合同授業として実施している（写真 2）。4月の授業開始
以降、回線の切断が発生することがあったが、切断の発

生を見越した授業打ち合わせや、業者による機器調整に

より、概ねスムーズに進めることができた。普段から学

新高校・学舎名 旧高校名（令和 3年度 3年生） 

京都府立宮津天橋高等学校 

宮津学舎 

加悦谷学舎 

京都府立宮津高等学校 

京都府立加悦谷高等学校 

京都府立丹後緑風高等学校 

網野学舎 

久美浜学舎 

京都府立網野高等学校 

京都府立久美浜高等学校 

写真１ 教員研修会 

過疎地域の高校を接続！遠隔合同授業の普及に向けた教員研修モデルの開発と評価 

京都府立宮津高等学校・宮津天橋高等学校 教諭 安見 孝政，教諭 藤田 あゆみ 

京都府立網野高等学校・丹後緑風高等学校 教諭 中根 新 

京都府立加悦谷高等学校・宮津天橋高等学校 教諭 四方 翔磨 

キーワード：遠隔合同授業，教員研修，研修モデル，ICT 活用 

 

 

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

図１ 教員質問紙の結果（教員研修会後、4件法平均

値、回答数：25人／R1・73人／R2、A：遠隔教育全般、

B：先生のスキル、C：先生の不安や負担感） 

表１ 京都府北部における高等学校の学舎制 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

Withコロナ時代において、直接的な対面・訪問が困難
な状況下、現在普及しつつあるインターネット会議シス

テム Zoomを活用し「ICTをプラットフォームにした国
際交流」および、国境を越えた生徒グループによる「ボ

ーダレスな協働学習・探究活動」に取り組んだ。 
１．目的・目標 

ICT の発達に伴い、国と国との距離は縮まり、今や、
ほとんどの人が所持しているスマートフォン等の端末を

利用して、いつでも、どこでも簡単に情報を共有し、コ

ミュニケーションがとれる。また、コロナの影響下、イ

ンターネット会議システムが急速に普及し、国内外共に

使用する機会が増えている。これら ICTの状況は、国際
交流の視点から考えれば、恵まれた環境であるにもかか

わらず、ICT をプラットフォームにした国際交流の教育
実践に関する報告は多くない。しかしながら、コロナの

影響下、学校訪問・対面による活動の見通しが難しいな

か、すべてを ICTのみで完結させる「ICTをプラットフ
ォームにした国際交流」の実践・経験を積むことは、今

後予想される状況から考えても大切である。そのため、

With コロナ時代における国際交流の展開の在り方を追
求し、多くの学校で活用されている Google Workspace、
普及しつつあるインターネット会議システム Zoom を効
果的に活用し、国際プレゼンテーション大会 World 
Youth Meetingでの協働発表を目標に、ICT・国際協働学
習に取り組んだ。この活動を通じて、ICT を上手く活用
することで、直接的な対面無しでも十分に国際交流が可

能であること

を生徒に体験

させると共に

（写真 1）、
Diversity（多
様性）を両国

生徒が身に付

け、磨いてい

く機会になれ

ばと考え実施

した。 
２．実践内容 

2.1 国際協働学習に向けたチームビルディングの形成と

SNS（LINE）の活用 
国際交流・協働学習において、生徒・教師ともにどうチ

ームビルディングをしていくかが大切である。これにつ

いては（コロナの影響下においては）昨年に引き続き、

今年も課題であった。今年度については、インターネッ

ト会議システム Zoom を活用して、自己紹介・文化を紹
介するプレゼンテーションを各生徒に英語で取り組ませ

た（写真 2）。日本の教育現場においては、SNSの活用に

ついて賛否両論あるが、国によっては SNSが公式的な連
絡ツールとして積極的に活用されている状況もある。想

定外であったが、相手校からのアプローチをきっかけに

はじまった「SNS（LINE）を通じた生徒同士の日常的な
やりとり」が、チームビルディングに効果的であった（写

真 3）。ICTを軸とした「議論の深めやすい関係や環境を
作る」ことを目的に、生徒にとって身近な SNSを一手段
として、生徒同士のコミュニケーションの活性化を図る

ことは有効である。 

2.2 Google フォームを活用した調査活動と調査結果を
活用する異文化体験 
交流校のあるフィリピンではリサイクル工場が少ない

点から、SDGs＃12（つくる責任つかう責任）に着目し、
生徒にとって身近である「紙」をテーマに設定し、Google
フォームを使い、「紙とノートに関する意識・使用実態」

というアンケート調査を、両校生徒を対象に行った。ア

ンケートを実施したことで、両国の意識の違いが極めて

顕著であることがわかった（図 1）。国際交流では、文化、
環境、意識等の違いを、いかにして体験するかが醍醐味

ICTで拡がる「Withコロナにおける国際交流とボーダレスな協働的学び」 
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写真２ Zoomを通じたプレゼンテーション 

写真３ 国外生徒からの SNSの活用・招待の様子 

写真１ ICTを通じた国際交流の様子 
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のひとつである。今日のように、直接的な訪問・対面が

難しい状況下では、「アンケートを活用することで異文化

体験をさせる」ことも有効な手段である。 
 

2.3 英語プレゼン発表に向けたスピーチトレーニング 

ICTのみしか使用できない状況のなかでも、ICTの利
点の 1つである Zoomのブレイクアウトルーム等を活用
し、両校の生徒同士によるマンツーマンのスピーチトレ

ーニングを行った。日本の生徒はオールイングリッシュ

という環境下でトレーニングを受けなければならず、や

やハードルの高い取り組みではあった。しかしながら、

生徒がお互いの状況を理解しあい、教える側（国外生徒）

は『わかりやすい（英語）表現』でのコメントを心がけ、

教わる側（国内生徒）は自分の困っている点を慣れない

英語を活用し『どう的確に伝えるか』努力することで、

シンプルなスピーチトレーニングを通して、協働的な深

い学びに自然な形でつながっていった（写真 4）。この活
動があったことで、国際プレゼンテーション大会におい

て、「リスナーにわかりやすい英語プレゼンテーション」

をすることができた。 

３．成果 

コロナの影響下、直接的な対面・訪問無しに、どのよう

にして国際交流を展開したり、異文化理解を体験させた

りして、協働的な学びにつなげ、Diversityを生徒に身に
付けさせるかが課題であった。事後の生徒アンケート・

感想文によれば、今回の取り組みは、国境、環境、カルチ

ャー、学校の垣根を越えたボーダレスな学びの空間を実

現し、SDGs を柱とした私たちを取り巻く様々な問題の
共有を通じて、「Diversityを理解し高めることが出来た」
という主旨が述べられており、概ね目標の達成に至るこ

とができたと考える。また、国際プレゼンテーション大

会で提案した SDGs達成に向けたアクションプラン「リ
サイクル紙で作成する Re-New notebook」を国際協働の
一歩として展開するに至った。提携校である「フィリピ

ン日系人会国際学校（ Philippine Nikkei Jin Kai 
International School）」では、本教育実践に参加した生
徒が中心となり現地生徒に向けて SDGsオリエンテーシ
ョンを実施し、SDGs について紹介するとともに、アク
ションプラン「Re-New notebook」の協力を呼び掛けた。
また、本校生徒は、「Re-New notebook」の表紙を飾るた
めの日本文化「折り紙」の折り方を教えるための動画を

作成した。両校生徒の取り組みで作成した「Re-New 
notebook」の実物が写真 5である。アクションプラン「Re-
New notebook」の取り組みについては、11月に、日本・

フィリピン・台湾・カンボジアの生徒・学生・教員を招待

し、本校主催でオンライン開催した「Global Meetup 2021」
において活動報告を行った。このような「ICT をプラッ
トフォームにした国際交流」に取り組むことで、両校生

徒ともにボーダレスに絆を深め、継続性のある国際交流、

国際協働のきっかけや普及につながったと考える。 
４．今後に向けて 

With コロナをきっかけにチャレンジした「ICT をプ
ラットフォームにした国際交流」は、多方面に波及効果

を与え、「新しい形の国際交流」の可能性を示した。「直

接的対面」と「ICT・オンライン」のそれぞれが持つメリ
ットを生かしながら、「ブレンド型の国際交流」という新

しい形態での実践を、年間を通した取り組みとして展開、

追求したい。そして、「グローバルな社会貢献のできる人

材の育成」に努めていきたい。 

写真４ Zoomによる生徒同士のスピーチトレーニング 

図１ Googleフォームで実施したアンケート結果抜粋 

写真５ 実際に出来上がった「Re-New notebook」 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

Withコロナ時代において、直接的な対面・訪問が困難
な状況下、現在普及しつつあるインターネット会議シス

テム Zoomを活用し「ICTをプラットフォームにした国
際交流」および、国境を越えた生徒グループによる「ボ

ーダレスな協働学習・探究活動」に取り組んだ。 
１．目的・目標 

ICT の発達に伴い、国と国との距離は縮まり、今や、
ほとんどの人が所持しているスマートフォン等の端末を

利用して、いつでも、どこでも簡単に情報を共有し、コ

ミュニケーションがとれる。また、コロナの影響下、イ

ンターネット会議システムが急速に普及し、国内外共に

使用する機会が増えている。これら ICTの状況は、国際
交流の視点から考えれば、恵まれた環境であるにもかか

わらず、ICT をプラットフォームにした国際交流の教育
実践に関する報告は多くない。しかしながら、コロナの

影響下、学校訪問・対面による活動の見通しが難しいな

か、すべてを ICTのみで完結させる「ICTをプラットフ
ォームにした国際交流」の実践・経験を積むことは、今

後予想される状況から考えても大切である。そのため、

With コロナ時代における国際交流の展開の在り方を追
求し、多くの学校で活用されている Google Workspace、
普及しつつあるインターネット会議システム Zoom を効
果的に活用し、国際プレゼンテーション大会 World 
Youth Meetingでの協働発表を目標に、ICT・国際協働学
習に取り組んだ。この活動を通じて、ICT を上手く活用
することで、直接的な対面無しでも十分に国際交流が可

能であること

を生徒に体験

させると共に

（写真 1）、
Diversity（多
様性）を両国

生徒が身に付

け、磨いてい

く機会になれ

ばと考え実施

した。 
２．実践内容 

2.1 国際協働学習に向けたチームビルディングの形成と

SNS（LINE）の活用 
国際交流・協働学習において、生徒・教師ともにどうチ

ームビルディングをしていくかが大切である。これにつ

いては（コロナの影響下においては）昨年に引き続き、

今年も課題であった。今年度については、インターネッ

ト会議システム Zoom を活用して、自己紹介・文化を紹
介するプレゼンテーションを各生徒に英語で取り組ませ

た（写真 2）。日本の教育現場においては、SNSの活用に

ついて賛否両論あるが、国によっては SNSが公式的な連
絡ツールとして積極的に活用されている状況もある。想

定外であったが、相手校からのアプローチをきっかけに

はじまった「SNS（LINE）を通じた生徒同士の日常的な
やりとり」が、チームビルディングに効果的であった（写

真 3）。ICTを軸とした「議論の深めやすい関係や環境を
作る」ことを目的に、生徒にとって身近な SNSを一手段
として、生徒同士のコミュニケーションの活性化を図る

ことは有効である。 

2.2 Google フォームを活用した調査活動と調査結果を
活用する異文化体験 
交流校のあるフィリピンではリサイクル工場が少ない

点から、SDGs＃12（つくる責任つかう責任）に着目し、
生徒にとって身近である「紙」をテーマに設定し、Google
フォームを使い、「紙とノートに関する意識・使用実態」

というアンケート調査を、両校生徒を対象に行った。ア

ンケートを実施したことで、両国の意識の違いが極めて

顕著であることがわかった（図 1）。国際交流では、文化、
環境、意識等の違いを、いかにして体験するかが醍醐味

ICTで拡がる「Withコロナにおける国際交流とボーダレスな協働的学び」 
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写真２ Zoomを通じたプレゼンテーション 

写真３ 国外生徒からの SNSの活用・招待の様子 

写真１ ICTを通じた国際交流の様子 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 
理数科に適したプログラミング教材を開発する計画が

2年半前に始まった。ゲーム制作を手始めに、数学や物理・
生物等の知識を使い計算機実験を行い、最後には機械自ら

が学習するプログラムを作る、という教材となった。講座

後五目並べ競技会も開催し、肯定的評価が寄せられた。 
１．開発の背景 

2020 年小学校にプログラミング教育が導入されその重
要性が声高に叫ばれるようになった。このリニューアルし

たプログラミング概念は当然高校にもやってくることに

なる。生徒たちは IT機器を自在に使っているようにみえ
て、その基本となるプログラミングについてはブラックボ

ックスだと感じている。その黒い箱を開こうと、自分でプ

ログラミング言語を学ぼうとする生徒もいるがうまくい

かないようである。多くの市販のテキストはビジネスやそ

の周辺の要求から作られたものであり、生徒たちの学ぶ

知識や興味と結びついているわけではない。 
本校では文部科学省の SSH認定に伴って、プログラミ

ングを学ぶ特設科目を作ることになったが、その時の大

きな壁は「高校生が興味を持つプログラミング教材がな

い」ということだった。プログラミング教育の失われた 10
数年（いやもっとかもしれない）の現実にまず直面するこ

とになったのである。否応なく、この特設科目（2単位）
のために全くのゼロベースからプログラミング教材を独

自で開発することになった。 
２．目的 
プログラミング教材開発の目標に置いたのは、現実の問

題を解決する方法の一つとして計算機実験があるという

ことを生徒たちに理解してもらうことだった。 
そのためには、パソコンをネットとゲームとワープロの

道具から一歩先に進める必要がある。問題解決の具体例を

提示し、コードを書いて対象を動かし、計算機で実際のシ

ミュレーションを体験する。計算機実験の結果が現実と近

ければ、プログラミングに使われた論理の妥当性が分かり、

さらに問題を解決するきっかけや方法を見つけ出す力を

育てられると考えた。 
３．方法 

教材開発のフレームワークにはエクセルを用いた。理由

は、プログラミングに入る前に生徒たちはデータのグラフ

化においてエクセルを使っているためである。さらにこの

グラフ化の技術によって、プログラミングの結果を分かり

やすく見ることができ、少ない労力でプログラミングする

ことが可能になった。 
次に開発した教材をテキスト化し AL（Active Learning） 

型で講座受講できるようにする必要があった。プログラミ 

ングの習得には、生徒間にスピードの差が出てくる。それ 
を補う方法としては、お互いに分からないところを教えあ

う AL型の講座が不可欠である。 
また評価の一環として文化祭には AI五目並べ競技会を

開催し、生徒のプログラミング技術を競わせることにした。 
４．開発内容 
プログラミング教材の題材を取り上げるにあたり次の

3つの視点を柱にした。 
(1) ゲーム作成が与える教育効果の視点 
学習者に簡単なゲームを作らせることで、これまでゲー

ムをする側であった子供たちが、ゲームを作る側になり、

ゲームで遊ぶことやゲームの世界を客観視できるように

なる。生徒の感想で多いのは「こんなふうに作られている

のか！」である。また、この簡単なゲームを作っただけで

自分なりの改良ゲームを作る生徒が出てくる（図 1）。 

(2) 教科横断的な視点での教材開発 
プログラミング教育そのものは教科横断的な性格を持

つ。文系理系かまわず、数理的な視点をもてばプログラミ

ングとつながってくる。例えば水タンクの底に穴をあける

と、減少する水の高さは微分方程式で表すことができる。

これをコンピュータで解く方法は生徒にとって物理と数

学が融合して興味ある分野となる。この教科横断的な視点

で開発された教材は以下のようなものである。 
■「大谷翔平のホームラン軌道」といった現象を微分方程

式に表す方法を学びオイラー法で解くプログラム 
■ニュートン法によりルート（平方根）の値を、精度の高

い近似で出すプログラム 
■モンテカルロ法によるウイルス感染シミュレーション 
モンテカルロ法は、確率を用いて問題を解いていく方法

である。ウイルス感染はコロナ禍にあって生徒の関心は当

然高い。このプログラムに取り組んだ生徒の中には、「致

図１ ブロック崩しゲーム 
※右側はプログラムコードを書くエディタ。テキストでは、コード

の一部がブランクになっており、生徒たちは自分たちの力でその

コードを創り出していく。ラケットはキーボードの ←→で動か

す。まだスイッチもなく作りかけの図。 

ゲームで遊んでる場合じゃなくなる高校生のための計算機実験入門講座のすすめ 
 

宮崎県立宮崎西高等学校 講師 溝上 俊彦 

キーワード：高校，プログラミング，ゲーム，オイラー法，モンテカルロ法，機械学習 
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死率が低いのは本当に安全なのか」というテーマでこのプ

ログラムを改良して研究する生徒も現れた（図 2）。 
(3) 学習機能を持つプログラミングへ挑戦させる視点 
簡単な学習機能を持つプログラムを作ることで、生徒

たちのブラックボックス化された AIの印象をすっかり変
えることができる。図 3のようにスタートからランダムに
動くネズミが偶然ゴールした場合に、そのルートが少し有

利になるように確率（報酬）を少し上げる。機械学習の Q
学習といわれる手法だが、ネズミは 300 回ほどの試行で
ゴールへの最短距離を発見するようになる。 
 この計算機実験を見ていると、「報酬」という概念は「記

憶の強度」といったものと等価な印象を受ける。AI 型の
プログラミングの学習は、生徒たちにとってヒトの脳と学

習について考えるよい機会となる。 

５．成果 

最終的に出来上がったテキスト「計算機実験入門講座」

は 270ページほどになった。2021年 9月には「AI五目並

べ競技会」を開催し生徒

たちのプログラム同士

の対決が実現した（写真

1）。AIと言いつつ、ま
だ学習機能を持ったも

のは登場していない。し

かし、生徒たちはどこか

でコピーしたものを持

ってきたわけではなく、

全く白紙からコードを

書いた。これで充分であ

る。彼らは大学でその才

能を伸ばしてくれるだ

ろう。もちろん一方で、

コードを写すだけで終

わった生徒もいる。その

理解度に差があるのは

プログラミング教育に限るものではない。理数科の特設科

目として開講したこの講座は、夏休みに普通科を対象に試

行されるなど広がりを見せている。やはりテキスト化は普

及と大きなかかわりがあった。以下に、このコンピュータ

講座の位置づけを述べた【生徒の感想】を引用してこの実

践の成果の一つとしたい。 

写真１ AI五目並べ競技会 
※この大会は文化祭の物理部の催しとして 2021年に初めて
実施された。本講座に参加した生徒の作った 3つのプログラ
ムが参加。優勝したプログラムは全勝であったが、参観して

いた生徒との対戦では 1勝 1敗。人が勝利するとひときわ大
きな拍手が参観者から起こった。 

図２ モンテカルロ法によるウイルス感染シミュレーション 
※10×10のセルを 100人の集団とみる。一つのセルにいる人の周りの 8つのセル（8人）からの感染
確率を計算し感染しているかどうかはその確率サイコロで決める。一般に知られている微分方程式に

よる計算と同等の結果が出てくる。もちろんこの確率サイコロのほうが直感的で理解しやすい。 

START 

GOAL 

図３ ネズミの最短経路探索 
※エクセルのセルを利用して 9×9のセルの中を、ネズミが
モンテカルロ法で確率的に動き回る。少しずつ学習するネ

ズミに生徒たちは夢中になる。 

【生徒の感想】 
 これまでの自由研究では、実際に実験を行うことによって

のみ仮説の検証、判断を行ってきた。そんな中で、パソコンを

使い、架空の世界の中で検証するというこの講座は私にとっ

てとても画期的なものであった。（中略） 
 私は今（九大主催の）GSCプログラムに参加しており、大
学の研究室でも広く計算シミュレーションが取り入れられて

いることに驚いている。さらに計算機実験により思ってもい

なかった結果を導き出せた、ということを聞き、計算による実

験の果たす役割の大きさに驚かされた。計算で研究をカバー

できるようになれば、費用の面や安全面、また正確性など、多

くの面での利点が考えられ、計算シミュレーションは今後ま

すます普及し、研究に貢献していくだろうと期待している。 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 
理数科に適したプログラミング教材を開発する計画が

2年半前に始まった。ゲーム制作を手始めに、数学や物理・
生物等の知識を使い計算機実験を行い、最後には機械自ら

が学習するプログラムを作る、という教材となった。講座

後五目並べ競技会も開催し、肯定的評価が寄せられた。 
１．開発の背景 

2020 年小学校にプログラミング教育が導入されその重
要性が声高に叫ばれるようになった。このリニューアルし

たプログラミング概念は当然高校にもやってくることに

なる。生徒たちは IT機器を自在に使っているようにみえ
て、その基本となるプログラミングについてはブラックボ

ックスだと感じている。その黒い箱を開こうと、自分でプ

ログラミング言語を学ぼうとする生徒もいるがうまくい

かないようである。多くの市販のテキストはビジネスやそ

の周辺の要求から作られたものであり、生徒たちの学ぶ

知識や興味と結びついているわけではない。 
本校では文部科学省の SSH認定に伴って、プログラミ

ングを学ぶ特設科目を作ることになったが、その時の大

きな壁は「高校生が興味を持つプログラミング教材がな

い」ということだった。プログラミング教育の失われた 10
数年（いやもっとかもしれない）の現実にまず直面するこ

とになったのである。否応なく、この特設科目（2単位）
のために全くのゼロベースからプログラミング教材を独

自で開発することになった。 
２．目的 
プログラミング教材開発の目標に置いたのは、現実の問

題を解決する方法の一つとして計算機実験があるという

ことを生徒たちに理解してもらうことだった。 
そのためには、パソコンをネットとゲームとワープロの

道具から一歩先に進める必要がある。問題解決の具体例を

提示し、コードを書いて対象を動かし、計算機で実際のシ

ミュレーションを体験する。計算機実験の結果が現実と近

ければ、プログラミングに使われた論理の妥当性が分かり、

さらに問題を解決するきっかけや方法を見つけ出す力を

育てられると考えた。 
３．方法 

教材開発のフレームワークにはエクセルを用いた。理由

は、プログラミングに入る前に生徒たちはデータのグラフ

化においてエクセルを使っているためである。さらにこの
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ングの習得には、生徒間にスピードの差が出てくる。それ 
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である。ウイルス感染はコロナ禍にあって生徒の関心は当

然高い。このプログラムに取り組んだ生徒の中には、「致

図１ ブロック崩しゲーム 
※右側はプログラムコードを書くエディタ。テキストでは、コード

の一部がブランクになっており、生徒たちは自分たちの力でその

コードを創り出していく。ラケットはキーボードの ←→で動か

す。まだスイッチもなく作りかけの図。 

ゲームで遊んでる場合じゃなくなる高校生のための計算機実験入門講座のすすめ 
 

宮崎県立宮崎西高等学校 講師 溝上 俊彦 

キーワード：高校，プログラミング，ゲーム，オイラー法，モンテカルロ法，機械学習 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

高校の物理基礎・物理の授業の板書を全てデジタルデ

ータとして保存し、オンライン上にアップロード・一般

公開した。授業時間中における教員の板書、生徒のノー

ト作りの時間をほぼ 0 にし、「授業時間の効率的な活用」
と「授業準備の大幅な削減」に成功した。 

 
１．目的・目標 

カリキュラム変更に伴う担当教科の授業時間の削減。

多忙な業務の影響でしわ寄せを受ける授業準備。追い詰

められた環境の中で「生徒達の能力を伸ばすために、限

られた授業時間数をどのように使うのが効果的か」「教員

が授業準備に使う時間をもっと効率化できないか」を考

えたとき、私が従来の授業形態の中で最も無駄と感じた

のは『教員が板書をする時間』であった。授業時間中に

おいて、教員が板書をし終わるのを生徒が待っている時

間は無駄である。教員が同じ内容の板書を毎年書くのも

無駄である。それらの無駄を解消するために実施したの

が、板書のデジタルデータ化を基幹とした反転学習であ

る。 
 

２．実践内容 

(1) 方法 

この授業形態の実施に当たっては、デジタルデータを

保存するためのオンラインストレージと、公開するため

のツールが必要不可欠であった。これらの点は Google 
Workspace for Educationを使うことで概ね解決できた。
現在までに約 1,100枚の板書のデジタルデータをGoogle 
Drive内に保存し、データの公開には Google Sitesをベ
ースにして Google Slides、Google Docs等を利用してい
る（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 内容 
現在、高校の物理基礎・物理のほぼ全範囲の板書を

Google Sites上で誰でも見られる形で公開している（図
2 自身の板書なので著作権を侵害する心配がない）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒達は板書を授業前に確認できるため、必要に応じ

て予習をする、すなわち反転学習の授業形態をとること

が可能になった。この効果は大きく、私の授業時間中の

約 4割を占めていた「教員の板書の時間」「生徒がノート
を取る時間」をほぼ 0にできた（図 3）。余剰時間が生ま 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れたことで、授業中に演習や実験に多くの時間を配分す

ることが可能になり、また板書の準備にかけていた時間

も実験の準備に充てられるようになった。 
本実践は、反転学習の教材を作ることで「生徒・教員

双方にとって時間の効率的な活用を目指す」のが当初の

目標であったが、副次的な効果も生まれている。オンラ

イン上にいつでもアクセスできる板書記録があることで、

私が授業を担当している生徒に限らず、先の分野を予習

したい意欲的な生徒や、既習事項をもう一度復習したい

生徒にとっても大いに役立っている。また、生徒に限ら

ず教員も板書を見られることから、特に指導法に試行錯 

図２ 授業板書の公開例 

反転学習のためのオンライン学習環境の構築 

 

常総学院高等学校 教諭 松島 毅 

キーワード：反転授業，オンライン教材，Google Workspace for Education 

 

 

 

図３ 授業時間内の時間配分の変化 

図１ 授業板書の公開サイト 
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常総学院高等学校・松島 毅 

誤を重ねる新人教員に対するアドバイスにも有効に活用

できる。 
 

(3) 意図 
本実践を一般公開しているのは、私が授業を担当して

いる生徒に限らず、全国の生徒に等しく学ぶ機会を提供

し、全国の教師に授業の効率化のための資料として活用

してもらうためである。今ではプレゼンテーションツー

ルを用いて授業の教材を作っている教員は少なくないが、

勤務校での利用に留めている事例がほとんどである。そ

の理由の一つに「引用した図や資料の著作権の扱い」が

あると考えられる。本実践では自身の板書を iPadで撮影
することで、他者の著作権に影響しないように配慮して

いる。 
尚、敢えてプレゼンテーションツールを使わなかった

一番の理由は、「生徒が自分の手でノートを作る機会」を

奪わないためである。所謂 Learning Pyramidを引用す
るまでもなく、生徒の学習活動が教員の作った資料に目

を通す『インプット』だけでは、高い学習効果は見込め

ない。より効果的な『アウトプット』を多くするために、

私の授業では生徒に予習段階で「板書を参考に重要事項

を生徒の手でまとめる機会」を、授業時間中に「問題演

習と実験活動で知識を活用する機会」を提供している。

物理法則に基づいた論理的な思考をする生徒が増えるよ

うな授業展開を心掛けている。 
 
３．成果 

 勤務校でのカリキュラムの改編にCOVID-19の流行に
よる休校措置も重なったため、私の担当科目の授業時間

数は従来よりも約 2割（約 60時間）減少した（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

にもかかわらず、授業時間中の演習量と実験数を従来よ

りも増やすことに成功した。講義形式の授業形態からオ

ンラインツールを活用した反転学習に切り替えたことが

奏功したと言える。尤も昨年度は手探りで進めた部分が

多く、洗練することで授業時間がさらに 2 割減っても対
応できると試算している。創出される余剰時間は、生徒

の主体的な研究活動を中心とした課題解決型学習（PBL）
に充てる予定である。 

講義形式の Passiveな形態から反転学習の Activeな形
態への転換は、授業を受けている生徒達にも好影響を与

えている。オンラインツールの活用により生徒達は自分

のペースで反転学習を行えるようになり、授業は「友人

と疑問点を議論し解決する主体的な学習の場」へと変革

された。同時期の生徒群を用いて成績の経年比較をした

結果を見ても、好成績が維持され授業時間の大幅な減少

の影響が全くないことがわかる（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もっと早くにこの方法を実践したかったが、この授業

形態はGoogle Workspace for Educationのような高機能
なオンラインツールと、各家庭への Wi-Fiの普及があっ
たからこそ実現したと言える。 
 
４．今後に向けて 
生徒用端末の整備が進むにつれて、生徒達が自分のペ

ースで主体的に学習できるオンライン教材の需要はます

ます高まると考えられる。生徒達の学びを支えていくた

めに、今後も教材のオンライン化を進めていく予定であ

る。現在は YouTubeの積極的な活用を念頭に、受験生向
けの動画配信を計画している。授業の動画は YouTube上
に多く存在するが、生徒達が受験予定の『地方大学の入

試』に焦点を当てた対策動画は、なかなか見当たらない。

制作を進めて順次公開していきたい。 
 
（参考） 
① 授業板書の公開サイト 

http://bit.ly/JSG_phys 
 
 
 
 

② YouTube チャンネル 
https://bit.ly/matutake_sci 

 
 
 
 

図４ 授業時間の推移 

図５ 成績の推移 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

 コロナ禍だからこそ思い描けたアイデアで文化祭の作

品展示を行った（写真 1）。AR でどんなスケールのもの
だって自由に作れる（2.1）、自分の作品がデジタルの世
界に出現する（2.2）、どこからでも自由に作品を見にい
ける（2.3）、夢のような体験を実現させることができた。
そんなテクノロジーと教育の可能性を探った実践である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．目的・目標 

感染症拡大の影響で、学校を保護者や地域住民等に公

開して文化祭を実施することが困難であった。 
文化祭を中止とする学校も多かった中、本校は ICTを

活用し、オンライン文化祭の実施に踏み切った（写真2）。 
「オンラインだからできること」を大切にし、今年は、

コロナ禍だから仕方ないといった寂しい行事にならない

よう文化祭実行委員の子どもたちが中心となって企画を

行った。 

本校の文化祭の主要イベントの一つとして、美術作品

の展示がある。肢体不自由教育部門の中学部・高等部で

は美術で制作したフィギュア（写真 3）を展示し、来校
した方に直接作品を見ていただく予定であったが、それ

は叶わなかった。そこで、初めに挙がったのが、作品の

写真を撮影して見てもらうというアイデアであった。し

かし、写真だと細かいところまで伝わらずリアリティに

欠けるといった意見も挙がった。話し合いを重ねた結果、

ARを使ってみることとなり、子どもたちの「もっと伝え
たい」という熱い想いから始まった実践である。 

ICT を活用して、目の前にある問題を発見し、解決に
向けて試行錯誤していく、そして、子どもたちの新しい

発想を活かせるよう学習活動を展開した。 
 

 

 

 

障害物のない世界、ARで作品を展示スペースごとデザインしよう！ 
ーコロナ禍だから思い描けた自由な表現ー 

東京都立青峰学園 教諭 滑川 真衣 

キーワード：AR，文化祭，展示，クリエイティブ，Withコロナ 

 

写真１ 作品発表の様子 

写真２ 文化祭チラシ 

写真３ 

美術で制作したフィギュア 

【本時の学習内容】 

●目標／ARで文化祭の展示を作り、工夫したところを発表しよう。 

●評価／構想を練り、自分のイメージを ARで表現できたか。 

情報機器を使って、自分の考えを分かりやすく伝えられたか。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 10時間） 

(1)ARについて知ろう。（1時間） 

(2)ARで好きなものをつくってみよう。（3時間） 

(3)3Dスキャンをしてみよう。（2時間） 

(4)ARで作品の展示スペースをデザインしよう。（3時間） 

(5)振り返りをしよう。（1時間） 

●本時の目標と展開 令和 2年 11月 生徒数 2名 

文化祭の展示スペースを ARでデザインしよう。 

 

学習内容・活動 指導上の留意点 

○はじまりのあいさつ 

○本時の学習内容の確認 

○昨年度の文化祭展示を振

り返る。 

○美術館や企業の展示会に

ついて知る。 

昨年度の文化祭の様子や美術

館や企業の展示会を写真で提

示し、具体的なイメージをも

てるようにする。 

○Reality Compose で作品
を作る。 

表現を引き出すために、言葉

がけは最低限にする。 

○作品の発表 

○終わりのあいさつ 

発表の際は、大型モニタに画

面をミラーリングし、言葉だ

けでなく、画面を使って説明

できるようにする。 

 

(4)ARで作品の展示スペースをデザインしよう。（7時間目） 
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東京都立青峰学園・滑川 真衣 

２．実践内容 

2.1 私たちも自由に作れる 
 肢体不自由特別支援学校に通う子どもたちは車いすを

使用している事が多く、大きなものを動かしたり、入り

組んだ場所に出入りしたりする事が難しいため、これま

での文化祭においては作品を展示するための会場作りは

教員が行っていた（写真 4）。しかし ARを使用した場合、
場所の制約を受けない。手先の操作で展示用の机や装飾

品のオブジェクトを簡単に回転させたり、移動させたり

することができるためである。ARを活用して、子どもた
ちは自分の作品のイメージを展示スペースごと創造する

ことができた（写真 5）。 
 また、ARは、鑑賞の際も場所の制約を受けない。たと
え、画面上に机などの現実では障害物となりうるものが

見えたとしても、それをすり抜けて自由に鑑賞すること

ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2 iPadひとつで 3Dスキャン 
 所定の用紙を印刷し、その上にフィギュアを置いて、

ガイドの通りにスキャンを行うことでデータが取り込め

る。車いすを押す、画面を固定するなどの支援を行えば、

本校の子どもたちもスキャンが可能である。作品の置き

方、光の当て方を工夫する事でより精巧な 3D データと
なるため、試行錯誤を重ねた（写真 6、7）。 
 自分の制作したフィギュアが、実際に 3D データとし
て取り込まれ、大型モニターに映し出された際は、歓声

が上がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 好きな場所で何度でもリアルな体験を 
 ARのデータは、Microsoft Teamsで公開し、たくさん
の人にそれぞれ好きな場所で鑑賞してもらう事ができた。

ARの世界に入ってフィギュアと記念撮影をしたり、動画
を撮影して作品の見所紹介を行ったりした。見所紹介の

動画は Microsoft Stream にアップロードし、Microsoft 
Teamsでシェアした（写真 8、9）。 

 また、その中の一部を本校の Twitter に公開し、文化
祭にお招きすることができなかった保護者や地域住民等

に様子を伝える事ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．成果 

ARを活用した表現のよさを子どもたちが実感し、他の
学習でも学んだことを活かす様子が見受けられた。 
パナソニックが開催する映像制作コンテスト（KWN

日本コンテスト）に参加した際は、SDGs について AR
を活用して映像を制作した。貧困について、ARの世界に
入って説明を行った（写真 10）。 
 この取り組みについて取材を受けた際には、「小学生が

見ても分かるように文字を見やすくしたり、イラストを

入れたりしたところがポイントです」「私は車いす生活だ

けど、自分の得意な絵やパソコンでほかの高校生と同じ

土俵に上がることができた。頑張って作ったのでたくさ

んの人に見てもらいたいです」等の発言が見られた。 
ARを活用した問題解決のプロセスを通して、今ある状
況のなかで自分たちの得意な方法で情報を発信する力、

様々な相手を想定し、分かりやすい情報を発信する力が

育まれたといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．今後に向けて 
 ICT を情報の授業だけでなく、様々な学習場面で当た
り前のように活用していけるようにしていく。そのため

に、情報で学習したことが他の教科で生かされるような

教科横断的な授業作りが必要である。 
 また、子どもたちが生活の中でも ICTを当たり前のよ
うに活用できるようにしていきたい。その際、具体的な

活用方法だけでなく、学習したことを自分の生活でどの

ように生かしていけるか、どのような工夫ができるかを

自ら考え、問題の解決に向けて試行錯誤していける力を

育んでいく。 

写真４ 過年度の展示 写真５ 作品制作の様子 

写真６、７ フィギュアをスキャンする様子 

写真８、９ 見所紹介の一部 

写真１０ 貧困について説明している様子 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

 コロナ禍だからこそ思い描けたアイデアで文化祭の作

品展示を行った（写真 1）。AR でどんなスケールのもの
だって自由に作れる（2.1）、自分の作品がデジタルの世
界に出現する（2.2）、どこからでも自由に作品を見にい
ける（2.3）、夢のような体験を実現させることができた。
そんなテクノロジーと教育の可能性を探った実践である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．目的・目標 

感染症拡大の影響で、学校を保護者や地域住民等に公

開して文化祭を実施することが困難であった。 
文化祭を中止とする学校も多かった中、本校は ICTを

活用し、オンライン文化祭の実施に踏み切った（写真2）。 
「オンラインだからできること」を大切にし、今年は、

コロナ禍だから仕方ないといった寂しい行事にならない

よう文化祭実行委員の子どもたちが中心となって企画を

行った。 

本校の文化祭の主要イベントの一つとして、美術作品

の展示がある。肢体不自由教育部門の中学部・高等部で

は美術で制作したフィギュア（写真 3）を展示し、来校
した方に直接作品を見ていただく予定であったが、それ

は叶わなかった。そこで、初めに挙がったのが、作品の

写真を撮影して見てもらうというアイデアであった。し

かし、写真だと細かいところまで伝わらずリアリティに

欠けるといった意見も挙がった。話し合いを重ねた結果、

ARを使ってみることとなり、子どもたちの「もっと伝え
たい」という熱い想いから始まった実践である。 

ICT を活用して、目の前にある問題を発見し、解決に
向けて試行錯誤していく、そして、子どもたちの新しい

発想を活かせるよう学習活動を展開した。 
 

 

 

 

障害物のない世界、ARで作品を展示スペースごとデザインしよう！ 
ーコロナ禍だから思い描けた自由な表現ー 

東京都立青峰学園 教諭 滑川 真衣 

キーワード：AR，文化祭，展示，クリエイティブ，Withコロナ 

 

写真１ 作品発表の様子 

写真２ 文化祭チラシ 

写真３ 

美術で制作したフィギュア 

【本時の学習内容】 

●目標／ARで文化祭の展示を作り、工夫したところを発表しよう。 

●評価／構想を練り、自分のイメージを ARで表現できたか。 

情報機器を使って、自分の考えを分かりやすく伝えられたか。 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間 10時間） 

(1)ARについて知ろう。（1時間） 

(2)ARで好きなものをつくってみよう。（3時間） 

(3)3Dスキャンをしてみよう。（2時間） 

(4)ARで作品の展示スペースをデザインしよう。（3時間） 

(5)振り返りをしよう。（1時間） 

●本時の目標と展開 令和 2年 11月 生徒数 2名 

文化祭の展示スペースを ARでデザインしよう。 

 

学習内容・活動 指導上の留意点 

○はじまりのあいさつ 

○本時の学習内容の確認 

○昨年度の文化祭展示を振

り返る。 

○美術館や企業の展示会に

ついて知る。 

昨年度の文化祭の様子や美術

館や企業の展示会を写真で提

示し、具体的なイメージをも

てるようにする。 

○Reality Compose で作品
を作る。 

表現を引き出すために、言葉

がけは最低限にする。 

○作品の発表 

○終わりのあいさつ 

発表の際は、大型モニタに画

面をミラーリングし、言葉だ

けでなく、画面を使って説明

できるようにする。 

 

(4)ARで作品の展示スペースをデザインしよう。（7時間目） 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

本実践は、「ものづくり」と「ICT」の融合である。ま
た、その中で大型提示装置の活用の工夫もテーマに置い

た。そして、「ものづくり」のための ICT の活用と ICT
を活用するための「ものづくり」として、楽しみながら

楽しむための活動となることを願った実践である。 
１．目的・目標 

現在、1人 1台端末の整備など、教育現場では ICTの
活用が急速に推進されている。しかし、以前から豊かな

人間性を育む観点などから「ものづくり」の重要性が唱

えられており、これらはアナログとデジタル的な捉え方

もできるが、私はこの 2 つの融合をこそ教科横断的な学
習、STEAM 教育の推進につながると考えた。この視点

をもとに障害のある生徒たちが ICTの有用性を実感でき、
かつ生徒たちが主体となり学習の成果や生活経験を生か

して互いに切磋琢磨しながら協働的に活動する PBL 的
な取り組みになることを目標として本実践に取り組んだ。 
２．実践内容 

2.1 そっくりビックリ大型切り絵 
 本実践は、本校文化祭での学年展示物制作で行った、

プロジェクターを使用した切り絵づくりの取り組みであ

る。＊完成品サイズ 2.0ｍ×1.8ｍ（縦×横） 
（1）制作手順と ICT活用の工夫 

表１ 制作手順①～③ 

   

①映写と描画 ②撮影と切り絵化 ③加工と印刷 
①映写と描画においては、iPadで撮影した写真を模造紙

に映写して描画した。映写には、近い距離で映写でき、

さらに影が映らないようにしやすい超単焦点型プロジェ

クターを使用した。②撮影と切り絵化においては、iPad
で撮影した画像をWeb上「切り絵オンデマンド」で切り
絵化した。③加工と印刷では、Microsoft Publisherを使
用して拡大した。拡大作業は、あらかじめ用紙設定され

たものに画像を貼り付け、それを用紙サイズいっぱいに

ドラッグし拡大印刷した。細い線の加工や描き足しなど

もここで行った（表 1）。 
表２ 制作手順④～⑥ 

   

④切り抜き ⑤完成 1 ⑥完成 2 
④自分のできる場所を自分で選んだ道具で切り抜いてい

けるように配慮をするなど、全ての生徒が参加でき、全

員で作り上げることができるようにした。⑤昨年度の文

化祭で展示した切り絵の完成品である。⑥本年度はそれ

をステンドグラス風に加工し展示した（表 2）。 
（2）実践のまとめとポイント 

描画においては、プロジェクターを使用することで、

大きく鮮明で描きやすく、さらに複数名で描画できるこ

とがトレーシングペーパーなどでの写し絵との大きな違

いである。さらに、Webサイトの活用により生徒たち自
身で切り絵化でき、また、拡大なども容易に行うことが

できる。切り抜きについても、大きな作品のため自分が

できる場所を、自分で選んだ道具で作業できるところが

利点である。このように、ICT の活用により一連の活動
を生徒たちが主体的に取り組むことができる実践である。 

シネコンの学習活動 ポイント 指導上の留意点 

プロジェクターのセッ

トをする。（ICT） 

機器の接続経験だけで

なく、投影距離と大き

さなど、理科学習とし

ても期待できる。 

安全面のみの指導と

し、生徒間の試行錯誤

を大切にする。 

障子紙を貼り合わせる。

（ものづくり） 

作業場所の選定から貼

り付けまで生徒主体で

行うことにより達成感

を得ることができる。 

教師は、別室待機ある

いは巡回のみとし生

徒たちだけの活動に

する。 

 

【本実践における学習内容】 

●指導目標 

 ICTの活用により一見難しそうな内容の活動などの実現を通し 

て、ICTの有用性を実感できる。 

 生活経験を生かすことや他の生徒とのやり取りで、ものづくり 

を完成することにより達成感を味わい、自己肯定感の向上へと繋 

げていくことができる。 

●ICT活用とものづくりの観点から期待できるポイント等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ものづくり」のための ICT活用と ICT活用のための「ものづくり」 

大型提示装置と 1人 1台端末を活用したものづくり 

山口県立宇部総合支援学校 教諭 北川 正史 

キーワード：ものづくり，プロジェクター，iPad，STEAM教育，PBL 

 

サイネージの学習活動 ポイント 指導上の留意点 

iMovie の予告編を使用
して動画を作成する。

（ICT） 

今回の活動のみでなく

余暇活動などへの活用

も期待できる。 

アプリの使用方法に

ついては、説明主体で

なく、利用主体で行

う。 

BOX の加工とスクリー
ン、プロジェクターをセ

ットする。（ものづくり） 

学習の成果や経験を生

かせたことを実感でき

る。 

事前に過去の 2 つの
取り組みについて映

像などを用いて振り

返りを行う。 

 

切り絵の学習活動 ポイント 指導上の留意点 

プロジェクターを

使用して写し絵を

描く。（ICT） 

互いに失敗を楽し

むことや、そっくり

に描けることが経

験できる。 

用紙が大量にあることや時

間制約がないことを伝え、失

敗に対してのリスクを抱か

せないようにする。 

巨大切り絵の切り

抜き作業をする。 

（ものづくり） 

自分にできること

を考え実行するこ

とで高い達成感を

得ることができる。 

デザインカッターやハサミ

など複数の道具を自分で選

択して使用できるように準

備しておく。 
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山口県立宇部総合支援学校・北川 正史 

2.2 廊下でシネコン！ 
コロナ禍におけるお楽しみ活動として、感染症対策を

考慮し廊下や階段などのオープンな広い空間にスクリー

ンを複数（4 か所）設置し、シネコン的に楽しむための
巨大スクリーンづくり（障子紙 6 枚：3.6ｍ×2.7ｍ）の
実践を行った（写真 1、2）。 

(1) ICT活用の工夫 

シネコンづくりでの工夫は、プロジェクターの左右反

転機能を利用した背面投影である。これにより背面から

の映写が可能となり近い距離で臨場感のある観賞が可能

となった。その際、明るい場所で障子紙を利用している

ので光の刺激も軽減され、強い光が苦手な生徒にも配慮

することができた。 
(2) 実践のまとめとポイント 

本実践は、学びや生活経験を他の生徒とともに生かす

ことを PBL的な活動と捉え取り組んだ実践でもある。具
体的には、生徒たちは前述の切り絵づくりの中で大きな

台紙を貼り合わせる経験をしているので、極力自分たち

で考えさせ、指示は最小限とした。さらに、機器の接続

方法の習得だけでなく、投影距離と大きさなどの理科的

な要素についての学びも期待して、機器の設置について

も生徒たちで行うこととした（写真 3、4）。 

2.3 手作りデジタルサイネージ BOX 
現在、様々な場所で活用されているデジタルサイネー

ジを製作し、制作した映像コンテンツを流す実践である。

製作物は、装飾した段ボール BOX の中にプロジェクタ
ーを仕込み、くり抜いた穴に障子紙を貼り、内部より左

右反転した映像を映写するものである（写真 5、6）。 

(1) ICT活用の工夫 
プロジェクターの反転機能を活用し BOX 内部から映

写し、外部からはサイネージ風に見えるようにした。映

写については、AppleTVのミラーリング機能を使用し遠
隔で操作できるようにした。映写するコンテンツは 1 人
1台端末にプレインストールしてある iMovieの予告編の

テンプレートを使用することにより容易に制作できるよ

うにした。 
(2) 実践のまとめとポイント 

ものづくりに関しては、定規や工具などを準備し、様々

な学びや経験から生徒たちが考えて選び使用することで

喜びを実感できるようにした。ICT の活用については、
プレインストールアプリを使用することにより、余暇活

動などにも生かせることを期待した（写真 7、8）。 

３．成果 

3.1 そっくりビックリ大型切り絵 

   

図１ 描画の上達過程 
仲間と改善点などを話し合

い、上達過程を見て感じ取り、

そして失敗も楽しみながら製

作することができた（図 1）。
その結果そっくりな作品を完

成させることができた（写真

9）。 
3.2 廊下でシネコン！ 

活動場所選びやシネコンづ

くりの工夫、製作まで生徒た

ちが主体となってできた。ま

た、上映に際しても広々と仲

間と楽しむことができた。さ

らに、障害により映画を未経

験だった生徒の映画館デビューにもなった（写真 10）。 
3.3 手作りデジタルサイネージ BOX 

Science＆Technology（ICT）、
Engineering（ものづくり）、
Art（Box装飾）、Mathematics
（計測・作図）と STEAM 教

育を集約したものとなった。ま

た、休み時間に Movie を紹介
し合うなど、仲間との絆づくりにも繋がった（写真 11）。 
４．今後に向けて 
 今後も「ものづくり」と「ICT」をベースに STEAM
教育の実践と推進に努めていきたい。具体的には、SDGs
などグローバルなテーマを掲げ、教科学習の成果や生活

の中から自分たちでできることを考え、「ものづくり」と

「ICT」による表現・情報発信に取り組んでいく教科（生
活）横断的な学習の実践に努めていきたい。 

写真５ 完成品 

写真９ モデルと切り絵 

写真６ 文化祭にて 

写真２ 廊下シアター 写真１ 階段シアター 

写真７、８ 試行錯誤やチャレンジの様子 2 

写真 11 休み時間の様子 

写真３、４ 試行錯誤やチャレンジの様子 1 

写真 10 映画館デビュー 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

本実践は、「ものづくり」と「ICT」の融合である。ま
た、その中で大型提示装置の活用の工夫もテーマに置い

た。そして、「ものづくり」のための ICT の活用と ICT
を活用するための「ものづくり」として、楽しみながら

楽しむための活動となることを願った実践である。 
１．目的・目標 

現在、1人 1台端末の整備など、教育現場では ICTの
活用が急速に推進されている。しかし、以前から豊かな

人間性を育む観点などから「ものづくり」の重要性が唱

えられており、これらはアナログとデジタル的な捉え方

もできるが、私はこの 2 つの融合をこそ教科横断的な学
習、STEAM 教育の推進につながると考えた。この視点

をもとに障害のある生徒たちが ICTの有用性を実感でき、
かつ生徒たちが主体となり学習の成果や生活経験を生か

して互いに切磋琢磨しながら協働的に活動する PBL 的
な取り組みになることを目標として本実践に取り組んだ。 
２．実践内容 

2.1 そっくりビックリ大型切り絵 
 本実践は、本校文化祭での学年展示物制作で行った、

プロジェクターを使用した切り絵づくりの取り組みであ

る。＊完成品サイズ 2.0ｍ×1.8ｍ（縦×横） 
（1）制作手順と ICT活用の工夫 

表１ 制作手順①～③ 

   

①映写と描画 ②撮影と切り絵化 ③加工と印刷 
①映写と描画においては、iPadで撮影した写真を模造紙

に映写して描画した。映写には、近い距離で映写でき、

さらに影が映らないようにしやすい超単焦点型プロジェ

クターを使用した。②撮影と切り絵化においては、iPad
で撮影した画像をWeb上「切り絵オンデマンド」で切り
絵化した。③加工と印刷では、Microsoft Publisherを使
用して拡大した。拡大作業は、あらかじめ用紙設定され

たものに画像を貼り付け、それを用紙サイズいっぱいに

ドラッグし拡大印刷した。細い線の加工や描き足しなど

もここで行った（表 1）。 
表２ 制作手順④～⑥ 

   

④切り抜き ⑤完成 1 ⑥完成 2 
④自分のできる場所を自分で選んだ道具で切り抜いてい

けるように配慮をするなど、全ての生徒が参加でき、全

員で作り上げることができるようにした。⑤昨年度の文

化祭で展示した切り絵の完成品である。⑥本年度はそれ

をステンドグラス風に加工し展示した（表 2）。 
（2）実践のまとめとポイント 

描画においては、プロジェクターを使用することで、

大きく鮮明で描きやすく、さらに複数名で描画できるこ

とがトレーシングペーパーなどでの写し絵との大きな違

いである。さらに、Webサイトの活用により生徒たち自
身で切り絵化でき、また、拡大なども容易に行うことが

できる。切り抜きについても、大きな作品のため自分が

できる場所を、自分で選んだ道具で作業できるところが

利点である。このように、ICT の活用により一連の活動
を生徒たちが主体的に取り組むことができる実践である。 

シネコンの学習活動 ポイント 指導上の留意点 

プロジェクターのセッ

トをする。（ICT） 

機器の接続経験だけで

なく、投影距離と大き

さなど、理科学習とし

ても期待できる。 

安全面のみの指導と

し、生徒間の試行錯誤

を大切にする。 

障子紙を貼り合わせる。

（ものづくり） 

作業場所の選定から貼

り付けまで生徒主体で

行うことにより達成感

を得ることができる。 

教師は、別室待機ある

いは巡回のみとし生

徒たちだけの活動に

する。 

 

【本実践における学習内容】 

●指導目標 

 ICTの活用により一見難しそうな内容の活動などの実現を通し 

て、ICTの有用性を実感できる。 

 生活経験を生かすことや他の生徒とのやり取りで、ものづくり 

を完成することにより達成感を味わい、自己肯定感の向上へと繋 

げていくことができる。 

●ICT活用とものづくりの観点から期待できるポイント等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ものづくり」のための ICT活用と ICT活用のための「ものづくり」 

大型提示装置と 1人 1台端末を活用したものづくり 

山口県立宇部総合支援学校 教諭 北川 正史 

キーワード：ものづくり，プロジェクター，iPad，STEAM教育，PBL 

 

サイネージの学習活動 ポイント 指導上の留意点 

iMovie の予告編を使用
して動画を作成する。

（ICT） 

今回の活動のみでなく

余暇活動などへの活用

も期待できる。 

アプリの使用方法に

ついては、説明主体で

なく、利用主体で行

う。 

BOX の加工とスクリー
ン、プロジェクターをセ

ットする。（ものづくり） 

学習の成果や経験を生

かせたことを実感でき

る。 

事前に過去の 2 つの
取り組みについて映

像などを用いて振り

返りを行う。 

 

切り絵の学習活動 ポイント 指導上の留意点 

プロジェクターを

使用して写し絵を

描く。（ICT） 

互いに失敗を楽し

むことや、そっくり

に描けることが経

験できる。 

用紙が大量にあることや時

間制約がないことを伝え、失

敗に対してのリスクを抱か

せないようにする。 

巨大切り絵の切り

抜き作業をする。 

（ものづくり） 

自分にできること

を考え実行するこ

とで高い達成感を

得ることができる。 

デザインカッターやハサミ

など複数の道具を自分で選

択して使用できるように準

備しておく。 
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実践の概要 

1 人 1 台端末と高速通信ネットワークの環境整備によ
り、市立小中学校での教職員の実践が一層充実した。そ

れらの実践を一手に集約したポータルサイトを構築した。

本実践は、学校や教職員の実践を広く発信するための「入

り口（＝ポータル）」となることをねらっている。 
１．目的・目標 

1.1 ポータルサイト活用の目的とねらい 

本実践は、令和 3年（2021年）5月より運用を開始し
た実践である。これまで、市立小中学校において授業改

善や働き方改革など、多くの研究を進めてきた。しかし

ながら、各学校の研究成果や実践事例の保存場所が様々

であったり、保存容量に限りがあったりで、研究成果を

ポートフォリオ的に蓄積していくことに課題があった。

さらに、教職員が他校の好事例を参考にしたくても、事

例を見つけることが困難な場面もあった。また、既存の

ホームページでは、容量の関係で動画等を掲載すること

が難しく、本市の取組を分かりやすく情報発信すること

にも課題があった。 
本実践では、Googleが提供するサイト構築アプリケー

ションとクラウドサービスを活用し、2 つのポータルサ
イトを構築・運用している。ポータルサイトを運用する

ことで、教職員が学べる環境を整備すること、本市の取

組を広く情報発信することを本実践の目的とする（写真

1、2）。 
２．実践内容 

2.1 クラウド、アプリケーション連携は無限の可能性 
今回、構築した 2 つのポータルサイトの特長及び工夫

については次のとおりである。 
 

①「GiGA スク! ひらかた」 
 枚方市内の取組（教育やイベント等）の写真や動画を

広く情報発信するためのポータルサイト。誰でも閲覧可

能なページと教職員のみが閲覧できるページとに分かれ

ている。 
 Google が提供しているクラウドサービスを活用する
ことにより、場所や端末にとらわれることなく作業する

ことが可能である。また、クラウドの容量を気にするこ

となく写真や動画をポータルサイト内に掲載することが

可能であるため、実践を視覚的に分かりやすく紹介する

ことが可能である（写真 3）。また、Googleの他のアプリ
ケーションをポー

タルサイト内に組

み込み、連携を図

った。本実践では、

Googleスプレッド
シートのリンク機

能を活用して「新

着情報」を作成し

た。これにより、

必要な情報に瞬時にたどり着くことができるようになっ

た（写真 4）。 

写真１ GiGA スク! ひらかた 写真２ まな ViVA! ひらかた 

写真４ 新着情報の活用 

GiGAスク! ひらかた QRコード 

クラウドを活用したポータルサイトの構築と教職員による実践事例の共有 

 

枚方市教育委員会 主幹 井手内 太吾，主幹 倉田 仁司，係長 浦谷 亮佑 

キーワード：GIGAスクール構想，授業改善，クラウド活用,ポータルサイト 

 

写真３ 写真や動画で見やすさ 

アップ! 

まな ViVA! ひらかた QRコード 
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枚方市教育委員会・井手内 太吾，倉田 仁司，浦谷 亮佑 

②「まな ViVA! ひらかた」 
市内研究校の実践や本市主催の教職員研修に係る資料

を一カ所に集約し、教職員が「いつでも・どこでも・何

度でも」知りたい実践や情報を瞬時に見つけ出すことが

できるポータルサイト。本市教職員に発行している専用

アカウントとパスワードでのみ閲覧が可能である。教職

員研修の様子を録画し、本ポータルサイトに掲載するこ

とで、研修を受講できなかった教職員やもう一度学びた

い教職員が時間や場所の制約を受けずに学ぶことが可能

である。それにより、研修内容が一層浸透し、教員の授

業改善に大きく貢献すると考える（写真 5、6）。 
教職員の授業改善

により、子どもの

学びがさらに深ま

り、学習指導要領

のめざしている

「主体的・対話的

で深い学び」の実

現に寄与する。研

修動画は、権限設

定を変更すること

ができ、受講者が

コピーやダウンロ

ードができない設

定にしておくこと

で、研修動画の二次利用を防ぐことができる。 
2.2 様々な実践事例を紹介することで普及性を生む 

現在、本ポータルサイトで紹介をしている実践は次の

とおりである。「教職員研修」「ICT利活用に関する教材」
「プログラミング教育の教材」「学校事務職員による実践

事例」「授業実践事例」「授業マイスターによる授業実践

動画」（写真 7） 

 昨年度、1 人 1 台タブレット端末導入に合わせ、ICT
の操作が苦手な教員や経験年数の少ない教員の授業づく

りのボトムアップをねらった動画教材を全 20話分、プロ
グラミング教育の授業実践を紹介した動画教材を 3 本製
作した。また、市立小中学校の教職員の授業実践事例を

400 本収集した。それらの事例を、検索機能を加えて紹
介することにより、学校を超えて実践を共有することが

可能となった。さらに、本市が認定した授業マイスター

の授業について、その実践事例と動画を掲載している。

授業づくりに悩んでいる教員にとっては、現地に行かな

くても優れた授業や子どもの様子などを視聴でき、自身

の授業づくりの大きな参考となる。 
３．成果と今後の可能性 

3.1 学校を超えた教職員間の絆の深まり 
教職員の実践を収集し、積極的に発信することで優れ

た実践を市内全体で共有することが可能となった。特に、

授業実践事例については、現在 400事例を超えており、
今後も増えていく予定だ（写真 8）。事例は、見やすいよ
うに A4 用紙 1 枚にまとめて
いる。内容としては、授業の

ねらいや流れ、ICT の活用場
面や成果と課題が明記してあ

り、参考にした教職員が自身

の授業へ活用できるように工

夫している。また、学校名や

授業者名も記載しているため、

より深く知りたい場合は、直

接担当者同士で連絡を取り

合うことも可能である。 
3.2 本実践の今後の可能性 

本ポータルサイトのアクセス数や閲覧数等については、

分析ツールを活用することで、現状をリアルタイムで把

握することができる。各ページの閲覧者数やクリック数

などを分析することで、教職員のニーズに合ったポータ

ルサイトへブラッシュアップすることができる。今後は、

「支援教育」「学校事務職員」「栄養教諭」「養護教諭」な

どの実践事例の充実もめざす。授業づくりに悩んだ場合

でも、授業実践事例を参考に授業計画を組み立てること

もできる。これにより、教職員が子どもたちと向き合う

時間を確保できると考えている。 
 令和 3年 10月より、「枚方市タイピング選手権」を実
施した（写真 9）。
これは、情報活用能

力の 1 つの指標で
ある、「タイピング

能力の向上」をめざ

した取組である。本

実践では、文字入

力の速さだけで

はなく、正確さの向上もねらっている。結果は、学年ご

とに分類され、学校を越えて共有され、さらに、上位入

賞者には、表彰制度も設けている。そのため、児童・生

徒が自身のタイピング能力向上のために主体的に取り組

み、2 か月間で約 500 人以上の児童・生徒が参加してい
る。また、保護者、教職員も参加が可能なので、校内の

取組としての参加や、家族で参加する様子も見られた。 
今後も、各学校の研究や教職員の実践事例を掲載し、

本市の取組を積極的に発信していきたい。 

写真５ 校内研究の実践を掲載 

写真８ 授業実践事例 
 HI-PER 

写真６ 研修動画アーカイブ 

写真７ 様々な分野での実践事例 

写真９ 枚方市タイピング選手権 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

1 人 1 台端末と高速通信ネットワークの環境整備によ
り、市立小中学校での教職員の実践が一層充実した。そ

れらの実践を一手に集約したポータルサイトを構築した。

本実践は、学校や教職員の実践を広く発信するための「入

り口（＝ポータル）」となることをねらっている。 
１．目的・目標 

1.1 ポータルサイト活用の目的とねらい 

本実践は、令和 3年（2021年）5月より運用を開始し
た実践である。これまで、市立小中学校において授業改

善や働き方改革など、多くの研究を進めてきた。しかし

ながら、各学校の研究成果や実践事例の保存場所が様々

であったり、保存容量に限りがあったりで、研究成果を

ポートフォリオ的に蓄積していくことに課題があった。

さらに、教職員が他校の好事例を参考にしたくても、事

例を見つけることが困難な場面もあった。また、既存の

ホームページでは、容量の関係で動画等を掲載すること

が難しく、本市の取組を分かりやすく情報発信すること

にも課題があった。 
本実践では、Googleが提供するサイト構築アプリケー

ションとクラウドサービスを活用し、2 つのポータルサ
イトを構築・運用している。ポータルサイトを運用する

ことで、教職員が学べる環境を整備すること、本市の取

組を広く情報発信することを本実践の目的とする（写真

1、2）。 
２．実践内容 

2.1 クラウド、アプリケーション連携は無限の可能性 
今回、構築した 2 つのポータルサイトの特長及び工夫

については次のとおりである。 
 

①「GiGA スク! ひらかた」 
 枚方市内の取組（教育やイベント等）の写真や動画を

広く情報発信するためのポータルサイト。誰でも閲覧可

能なページと教職員のみが閲覧できるページとに分かれ

ている。 
 Google が提供しているクラウドサービスを活用する
ことにより、場所や端末にとらわれることなく作業する

ことが可能である。また、クラウドの容量を気にするこ

となく写真や動画をポータルサイト内に掲載することが

可能であるため、実践を視覚的に分かりやすく紹介する

ことが可能である（写真 3）。また、Googleの他のアプリ
ケーションをポー

タルサイト内に組

み込み、連携を図

った。本実践では、

Googleスプレッド
シートのリンク機

能を活用して「新

着情報」を作成し

た。これにより、

必要な情報に瞬時にたどり着くことができるようになっ

た（写真 4）。 

写真１ GiGA スク! ひらかた 写真２ まな ViVA! ひらかた 

写真４ 新着情報の活用 

GiGAスク! ひらかた QRコード 

クラウドを活用したポータルサイトの構築と教職員による実践事例の共有 

 

枚方市教育委員会 主幹 井手内 太吾，主幹 倉田 仁司，係長 浦谷 亮佑 

キーワード：GIGAスクール構想，授業改善，クラウド活用,ポータルサイト 

 

写真３ 写真や動画で見やすさ 

アップ! 

まな ViVA! ひらかた QRコード 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

草津市では、令和 3年 8月 30日（月）から緊急事態措
置が解除されるまでの間を特例日課（午前中授業）とし、

全ての学校で毎日午後 1～2時間、学年や学級単位でオン
ライン授業を実施することとした。小さなトラブルは毎

日起こるものの、2020年度から計画的に進めてきた環境
整備や研修、支援体制の構築によって、初日から全校で

円滑にオンライン授業を実施することができた。市立全

小中学校での一斉オンライン授業を実現するに至った取

組経緯と、効果的なオンライン授業の実施体制を報告す

る。 
１．目的・目標 

草津市では、コロナ禍以前から ICT教育を推進してき
ており、「ICT環境整備」「教員の指導力向上」「推進・支
援体制の充実」に取り組んできた。国により「GIGA ス
クール構想」が公表されてからは、その実現に向けて取

組を加速し、「1 人 1 台の学習者用 PC の整備」「校内高
速通信ネットワークの整備」「教職員、児童生徒の 1人 1
アカウント配付」「テレビ会議等プラットフォーム

（Teams）の構築」を令和 2年 12月までに完了した。 
そんな中、コロナ禍において「学びの保障」を行うため

のツールとして ICTが効果を発揮する機会が激増してお
り、その最たるものがオンライン授業である。臨時休業

等で学校での対面授業が実施できない場合に、学校と家

庭をテレビ会議システムで接続してリアルタイムで健康

観察や授業を行うことができれば、学びを保障するため

の大きな手立てとなる。公教育として、コロナ禍におい

ても全ての児童生徒に「学びの保障」を行うことを目的

として実践した。 
 

２．実践内容 

2.1 草津市「8つの推進方策」 
市立全 20 小中学校一斉オンライン授業を実現できた

要因として、オンライン

授業の実施に向けて、従

来からの方策に加え、さ

らなる推進に向けた方策

を立てたことが挙げられ

る。2020年度から計画的
に進めてきた環境整備や

研修、支援体制の構築を

「8 つの推進方策」とし
て、表 1にまとめた。 

2.2 環境整備 
《①モバイルルータ貸与事業（R2.12～）》 
 文部科学省令和 2 年度補正予算「家庭学習のための通
信機器整備支援」を活用し、令和 2年 12月より「草津市
家庭学習のための通信機器貸与事業」を開始した。この

事業により、家庭の通信環境の有無に関わらず、全児童

生徒が自宅でインターネットを利用した家庭学習を行う

ことが可能となった。 
《②学習系ネットワークの円滑化 

～ローカルブレイクアウト方式～（R3.6）》 
 文部科学省令和 2年度第 3次補正予算「学習系ネット
ワークにおける通信環境の円滑化」を活用し、データセ

ンター集約型である教育ネットワークのうち、学習系ネ

ットワークを各校から直接インターネットへ接続するロ

ーカルブレイクアウト方式へ変更する工事を実施した。

令和 3年 6月までに工事が完了して十分な回線帯域を確
保したことで、安定した通信環境でオンライン授業を全

校一斉に配信することが可能となった。 
2.3 指導力向上 
《③リモートによるオンライン授業の研修会（R2.7）》 
 令和 2年 7月に、リモートによるオンライン授業の研
修会を行った。従来から実施してきた教育情報化リーダ

ー養成研修会をリモートで行い、テレビ会議システムの

体験を兼ねたオンライン授業実施に係る研修会を行った。

その後、各校での伝達研修会の実施、児童生徒のテレビ

会議システムに係る授業へとつながり、オンライン授業

実施体制の準備が加速した。 
《④オンライン授業相談会（R3.8）》 
 令和 3年 8月下旬、オンライン授業実施に係る相談会
をリモートで行った（写真 1）。先行してオンライン授業
を行った学校の実施風景や効果的に実施するためのポイ

ント等を伝えるとともに、実施に際して準備しておくべ

市立全 20小中学校一斉オンライン授業を実現した草津市「8つの推進方策」 

草津市教育委員会 学校政策推進課 課長 上原 忠，課長補佐 尾関 大応，専門員 宮嶋 貴憲 

専門員 西村 陽介，ICT教育スーパーバイザー 糠塚 一彦，主査 山下 友実，事務 城戸 育子 

キーワード：オンライン授業，学びの保障，GIGAスクール構想 
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草津市教育委員会・上原 忠士，尾関 大応，宮嶋 貴憲，西村 陽介，糠塚 一彦，山下 友実，城戸 育子 

きことや不安に思っていること等を中心に質疑応答を行

った。緊急事態宣言発令による特例日課開始直前という

こともあり、2回の実施で 100名以上の参加があった。 
 

 

2.4 推進・支援体制 
《⑤全校での接続テスト実施（R2.12～）、 

保護者向け手順書等の配布》 
 令和 2年 12月～令和 3年 2 月にかけて、全児童生徒
を対象として、家庭からオンライン授業システムへアク

セスする接続テストを行った。「①モバイルルータ貸与事

業」や手順書の配布と合わせて実施することで、特例日

課の全校一斉オンライン授業の円滑な実施につながった。 
《⑥保守業者と連携したバックアップ体制の 

構築（R3.4～）》 
 令和 3年 4月より、PC端末・ネットワーク機器・クラ
ウドの運用管理等の保守契約を結び、「GIGAスクール構
想」の実現に向けた ICT活用をさらに加速させた。特例
日課中の全校一斉オンライン授業の際には連携をより密

にし、円滑な実施に向けてバックアップ体制を整えた。 
《⑦実施状況やトラブル等の迅速なフィードバック》 
 特例日課中の全校一斉オンライン授業の期間は、その

日の実施状況やトラブルについて、毎日のように担当課

に連絡が入る。複数校で同じようなトラブルが起こって

いることが多いことから、保守業者と連携して解決でき

たことについて、翌日の実施に役立つように可能な限り

当日中に原因と対処法を全校にフィードバックした。 
《⑧授業目的公衆送信補償金制度の活用（R3.9～）》 
 対面授業と同様、オンライン授業においても教科書の

使用が有効である。教科書等の著作物をオンライン授業

で配信可能とするため、授業目的公衆送信補償金制度を

活用することとした。代替のオリジナル教材を用意する

必要がなくなり、連日実施するオンライン授業への教員

の負担軽減と質の高い授業の両立が可能となり、より効

果的なオンライン授業の実施が加速した。 
 
３．成果 

「8つの推進方策」を行った結果、毎日 1～2時間、3週
間以上にわたる全校一斉のオンライン授業を実現するこ

とができた。児童生徒も保護者も教員も日を追うごとに

スキルが向上し、授業の質を高めていくことができた。

その中で得た成果としては、効果的なオンライン授業の

実施体制の確立が挙げられる。より安定的で効果的な実

施のためのポイントは、次の通りである。 
 

 
 
 

  
 
 
 
 

 
また、特例日課 2週間経過時点のアンケートによると、
「オンライン授業が分かりにくかった」と回答した児童

生徒は、小学校では 12.6%、中学校では 10.0%であった。
平常時の対面授業でも 10%前後の児童生徒が「授業が分
かりにくい」と回答する状況であることから、質の高い

オンライン授業を実施できたと考えている（表 2）。 
  

 また、保護者から「学習機会が保障されてありがたい」

「子どもの学習の様子が見られてよい機会になった」と

いう声をいただいたり、不登校傾向の子どものうち午後

からのオンライン授業に参加する子どもが日を追うごと

に増えていったりしたという成果もあった。 
 
４．今後に向けて 
 オンライン授業を進めていくと、「内容によっては、オ

ンライン授業は集中しにくい。」という声も上がってきた。

どのような状況になっても、全ての児童生徒に「学びの

保障」を行うという観点から、どのような内容がオンラ

イン授業に適しているかを継続的に研究していく必要が

ある。 

◎学年単位で実施することから始める。複数の教員 

で実施するため、役割分担が可能（写真 2）。 

◎教育委員会担当課と学校との連携や、関連業者を

含めたバックアップ体制の構築が不可欠。 

◎授業の内容やスキルに加えて、オンライン授業の 

  安定的な実施のために、教育ネットワークの通信 

  環境整備、家庭の通信環境に対する支援、クラウ 

ドおよび PC端末の設定等、制度やハードウェア 
の整備が必要。 

写真１ オンライン授業相談会の様子 

写真２ 複数の教員で実施するオンライン授業 

表２ 小中学生を対象にしたアンケート結果 
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全ての学校で毎日午後 1～2時間、学年や学級単位でオン
ライン授業を実施することとした。小さなトラブルは毎

日起こるものの、2020年度から計画的に進めてきた環境
整備や研修、支援体制の構築によって、初日から全校で

円滑にオンライン授業を実施することができた。市立全

小中学校での一斉オンライン授業を実現するに至った取

組経緯と、効果的なオンライン授業の実施体制を報告す

る。 
１．目的・目標 

草津市では、コロナ禍以前から ICT教育を推進してき
ており、「ICT環境整備」「教員の指導力向上」「推進・支
援体制の充実」に取り組んできた。国により「GIGA ス
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庭をテレビ会議システムで接続してリアルタイムで健康

観察や授業を行うことができれば、学びを保障するため

の大きな手立てとなる。公教育として、コロナ禍におい

ても全ての児童生徒に「学びの保障」を行うことを目的

として実践した。 
 

２．実践内容 

2.1 草津市「8つの推進方策」 
市立全 20 小中学校一斉オンライン授業を実現できた

要因として、オンライン

授業の実施に向けて、従

来からの方策に加え、さ
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に進めてきた環境整備や
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て、表 1にまとめた。 
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 文部科学省令和 2年度第 3次補正予算「学習系ネット
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ットワークを各校から直接インターネットへ接続するロ
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

山形県立小国高等学校は教員と高校魅力化コーディネ

ーターが連携し、オンラインで世界中の人たちと交流を

行っている。海外の同じ世代とオンラインで交流できる

ことで「どんな場所に住んでいても世界の誰とでも繋が

れる感覚」が生徒たちに芽生えた。今年度は 7 カ国を対
象に 10回実施（表 1）。 
１．目的・目標 

(1) 生徒たちが、グローバルな視点を持ち、多様性を

受け入れることができるように 

都会から遠く離れた豪雪中山間地域で育ち、全校生徒

65 名の限られた人間関係の中で生活してきた小国高校
生たちが、インターネットで国境を超えて自由にコミュ

ニケーションできる感覚を養ってもらいたいと考えてい

る。 
(2) 自分はどう生きるのか？ 

ICT を活用し、生徒たちの視野を広げ、世界の文化・
考え方・風習の違いを認識し、互いを尊重する力を育て

たい。その過程で生徒たちは、「日本人であり、小国人で

ある自分はどう生きるのか？」という問いに向き合うこ

とになる。 
 

２．実践内容 

2.1 国際機関と連携 
●交流先の選定 

海外の交流相手の学校は国際協力機構および国際交流

基金などの国際機関、また中国を拠点に活動する学生団

体 Dot STATIONと連携して選定し、この 1年間で本取
り組みを 10回実施できた。選定基準は次の 3点としてい
る。 

①日本の言語や文化に興味があるか（相手にとっての

メリット・取り組みの意義） 

 

②小国高校の教員と日本語で継続的にやりとりできる

担当者がいるか（コーディネーターへの属人化回避・

継続性）（写真 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ICT教育に力を入れているか（ビジョン共感・先進
性） 

 

 

●交流言語とテーマの設定 

国際交流への意欲が低い生徒も含めて「現地の学生と

の対話」から始めることを重視しているため、交流言語

は生徒が英語と日本語から選択できる。また自分たちが

話しやすいテーマを設定できる。それにより、生徒は自

分が質問したいことを口に出すことができ、その後の学

習を進めるための興味関心を高めることが可能となる。 

 

写真１ 小国高校教員と現地校担当者の打ち合わせ 

対話から始まる国際教育！ 

オンライン国際交流で新しい世界が見えてきた 

小国町教育委員会 山形県立小国高等学校魅力化コーディネーター 阿部 宣行，Bryan Day，坂口 裕紀 

キーワード：高校魅力化，国際教育，教科横断，国際交流基金，国際協力機構 

 

表１ オンライン国際交流の実施概要 

交流国 交流先 実施日 テーマ 日本側参加者 交流先
参加者

言語 連携先

1 マレーシア SMK Tengku Intan Zaharah 令和2年10月23日 私は○○が好きです 小国高校22名 5名 英語 国際交流基金

2
オーストリア・
アメリカ

山形県ALTボランティア 令和2年11月5日 おすすめの場所 小国高校10名 5名 英語 ALT・ボランティア

3 中華人民共和国 清華大学・北京大学 令和3年2月3日 将来の夢・学校生活 小国高校11名 20名 日本語 学生団体Dot STATION
4 マレーシア Malay College Kuala Kangsar 令和3年3月16日 私は○○が好きです 小国高校24名 20名 日本語 国際交流基金

5 アメリカ Venice High School 令和3年3月19日 私は○○が好きです 小国高校24名 12名
英語・
日本語

Venice High School 

6 中華人民共和国 江蘇省 建陵高級中学 令和3年7月12日 文化の違い 小国高校7名 9名 日本語 国際協力機構
7 中華人民共和国 清華大学・北京大学 令和3年7月19日 アニメトーーク 小国高校5名 4名 日本語 学生団体Dot STATION
8 マレーシア KOLEJ TUN DATU TUANKU HJ BUJANG 令和3年7月5日 私は○○が好きです 小国中学校 56名 16名 日本語 国際交流基金
9 マレーシア SMS MIRI 令和3年7月7日 私は○○が好きです 小国中学校 56名 17名 日本語 国際交流基金

10
ケニア・ガーナ・
ジンバブエ

青年海外協力隊 令和3年8月30日 カルチャーショック 小国高校8名 3名 日本語 国際協力機構

累計７カ国 累計223名 累計111名
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小国町教育委員会・阿部 宣行，Bryan Day，坂口 裕紀 

2.2 オンライン交流会の効果を最大化するために 
●相手国の概要インプット 
交流会前に相手国の文化・宗教・風習・言語などをコ

ーディネーターと相手校の担当者でレクチャーを行う。

生徒自身が主役となって演劇で歴史を学ぶ時間もある

（写真 2）。 

 

 

●スケッチブックで言語の見える化 
お互いにスケッチブックに 4 コマ自己紹介を記入し、

キーワードを見せ合うことで対話をスムーズにする（写

真 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３．生徒・地域・高校にとって三方よしの成果 

●生徒 

・Googleフォームで集計したアンケートでは毎回 90% 
以上の生徒が取り組みに満足している。 

・昨年度から小国高校に導入されている 1 人 1 台 iPad
を効果的に活用できるようになった。 

・個人探究活動で海外の学生と交流会を企画したり、ア

ンケートをとったりする生徒が出てきた。 

・英語や社会など教科横断的な学びに意欲的な生徒が出

てきた。 

・進学先を選ぶ際、国際的な学びの継続を希望する生徒

が出てきた。 

・本取り組みに興味を持ち、県外から小国高校に入学・

地域留学を希望する生徒が出てきた。 

・日本の外からの視点を学び、自国と小国町の魅力に気

づけた生徒が出てきた。 

●地域 

・ICT 活用に積極的に取り込む小国町立小国中学校でも
国際交流の取り組みが導入され、中学校と高校の協働

の機会が増え、中高連携の絆が深まった。 

・町の広報誌や学校の学級通信などを通じて高校生や中

学生の保護者向けをはじめとする小国町民に ICT活用
の取り組みが周知され、町の教育への注目度が高まっ

た。 

 

●高校 

・令和 3 年度から本取り組みが「オンライン国際理解研
修」として年間行事に加えられた。 

・小国高校で例年実施されているアメリカ行きの研修旅

行がコロナ禍で中止となり、代替え案として本取り組

みを実施。本来訪問予定だった提携校の学生とオンラ

インで交流が実現した（写真 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教員とコーディネーターが協働する機会、ICT を活用
する場面が増えた。 

・新聞や国際交流基金のニュースレターなどメディアに

取り上げられることで、学校の活動を全国全世界に発

信できるようになった。 

【国際交流基金ニュースレターTEMAN BARU】 

https://www.jfkl.org.my/files/topics/1692_ext_02_0.pdf 
 

４．今後に向けて 
●活動の継続 
交流会を企画・運営しているコーディネーターへの属

人化回避のため、引き続き相手校の担当者との打ち合わ

せには学校側の教員も参加しながら活動を継続していく。 
 
●交流校の段階的な拡大 
まだ交流が実現できていないエリア（中東・ヨーロッ

パ・オセアニア・南米など）に目を向けて、交流校を段

階的に拡大していく。 
 
●コンテンツの深化 
交流校とのディベート・探究活動・料理教室・オンラ

インツアー・e スポーツの実施など生徒主体でコンテン
ツの深化を図る。 

写真４ 提携校の学生とオンラインで交流が実現 

写真３ スケッチブックに自己紹介を書き込んで発表 

写真２ 交流会前に演劇をしながら世界史を学ぶ 

が実現 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

山形県立小国高等学校は教員と高校魅力化コーディネ

ーターが連携し、オンラインで世界中の人たちと交流を

行っている。海外の同じ世代とオンラインで交流できる

ことで「どんな場所に住んでいても世界の誰とでも繋が

れる感覚」が生徒たちに芽生えた。今年度は 7 カ国を対
象に 10回実施（表 1）。 
１．目的・目標 

(1) 生徒たちが、グローバルな視点を持ち、多様性を

受け入れることができるように 

都会から遠く離れた豪雪中山間地域で育ち、全校生徒

65 名の限られた人間関係の中で生活してきた小国高校
生たちが、インターネットで国境を超えて自由にコミュ

ニケーションできる感覚を養ってもらいたいと考えてい

る。 
(2) 自分はどう生きるのか？ 

ICT を活用し、生徒たちの視野を広げ、世界の文化・
考え方・風習の違いを認識し、互いを尊重する力を育て

たい。その過程で生徒たちは、「日本人であり、小国人で

ある自分はどう生きるのか？」という問いに向き合うこ

とになる。 
 

２．実践内容 

2.1 国際機関と連携 
●交流先の選定 

海外の交流相手の学校は国際協力機構および国際交流

基金などの国際機関、また中国を拠点に活動する学生団

体 Dot STATIONと連携して選定し、この 1年間で本取
り組みを 10回実施できた。選定基準は次の 3点としてい
る。 

①日本の言語や文化に興味があるか（相手にとっての

メリット・取り組みの意義） 

 

②小国高校の教員と日本語で継続的にやりとりできる

担当者がいるか（コーディネーターへの属人化回避・

継続性）（写真 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ICT教育に力を入れているか（ビジョン共感・先進
性） 

 

 

●交流言語とテーマの設定 

国際交流への意欲が低い生徒も含めて「現地の学生と

の対話」から始めることを重視しているため、交流言語

は生徒が英語と日本語から選択できる。また自分たちが

話しやすいテーマを設定できる。それにより、生徒は自

分が質問したいことを口に出すことができ、その後の学

習を進めるための興味関心を高めることが可能となる。 

 

写真１ 小国高校教員と現地校担当者の打ち合わせ 

対話から始まる国際教育！ 

オンライン国際交流で新しい世界が見えてきた 

小国町教育委員会 山形県立小国高等学校魅力化コーディネーター 阿部 宣行，Bryan Day，坂口 裕紀 

キーワード：高校魅力化，国際教育，教科横断，国際交流基金，国際協力機構 

 

表１ オンライン国際交流の実施概要 

交流国 交流先 実施日 テーマ 日本側参加者 交流先
参加者

言語 連携先

1 マレーシア SMK Tengku Intan Zaharah 令和2年10月23日 私は○○が好きです 小国高校22名 5名 英語 国際交流基金

2
オーストリア・
アメリカ

山形県ALTボランティア 令和2年11月5日 おすすめの場所 小国高校10名 5名 英語 ALT・ボランティア

3 中華人民共和国 清華大学・北京大学 令和3年2月3日 将来の夢・学校生活 小国高校11名 20名 日本語 学生団体Dot STATION
4 マレーシア Malay College Kuala Kangsar 令和3年3月16日 私は○○が好きです 小国高校24名 20名 日本語 国際交流基金

5 アメリカ Venice High School 令和3年3月19日 私は○○が好きです 小国高校24名 12名
英語・
日本語

Venice High School 

6 中華人民共和国 江蘇省 建陵高級中学 令和3年7月12日 文化の違い 小国高校7名 9名 日本語 国際協力機構
7 中華人民共和国 清華大学・北京大学 令和3年7月19日 アニメトーーク 小国高校5名 4名 日本語 学生団体Dot STATION
8 マレーシア KOLEJ TUN DATU TUANKU HJ BUJANG 令和3年7月5日 私は○○が好きです 小国中学校 56名 16名 日本語 国際交流基金
9 マレーシア SMS MIRI 令和3年7月7日 私は○○が好きです 小国中学校 56名 17名 日本語 国際交流基金

10
ケニア・ガーナ・
ジンバブエ

青年海外協力隊 令和3年8月30日 カルチャーショック 小国高校8名 3名 日本語 国際協力機構

累計７カ国 累計223名 累計111名
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

希望する教職員を対象とした、放課後 30分のちょっと
したスクールを月 2 回程度開催。オンラインで教育委員
会と各学校をつなぐことで、ニーズを発掘し、柔軟に企

画（内容等）を立案。学校内だけではなく、学校間のつな

がりを生みだし、OJT を促進する装置となりつつある。 

１．目的・目標 

(1) 背景 

新学習指導要領の実施や GIGAスクール構想の実現に
向けた取組など、多種多様な変化に適切かつ柔軟に対応

することができる資質・能力をどのように育んでいけば

よいのか。 

これまでの研修では、「研修に参加したくても、登校日

には子どもがいるので少人数しか参加できない」「研修

会場の規模や、使用できる端末数に限界があり、希望者

全員を受け入れられない」「研修を受けた者が学校内で

還元するための時間やスキルが不足し、伝わりきらない」

「新型コロナウイルス感染症防止のため、参加人数や研

修方法（協働作業）等に制約がある」「研修計画（講師や

内容等）が固まっており、柔軟に内容を変更したり追加

したりできない」等の課題が見られた。 

教育委員会（総合教育センター）において、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、集合研修の中止や内容の変更

を余儀なくされる中、教員研修の役割や在り方を大きく

問い直す時期が来ている。 

(2) 新たな考え方による学びの場を創出 

これらの課題を踏まえ、新しい時代に柔軟に適応する

教職員を育てるために、主体性と同僚性を高める新たな

教員研修「放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）」を
開設する。遠隔会議システム（Zoomや Teams）とホーム
ページ（以下：HP）、Microsoft Forms（以下：Forms）
を組み合わせ（図 1）、ねらいに迫る。 

２．実践内容 

2.1 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）とは 

 同時双方向のオンラインによる放課後 30 分を活用し
たちょっとしたスクール。名のとおり、教職員が自ら

「Choice」することを重視し、希望制となっている。 

2.2 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）の仕組み 
 実施までの流れは、図 1のとおりである。 

 参加者は、高松市内の小中学校だけが見られる内部HP
に掲載されている予定を見る。 

次に、申込フォームから個人で申し込む（写真 1）。 
最後に、示された ID等で参加（入室）する。 

2.3 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）の特長 
従来から行っている基本研修や職務研修等の研修と放

課後ちょいスクールを比較すると、表 1のようになる。 

集合ではなく、オ

ンラインで実施する

ことで、移動を含む

参加までの負担軽減

（時間的課題）の改

善、部屋の大きさや

コロナウイルス感染

症の影響による人数

制限（空間的課題）の

改善、貸し出せる端末数による研修内容の制約（物理的

課題）の改善を図ることができる。 

項目 主な研修 放課後ちょいスクール 

研修形態（実施場所） 集合（総合教育センター） オンライン（各学校） 

時間 3時間程度 30分 

実施時期 平日午後（長期休みは除く） 水曜日の放課後（月 2回程度） 

準備時間（移動時間も含む） 平均 15～60分程度 平均 5～10分程度 

人数制限 あり（部屋の広さや端末数による） なし 

端末利用制限 あり（センター保有 約 60台） なし（各学校による） 

研修内容の周知時期 前年度 3月末に 1年間分の通知 開催 1カ月前に HPで通知 

旅費 発生する 発生しない 

教職員の主体性と同僚性を育む「放課後ちょいスクール（Choice、Cool）」 

 

高松市総合教育センター 研修係長 河田 祥司，指導主事 葛西 久美子，指導主事 河北 理加，指導主事 大胡 賢太郎 

キーワード：教員研修，ICT活用推進，教員の主体性，同僚性，OJT促進 

図１ 放課後ちょいスクールの概要図 

表１ 主な研修と放課後ちょいスクールの比較 

写真１ 内部 HPの様子 
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高松市総合教育センター・河田 祥司，葛西 久美子，河北 理加，大胡 賢太郎 

 また、旅費等もかからないので、費用や手続きに係る

業務も発生しない。 

 放課後、複数回にわたり、自分が参加したいものだけ

を選び、多人数で気軽に集うことができるところが特長

である。 

2.4 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）の工夫 
教職員の主体性と同僚性を育むために、次の 5つのこ
とを重視している。 

(1) 主体性の尊重 
「Choice、Cool!（選ぶことは、かっこいい！）」は、課

せられるのではな

く、教員自らが「選

ぶ」ことを大切にし

ている。コーディネ

ーターを務める指導

主事も「みなさ～

ん！こんにちは

－！」と、笑顔とし

なやかな態度で場を和ませ（写真 2）、牧歌的な雰囲気づ
くりを心がけている。年齢や経験年数に関係なく、教員

の「自ら学びたい、関わりたい」というポジティブな気

持ちを引き出すことを大切にしている。 
(2) 双方向性の重視 

30分の短い時間であっても、一方的な情報提供ではな
く、双方向性を重視。必ず Q＆A の時間を確保し、個々
の困りごとを参加者で共有して解決を図ったり、現場の

ニーズを把握したりしている。 
11月には、現場の要望を生かし、ヨガインストラクタ

ーを招いて、「ヨガ at school」を実現した。高松市内の小
中学校の放課後がヨガでつながった。 

(3) 同僚性の向上（OJTの促進） 
オンラインなので、学校にて複数の同僚と一緒に学ぶ

ことができ、実施後の OJTの促進も期待できる。互いに
学び合いながら同僚性の向上を図るとともに、参加者同

士で意見の交流ができるようにすることで、学校間や校

種間で顔見知りを増やし、学校内外で気軽に情報共有で

きる風土づくりを行っている。 
(4) 即時的で柔軟な研修内容の設定 

現場のニーズを捉え、柔軟に研修内容に反映すること

ができるように、1カ月前に内部HPに内容を公開した。
参加者の要望を生かした企画も早期に実現させることで

参画意識が高まるようにした。 
(5) 参加しやすい状況づくり 

①内部 HPの案内と申込のデジタル化 
市内の小中学校のネットワーク内のみでアクセスする

ことができる内部 HP に随時内容や一部動画等を公開し
ている。 
また、これまでの申込方法は、学校で取りまとめてメ

ールで送付することとしていたが、内部 HP より個々に
Formsで申し込めるようにすることで、学校と主催者の

業務削減を図った。 
②開催曜日と時間の固定 
月 2回程度、水曜日の 16時から 16時半に開催。曜日

と時間を固定することで、教員が記憶しやすくするとと

もに、学校側の調整もしやすいようにした。 
３．成果 

学校や校種を

こえてのべ約

450名（11回）
の教員が集まっ

た（表 2）。「こ
れまでのよう

に、参加申込を

管理職が一括で

まとめて提出し

なくていいの

で、容易に参加

できた」「オンラ

インのため、移

動時間や旅費が発生せず、気軽に参

加することができた」という声が多

数あり、自分の思いで容易に参加で

きることがうかがえた。 
また、「一緒に参加した先生にすぐ

に聞くことができるので安心（後日

も含む）」「質問がしやすく自分が悩

んでいることが聞けた」と、自らの課題に応じて解決で

きる機会の提供につながったり、「ちょいスクールで知り

合った先生に後日電話で聞いた」など、教員同士の新た

なつながりが生まれたりしている（上記 QR コードより
テレビ報道参照）。 
最近では、連絡掲示板に「今日ちょいスクールです」と

書き込んだり、水曜日の放課後に会議を入れずに参加し

やすい環境を作ったりする学校も現れ、認知度も高まっ

てきたことがうかがえた。 
４．今後に向けて 
開始 1カ月後の調査で、約 51％の教員が「放課後ちょ
いスクールを知らない」と答えていることから、認知度

の向上によりさらなる広がりが期待できる。 
1年目は、認知度アップ。「知っていたら参加したのに」
という声をなくすこと。2年目は、システムの安定とさら
なる質の向上。「誰もが偶然出会った人とつくる充実した

30分」を増やしていくこと。3年目には、「水曜日は、放
課後ちょいスクールがあるから、会議を入れるのはやめ

よう」と、学校側が水曜日の放課後を見据えた時間の編

成を行うことを目指したい。 
そのためにも、放課後ちょいスクールのねらいや特長

が従来の研修とは違うことを伝え、ポジティブで多様性

と柔軟性に満ちた組織風土を、放課後の学校から創出し

ていけるように取り組んでいきたい。 

表２ 5月から 9月までの内容 

写真２ コーディネーターの様子 

テレビ報道 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

希望する教職員を対象とした、放課後 30分のちょっと
したスクールを月 2 回程度開催。オンラインで教育委員
会と各学校をつなぐことで、ニーズを発掘し、柔軟に企

画（内容等）を立案。学校内だけではなく、学校間のつな

がりを生みだし、OJT を促進する装置となりつつある。 

１．目的・目標 

(1) 背景 

新学習指導要領の実施や GIGAスクール構想の実現に
向けた取組など、多種多様な変化に適切かつ柔軟に対応

することができる資質・能力をどのように育んでいけば

よいのか。 

これまでの研修では、「研修に参加したくても、登校日

には子どもがいるので少人数しか参加できない」「研修

会場の規模や、使用できる端末数に限界があり、希望者

全員を受け入れられない」「研修を受けた者が学校内で

還元するための時間やスキルが不足し、伝わりきらない」

「新型コロナウイルス感染症防止のため、参加人数や研

修方法（協働作業）等に制約がある」「研修計画（講師や

内容等）が固まっており、柔軟に内容を変更したり追加

したりできない」等の課題が見られた。 

教育委員会（総合教育センター）において、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、集合研修の中止や内容の変更

を余儀なくされる中、教員研修の役割や在り方を大きく

問い直す時期が来ている。 

(2) 新たな考え方による学びの場を創出 

これらの課題を踏まえ、新しい時代に柔軟に適応する

教職員を育てるために、主体性と同僚性を高める新たな

教員研修「放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）」を
開設する。遠隔会議システム（Zoomや Teams）とホーム
ページ（以下：HP）、Microsoft Forms（以下：Forms）
を組み合わせ（図 1）、ねらいに迫る。 

２．実践内容 

2.1 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）とは 

 同時双方向のオンラインによる放課後 30 分を活用し
たちょっとしたスクール。名のとおり、教職員が自ら

「Choice」することを重視し、希望制となっている。 

2.2 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）の仕組み 
 実施までの流れは、図 1のとおりである。 

 参加者は、高松市内の小中学校だけが見られる内部HP
に掲載されている予定を見る。 

次に、申込フォームから個人で申し込む（写真 1）。 
最後に、示された ID等で参加（入室）する。 

2.3 放課後ちょいスクール（Choice、Cool!）の特長 
従来から行っている基本研修や職務研修等の研修と放

課後ちょいスクールを比較すると、表 1のようになる。 

集合ではなく、オ

ンラインで実施する

ことで、移動を含む

参加までの負担軽減

（時間的課題）の改

善、部屋の大きさや

コロナウイルス感染

症の影響による人数

制限（空間的課題）の

改善、貸し出せる端末数による研修内容の制約（物理的

課題）の改善を図ることができる。 

項目 主な研修 放課後ちょいスクール 

研修形態（実施場所） 集合（総合教育センター） オンライン（各学校） 

時間 3時間程度 30分 

実施時期 平日午後（長期休みは除く） 水曜日の放課後（月 2回程度） 

準備時間（移動時間も含む） 平均 15～60分程度 平均 5～10分程度 

人数制限 あり（部屋の広さや端末数による） なし 

端末利用制限 あり（センター保有 約 60台） なし（各学校による） 

研修内容の周知時期 前年度 3月末に 1年間分の通知 開催 1カ月前に HPで通知 

旅費 発生する 発生しない 

教職員の主体性と同僚性を育む「放課後ちょいスクール（Choice、Cool）」 

 

高松市総合教育センター 研修係長 河田 祥司，指導主事 葛西 久美子，指導主事 河北 理加，指導主事 大胡 賢太郎 

キーワード：教員研修，ICT活用推進，教員の主体性，同僚性，OJT促進 

図１ 放課後ちょいスクールの概要図 

表１ 主な研修と放課後ちょいスクールの比較 

写真１ 内部 HPの様子 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

既存の ICT機器と iPhoneを使った「通信」から見え
てきたこと。指導員の負担軽減。保護者が見たい姿や即

時性の高い発信。少人数でも発信できるシステム。子供

達の本当の姿を撮影するための工夫。地域への広がり。

保護者の変化。子供の変化。 
１．目的・目標 

(1) 月 1の紙から毎日のデジタルへ 

活動を伝える方法として紙媒体の通信がある。本施設

においても 2019 年度まで紙の通信を月 1 回程、出して
きた。しかし紙面には掲載スペースに限りがある。即時

性も欠けており、今何をしているかを伝えることができ

ていなかった。そこで新型コロナによる休校明けからメ

ールによる通信を開始し、ほぼ毎日通信を行っている。 
(2) デジタル化のメリット 

物理的な時間がかからなくなった。具体的には印刷、

配布、子供達が保護者に渡すなどの行為が全てカットさ

れ直接届けることができる。次に即時性。その日の活動

をその日の帰りの会

終了後には配信する

ので子供達の今を伝

えられる。内容には

指導員の考えなどは

書かず、活動内容と

写真を中心に掲載し

た（写真 1）。これに
より指導員の負担は

軽減された。このこ

とで持続可能な取り

組みになった。 
２．実践内容 
2.1 ICT機器が充実していない「ひだまり」 
予算も少なく特別な機器もない本施設にとってできる

ことはPCを使うことと iPhoneで写真を撮影する程度で
ある。しかし、これだけでも工夫次第で新しいことに取

り組める。年度初めからとにかく写真撮影の回数を増や

していった。当初は写そうとすると逃げたり顔を隠した

りする子供が多く、なかなか表情まで収めることはでき

なかった。学校に行ってない子供達なので致し方ないと

感じていたが、毎日色々な場面で手軽に撮影を繰り返し

ているうちに、写されている意識が子供達からなくなっ

ていった。写真撮影を特別なものではなく、日常の当た

り前にできたことが大きい。これにより徐々に子供達の

自然な表情や動きなどの写真が増えてきた。メールに添

付する際には目の部分に修正を加えている。デジタルデ

ータが送付されるので、これを勝手に SNS等に上げられ
るのを防ぐためである。それでも地域の方から「目の部

分を隠していても笑顔でいることがすぐにわかる」と評

価していただいた。保護者からは「今まで見たことのな

い子供の表情」と報告を受けた。手軽な撮影が日常に溶

け込むことで生み出されたものである。 
2.2 少人数でできる体制 
指導員は 2名のシフトで回している。故に毎日 ICTに

長けたスタッフがいるわけではない。そんな中、SNSを
うまく使い文章や写真データを送ることで、ほぼ毎日の

通信を続けることができている。これも特別なソフトや

機器は全く使用していない。離れた場所からでも通信を

出すことができる。また、通信は休日の指導員にも配信

するので休んでいた日の様子が分かり、勤務した時、同

じ話題で子供達と接することができるという二次的な効

果も出てきた。また大きなイベントの前日などには紙の

プリントで子供達に持参物や集合場所、時間などを知ら

せるのだが同時にメールでの通信を保護者に行った。こ

れは保護者の安心感を生むと同時に、保護者に連絡が届

いていないのではないかという指導員側の不安をも払拭

することができた。 
2.3 積み重ねたもの 
昨年度から今年度 11 月までに撮影された写真の枚数
は 10,000 枚を超える。送信回数は昨年度が 150 回程、
今年度が 100回程（11月中旬時点）である。昨年度終了
時には通信を一冊にまとめ（PDF）、教育委員会、各学校
へ「ひだまり」の取り組みの全体像を届けることができ

た（写真 2）。年間の活動内容を知っていただいたことが

好評だった。「ひだまり」修了式においては大量の写真か

ら厳選し曲に合わせて 1年を振り返ることで子供達は自 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ある 1日の通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 2年分の通信の PDF化 

不登校生徒の今を伝える！既存の ICT機器を使った「通信」に出来る事 

毎日の発信から見えてきたこと 

福津市教育支援センター「ひだまり」 指導員 升野 潤，今津 理恵，高橋 輝彦，藤原 富男 

キーワード：不登校，iPhone，通信，教育支援センター，適応指導教室 
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福津市教育支援センター「ひだまり」・升野 潤，今津 理恵，高橋 輝彦，藤原 富男 

分自身を振り返り、保護者や地域の方々は子供達の成長

を感じることができた。 
３．成果 

これまで家に帰っても「ひだまり」の活動内容を話す

ことがなかった子供達が保護者と活動のことで会話する

ようになった。保護者の方からもその日の活動がわかっ

ているので話しかけやすいと連絡を受けた。子供達は自

分達の写真は見ていないが、保護者が見ているので楽し

かった様子を細かく話し始めたそうである。ひだまりで

も家庭でも暗い表情だった子供達が、明るい表情になっ

たこと、保護者との関係がよくなり、保護者にも笑顔が

出てきたのはとても良い成果である。学校に戻ることが

全てではないと考えているが、2020 年度の復帰率は
100％であった。 
指導員は写真を撮影する習慣がなかったが毎日の繰り

返しで常に記録を残す癖がついた（写真 3、4）。デジカ
メでは面倒なことも iPhone であればポケットから取り
出してすぐに撮影ができる。学校よりも iPhone を使い
やすい環境である。また、写真を指導員間で共有すると

同時にハードディスクへ保存することで子供達の成長を

映像で振り返ることができるようになった。毎日、通信

を出すことが子供達の記録となり、成長の過程で悩んだ

時など過去を振り返りながら指導に役立てることができ

た。 
保護者の中にはこの通信が始まるまで「ひだまり」に

対しての不信感からか何度も来室しては子供の様子を長

時間聞く姿があった。しかし、これが全くなくなったの

である。毎日の通信で「ひだまり」が開かれていたから

である。その証拠に大きなイベントの際には必ず足を運

び、カメラを構えておられた。当初見られた攻撃的な表

情が消え、温和に話しかけてくださるようになったのは

とても印象的だった。 
地域の方々の関わりは一人増え、二人増えする中で発

信数を増やしていった。今まで部分的にしか見えていな

かった活動の全体が見えることで大変良い評価をいただ

いた。また、その少しの方々が口コミで「ひだまり」の

活動を発信してくれることで新たな協力を得られた。地

域の方々に育ててもらう環境が徐々にではあるが整いつ

つある。また、地域の方がイベントの際、一眼レフカメ

ラで写真撮影や動画撮影をしてくれた。そのデータを「ひ

だまり」に提供していただくなど明らかに通信を見てか

ら協力してくださる姿があった。 
自分を表現できない子供達が多い中、発信を繰り返す

ことで多くの方に関わっていただき彼ら彼女らを褒めて

くれた。小さな成功体験を日々積み重ねることが自信と

なり「ひだまり」内ではまわりの目を気にせず自分を出

せる姿勢が出てきた。全体がこの雰囲気になってから、

新しく入室する子供達はこれが当たり前だと思い、入室

してすぐに自分を出せる子が増えてきている。たかが通

信だが、地道に発信することで多くのプラスを生み出す

ことができたと感じている。 
４．今後に向けて 
これまでの教育現場からの発信は紙が主であったが資

源の面、働き方、伝達スピードなどから考えてもデジタ

ル化は進めるべきだと考えている。今回の通信で分かっ

たことは、これからの時代は「発信」が重要であるとい

うことだ。発信をすることで少しずつ輪が広がっていっ

た。様々な良い取り組みをしていても発信しないことに

は伝わらない。しかし、誰にでも発信すればいいという

ものでもない。世界に開かれたネットワークではなく、

今回の通信のように、確実に信頼できる人たちだけの閉

じた世界に限定した方が良い。インターネットの世界は

扱い方を間違うと大変なことになる。しかし、それを恐

れてばかりいては何もできない。これからの時代、しっ

かりとしたネット知識、リテラシーやモラルを身につけ

て発信していくことが大切である。未来を生き抜く子供

達を育成する立場の大人がここから逃げるのではなく、

しっかりと身につけて子供達に範を示して発信していく

べきではないだろうか。むやみに SNSは怖いからやらな
いようにと指導していても何も変わらない。世界は変わ

っているのだから。指導する立場の人間が変わっていか

ねばならない。 
通信に限

らず今後「ひ

だまり」にも

ICT 機器や

Wi-Fi 環境な
どが導入され

てくるであろ

う。その時、

機器を使って

できることに

チャレンジすることが大事である。失敗を恐れて動けな

いでいる大人の姿を見せるのではなく、常に先へ進んで

いく姿を見せることが不登校の子供達に与える影響は大

きいと思う。常に前進を続ける「ひだまり」の中で、ICT
機器を道具としてうまく活用し、子供達の成長に繋げて

いきたい。 

 
写真３ 筏で海へ 

 
写真４ 干し柿作成 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

既存の ICT機器と iPhoneを使った「通信」から見え
てきたこと。指導員の負担軽減。保護者が見たい姿や即

時性の高い発信。少人数でも発信できるシステム。子供

達の本当の姿を撮影するための工夫。地域への広がり。

保護者の変化。子供の変化。 
１．目的・目標 

(1) 月 1の紙から毎日のデジタルへ 

活動を伝える方法として紙媒体の通信がある。本施設

においても 2019 年度まで紙の通信を月 1 回程、出して
きた。しかし紙面には掲載スペースに限りがある。即時

性も欠けており、今何をしているかを伝えることができ

ていなかった。そこで新型コロナによる休校明けからメ

ールによる通信を開始し、ほぼ毎日通信を行っている。 
(2) デジタル化のメリット 

物理的な時間がかからなくなった。具体的には印刷、

配布、子供達が保護者に渡すなどの行為が全てカットさ

れ直接届けることができる。次に即時性。その日の活動

をその日の帰りの会

終了後には配信する

ので子供達の今を伝

えられる。内容には

指導員の考えなどは

書かず、活動内容と

写真を中心に掲載し

た（写真 1）。これに
より指導員の負担は

軽減された。このこ

とで持続可能な取り

組みになった。 
２．実践内容 
2.1 ICT機器が充実していない「ひだまり」 
予算も少なく特別な機器もない本施設にとってできる

ことはPCを使うことと iPhoneで写真を撮影する程度で
ある。しかし、これだけでも工夫次第で新しいことに取

り組める。年度初めからとにかく写真撮影の回数を増や

していった。当初は写そうとすると逃げたり顔を隠した

りする子供が多く、なかなか表情まで収めることはでき

なかった。学校に行ってない子供達なので致し方ないと

感じていたが、毎日色々な場面で手軽に撮影を繰り返し

ているうちに、写されている意識が子供達からなくなっ

ていった。写真撮影を特別なものではなく、日常の当た

り前にできたことが大きい。これにより徐々に子供達の

自然な表情や動きなどの写真が増えてきた。メールに添

付する際には目の部分に修正を加えている。デジタルデ

ータが送付されるので、これを勝手に SNS等に上げられ
るのを防ぐためである。それでも地域の方から「目の部

分を隠していても笑顔でいることがすぐにわかる」と評

価していただいた。保護者からは「今まで見たことのな

い子供の表情」と報告を受けた。手軽な撮影が日常に溶

け込むことで生み出されたものである。 
2.2 少人数でできる体制 
指導員は 2名のシフトで回している。故に毎日 ICTに
長けたスタッフがいるわけではない。そんな中、SNSを
うまく使い文章や写真データを送ることで、ほぼ毎日の

通信を続けることができている。これも特別なソフトや

機器は全く使用していない。離れた場所からでも通信を

出すことができる。また、通信は休日の指導員にも配信

するので休んでいた日の様子が分かり、勤務した時、同

じ話題で子供達と接することができるという二次的な効

果も出てきた。また大きなイベントの前日などには紙の

プリントで子供達に持参物や集合場所、時間などを知ら

せるのだが同時にメールでの通信を保護者に行った。こ

れは保護者の安心感を生むと同時に、保護者に連絡が届

いていないのではないかという指導員側の不安をも払拭

することができた。 
2.3 積み重ねたもの 
昨年度から今年度 11 月までに撮影された写真の枚数
は 10,000 枚を超える。送信回数は昨年度が 150 回程、
今年度が 100回程（11月中旬時点）である。昨年度終了
時には通信を一冊にまとめ（PDF）、教育委員会、各学校
へ「ひだまり」の取り組みの全体像を届けることができ

た（写真 2）。年間の活動内容を知っていただいたことが

好評だった。「ひだまり」修了式においては大量の写真か

ら厳選し曲に合わせて 1年を振り返ることで子供達は自 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ある 1日の通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 2年分の通信の PDF化 

不登校生徒の今を伝える！既存の ICT機器を使った「通信」に出来る事 

毎日の発信から見えてきたこと 

福津市教育支援センター「ひだまり」 指導員 升野 潤，今津 理恵，高橋 輝彦，藤原 富男 

キーワード：不登校，iPhone，通信，教育支援センター，適応指導教室 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

コロナ禍で有志の現役教員が中心に集まり、オンライ

ン個別授業を行うオンライン寺子屋を発足させた。50 人

以上の現役教員や社会人が集まり、合計 1,000 件以上の

オンライン授業を行った。多様な生徒が受講できるよう

に無償授業とし、コロナ禍でも教育機会を提供し続けた。 

 

１．目的 

新型コロナウイルスで学校が休校の状態であった

2020 年 5 月 11 日、文部科学省の髙谷浩樹 初等中等教育

局 情報教育・外国語教育課長が情報環境整備に関する説

明会を YouTube で LIVE 配信した。その中で、「できる

ことから、できる人から」「既存のルールに捉われずに臨

機応変に」「やろうとしないということが一番子供に対し

て罪だ」と述べた。それを受けて「自分たちにできるこ

とを、今すぐ、始めよう」と決意し、5 月 12 日から 14 日

のわずか 3 日間で、SNS で教員に協力を呼びかけ、生徒

を募集して、オンライン寺子屋の組織を立ち上げた。5 日

間で 100人以上の生徒から申し込みがあり、2週間で 100
回以上の授業を行うことができ、発足から 1 年経ち授業

実施数は 1,000 件を超えた。参加している生徒の 80%は

学校外のサポートを受けていない生徒である。生徒たち

が、質の高い授業を誰にでも、どの場所でも受ける機会

を提供したいと考え、無償で始めた。 

コロナ禍での団体立ち上げにあたり、運営者や講師は

実際に一度も直接会ってはいない。全てオンラインで会

議、サービス設計、サービス提供を行い、わずか 3 日間

でオンライン寺子屋を始めることができた。講師登録の

方法や、受講希望者に対するメール返信、Zoom 等のツー

ルの準備、授業の進め方などの経験交流を、講師が自主

的・自発的に行っている。「できるひとが、できるときに、

できることを、できる分量だけ実施する」というボラン

ティアの基本を忠実に実行し、しかも大きな成果をあげ

ている。「参加者が、有機的に結びつき、あちこちで予期

しない化学反応を起こして、新しい知見を次々に生み出

している」と言える。 参加者の自由なメッセージが流れ

る場を共有する一方で、必要事項は Slack を用いて整理

し、検索・閲覧ができるようにしている。また、Google 
Sites、Google フォーム、AirReserve 等の既存のツール

を組み合わせて、無料でしかも機動力の高いシステムを

つくりあげている。 

 

 

 

２．実践の特徴・工夫 

特徴 1）完全無料で 1 対 1 の学習サポート 

授業内容は受講者一人ひとりのニーズにあった授業を

行う。学校の宿題、予習、復習、演習など、毎回相談して、

内容を決定する。一人一人に合わせた授業内容、ペース、

教え方をしているため受講者の満足度も高い（写真 1）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴 2）オンラインで全てが完結 

生徒が授業に必要なのはスマホのみである。タブレッ

トやコンピュータがあれば好ましいが、スマホのみでも

十分にサポートを受けられるようにツールを厳選してい

る（写真 2）。 

特徴 3）受講生徒・講師が全国各地から参加 

授業をオンラインで実施していたため、授業をする教

員と受講する生徒の場所が限定されていない。北海道、

関東、近畿、九州、沖縄といった全国各地から生徒が授

業を受講した。またアメリカから授業をする教員や、イ

ンドから授業を受ける生徒もいた。 

特徴 4）大学生オンライン教育実習プログラムも開始 

コロナウイルスで教育実習を行うことができない大学

生に向けてオンラインで教育実践を積むことができるオ

ンライン教育実習を行った。オンラインでの教え方や、

テクノロジー機器の使い方、オンライン模擬授業を行い、

現役の教員から授業後にフィードバックをもらえるプロ

グラムを実施し、コロナ禍でも大学生が教育に関わるこ

とができる機会を提供した。 

 

写真１ オンライン寺子屋 HPより 

 

全国の先生が全国の生徒にオンラインで個別無料授業 
〜オンライン寺子屋の発足とその成果〜 

オンライン寺子屋 代表 中村 柾(教諭)，副代表 斎藤 みずも，副代表 堀 佳月(教諭) 

キーワード：オンライン教育，ICT，遠隔教育 

 

写真２ オンライン授業の様子 
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オンライン寺子屋・中村 柾，斎藤 みずも，堀 佳月 

３．成果 

講師、生徒、保護者、大学生という多様な立場の人がオ

ンライン寺子屋に関わり、オンライン寺子屋の経験を通

して変容していった。講師や大学生は、自分の出来るこ

とを自発的に行ったり、互いに感謝したり、情報交換会

の経験交流を通じて自己有用感を高めた（写真 3）。生徒

は、オンライン個別授業という利点を活かし、自分のペ

ースや興味に合わせて学習することができた。保護者は、

家でも質の高い授業を受けられたことで満足感を得てい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年の夏には日本デジタル教科書学会第 9 回年次

大会で「オンライン寺子屋」の組織運営についての論文

「～発足 4 日で講師 20 名と生徒 70 名が集まり、1 週間

後には 100 名の生徒と 40 回以上の授業を実施した 組織

での ICT の活用方法について～」を発表した。一度も顔

を合わせずに、企画、発足、運営を短期間で成し遂げた

オンライン寺子屋の運営方法やマネジメントについて、

参加した講師からアンケートを取り、分析した。その結

果、スピード感のある組織を立ち上げるという点では、

ア）やるべきことを単純明確にする。イ）顔が見える形

で頻繁に連絡をとる。ウ）全体の作業を極力可視化する

ことで、作業の質を担保するとともに、質問・相談しや

すくする。エ）自分の作業が全体に対して貢献している

という実感を持てるようにする。などの方法が有効であ

ることが確認できた。 

 

■講師コメント・大学生コメント 

・学校が休校になり学校で授業ができない時にオンライ

ン寺子屋で授業をして、社会に貢献することができたと

感じる。また、ICT リテラシーも向上したり、他の教員

と交流することができて貴重な場であった。 

・無償のボランティアとして参加したつもりが、受講し

てくれる小学生から元気をもらえたり、｢わかった！｣と

言って喜んでくれる様子を見てやりがいを感じられたり

と、教える側も恩恵を受け取っている。 

■生徒コメント 

・オンライン個別授業は教室授業に比べてわからないと

ころをちゃんと聞けます。教室の授業は、わからないま

ま 1 時間が終わってしまったり、周りの目が気になって

先生に聞けなかったり、友達に教わってもよくわからな

かったりして、勉強について行けなかったです。でも、

オンラインの個別授業はわからないところを周りを気に

せずに「わからない！」と聞けるので、わかりやすく確

実に、学ぶことができてます！ 

・私の学校は一斉授業のため、みんなと同じペースで授

業が進みますが、この個別レッスンだと先生が自分のペ

ースやレベル、興味の分野に合わせて教えてくださって、

理解度や定着度がアップしていると感じています！また

先生のお話が毎回面白く、私も早く英語を話せるように

なって、自分の可能性をもっと広げたいと思うようにな

り、最近では授業外でも英語に触れるようになりまし

た！」 

■保護者コメント 

・集中力が続きにくく、でも注目して欲しい性格の息子

が、とても楽しそうに勉強できて「また、先生と勉強す

る！」と言うくらい大好きになったようでした。低学年

の男の子へのアプローチ方法や話し方が素晴らしかった

です。一対一で学べるのが息子に合っていて、貴重なコ

ミュニケーションの場になりました。 

・勉強嫌いの娘が生き生きと問題に取り組んでいました。

早速自分から来週の授業まで申し込んでいました。授業

前に見せていただいた、先生が訪れた各国の写真や、先

生の取り組みが、とても心に残ったようです。子どもの

時に、多様な生き様の大人の人に影響を受けることは、

大変意義のあることだと思います。 

・本当に善意でやって頂き感謝しております。国語のレ

ッスンってどのようなものなのかと思っておりましたが、

現代を生きる力に直結するプレゼン力を鍛えるようなレ

ッスンでした。本当に貴重な体験をさせていただきまし

た。学び方も、ゲーム形式のものを準備して頂き、とて

も楽しく学べています。 

 

４．今後に向けて 

オンライン寺子屋は今後も ICT を活用しながら、教育

に対する課題を解決できるような取組みをしていく。 

2021 年の冬には大学生オンライン教育実習プログラ

ムの研修を拡大させ、オンライン模擬授業研修、自己分

析、メンタープログラムをスタートした。オンライン授

業ノウハウを、現役教員や教員志望の大学生に共有し、

実践できる場も提供していきたいと考えている。また、

SNS やメディア発信を通して、オンライン授業の知見の

共有や、教育課題への問題提起をしていきたい。 

今後、オンライン授業マッチングプラットフォーム以

外にも、「必要な時に必要なこと」を迅速に対応できるフ

レキシブルな団体を目指す。学校休校時では、「余力のあ

る教員」と「授業を受けたい生徒」をマッチングさせて

教育機会を創出してきた。子どもと関わる機会が減って

しまった大学生には、「オンライン教育実習」という形で

機会を提供してきた。社会課題に向けて、改善・解決を

図ることで、「すべての子どもに、多様な選択肢」がある

社会を実現していきたい。 

写真３ 大学生の授業実施の様子 

 

 

ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

コロナ禍で有志の現役教員が中心に集まり、オンライ

ン個別授業を行うオンライン寺子屋を発足させた。50 人

以上の現役教員や社会人が集まり、合計 1,000 件以上の

オンライン授業を行った。多様な生徒が受講できるよう

に無償授業とし、コロナ禍でも教育機会を提供し続けた。 

 

１．目的 

新型コロナウイルスで学校が休校の状態であった

2020 年 5 月 11 日、文部科学省の髙谷浩樹 初等中等教育

局 情報教育・外国語教育課長が情報環境整備に関する説

明会を YouTube で LIVE 配信した。その中で、「できる

ことから、できる人から」「既存のルールに捉われずに臨

機応変に」「やろうとしないということが一番子供に対し

て罪だ」と述べた。それを受けて「自分たちにできるこ

とを、今すぐ、始めよう」と決意し、5 月 12 日から 14 日

のわずか 3 日間で、SNS で教員に協力を呼びかけ、生徒

を募集して、オンライン寺子屋の組織を立ち上げた。5 日

間で 100人以上の生徒から申し込みがあり、2週間で 100
回以上の授業を行うことができ、発足から 1 年経ち授業

実施数は 1,000 件を超えた。参加している生徒の 80%は

学校外のサポートを受けていない生徒である。生徒たち

が、質の高い授業を誰にでも、どの場所でも受ける機会

を提供したいと考え、無償で始めた。 

コロナ禍での団体立ち上げにあたり、運営者や講師は

実際に一度も直接会ってはいない。全てオンラインで会

議、サービス設計、サービス提供を行い、わずか 3 日間

でオンライン寺子屋を始めることができた。講師登録の

方法や、受講希望者に対するメール返信、Zoom 等のツー

ルの準備、授業の進め方などの経験交流を、講師が自主

的・自発的に行っている。「できるひとが、できるときに、

できることを、できる分量だけ実施する」というボラン

ティアの基本を忠実に実行し、しかも大きな成果をあげ

ている。「参加者が、有機的に結びつき、あちこちで予期

しない化学反応を起こして、新しい知見を次々に生み出

している」と言える。 参加者の自由なメッセージが流れ

る場を共有する一方で、必要事項は Slack を用いて整理

し、検索・閲覧ができるようにしている。また、Google 
Sites、Google フォーム、AirReserve 等の既存のツール

を組み合わせて、無料でしかも機動力の高いシステムを

つくりあげている。 

 

 

 

２．実践の特徴・工夫 

特徴 1）完全無料で 1 対 1 の学習サポート 

授業内容は受講者一人ひとりのニーズにあった授業を

行う。学校の宿題、予習、復習、演習など、毎回相談して、

内容を決定する。一人一人に合わせた授業内容、ペース、

教え方をしているため受講者の満足度も高い（写真 1）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴 2）オンラインで全てが完結 

生徒が授業に必要なのはスマホのみである。タブレッ

トやコンピュータがあれば好ましいが、スマホのみでも

十分にサポートを受けられるようにツールを厳選してい

る（写真 2）。 

特徴 3）受講生徒・講師が全国各地から参加 

授業をオンラインで実施していたため、授業をする教

員と受講する生徒の場所が限定されていない。北海道、

関東、近畿、九州、沖縄といった全国各地から生徒が授

業を受講した。またアメリカから授業をする教員や、イ

ンドから授業を受ける生徒もいた。 

特徴 4）大学生オンライン教育実習プログラムも開始 

コロナウイルスで教育実習を行うことができない大学

生に向けてオンラインで教育実践を積むことができるオ

ンライン教育実習を行った。オンラインでの教え方や、

テクノロジー機器の使い方、オンライン模擬授業を行い、

現役の教員から授業後にフィードバックをもらえるプロ

グラムを実施し、コロナ禍でも大学生が教育に関わるこ

とができる機会を提供した。 

 

写真１ オンライン寺子屋 HPより 

 

全国の先生が全国の生徒にオンラインで個別無料授業 
〜オンライン寺子屋の発足とその成果〜 

オンライン寺子屋 代表 中村 柾(教諭)，副代表 斎藤 みずも，副代表 堀 佳月(教諭) 

キーワード：オンライン教育，ICT，遠隔教育 

 

写真２ オンライン授業の様子 
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ＩＣＴ活用実践事例集 ＩＣＴ夢コンテスト２０２１ 

実践の概要 

 「小中学生に理科に興味／楽しんでもらう」ことを主眼
に、子どもたちが普段使っているスマートフォン（以下、

スマホ）やタブレット端末を用い、科学実験ができるア

プリを開発した。特に、AR技術を用いることでゲーム感
覚とリアリティを高めた実験コンテンツを作成した。 

 
１．目的・目標 

1.1 開発の背景 
若者の「理科離れ」、つまり、科学的な現象に興味を示

さない、理科の授業に対する理解度が低い子どもたちが

多いことなどが指摘されている。更には、コロナ禍によ

るオンライン（自宅学習）の増加や感染拡大防止のため

に理科実験が思うように進められない実情がある。 
 

1.2 ICT活用の背景と狙い 
文部科学省が推進する「GIGA スクール構想」では小

中学生 1人 1台ずつパソコンやタブレット端末が配られ
ており、授業支援アプリを用いて自宅でも学習できる環

境が既に整っている。今回、アプリ配信を行うことで、

全国にある約 3万校の小中学校、約 950万人の小中学生
に対して簡単に科学実験を提供できる仕掛けを提案する。 

 
２．実践内容 

2.1 準備するもの 
・スマホやタブレット 
・ダウンロードしたアプリケーション 
・PDFデータから印刷した実験器具のイラスト（図 1）  

 
 
 
 
 
 

 

2.2 「わくわくする科学実験」の手順 
①ビーカー、試験管などの 
イラストを印刷して切り取り、 
身近にある空き箱などに貼り 
付ける（写真 1）。 
 
 
 

②スマホ画面下部より問題番号を選択（写真 2）し、 
 スマホ画面上部に、問題文を表示（写真 3）する。 

③スマホ背面のカメラを 
実験機具のイラストに 
かざし実験を行う。 
（写真 4） 

 
 
 
2.3 開発した実験コンテンツ例 
Q1．レモンは酸性／アルカリ性？ 
スマホをかざして正解表示。 

 （正解は花丸、不正解は✕表示） 
 （写真 5） 
 
 
Q2．アルカリ性の液を入れると何色に変化する？ 
アルカリ性の液体を入れることでビーカー内の液も青

に変色。試験管の傾きに合わせ液面も傾き、水滴も垂

れる。「ポコポコポコ」という音の出力によりリアリテ

ィを演出（写真 6）。 
 
 
 
 
 
 
 

Q3．Sr（ストロンチウム）は 
燃えると何色の炎？ 

 本当は危険な実験であっても 
 手軽に仮想的な実験ができる。 
 （写真 7） 

 
Q4．メダカがふ化する映像       
 メダカが描かれたビーカーに 
 スマホをかざすとメダカが 
 ふ化する貴重な映像を観察 
 できる（写真 8）。 

 
写真４ 実験の様子 

 
写真５ 実験 Q1 

 
写真２ 問題を選択 

 
写真３ 問題文の表示 

 
図１ 実験器具のイラスト 

AR技術を用いた「わくわくする科学実験」 

－ 自宅でも手軽にできる科学実験 － 

New Science Education（名城大学チャレンジ支援プログラム） 林 美初，大畑 りお，本多 紗彩，岡部 百音 

キーワード：科学実験，理科，AR，スマートフォン，タブレット端末，With コロナ 

 

 
写真７ 実験 Q3 

 
写真８ 映像 

    
写真６ 実験 Q2（音と映像変化の演出効果） 

 
写真１ 実験器具 
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New Science Education・林 美初，大畑 りお，本多 紗彩，岡部 百音 

2.4 適用技術と工夫点 

(1) 適用技術 

AR（Augmented Reality：拡張現実）技術を用い 
（Unity＋AR Engineで自作）、実在する風景にバーチャ
ルの視覚情報を重ね、目の前にある世界を仮想的に拡張

した。子どもたちが普段楽しんでいるポケモン GO や、
カメラアプリ SNOW などでも用いられており興味を抱

きやすいこと、理科実験リアリティを手軽に演出できる

ことから採用した。また、スマホアプリおよび PDFデー
タの組み合わせは、ICT 技術を使って簡単に配信＆展開
でき、普及させやすい。 

 
(2) 工夫点 

まず、実験器具については、仮想的な実験器具で代用

させることにより、安価に簡単に危険なく実験を体験で

きるようにし、また、自ら印刷したイラストと日常空間

にある空き箱などを組み合わせて工作するため、実験準

備段階では手で生み出す創造性も養えるように工夫した。

次に、実験コンテンツについては、物理現象の視覚的な

表現、リアリティを高めるための視覚的な演出、危険を

実感できる触覚的（振動を用いた）演出などを工夫した。 
 

３．成果 

3.1 AR実験体験会の実施方法 

体験会は中学生の男女 
6人を対象に 30分／人 
実施した（写真 9）。 
 
 
 

 
3.2 体験会の結果 

(1) 生徒たちの感想 

・実験を楽しめた＆理科への関心が高まった（①～⑤） 
・危険な実験でも短時間で気軽にできるのは良い 
・振動や音、映像が映し出され実験している気になれた  

(2) 生徒たちのコンテンツ案 
・生物：人体模型、カエルの解剖、消化酵素の働き 
・化学：電気分解（イオンの動き） 
・物理：光の反射や屈折、仕事量、水中での浮き沈み 
・社会：立体的な地形、歴史風景 
・数学／音楽／体育：見えない所の見える化 
 
3.3 体験会の考察 

 「楽しく学習に取り組めた」という肯定的な声が多く、

「理科に興味／楽しんでもらう」という当初の狙いは達

成できた。また、生徒たちから良いコンテンツ提案も多

く出され、更なる発展の余地がある。但し、アプリの反

応が悪くなる時もあったため、プロの業者へ製作や運用

を委託することも検討したい。 
 
3.4 実施してみてわかったこと 

 中学生ということもあり、AR実験の方がよい面、実際
の実験の方がよい面を理解している生徒が多い（⑥）。 
また、ARプログラミング開発に興味がある子が多い（⑦）。 
動画や VR 技術を用いた同じような理科実験は存在す
るが、決定的な相違点としては、子ども一人ひとりが実

際に手を動かして実験できることであり、予習や復習と

して何度も実験を再確認できるためイメージしやすく記

憶も定着しやすい。更に、仮想上で実験を行うため、爆

発するような危険な実験も安心して取り組めるというメ

リットもある。また、本物の実験器具がなくても紙器具

で代用できる点も大きい。但し、実際の実験の方がよい

面や、実際の実験で気づくこともあるため、AR実験と実
際の実験の両者を使い分けていくことが望ましい。 
 
４．今後に向けて 

 子どもたちが興味をもつコンテンツの拡充が重要とな

る。提案としては「学校対抗 科学実験 ARアプリコンテ
スト」を実施し、全国 3 万人の小中学校からアイデアを
募ってもよい。例えば、「これまで自分たちが習ってきた

ことを、後輩がわかりやすく勉強するにはどういうコン

テンツが良いだろうか」と考えることで更に自らの学び

になる。また、教師の視点からでは得られなかったコン

テンツも出てくるかもしれない。毎年 10件のアイデアを
コンテンツに加えていけば 10 年で 100 種類のコンテン
ツが完成する。理科実験のみならず他の科目にも適用は

可能と考えられる。 
 この「AR実験」が広まることによって世の中に大きな
影響を与えられると感じている。例えば、実験が危ない

と思われる小学校低学年であっても、AR実験であれば簡
単に実施でき、小さい頃から理科に好奇心を抱く効果が

あると考えられる。更には、「どうやって動いているのだ

ろう」と発展的に思考し、プログラミングや AR 技術に
対しても学ぶ意義や楽しさを感じてもらうことができる

と考える。 

表１ AR実験に対する生徒たちの評価

 
Ｍ＊：男子生徒、Ｆ＊：女子生徒 

M1 M2 F1 F2 F3 F4

5 3 5 5 4 4

5 5 5 5 4 5

5 5 5 5 5 5

実験前 4 3 3 5 2 3

実験後 4 3 4 5 4 4

4 4 5 4 5 4

2 4 3 3 3 3

5 4 5 4 1 5
⑦ＡＲ実験のようなプログラミング
　開発をしたいと思ったか？
　(1：思わない・・・・5：思う)

④理科は好きか
　(1：嫌い・・・・5：好き)

①期待に対する満足度
　(1：不満・・・・5：満足)
②楽しめたか？
　(1：不満・・・・5：楽しめた)

③実験内容が理解できたか？
　(1：できない・・・・5：理解できた)

⑥実験室とＡＲどちらがよいか？
　(1：実験が良い・・・・5：ARが良い)

⑤ＡＲ実験で理科好きは増えると
　思うか？　(1：思わない・・・・5：思う)

 
写真９ AR実験の様子 
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実践の概要 

 「小中学生に理科に興味／楽しんでもらう」ことを主眼
に、子どもたちが普段使っているスマートフォン（以下、

スマホ）やタブレット端末を用い、科学実験ができるア

プリを開発した。特に、AR技術を用いることでゲーム感
覚とリアリティを高めた実験コンテンツを作成した。 

 
１．目的・目標 

1.1 開発の背景 
若者の「理科離れ」、つまり、科学的な現象に興味を示

さない、理科の授業に対する理解度が低い子どもたちが

多いことなどが指摘されている。更には、コロナ禍によ

るオンライン（自宅学習）の増加や感染拡大防止のため

に理科実験が思うように進められない実情がある。 
 

1.2 ICT活用の背景と狙い 
文部科学省が推進する「GIGA スクール構想」では小

中学生 1人 1台ずつパソコンやタブレット端末が配られ
ており、授業支援アプリを用いて自宅でも学習できる環

境が既に整っている。今回、アプリ配信を行うことで、

全国にある約 3万校の小中学校、約 950万人の小中学生
に対して簡単に科学実験を提供できる仕掛けを提案する。 

 
２．実践内容 

2.1 準備するもの 
・スマホやタブレット 
・ダウンロードしたアプリケーション 
・PDFデータから印刷した実験器具のイラスト（図 1）  

 
 
 
 
 
 

 

2.2 「わくわくする科学実験」の手順 
①ビーカー、試験管などの 
イラストを印刷して切り取り、 
身近にある空き箱などに貼り 
付ける（写真 1）。 
 
 
 

②スマホ画面下部より問題番号を選択（写真 2）し、 
 スマホ画面上部に、問題文を表示（写真 3）する。 

③スマホ背面のカメラを 
実験機具のイラストに 
かざし実験を行う。 
（写真 4） 

 
 
 
2.3 開発した実験コンテンツ例 
Q1．レモンは酸性／アルカリ性？ 
スマホをかざして正解表示。 

 （正解は花丸、不正解は✕表示） 
 （写真 5） 
 
 
Q2．アルカリ性の液を入れると何色に変化する？ 
アルカリ性の液体を入れることでビーカー内の液も青

に変色。試験管の傾きに合わせ液面も傾き、水滴も垂

れる。「ポコポコポコ」という音の出力によりリアリテ

ィを演出（写真 6）。 
 
 
 
 
 
 
 

Q3．Sr（ストロンチウム）は 
燃えると何色の炎？ 

 本当は危険な実験であっても 
 手軽に仮想的な実験ができる。 
 （写真 7） 

 
Q4．メダカがふ化する映像       
 メダカが描かれたビーカーに 
 スマホをかざすとメダカが 
 ふ化する貴重な映像を観察 
 できる（写真 8）。 

 
写真４ 実験の様子 

 
写真５ 実験 Q1 

 
写真２ 問題を選択 

 
写真３ 問題文の表示 

 
図１ 実験器具のイラスト 

AR技術を用いた「わくわくする科学実験」 

－ 自宅でも手軽にできる科学実験 － 

New Science Education（名城大学チャレンジ支援プログラム） 林 美初，大畑 りお，本多 紗彩，岡部 百音 

キーワード：科学実験，理科，AR，スマートフォン，タブレット端末，With コロナ 

 

 
写真７ 実験 Q3 

 
写真８ 映像 

    
写真６ 実験 Q2（音と映像変化の演出効果） 

 
写真１ 実験器具 
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実践の概要 

本実践では、多様な地域資料と学校教育をつなぐ、人

とデータのネットワークを構築するために、教員と博物

館・図書館などの関係者が協創的に資料を教材化するワ

ークショップを開催し、「教育メタデータ」を付与した

二次利用可能な教材アーカイブを構築した。 

 

１．背景・目的 

新学習指導要領では、図書館・博物館・文書館などの

MLA 施設と連携して地域の文化遺産を尊重する態度を

育むことや、諸資料を活用して課題を追求する学びが求

められている。また、ICT を用いて多様なデジタル資料

を活用する学習を行うことが示されている。GIGA スク

ール構想やコロナ禍で重要性が顕在化したオンライン学

習においても、デジタル教材の必要性が高まっている。 

 地域の資料を授業で扱う際には、生徒自身で読み、理

解できる資料を用意することが求められる。そのため、

教員は生徒の状況を踏まえ、資料を授業で使えるように

加工すること、すなわち、教材化することが求められる。 

しかしながら、各教員が関係施設に赴いて資料を収

集・教材化するという手法は、時間的・距離的制約が大

きい。また、Webでの資料収集は、情報が溢れる中で求

める資料にアクセスすることが困難な上に、真正性や信

頼性・二次利用条件や内容に関する判断が難しい。それ

ゆえ、多くの教員は授業準備において地域資料を用いた

教材作成に困難を感じている。 

このように、地域資料は収集や教材化が難しいため、

優れた教材や活用事例を共有する仕組み作りが望まれる。

しかしながら、多様な一次資料と学校教育を紐付けて共

有する仕組みや、そうした教材を自由に二次利用できる

オープンアクセスな環境は整えられていない。 

そこで、多様な地域資料と学校教育をつなぐ、人とデ

ータのネットワーク構築を目指し、以下の実践を行った。 

 

２．実践内容 

2.1 多様な地域資料の教材化ワークショップの開催 

多様な地域資料と学校教育をつなぐ「人」のネットワ

ークを構築するために、小中高の教員等の学校関係者と

図書館・博物館等のMLA関係者や自治体関係者が集い、

協創的に資料の教材化を行うワークショップを開催した。

2021年 7月にオンラインで開催した第 1回ワークショッ

プでは、北海道から沖縄まで 31都道府県から 94名の申

込があり、多様な属性の参加者が一堂に会した。 

ワークショップは第一部で概要説明、第二部で教材化

の検討、第三部で発表という構成で進行した。また、第

二部以降は学校関係者と MLA 関係者が混成となるよう

に 5 つのチームを作り、異なる立場からの議論が活性化

するようにした。ワークショップの概要を以下に示す。 
 

小中高の教員とMLA・自治体関係者で協創する多様な地域資料の教材化ネットワーク 

デジタルアーカイブを用いた GIGAスクール構想下の ICT活用 

東京大学大学院学際情報学府 ／ TRC-ADEAC 特任研究員 大井 将生 
キーワード：デジタルアーカイブ，地域資料，教材化，MLA連携，教育メタデータ，IIIF，ICT 

 

   

 

 

図１ 

第 1回ワーク 

ショップ参加 

者の所属機関 

の地域 

●第 1回ワークショップでの資料紹介機関 

国立国会図書館・東京国立博物館・福井県文書館・

貨幣博物館・大網白里市教育委員会・船橋市教育委

員会・宇部市教育委員会・県立長野図書館・綾川町

立図書館・酒田市立図書館・小倉百人一首 LOD・
小石川図書館・吹田市立博物館 

【第 1回ワークショップの概要】 

●目的 

 多様な地域資料と学校教育をつなぐ、「人」のネットワーク構築。 

●手法 

 学校関係者と MLA・自治体関係者による、地域資料の教材化検討を
媒介としてコミュニケーションの場を創出する。 

●日程と形式 

 2021年 7月 24（土）13:30-16:30 
  オンライン（Zoom）、参加費無料、事前申込制（ワーク枠定員 20名） 
●ワークショップフロー（全体で 3時間） 

［第 1部］ワークショップの趣旨や内容の説明：（30分） 
［第 2部］5チーム（各チーム 4〜5名）に分かれ、MLA側から資料 

紹介後、資料を活用した教材化の検討・議論：（100分） 
［第 3部］各チームから発表・全体討論：（50分） 
●第 1回ワークショップの参加者属性 
小学校・中学校・高校教員、学校司書・司書教諭、教育委員会、大学

生・院生、大学・研究機関、図書館・博物館・文書館、企業、NPO 

●第 1回ワークショップの参加者所属地域 
北海道から沖縄まで、31都道府県（図 1） 
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東京大学大学院学際情報学府／TRC-ADEAC・大井 将生 

2.2 教材アーカイブの制作と公開 

 多様な地域資料と学校教育をつなぐ「データ」のネッ

トワークを構築するために、ワークショップで作成され

た教材を二次利用可能な形で格納する教材アーカイブを

制作した。その際、地域資料と学校教育をつなぐために、

ワークショップの議論に基づいて「教育メタデータ」を

資料に付与することで普及性・汎用性の高いコンテンツ

を実現した。また、それらを国際的な相互運用性の高い

フレーム（IIIF）を用いて公開した点に先進性がある。

本実践で用いた「教育メタデータ」の具体的な要素を次に

示す。教材アーカイブは 2021年 9月に公開した（図 2）。 

学年、単元、時代、西暦、位置情報、発問、「問い」、用語的

キーワード（西廻り航路・ペリー等）、概念的キーワード（交

易・経済等）、学習場面（導入・展開等）、学習形態、育みた

い能力（情報活用能力・批判的思考力等）、三観点評価項目、

指導案、学びの事例（レポート等）、学習指導要領コード 

 
３．成果 

ワークショップでは、教材化という目標に向けての議

論の中で、普段は対話する機会の少ない学校教員と

MLA・自治体関係者から、異なる立場での資料活用に関

する悩みや課題、質問なども共有された。 

 事後の質問紙では、参加目的について、学校関係者は

「教材の資料集めに困っていた」「どこにどんな資料があ

るのか知りたかった」という観点、MLA関係者は「資料

をどのように活用してもらえるのか」「活用してもらうた

めにどんな工夫が必要なのか」を知りたいという観点が

多かった。参加目的に対しての本ワークショップの評価

は、96%の回答者が「とても参考になった」あるいは「参

考になった」と回答した（図 3）。 

 また、「ワークショップで出た話題の中でどの論点が特

に重要だと感じたか」については、「学校関係者と MLA

関係者の協働の機会やネットワークの構築」を挙げる参

加者が多かった（図 4）。「今後も協力・連携を進めたい」

との意見も寄せられ、実際にワークショップ後に有志メ

ンバーで教材化を深化させるためのスピンオフ勉強会が

開催されるなど、子どもたちに豊かな資料を届けるため

の両者の絆の深まりが生まれ、両者の対話とコミュニケ

ーションの機会を創出することの意義を確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

４．今後に向けて 
今後はワークショップを継続的に開催し、教材アーカ

イブをコミュニティと共に拡充させていきたい。 
 

※関連情報 

           
(左）「多様な資料の教材化ワークショップ」の HP 
（中）「多様な資料を活用した教材アーカイブ」 
（右）第 2回ワークショップのアーカイブ動画 

 
図３ 事後質問「参加目的・期待に対して、ワーク 

ショップは参考になるものでしたか？」の回答結果 

 
図４ 事後質問「今日の話題の中でどの論点が特に重 

要だと感じましたか？」（複数回答可）の回答結果 

図２ 「多様な資料を活用した教材アーカイブ」と教材 
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実践の概要 

本実践では、多様な地域資料と学校教育をつなぐ、人

とデータのネットワークを構築するために、教員と博物

館・図書館などの関係者が協創的に資料を教材化するワ

ークショップを開催し、「教育メタデータ」を付与した

二次利用可能な教材アーカイブを構築した。 

 

１．背景・目的 

新学習指導要領では、図書館・博物館・文書館などの

MLA 施設と連携して地域の文化遺産を尊重する態度を

育むことや、諸資料を活用して課題を追求する学びが求

められている。また、ICT を用いて多様なデジタル資料

を活用する学習を行うことが示されている。GIGA スク

ール構想やコロナ禍で重要性が顕在化したオンライン学

習においても、デジタル教材の必要性が高まっている。 

 地域の資料を授業で扱う際には、生徒自身で読み、理

解できる資料を用意することが求められる。そのため、

教員は生徒の状況を踏まえ、資料を授業で使えるように

加工すること、すなわち、教材化することが求められる。 

しかしながら、各教員が関係施設に赴いて資料を収

集・教材化するという手法は、時間的・距離的制約が大

きい。また、Webでの資料収集は、情報が溢れる中で求

める資料にアクセスすることが困難な上に、真正性や信

頼性・二次利用条件や内容に関する判断が難しい。それ

ゆえ、多くの教員は授業準備において地域資料を用いた

教材作成に困難を感じている。 

このように、地域資料は収集や教材化が難しいため、

優れた教材や活用事例を共有する仕組み作りが望まれる。

しかしながら、多様な一次資料と学校教育を紐付けて共

有する仕組みや、そうした教材を自由に二次利用できる

オープンアクセスな環境は整えられていない。 

そこで、多様な地域資料と学校教育をつなぐ、人とデ

ータのネットワーク構築を目指し、以下の実践を行った。 

 

２．実践内容 

2.1 多様な地域資料の教材化ワークショップの開催 

多様な地域資料と学校教育をつなぐ「人」のネットワ

ークを構築するために、小中高の教員等の学校関係者と

図書館・博物館等のMLA関係者や自治体関係者が集い、

協創的に資料の教材化を行うワークショップを開催した。

2021年 7月にオンラインで開催した第 1回ワークショッ

プでは、北海道から沖縄まで 31都道府県から 94名の申

込があり、多様な属性の参加者が一堂に会した。 

ワークショップは第一部で概要説明、第二部で教材化

の検討、第三部で発表という構成で進行した。また、第

二部以降は学校関係者と MLA 関係者が混成となるよう

に 5 つのチームを作り、異なる立場からの議論が活性化

するようにした。ワークショップの概要を以下に示す。 
 

小中高の教員とMLA・自治体関係者で協創する多様な地域資料の教材化ネットワーク 

デジタルアーカイブを用いた GIGAスクール構想下の ICT活用 

東京大学大学院学際情報学府 ／ TRC-ADEAC 特任研究員 大井 将生 
キーワード：デジタルアーカイブ，地域資料，教材化，MLA連携，教育メタデータ，IIIF，ICT 

 

   

 

 

図１ 

第 1回ワーク 

ショップ参加 

者の所属機関 

の地域 

●第 1回ワークショップでの資料紹介機関 

国立国会図書館・東京国立博物館・福井県文書館・

貨幣博物館・大網白里市教育委員会・船橋市教育委

員会・宇部市教育委員会・県立長野図書館・綾川町

立図書館・酒田市立図書館・小倉百人一首 LOD・
小石川図書館・吹田市立博物館 

【第 1回ワークショップの概要】 

●目的 

 多様な地域資料と学校教育をつなぐ、「人」のネットワーク構築。 

●手法 

 学校関係者と MLA・自治体関係者による、地域資料の教材化検討を
媒介としてコミュニケーションの場を創出する。 

●日程と形式 

 2021年 7月 24（土）13:30-16:30 
  オンライン（Zoom）、参加費無料、事前申込制（ワーク枠定員 20名） 
●ワークショップフロー（全体で 3時間） 

［第 1部］ワークショップの趣旨や内容の説明：（30分） 
［第 2部］5チーム（各チーム 4〜5名）に分かれ、MLA側から資料 

紹介後、資料を活用した教材化の検討・議論：（100分） 
［第 3部］各チームから発表・全体討論：（50分） 
●第 1回ワークショップの参加者属性 
小学校・中学校・高校教員、学校司書・司書教諭、教育委員会、大学

生・院生、大学・研究機関、図書館・博物館・文書館、企業、NPO 

●第 1回ワークショップの参加者所属地域 
北海道から沖縄まで、31都道府県（図 1） 
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  【予定】 

ＩＣＴ夢コンテスト２０２２ 実践事例募集のお知らせ 
 

ＩＣＴ夢コンテスト実施の趣旨 
子どもたちが高度に発達した情報化社会を生き抜いていくためには、さまざまな知識の習得

に加えて、情報活用能力をはじめとする汎用的な資質・能力を身につける必要があります。教育

における情報通信技術（ICT）の活用は、これを実現させるためのひとつの有力な手段として大

きな期待が持たれています。 
さらに GIGA スクール構想の実施により、1 人 1 台端末と高速通信ネットワークの環境が整

いつつあります。ここでは創造性の育成と、誰一人取り残すことのない「個別最適化」された学

びの実現が示されました。 
本コンテストは、GIGA スクール構想における ICT 活用を奨励するとともに、ICT 活用の優

良事例を収集して広く公開することにより、全国的に ICT を有効に活用した教育活動が実践さ

れるようになることを目的としています。 
下記のように、ICT を有効に活用した教育の実践事例を募集します。 

 
応募対象およびテーマ例（実践領域） 
・学校の教職員等（ICT 支援員など外部職員を含む） 

⇒ GIGA スクール構想における授業実践およびカリキュラム開発、ICT を活用した効果的

な授業、児童生徒の情報活用能力育成、ICT 活用に関する校内教員研修、校務支援シス

テムを活用した児童生徒指導、ICT を活用した保護者や地域への情報発信、学校運営・

管理への ICT 活用、ICT を活用した授業を行う教員に対する支援活動、など 
・教育委員会・教育センター等 

⇒ GIGA スクール構想に関わる教員研修、ICT 活用指導力等についての教員研修、学校で

の ICT 活用推進活動などの実践事例、など 
・保護者、地域のボランティア、大学、企業、NPO 法人等 

⇒ 学校の授業や行事に対する ICT を活用した支援活動、地域未来塾など ICT を活用して

地域で子どもたちの教育を行う活動、など  
 

募集期間 
２０２２年６月１日（水）～ ２０２２年９月２０日（火） 

 
応募方法（２０２２年度） 
・応募用紙（Ａ４サイズ×３枚）の提出（専用用紙：募集時にホームページに公開します） 
  表紙（応募者情報）１枚＋実践事例内容２枚 
・応募先：ＩＣＴ夢コンテスト事務局 

詳細は、下記「ＩＣＴ夢コンテスト」のホームページをご参照ください。 
    https://www.japet.or.jp/activities/promo-ict-ut/ict-dream-contest/ 
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評価のポイント 

（１） ICT を効果的に活用しているか（目的・場面・効果） 
（２） 先進性があるか（先進的・独創的・新奇性） 

または普及性があるか（工夫・波及性・汎用性） 
（３） 絆が深まったか（連携・協働・共感など） 

 
募集条件  

（１） 応募事例の中の著作権者や著作隣接権者などの許諾はクリアしていることが必要です。

これらの許諾を得ずに複製された写真・画像・文字等を使用し、著作権侵害や著作隣接権

侵害、また、肖像権の侵害などの問題が発生した場合は、主催者は一切責任を負いませ

ん。実践事例集に掲載する原稿についても同様です。 
（２） 応募事例は２０２１年４月から募集締切の２０２２年９月２０日（火）までに実施した

ものが対象です。この時点以降に実施するものは対象外となります。 
（３） 過去に本コンテストまたは類似のコンテストの受賞歴がある事例は対象外です。また同

時に他のコンテストに同一事例を応募することはご遠慮ください。 
（４） 受賞内定者は本コンテスト公式サイトに掲載されますが、受賞内定をもって営利目的に

属する通知や広告などに利用することは認められません。このようなことが判明した場

合には、受賞内定の取り消しもあります。 
（５） 応募にかかる費用は応募者の負担です。 
（６） 受賞者は２０２２年度教育の情報化推進フォーラムにおいて表彰し、その内容の発表を

行っていただきます。また、ICT 活用実践事例集の論文執筆も行っていただきます。 
（７） 事例の著作権は応募者にありますが、作品の使用権等は主催者の帰属とします。 

 
表彰 
文部科学大臣賞（学校／地域）、総務大臣賞、ＮＨＫ賞、日本教育新聞社賞 
日本教育情報化振興会賞、宮島龍興記念教育賞、地方再生・創生賞 
（上記の受賞とともに１０万円相当の ICT 機器が副賞として贈られます） 
ＩＣＴ夢コンテスト優良賞  

 
表彰式 
・２０２２年度 教育の情報化推進フォーラム会場にて開催 
・上記フォーラムにて実践事例発表（及び原稿を執筆し、実践事例集に掲載） 
・賞状及び副賞を授与  

 
以 上 

 
 

※ 募集内容はあくまでも予定です。予告なく変更になることがあります。 

 

  【予定】 

ＩＣＴ夢コンテスト２０２２ 実践事例募集のお知らせ 
 

ＩＣＴ夢コンテスト実施の趣旨 
子どもたちが高度に発達した情報化社会を生き抜いていくためには、さまざまな知識の習得

に加えて、情報活用能力をはじめとする汎用的な資質・能力を身につける必要があります。教育

における情報通信技術（ICT）の活用は、これを実現させるためのひとつの有力な手段として大

きな期待が持たれています。 
さらに GIGA スクール構想の実施により、1 人 1 台端末と高速通信ネットワークの環境が整

いつつあります。ここでは創造性の育成と、誰一人取り残すことのない「個別最適化」された学

びの実現が示されました。 
本コンテストは、GIGA スクール構想における ICT 活用を奨励するとともに、ICT 活用の優

良事例を収集して広く公開することにより、全国的に ICT を有効に活用した教育活動が実践さ

れるようになることを目的としています。 
下記のように、ICT を有効に活用した教育の実践事例を募集します。 

 
応募対象およびテーマ例（実践領域） 
・学校の教職員等（ICT 支援員など外部職員を含む） 

⇒ GIGA スクール構想における授業実践およびカリキュラム開発、ICT を活用した効果的

な授業、児童生徒の情報活用能力育成、ICT 活用に関する校内教員研修、校務支援シス

テムを活用した児童生徒指導、ICT を活用した保護者や地域への情報発信、学校運営・

管理への ICT 活用、ICT を活用した授業を行う教員に対する支援活動、など 
・教育委員会・教育センター等 

⇒ GIGA スクール構想に関わる教員研修、ICT 活用指導力等についての教員研修、学校で

の ICT 活用推進活動などの実践事例、など 
・保護者、地域のボランティア、大学、企業、NPO 法人等 

⇒ 学校の授業や行事に対する ICT を活用した支援活動、地域未来塾など ICT を活用して

地域で子どもたちの教育を行う活動、など  
 

募集期間 
２０２２年６月１日（水）～ ２０２２年９月２０日（火） 

 
応募方法（２０２２年度） 
・応募用紙（Ａ４サイズ×３枚）の提出（専用用紙：募集時にホームページに公開します） 
  表紙（応募者情報）１枚＋実践事例内容２枚 
・応募先：ＩＣＴ夢コンテスト事務局 

詳細は、下記「ＩＣＴ夢コンテスト」のホームページをご参照ください。 
    https://www.japet.or.jp/activities/promo-ict-ut/ict-dream-contest/ 
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ＩＣＴ夢コンテスト 実践事例応募用紙 

※この応募フォーマットはホームページよりダウンロードしてください。 

類似のコンテストに入賞歴の無い事例が対象です。有無を右欄に記入ください。 無し 
 

この実践事例は下の要素の何々を含んでいますか。該当する項目の左に ● を記入してください。複数選択可です。 

 効果的な授業  児童生徒の資質・能力向上  教員研修  ＩＣＴ活用指導力向上 

 校務の情報化  保護者や地域への情報発信  ＩＣＴ環境整備  ＩＣＴ活用サポート 

 ＩＣＴ活用推進  学校運営・管理  保護者や地域による学校支援  地域での児童生徒学習支援 

 学校行事  通級指導教室・特別支援学級  その他（                    ） 
 

学校又は団体名（実践時） 実践時の学校または団体名を記入。現所属が異なる場合は（現所属：○○教育センター 指導主事）のように追記。 

団体種（校種、NPO等） 
ドロップダウンリストから団体種を選択してください。（小学校、小中一貫校、中学校、中高一貫校、高等学校、特別支援学校、幼稚

園・保育園・認定こども園、教育委員会、教育センター、大学・大学院、企業、NPO・任意団体、個人 その他） 

応募者 
氏名漢字、職 名、氏名カナ、 

学校又は団体名(実践時) 上記と異な

る場合のみ記入 

※連名での応募も可 

応募者※１ 夢野 夢太郎 教諭 ユメノ ユメタロウ  

連名者 

(3名まで) 

 

夢元 夢子 ＩＣＴ支援員 ユメモト ユメコ 〇〇教育委員会 

夢山 夢夫 職員 ユメヤマ ユメオ 一般社団法人 ◆◆会 

    

学校や団体への所属年数(応募者) 5（教師は歴年。1年目は“1”と記入） ＩＣＴ夢コンテストの今回を含む応募回数（応募者） 2（初応募は“1”を記入） 

応募者 連絡先〒（半角）※2 999-9999 
勤務先名（応募者連絡先が勤務

先の場合のみ記入） ㈱○○○○社 

応募者 連絡先住所※2 ○○○県○○市○○９－９９－９９ 

応募者 E-mail※2 abcd@abc.abcd.jp 応募者 電話番号
※2

 999-999-9999 
 

実践事例タイトル 
※４０文字以内・ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙは不可 

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０ 

実践の特長（先進性、普及性）のどちらか一つ選択 
※どちらかといえば該当すると思う方の項目の左に●を記入 

 先進性  普及性 

下記項目は改行せずに記入をお願いします。自由記述ですが審査の参考としますので、必ず記入（なければ“特に無し”）をお願いします。 

教科もしくは分野  

対象者（学年・他）  

教科の単元（わかる場合のみ記入 複数可）  

実践場所（遠隔、PC教室、体育館等）  

実践時期  

活用した ICT機器、教材、環境等  
 

アンケートをお願いします。コンテスト企画運営の参考にさせて頂きます。 

本コンテストをどのようにお知りになりましたか。● を記入してください。複数選択可です。 

 案内ポスター  前から知っている  教育委員会からの紹介  上司や友人・所属団体からの紹介 

 案内チラシ  事務局メール  ニュース媒体から  JAPET&CEC ホームページより 

ご 意 見  

  
※１：連名の場合、「応募者」は自ら実践し自ら事例を執筆したご本人とし、かつ事務局からの直接の連絡先としてくだ

さい（実践の際の監修者や上司、自治体・学校等の協力者などを「応募者」とはしないでください）。 

※２：連絡先住所は、事務局からの郵送物を受け取れる住所をご記述ください。また、E-mail及び電話番号は、事務局か

ら連絡を取らせていただけるものをご記述ください。 

・応募事例に、図や写真を組み込むことでより実践が分りやすくなるようにしてください。 
・フォーマットの変更はしないでください（実践内容部分も２段組にせず、１段組のまま記述してください）。 
・参照ＵＲＬ、QR コードの使用は不可です（応募書類以外の情報は審査対象外です）。 
・表紙記述１頁と実践事例内容記述２頁以内、計３頁以内で纏めてください。それ以上は受理できません。 

・実践事例の記述はＭＳ明朝 11ポイントのフォントを使用してください、また４６文字／行を目安としてください。 

 

先進性、普及性の判

断基準については

次頁参照

タイトルの工夫 
・具体的で 内容をイメージしやすい

・簡潔である 
・読み手の興味関心を引く 
・親しみやすい 
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ＩＣＴ夢コンテスト 実践事例応募用紙 

※この応募フォーマットはホームページよりダウンロードしてください。 

類似のコンテストに入賞歴の無い事例が対象です。有無を右欄に記入ください。 無し 
 

この実践事例は下の要素の何々を含んでいますか。該当する項目の左に ● を記入してください。複数選択可です。 

 効果的な授業  児童生徒の資質・能力向上  教員研修  ＩＣＴ活用指導力向上 

 校務の情報化  保護者や地域への情報発信  ＩＣＴ環境整備  ＩＣＴ活用サポート 

 ＩＣＴ活用推進  学校運営・管理  保護者や地域による学校支援  地域での児童生徒学習支援 

 学校行事  通級指導教室・特別支援学級  その他（                    ） 
 

学校又は団体名（実践時） 実践時の学校または団体名を記入。現所属が異なる場合は（現所属：○○教育センター 指導主事）のように追記。 

団体種（校種、NPO等） 
ドロップダウンリストから団体種を選択してください。（小学校、小中一貫校、中学校、中高一貫校、高等学校、特別支援学校、幼稚

園・保育園・認定こども園、教育委員会、教育センター、大学・大学院、企業、NPO・任意団体、個人 その他） 

応募者 
氏名漢字、職 名、氏名カナ、 

学校又は団体名(実践時) 上記と異な

る場合のみ記入 

※連名での応募も可 

応募者※１ 夢野 夢太郎 教諭 ユメノ ユメタロウ  

連名者 

(3名まで) 

 

夢元 夢子 ＩＣＴ支援員 ユメモト ユメコ 〇〇教育委員会 

夢山 夢夫 職員 ユメヤマ ユメオ 一般社団法人 ◆◆会 

    

学校や団体への所属年数(応募者) 5（教師は歴年。1年目は“1”と記入） ＩＣＴ夢コンテストの今回を含む応募回数（応募者） 2（初応募は“1”を記入） 

応募者 連絡先〒（半角）※2 999-9999 
勤務先名（応募者連絡先が勤務

先の場合のみ記入） ㈱○○○○社 

応募者 連絡先住所※2 ○○○県○○市○○９－９９－９９ 

応募者 E-mail※2 abcd@abc.abcd.jp 応募者 電話番号
※2

 999-999-9999 
 

実践事例タイトル 
※４０文字以内・ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙは不可 

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０ 

実践の特長（先進性、普及性）のどちらか一つ選択 
※どちらかといえば該当すると思う方の項目の左に●を記入 

 先進性  普及性 

下記項目は改行せずに記入をお願いします。自由記述ですが審査の参考としますので、必ず記入（なければ“特に無し”）をお願いします。 

教科もしくは分野  

対象者（学年・他）  

教科の単元（わかる場合のみ記入 複数可）  

実践場所（遠隔、PC教室、体育館等）  

実践時期  

活用した ICT機器、教材、環境等  
 

アンケートをお願いします。コンテスト企画運営の参考にさせて頂きます。 

本コンテストをどのようにお知りになりましたか。● を記入してください。複数選択可です。 

 案内ポスター  前から知っている  教育委員会からの紹介  上司や友人・所属団体からの紹介 

 案内チラシ  事務局メール  ニュース媒体から  JAPET&CEC ホームページより 

ご 意 見  

  
※１：連名の場合、「応募者」は自ら実践し自ら事例を執筆したご本人とし、かつ事務局からの直接の連絡先としてくだ

さい（実践の際の監修者や上司、自治体・学校等の協力者などを「応募者」とはしないでください）。 

※２：連絡先住所は、事務局からの郵送物を受け取れる住所をご記述ください。また、E-mail及び電話番号は、事務局か

ら連絡を取らせていただけるものをご記述ください。 

・応募事例に、図や写真を組み込むことでより実践が分りやすくなるようにしてください。 
・フォーマットの変更はしないでください（実践内容部分も２段組にせず、１段組のまま記述してください）。 
・参照ＵＲＬ、QR コードの使用は不可です（応募書類以外の情報は審査対象外です）。 
・表紙記述１頁と実践事例内容記述２頁以内、計３頁以内で纏めてください。それ以上は受理できません。 

・実践事例の記述はＭＳ明朝 11ポイントのフォントを使用してください、また４６文字／行を目安としてください。 

 

先進性、普及性の判

断基準については

次頁参照

タイトルの工夫 
・具体的で 内容をイメージしやすい

・簡潔である 
・読み手の興味関心を引く 
・親しみやすい 

 

 

 

実践の概要（実践内容を５行以内で簡潔にまとめる）            (1)～(3)項目の記述配分は自由です。 

下の（１）（２）（３）の内容を簡潔にまとめ、記述してください。 

 

 

 

 

（１） ＩＣＴ活用の目的とねらい 

 

以下の観点を記述に含めるようにしてください。 

⚫ どのような課題を解決しようとするものか？ 

⚫ ＩＣＴ活用の位置づけは？ 

➢ 授業中のどういう場面でＩＣＴを活用するのか？ 

➢ 単元指導のどの時限の授業でＩＣＴを活用するのか？ 

➢ 課外活動でのＩＣＴ活用なのか？ 

 

 

（２）実践の特長・工夫（先進性があるか または普及性があるか） 

 

※先進性・普及性の判断の目安 

先進性：ＩＣＴの利用場面や利用方法に今までにない工夫がある。 

普及性：読者が同様の授業を再現することができる。普及のための工夫があることも必要。 

両方の要素を含んでいて決めづらい場合は「どちらかといえば先進性」、「どちらかといえば普及

性」なのかで判断し決めてください。 

 

ここでは、具体的にどのような活動を行ったのか記述してください。実践の様子がわかるような写真

や図表があるとよいです。そして具体的に活き活きと描写できれば、より伝わりやすく好印象です。 

 

またどのようなＩＣＴ環境を使ったのか、どのような工夫（普及性の場合も記述）を行ったのか分か

るように記述してください。 

 

 

（３）実践の成果（子どもたちや教員はどう変わったか、絆の深まりは見られたか等） 

 

ＩＣＴを活用したことによる変化を具体的に、また客観的に記述してください。例えば、児童・生徒

の行動変化、生徒自らが意識変化を表明したもの、生徒による表現の内容変化などの具体的に見える

変化を記述してください。また、グラフや表などで変化を定量的に示すことができるとよいです。 
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